

警察白書の刊行に当たって
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かけがえのない多くの命が失われ、東北地方を中心に未曾有の被害をもたらした東日本大震災の発生から、10年の歳月が流れました。「もう10年」「まだ10年」など、10年という歳月に寄せる想いは様々でしょうが、多くの方々の「当たり前」が一変したあの日とその悲痛な想いを忘れることはできません。東日本大震災以降も災害が相次いで発生する中、警察としても、これまで得られた1つ1つの教訓を生かし、災害に対する対処能力を一層向上させていく必要があります。

私たちの「当たり前」は、新型コロナウイルス感染症の感染拡大でまた大きく変わろうとしています。第二次世界大戦以降で最も深刻な危機ともいわれ、社会全体で「新しい生活様式」を定着させる必要に迫られる中、日常生活や行政手続、経済活動におけるオンライン化も進んでおり、今やサイバー空間は国民生活に不可欠なものとなってきています。同時に、サイバー空間を悪用した事案も発生しており、国民の皆様に安心して利用していただくためにも、サイバー空間におけるセキュリティ確保は重要な課題です。こうした社会経済の変容に対応し、サイバーセキュリティ確保のための取組を的確に進めていくことが、国民の安全安心を守る警察として求められています。

本年は、こうした社会情勢の変化に応じて警察が講じている各種の対策について、上記のほか、「新型コロナウイルス感染症をめぐる警察の取組」等4つの特集を組んでおります。

また、「組織的に敢行される特殊詐欺に対する警察の取組」等、特に国民の皆様にお伝えしたい4つのテーマをトピックスとして取り上げています。

このほか、「警察活動の最前線」として、現場で活躍する警察職員が仕事上の苦労ややりがい等について率直な心情をつづった手記等を掲載しています。さらに本年は、「警察の1年」と題し、四季折々の警察活動を捉えた写真を集めたページを新たに加え、警察をより身近に感じていただくための工夫をしています。

この白書が、我が国の警察行政の現況と警察活動を国民の皆様にも理解していただく一助となりますとともに、今後の活動に対して多くの御支援、御協力を賜りますことを心から願うものであります。






凡例




第1　用語等の意義

本書における用語等の意義は、特に断りのない限り、次のとおりとする。

1（1）　刑法犯………道路上の交通事故に係る危険運転致死傷（改正前の刑法第208条の2の危険運転致死傷をいう。以下同じ。）、業務上（重）過失致死傷及び自動車運転過失致死傷（改正前の刑法第211条第2項の自動車運転過失致死傷をいう。以下同じ。）を除いた「刑法」に規定する罪並びに「爆発物取締罰則」、「決闘罪ニ関スル件」、「暴力行為等処罰ニ関スル法律」、「盗犯等ノ防止及処分ニ関スル法律」、「航空機の強取等の処罰に関する法律」、「火炎びんの使用等の処罰に関する法律」、「航空の危険を生じさせる行為等の処罰に関する法律」、「人質による強要行為等の処罰に関する法律」、「流通食品への毒物の混入等の防止等に関する特別措置法」、「サリン等による人身被害の防止に関する法律」、「組織的な犯罪の処罰及び犯罪収益の規制等に関する法律」、「公職にある者等のあっせん行為による利得等の処罰に関する法律」及び「公衆等脅迫目的の犯罪行為のための資金等の提供等の処罰に関する法律」に規定する罪をいう。

（2）　特別法犯………上記（1）の「刑法犯」以外の罪をいう。ただし、道路上の交通事故に係る危険運転致死傷、業務上（重）過失致死傷、自動車運転過失致死傷及び「自動車の運転により人を死傷させる行為等の処罰に関する法律」に規定する罪並びに「道路交通法」、「道路運送法」、「道路運送車両法」、「道路法」、「自動車損害賠償保障法」、「高速自動車国道法」、「駐車場法」、「自動車の保管場所の確保等に関する法律」、「土砂等を運搬する大型自動車による交通事故の防止等に関する特別措置法」、「タクシー業務適正化特別措置法」、「貨物利用運送事業法」、「貨物自動車運送事業法」、「スパイクタイヤ粉じんの発生の防止に関する法律」及び「自動車運転代行業の業務の適正化に関する法律」に規定する罪を除く。

（3）　凶悪犯………殺人、強盗、放火及び強制性交等をいう。

ア　強制性交等………強姦（かん）並びに刑法第177条の強制性交等、同法第178条第2項の準強制性交等、同法第179条第2項の監護者性交等及び同法第181条第2項の強制性交等致死傷をいう。

イ　強姦………改正前の刑法第177条の強姦、同法第178条第2項の準強姦、同法第178条の2の集団強姦及び集団準強姦、同法第181条第2項の強姦致死傷並びに同法第181条第3項の集団強姦致死傷をいう。

（4）　改正前の強制わいせつ………改正前の刑法第176条の強制わいせつ、同法第178条第1項の準強制わいせつ及び同法第181条第1項の強制わいせつ致死傷をいう。

（5）　粗暴犯………暴行、傷害、脅迫、恐喝及び凶器準備集合をいう。

（6）　窃盗犯………窃盗をいう。

（7）　知能犯………詐欺、横領（占有離脱物横領を除く。）、偽造、汚職、背任及び「公職にある者等のあっせん行為による利得等の処罰に関する法律」に規定する罪をいう。

（8）　風俗犯………賭博及びわいせつをいう。

（9）　その他の刑法犯………公務執行妨害、住居侵入、逮捕監禁、器物損壊等上記に掲げるもの以外の刑法犯をいう。

2（1）　非行少年………犯罪少年、触法少年、ぐ犯少年をいう。

ア　犯罪少年………犯罪行為をした14歳以上20歳未満の者（少年法第3条第1項第1号）

　・　刑法犯少年………犯罪少年のうち刑法犯で警察に検挙された者

イ　触法少年………刑罰法令に触れる行為をした14歳未満の者（少年法第3条第1項第2号）

ウ　ぐ犯少年………刑罰法令に該当しないぐ犯事由があって、将来、罪を犯し、又は刑罰法令に触れる行為をするおそれのある20歳未満の者（少年法第3条第1項第3号）

（2）　不良行為少年………非行少年には該当しないが、飲酒、喫煙、家出等を行って警察に補導された20歳未満の者をいう。

3　　　交通事故………道路交通法第2条第1項第1号に規定する道路において、車両等及び列車の交通によって起こされた事故で、人の死亡又は負傷を伴うもの（人身事故）をいう。

4（1）　認知件数………警察において発生を認知した事件の数をいう。

（2）　検挙件数………警察において検挙した事件の数をいい、解決事件の件数を含む。

（3）　検挙率………認知件数に対する検挙件数の割合を次のとおり計算して百分比で表したものをいう。

（　検挙件数（当該年の前年以前の認知事件の検挙を含む。）　/　当該年の認知件数　）　×　100

　　　なお、検挙件数には、当該年の前年以前の認知事件の検挙が含まれることから、検挙率が100％を超える場合がある。

（4）　未遂罪及び予備罪は、それぞれの既遂の罪に含めている。

（5）　昭和47年以前の各種数値については、昭和47年5月14日以前の沖縄県該当分の数を含んでいない。

（6）　統計、図表その他の計数資料は、警察庁の調査等に基づくものである。

（7）　統計図表中の構成比等は、四捨五入してあるため総計が必ずしも100.0にならない場合がある。

（8）　平成元年の各種数値については、昭和64年1月1日から1月7日までの数を含む。

（9）　令和元年の各種数値については、平成31年1月1日から4月30日までの数を含む。

（10）　統計、図表その他の計数資料における平成29年7月12日以前の「強制性交等」は、強姦　の数値である。

（11）　被疑者等の国籍等において、「中国」は「中国（香港等）」及び「台湾」を含まず、「中国（香港等）」は中国の国籍を有する者のうち、香港特別行政区若しくはマカオ特別行政区の政府が発行した旅券又は中国、香港特別行政区若しくはマカオ特別行政区以外の政府（シンガポール、マレーシア等）が発行した身分証明書等を所持する者等を、「台湾」は中国の国籍を有する者のうち、台湾に本籍又は生活の本拠を有し、在タイ王国日本大使館による査証シールが貼付されている台湾の権限ある機関が発行した旅券を所持する者等をいう。




第2　特別法の略称


我が国の主な特別法の略称は、次のとおりとする。



［略称］　　　　　　　　　　　　　　　［法令名］

あっせん利得処罰法……………公職にある者等のあっせん行為による利得等の処罰に関する法律

医薬品医療機器等法……………医薬品、医療機器等の品質、有効性及び安全性の確保等に関する法律

外為法……………………………外国為替及び外国貿易法

携帯電話不正利用防止法………携帯音声通信事業者による契約者等の本人確認等及び携帯音声通信役務の不正な利用の防止に関する法律

小型無人機等飛行禁止法………重要施設の周辺地域の上空における小型無人機等の飛行の禁止に関する法律

国際テロリスト財産凍結法……国際連合安全保障理事会決議第千二百六十七号等を踏まえ我が国が実施する国際テロリストの財産の凍結等に関する特別措置法

国民保護法………………………武力攻撃事態等における国民の保護のための措置に関する法律

私事性的画像被害防止法………私事性的画像記録の提供等による被害の防止に関する法律

自動車運転死傷処罰法…………自動車の運転により人を死傷させる行為等の処罰に関する法律

児童買春・児童ポルノ禁止法…児童買春、児童ポルノに係る行為等の規制及び処罰並びに児童の保護等に関する法律

銃刀法……………………………銃砲刀剣類所持等取締法

出資法……………………………出資の受入れ、預り金及び金利等の取締りに関する法律

ストーカー規制法………………ストーカー行為等の規制等に関する法律

組織的犯罪処罰法………………組織的な犯罪の処罰及び犯罪収益の規制等に関する法律

団体規制法………………………無差別大量殺人行為を行った団体の規制に関する法律

探偵業法…………………………探偵業の業務の適正化に関する法律

通信傍受法………………………犯罪捜査のための通信傍受に関する法律

テロ資金提供処罰法……………公衆等脅迫目的の犯罪行為のための資金等の提供等の処罰に関する法律

動物愛護管理法…………………動物の愛護及び管理に関する法律

特措法……………………………新型インフルエンザ等対策特別措置法

入管法……………………………出入国管理及び難民認定法

入札談合等関与行為防止法……入札談合等関与行為の排除及び防止並びに職員による入札等の公正を害すべき行為の処罰に関する法律

廃棄物処理法……………………廃棄物の処理及び清掃に関する法律

配偶者暴力防止法………………配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護等に関する法律

犯罪収益移転防止法……………犯罪による収益の移転防止に関する法律

犯罪被害者支援法………………犯罪被害者等給付金の支給等による犯罪被害者等の支援に関する法律

風営適正化法……………………風俗営業等の規制及び業務の適正化等に関する法律

不正アクセス禁止法……………不正アクセス行為の禁止等に関する法律

暴力団対策法……………………暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律

麻薬特例法………………………国際的な協力の下に規則薬物に係る不正行為を助長する行為等の防止を図るための麻薬及び向精神薬取締法等の特例等に関する法律

労働者派遣法……………………労働者派遣事業の適正な運営の確保及び派遣労働者の保護等に関する法律

※　本書に記載した地図は、我が国の領土を網羅的に記したものではありません。

※　本書に掲載したQRコード®（株式会社デンソーウェブの登録商標）をスマートフォン等で読み取ることにより、関連するウェブサイトを閲覧できます。

※　警察庁ウェブサイト（https://www.npa.go.jp/hakusyo/r03/data.html）に、本書に掲載している統計以外の各種統計を掲載しています。
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第1部 特集・トピックス

特集DIGEST

1　東日本大震災から10年を迎えて

[bookmark: xfp00070]　[image: 特集DIGEST 写真1]

平成23年（2011年）3月11日、未曾有の大災害が私たちを襲いました。東日本大震災は、我々に大きな痛みとともに、災害対応に関する数多くの教訓を残し、この教訓はその後の様々な施策に生かされてきました。この10年間にわたる警察の取組を概観するほか、今後の大規模災害を見据えた警察の備えについて記述します。

[bookmark: xfp00080]　[image: 特集DIGEST 写真2]

[bookmark: xfp00090]　[image: 特集DIGEST 写真3]

[bookmark: xfp00100]　[image: 特集DIGEST 写真4]

[bookmark: xfp00110]　[image: 特集DIGEST 写真5]

2　サイバー空間の安全の確保

サイバー空間は、全国民が参画し、重要な社会経済活動が営まれる公共空間へと変貌を遂げており、その安全安心の確保は、国民にとって安全安心なデジタル社会の実現のために必要不可欠なものとなっています。サイバー空間の脅威の現状と警察の取組について概観するほか、警察の今後の取組について記述します。

[bookmark: xfp00120]　[image: 特集DIGEST 写真6]

3　新型コロナウイルス感染症をめぐる警察の取組

新型コロナウイルス感染症の感染拡大は、様々な社会情勢の変化をもたらしており、こうした変化を的確に把握し、治安上の課題に適切に対応していく必要があります。新型コロナウイルス感染症をめぐる警察の取組等について概観するほか、デジタル社会に向けた国民の利便性向上のための取組について記述します。

[bookmark: xfp00130]　[image: 特集DIGEST 写真7]

4　クロスボウの規制に向けた警察の取組

近年、クロスボウを使用した事件が相次いで発生し、その規制の在り方が議論されています。警察の対応、クロスボウの殺傷能力等について概観するとともに、クロスボウによる犯罪を防止するための銃刀法の改正の概要について記述します。

[bookmark: xfp00140]　[image: 特集DIGEST 写真8]






特集1　東日本大震災から10年を迎えて

1　東日本大震災の被害状況及び主な警察活動

（1）概要及び被害状況

平成23年（2011年）3月11日午後2時46分、三陸沖を震源とするモーメントマグニチュード9.0の「平成23年（2011年）東北地方太平洋沖地震」（以下「東日本大震災」という。）が発生し、宮城県栗原市では震度7を、宮城県、福島県、茨城県及び栃木県の4県では震度6強をそれぞれ観測するなど、国内観測史上最大規模の地震となった。この地震に伴って発生した高い津波は、東北地方の太平洋沿岸部をはじめとする各地を襲うとともに、福島第一原子力発電所における事故等を引き起こした。東日本大震災による被害は、死者1万5,900人、行方不明者2,525人（令和3年（2021年）6月10日時点）等に上っている。特に被害の大きかった岩手県、宮城県及び福島県の東北3県をはじめ、全国における避難者数は、発災直後約47万人に上り、多くの被災者が避難所生活を強いられたほか、福島県では、原子力発電所における事故の影響を受け、福島第一及び第二原子力発電所の周辺住民等に対し避難指示等が発令された。なお、令和2年3月までに、帰還困難区域を除く全ての地域で避難指示が解除された。

警察では、これまでに、広域緊急援助隊をはじめ、全国から延べ約142万人、1日当たり最大約4,800人の職員を派遣するとともに、震災から10年が経過した現在も、仮設住宅での防犯活動、行方不明者の捜索活動、帰還困難区域等における警戒・警ら活動等を継続して行っている。

[bookmark: xfp00150]　[image: 行方不明者の捜索活動（平成23年、岩手）]
行方不明者の捜索活動（平成23年、岩手）

[bookmark: xfp00160]　[image: 行方不明者の捜索活動（令和2年、宮城）]
行方不明者の捜索活動（令和2年、宮城）

（2）主な警察活動

①　避難誘導、救出救助及び捜索

被災地の各県警察では、地震発生直後から、海岸等に警察官を派遣して津波情報に関する広報を行い、津波による被害が発生する危険性の高い地域の住民等を高台へ避難させるなど、迅速な避難誘導を実施した。

また、全国から派遣された広域緊急援助隊や機動隊が、被災地の県警察と一体となって被災者の救出救助や行方不明者の捜索を実施した。これらの活動に当たっては、災害救助犬やエンジンカッター等の装備資機材を活用するとともに、津波により地上から接近できない現場が多かったことから、警察用航空機（ヘリコプター）に機動隊員が同乗し、被災者を吊り上げて救出した。この結果、警察は約3,750人を救出救助した。

[bookmark: xfp00170]　[image: 福島第一原子力発電所周辺における捜索活動]
福島第一原子力発電所周辺における捜索活動

②　原子力災害への対応

福島第一原子力発電所における事故等により、福島第一及び第二原子力発電所の周辺住民等に対する避難指示や警戒区域等の設定が行われたことから、警察では、住民の避難誘導や自力避難が困難な病院、療養機関等の入院患者等の避難所や病院への搬送を実施したほか、放射線量のモニタリング、原子炉建屋への放水活動等を行った。

警戒区域や計画的避難区域が設定された後も、警察では、引き続き検問や警戒・警ら活動、捜索活動等を行うとともに、警戒区域内への一時立入りに際して、住民を乗せたバスの警察車両による先導等の支援活動を実施した。

[bookmark: xfp00180]　[image: 警察車両による搬送の実施]
警察車両による搬送の実施

③　検視、身元確認等

犠牲者の遺体は、警察において検視等を行い、身元を確認した上で遺族に引き渡した。特に多くの遺体が収容された岩手県、宮城県及び福島県には、全国の都道府県警察から1日当たり最大497人の広域緊急援助隊（刑事部隊）が派遣され、医師や歯科医師の協力を得て、遺体の検視、身元確認等を行った。

[bookmark: xfp00190]　[image: 検視等の実施状況]
検視等の実施状況

④　交通対策

警察では、地震発生日の翌日には、人命救助や緊急物資輸送に必要な車両等の通行を確保するため、災害対策基本法に基づき、東北自動車道等の一部区間等を緊急交通路に指定した。その後、高速道路の補修状況等に応じて、交通規制の実施区間を順次縮小するなどし、平成23年3月24日には、主要高速道路の交通規制を全面解除した。緊急交通路の指定に伴い、警察では、通行に必要な緊急通行車両確認標章（注1）の適切な交付を図り、交通規制の全面解除までに、合計16万3,208枚の標章を交付した。

また、東京電力株式会社の管内において実施された計画停電による信号機の滅灯（注2）対策として、信号機の滅灯が約2万200か所に及んだ同年3月17日には、最大約3,100か所で約7,300人の警察官が交通整理に従事した。


注1：災害対策基本法施行令第33条第2項に規定する、車両が災害応急対策に使用されるものであることを都道府県知事又は都道府県公安委員会が確認したことを示す標章

注2：信号が表示されない状態



[bookmark: xfp00200]　[image: 滅灯した信号機に係る交通対策]
滅灯した信号機に係る交通対策

⑤　被災地における安全・安心の確保

被災地における違法行為の発生を抑止するとともに、地域の安全・安心を確保するため、40都道府県警察では、「地域警察特別派遣部隊」を編成して、地域警察官とパトカー（1日当たり最大449人、210台）を岩手県、宮城県及び福島県に派遣し、警戒・警ら活動を推進した。また、犯罪発生時における初動捜査等を的確に行い、被災地における犯罪の取締機能を回復・維持するため、11都道府県警察では、「特別機動捜査派遣部隊」を編成して、警察官と捜査用車両（1日当たり最大92人、23台）を派遣した。

さらに、避難所での生活が長期間にわたることから生じる様々な問題を解消し、被災者の安全・安心を確保するため、警察官等が避難所や仮設住宅を訪問して、被災者からの相談に対応するなどの被災者支援活動を行った。こうした活動を実施するに当たり、皇宮警察及び44都道府県警察から警察官等（1日当たり最大115人）を岩手県、宮城県及び福島県に派遣した。

[bookmark: xfp00210]　[image: 避難所で相談対応に当たる警察官]
避難所で相談対応に当たる警察官






2　大規模災害発生時の対処能力の向上

警察では、東日本大震災及びその後に発生した災害への対応を踏まえ、全国から被災地に向けて迅速に応援部隊を派遣するための即応能力の強化、発災後早期に被害状況を把握するための情報収集能力の強化、災害発生時の警察業務の継続等のための警察活動の基盤確保等に取り組み、大規模災害発生時の対処能力の向上を図ってきた。

（1）即応能力の強化

東日本大震災では、全国警察から過去最大規模の部隊派遣を行い、救出救助活動のほか、検視・身元確認、各種交通対策、避難所等での相談対応、被災地の警戒・警ら活動等、長期間かつ多岐にわたる警察活動を実施した。大規模災害対応では、全国の警察力をいかに迅速かつ的確に被災地に展開するかが重要であることから、部隊派遣のための体制整備や事前計画の策定を進めているほか、装備資機材の整備や訓練の充実、民間事業者との災害時協力協定の締結等により、災害発生時の即応能力の強化に取り組んでいる。

①　被災地への迅速な部隊派遣を行うための体制整備

東日本大震災では、津波や原子力災害等に対応するため、全国警察から長期間にわたり大規模な部隊派遣を行うこととなった。この経験を踏まえ、平成24年5月、大規模災害発生時に全国から直ちに被災地へ派遣する即応部隊の体制を最大1万人体制まで拡充するとともに、災害の種類や規模を問わず、幅広く対応できる体制を構築するため、災害対応が長期化する場合に派遣する一般部隊を新たに設置し、両部隊から成る警察災害派遣隊を新設した。

また、平成29年3月には、極めて高度な救出救助能力を必要とする災害現場において活動する部隊である特別救助班（P-REX）（注1）を4府県警察（注2）の広域緊急援助隊にも新たに設置し、現在16都道府県警察約240人体制で運用している。

こうした取組を通じ、災害発生時に救出救助部隊等を広域的に運用するための体制の強化を進めている。


注1：Police Team of Rescue Expertsの略。平成16年の新潟県中越地震を踏まえ12都道府県警察（北海道警察、宮城県警察、警視庁、埼玉県警察、神奈川県警察、静岡県警察、愛知県警察、大阪府警察、兵庫県警察、広島県警察、香川県警察及び福岡県警察）に約200人体制で設置された。

注2：千葉県警察、新潟県警察、京都府警察及び沖縄県警察



[bookmark: xfz00010]　図表特1-1　警察災害派遣隊の構成
[image: 図表特1-1　警察災害派遣隊の構成]


MEMO　「県民のためのスペシャリストを目指して」
（前　宮城県警察本部警備部機動隊　橋本学巡査部長）

平成23年3月11日午後2時46分、当時大学生であった私は福島県にいました。激しい揺れに身体の自由を奪われながらも室内から脱出すると、周囲には大津波警報を知らせるサイレンが鳴り響いていました。心の底から恐怖を感じたことを覚えています。津波により全てを破壊され、以前の姿が思い出せないほど変わり果てた景色の中で、私の目を引いたのは、雪の降る中、水色と黄色の制服（広域緊急援助隊）を泥だらけにしながら地面にはいつくばって捜索する警察官の姿でした。私は、それが、自身も被災者である宮城県警察の警察官であると知り、その姿に憧れを抱き、警察官を志すことにしました。震災当時の感動を胸に日々の訓練に励み、現在は宮城県警察の特別救助班の一員として、各種災害で救出救助活動に従事しています。部隊の練度不足等により救える命が失われることや、要救助者に不安を与えることがないよう「救助部隊の都合を押し付けない」を目標に、災害時に一人でも多くの命を救うことができるように訓練を続け、災害救助のスペシャリストを目指します。

[bookmark: xfp00220]　[image: 前　宮城県警察本部警備部機動隊　橋本学巡査部長]



②　大規模災害等に備えた各種計画の策定

東日本大震災時の福島第一原子力発電所における事故を受け、平成24年9月に政府の防災基本計画の修正等が行われ、原子力災害対策を重点的に実施すべき区域が拡大されたことなどを踏まえ、平成25年1月、警察庁においても国家公安委員会・警察庁防災業務計画の修正を行い、原子力災害警備計画を策定すべき都道府県警察を拡大するなどした。これを受け、原子力災害対策重点区域（注）を管轄する道府県警察本部及び警察署では、事故発生時の避難経路や避難施設、交通規制箇所等を定めた原子力災害警備計画を策定するとともに、自治体や原子力事業者等と原子力防災訓練を実施するなど緊密に連携している。

このほか、警察庁では、令和3年2月、首都直下地震発生時における警察災害派遣隊の即応部隊の派遣計画を策定し、警察庁や首都圏の1都3県警察との連絡が途絶した場合には、応援派遣を行う各道府県警察があらかじめ定められた進出拠点に自律的に部隊を出動させることなどを定めた。

また、東日本大震災時の緊急交通路の指定や確認標章の交付等の対応を踏まえ、今後の大規模災害発生時において人命救助や緊急物資輸送に必要な車両の通行をより迅速に確保することができるよう、平成24年、都道府県公安委員会が行うべき緊急通行車両の確認事務等の要領について定めた。さらに、首都直下地震や南海トラフ地震発生時において、災害応急対策が的確かつ円滑に行われるようにするため、あらかじめ緊急交通路指定予定路線等を定めた交通規制計画を策定するとともに、関係機関・団体と連携して、同計画に基づく交通規制訓練を実施している。


注：PAZ（Precautionary Action Zoneの略。原子力施設からおおむね半径5kmの予防的防護措置を準備する区域）及びUPZ（Urgent Protective action Planning Zoneの略。原子力施設からおおむね半径30kmの緊急防護措置を準備する区域）



[bookmark: xfp00230]　[image: 緊急交通路の確保訓練の状況]
緊急交通路の確保訓練の状況


MEMO　風水害における交通対策タイムライン

近年、風水害が激甚化・頻発化していることを踏まえ、警察庁では、大規模な信号機の滅灯事案への対策等の風水害に備えた各種交通対策を取りまとめ、これらの対策を時系列で構成した「風水害における交通対策タイムライン」を策定し、警察庁と都道府県警察が各時点で何をすべきかの共通認識を持って事態対処に当たることにより、交通対策を迅速かつ確実に実施することとしている。



③　救出救助能力向上のための装備資機材の整備・訓練の充実

警察では、倒壊家屋や水没エリア等、災害時における様々な環境下での部隊活動を想定し、災害警備活動の訓練に特化した訓練施設を整備するなど、救出救助能力向上のための取組を進めている。

また、近年、豪雨等による土砂災害等が頻発していることから、警察庁では、サーフェスドライスーツ（注1）、水難救助セット等の警察官の安全確保に資する装備資機材や、ベルトコンベアーや小型バックホウ（注2）等の効果的な救出救助のための装備資機材を整備するなどの土砂災害及び水害対策を講じている。


注1：水面又は雨天・荒天時における活動の際に、体温の保持、外傷の防止等、隊員の身体を保護するために着用する資機材

注2：アーム先端のバケットで土砂を手前にすくい取る土木建設機械の一種



[bookmark: xfp00240]　[image: 装備資機材を活用した訓練]
装備資機材を活用した訓練


MEMO　防災・減災、国土強靱（じん）化のための3か年緊急対策・5か年加速化対策

警察庁では、「防災・減災、国土強靱化のための3か年緊急対策」（注1）（以下「3か年緊急対策」という。）及び「防災・減災、国土強靱化のための5か年加速化対策」（注2）（以下「5か年加速化対策」という。）を踏まえ、各種装備資機材の充実・強化及び警察施設等の耐災害性の向上に取り組んでいる。


注1：平成30年12月14日閣議決定。平成 30 年7月豪雨、平成 30 年北海道胆振東部地震等の様々な自然災害を受け、平成30年度から令和2年度までの3か年で実施された。

注2：令和2年12月11日閣議決定。「激甚化する風水害や切迫する大規模地震等への対策」等の分野について、取組の更なる加速化・深化を図るため、令和3年度から令和7年度までの5か年で実施することとされた。



1　装備資機材の充実・強化

○　救出救助活動や被災者の安全確保等のために必要な装備資機材について、3か年緊急対策として、救命ボート、バックホウ等を更新整備した。さらに、5か年加速化対策では、警察官が高所で作業するためのフルボディハーネス等を更新整備することを目標としている。

○　災害時に活動する警察用車両や警察用航空機等について、3か年緊急対策として、車両約3,800台、警察用航空機4機等を更新整備している。さらに、5か年加速化対策では、車両約1万9,000台の更新整備等を目標としている。

[bookmark: xfp00250]　[image: 救命ボートによる救出救助]
救命ボートによる救出救助

2　警察施設等の耐災害性の向上

○　災害発生時に警察活動の中核拠点となる都道府県警察本部や警察署について、3か年緊急対策等として警察署の耐震補強をするなどして、耐震化率（注）96.5%を達成した。さらに、5か年加速化対策では、耐震化率を98.0％に高めるとともに、水害時の警察署の機能維持に必要な発動発電機を整備することを目標としている。

○　避難誘導や救出救助のために必要不可欠な警察情報通信のための各種設備等について、3か年緊急対策として、47都道府県警察の警察無線通信システムの整備等を実施した。さらに、5か年加速化対策では、老朽化した無線中継所11か所等の更新整備・改修を実施することを目標としている。

○　避難路や緊急交通路の確保に必要な信号機等の交通安全施設について、3か年緊急対策として、大規模停電に備えた信号機電源付加装置を約1,000台更新・整備した。さらに、5か年加速化対策では、老朽化した信号機約4万5,000基の更新整備及び信号機電源付加装置約2,000台の整備を目標としている。


注：各都道府県が定める耐震基準を満たすものの割合



[bookmark: xfp00260]　[image: 警察用車両による被災地の警戒活動]
警察用車両による被災地の警戒活動

[bookmark: xfp00270]　[image: デジタル映像モバイル伝送システムを用いた被災状況の撮影・伝送]
デジタル映像モバイル伝送システムを用いた被災状況の撮影・伝送




MEMO　各種検知資機材の配備

東日本大震災時の福島第一原子力発電所の事故を踏まえ、様々な環境下での部隊活動を想定し、原子力災害警備のための個人被ばく線量計や空間線量測定用サーベイメータを増強配備したほか、平成26年の御嶽山噴火災害を受けて、火山性ガスを検知するための資機材を配備した。




MEMO　災害警備訓練の充実

警察庁では、大規模な地震や豪雨等による土砂災害等、我が国における災害の特性を踏まえ、より災害現場に即した環境下で体系的・段階的な救出救助訓練を実施するための災害警備訓練施設を整備しており、平成28年には近畿管区警察局災害警備訓練施設、平成30年には警視庁・東日本災害警備訓練施設の運用がそれぞれ開始された。

これら施設において、広域緊急援助隊等は、建物の様々な倒壊状況を再現できる可変式訓練ユニットや、浸水域対応訓練ゾーン等を用いた実戦的訓練を実施している。

また、近年の大規模な豪雨やこれに伴う土砂災害等の発生を受け、各警察署においても、捜索・救助のための訓練の強化に取り組んでいる。

[bookmark: xfp00280]　[image: 警視庁・東日本災害警備訓練施設における広域緊急援助隊の訓練]
警視庁・東日本災害警備訓練施設における広域緊急援助隊の訓練



④　警察活動を迅速に行うための関係機関や民間事業者との連携

警察では、東日本大震災の対応において得られた教訓を踏まえ、平成23年以降、各都道府県警察において、大規模な被害が生じた場合に建物の損壊等により検視・遺体安置場所の確保に支障が生じることがないよう、自治体と連携し、市町村ごとに複数の施設を災害時の検視・遺体安置所として指定することとしており、令和3年4月1日現在、全国で4,915か所を指定している。

また、公益社団法人日本医師会、公益社団法人日本歯科医師会及び特定非営利活動法人日本法医学会との間で、大規模災害等における協力に関する協定をそれぞれ締結し、医師、歯科医師及び法医学専門家を被災地へ速やかに派遣できるよう協力体制を確保するとともに、自治体や各都道府県の医師会、歯科医師会等と被害想定を踏まえた合同訓練等を実施するなどして相互の連携強化に努めている。

そのほか、各都道府県警察において、民間事業者との間で、災害発生時の道路上の障害物の除去作業、海路での部隊員や装備資機材の輸送、発電機や大型投光器の貸与等についての協力協定を締結しているほか、災害発生時の行方不明者の捜索に際して、民間事業者が保有する無人航空機（ドローン）を活用する枠組みの構築を進めるなど、平時と異なる環境にある被災地において、警察活動をできる限り円滑に行うため、関係機関や民間事業者の支援を得るための取組を進めている。

[bookmark: xfp00290]　[image: 歯科医師との合同訓練状況（遺体は模擬）]
歯科医師との合同訓練状況（遺体は模擬）


MEMO　遺体の身元特定に向けた取組

東日本大震災の際に収容された遺体は、津波に飲み込まれたために居住地等から相当離れた場所で発見されたり、所持品等が失われたりしているケースや、家族全員が罹（り）災し、家族による遺体確認が困難とみられるケースも多く、身元確認が難航した。平成23年4月に宮城県の海上において発見された身元不明遺体は、警察による9年余りの調査を経て、令和2年11月に身元が判明し、遺族のもとに返されるなど、遺体の身元確認作業は今も続いている。




MEMO　民間事業者との協定の締結

富山県警察では、大規模災害発生時に大型重機等やオペレーターの貸与協力を得られるよう、廃材等を集積・リサイクルする事業者と協定を締結し、同協定に基づいて大型重機を活用した実戦的な訓練も実施している。

[bookmark: xfp00300]　[image: 重機を使用した訓練]
重機を使用した訓練



（2）情報収集能力の強化

東日本大震災では、発災直後から全国の警察用航空機を被災地に派遣し、浸水や瓦礫（がれき）により陸路での移動が困難な地域等において、上空から被災状況を把握するとともに、映像を首相官邸等にリアルタイムで伝送するなどし、関係機関と情報共有を行った。

大規模災害対応では、発災直後の被害規模の把握が重要であることから、そのために必要不可欠な警察用航空機の活動能力を強化しているほか、人の立入りが困難な被災箇所の状況を確認するための装備資機材の整備、ICTの活用や民間事業者との連携等による情報収集能力の強化に取り組んでいる。

①　警察用航空機による被害規模の早期把握

警察用航空機は、近年発生している大規模災害等に際し、全国から被災地に派遣され、被災状況の把握に重要な役割を果たしている。警察では、警察用航空機による情報収集能力の向上を図るため、夜間飛行訓練を強化しているほか、夜間の飛行において操縦士の視覚を補助する夜間微光暗視システムを順次導入している。また、令和3年度からは、悪天候等で有視界飛行ができない環境下での活動（計器飛行）に関する能力向上のための新たな訓練を導入予定である。

さらに、夜間や悪天候下における被災状況の撮影能力の向上を図るため、後席乗務員が撮影する可搬型超高感度カメラや、霧やもやの影響を受けることなく撮影可能な短波赤外線カメラを順次導入している。

[bookmark: xfp00310]　[image: 可搬型超高感度カメラの訓練（青森）]
可搬型超高感度カメラの訓練（青森）

②　情報収集のための装備資機材の整備

警察では、浸水や瓦礫により人が立ち入ることができない被災箇所の状況を把握するため、小型水中捜索システム、伸縮式画像探索装置（注1）、小型ビデオスコープ等の整備を進めている。また、無人航空機（ドローン）を用いて上空から被災状況等を撮影し、警察本部等にリアルタイムで伝送する無人航空機型映像撮影伝送システム等（注2）や、スマートフォン型のデータ端末等を用い、災害現場で活動する警察官が撮影した映像等を警察本部等にリアルタイムで伝送することができる高度警察情報通信基盤システム（PIII）（注3）を導入するなど、災害現場からの情報を迅速に収集・集約するためのシステムの活用を進めている。


注1：瓦礫の隙間から差し込み、倒壊した建物内の閉鎖空間に閉じ込められるなどした要救助者の状況及び位置を、映像により確認するための資機材

注2：令和2年7月豪雨における無人航空機型映像撮影伝送システム等の運用状況については55頁（トピックスIII）を参照

注3：Police Integrated Info-communication Infrastructureの略。画像・映像伝送機能、グループ通信機能等を利用できるほか、訪日外国人との円滑な意思疎通を支援するため、多言語翻訳機能を導入している。各機能については218頁（第6章）を参照



[bookmark: xfp00320]　[image: 伸縮式画像探索装置を活用した訓練]
伸縮式画像探索装置を活用した訓練

③　国民や民間事業者から提供される情報の活用

令和4年度内に、110番通報者からの現場映像の送信を可能とするシステムの運用を全国警察で開始する予定であるなど、災害発生時に国民や民間事業者から提供される情報を救出救助活動等に効果的に活用するための取組（注）を進めている。


注：令和2年度から運用を開始した災害情報投稿サイトについては208頁（第5章）を参照



[bookmark: xfz00020]　図表特1-2　110番映像通報システム
[image: 図表特1-2　110番映像通報システム]


MEMO　プローブ情報（注）の活用

警察庁では、東日本大震災の対応において得られた教訓を踏まえ、平成27年からプローブ情報を活用したプローブ情報処理システム（令和3年3月に広域交通管制システムに統合）の運用を開始した。同システムは、大規模災害発生時に、警察が常時収集しているプローブ情報に加え、民間事業者からもプローブ情報の提供を受けて通行実績情報を生成することができ、同情報を基に、どの道路が通行可能であるかどうかを把握することが可能になるものである。これにより、迅速・的確な交通対策を実施し、災害応急対策関係車両の円滑な通行を確保するとともに、避難路や迂回路に関する情報を国民にいち早く提供することが可能となっている。

令和2年7月豪雨では、同システムを活用して道路状況を把握し、被災現場への警察官の派遣や信号表示の調整等を実施することで、交通渋滞の解消を図った。


注：カーナビゲーションに蓄積された走行履歴情報





（3）災害発生時の警察活動の基盤確保等

東日本大震災では、警察施設の損壊やライフラインの途絶等により発災直後の警察活動に支障が生じたことを踏まえ、施設の耐災害性の向上や、民間事業者との連携等による警察活動の基盤確保に取り組んでいる。

また、東日本大震災では、避難誘導中に津波に飲み込まれるなどして30人の警察官が殉職したことを踏まえ、災害発生時の避難誘導に際して留意すべき事項をあらかじめ具体的に定めるなど、災害対応時の安全確保の徹底に取り組んでいる。

①　警察活動基盤の耐災害性の向上

警察では、災害発生時の活動拠点となる警察施設について耐震化をはじめとする耐災害性の向上を進めているほか、非常用電源車の整備や耐震強度不足の無線中継所及び老朽化した非常用電源設備の更新整備・改修等を行い、その高機能化及び堅牢化を推進している。

また、東日本大震災では、交通安全施設の柱の損壊、機器の水没等の被害が発生したことに加え、東京電力株式会社の管内においては、計画停電が実施されたことにより、多数の信号機が滅灯した。こうした教訓を踏まえ、災害発生時の信号機の滅灯による道路交通の混乱を防止するため、各都道府県の主要幹線道路や災害応急対策の拠点に連絡する道路等への信号機電源付加装置や可搬式発動発電機の整備を推進している。

[bookmark: xfp00330]　[image: 非常用電源車から無線中継所への電源供給訓練]
非常用電源車から無線中継所への電源供給訓練


MEMO　警察施設の浸水対策

近年の風水害でも、九州を中心に複数の交番・駐在所等の警察施設が浸水等の被害に遭っており、警察施設の浸水対策の必要性が浮き彫りとなった。

こうした中、庁舎の所在地を含む管轄地域のほぼ全てが海抜ゼロメートル地帯である愛知県蟹江警察署の新庁舎（令和元年10月完成）は、浸水対策として、1階の床面を同署周辺の道路より1.6メートル高くした上で、1階の倉庫付近から救出救助用ボートの出入りが可能な構造とするなど、災害時における災害対応の拠点としての機能の維持を図っている。また、執務スペースを2階以上に配置したほか、庁舎内駐車場の出入口に止水機能付きシャッターを設置し、被災後も迅速に通常業務を再開できるようにするなど、耐災害性を向上させるための工夫をしている。

[bookmark: xfz00030]　図表特1-3　愛知県蟹江警察署の浸水対策
[image: 図表特1-3　愛知県蟹江警察署の浸水対策]



②　災害発生時の殉職事案を踏まえた対策

警察庁では、平成24年3月、国家公安委員会・警察庁防災業務計画を修正し、各都道府県警察において、警察職員の安全を確保しつつ避難誘導を行うための活動要領に関する規定を新設した。これを受け、津波被害の可能性がある都道府県警察本部及び警察署においては、警察官が避難誘導のために配置につく場所や津波到達時までに警察官自身が避難すべき場所をあらかじめ定めるとともに、避難のために必要な移動時間を考慮し、津波到達予想時刻を踏まえて避難場所への移動を開始すべきタイミング等を示したマニュアルを整備するなどの取組を推進した。また、避難誘導に従事する警察官の安全確保のため、沿岸地域の警察署や交番等への救命胴衣、ゴムボート等の装備資機材の配備を進めたほか、これらを活用した災害警備訓練を実施している。


CASE

南海トラフ地震による津波被害が懸念される三重県警察の沿岸部警察署では、「津波避難誘導計画」を策定しており、津波到達が予想される場合には、警察官を主要交差点に配置して避難誘導を行うことや、津波到達の10分前までに警察官自身も避難を完了することを定めている。




MEMO　福島県双葉警察署の復興

福島第一原子力発電所が管内に所在する福島県双葉警察署は、同発電所の事故により、警察署機能の移転を余儀なくされたことから、約50キロ離れた福島警察署川俣分庁舎の道場に警察署機能を移し、被災地の警戒・警ら等各種警察活動を行った。

その後、平成24年10月、福島第一原子力発電所から20キロ圏内に位置する「道の駅ならは」に警察署機能を移し、「双葉警察署臨時庁舎」として警察活動を行い、平成29年3月30日には、富岡町の避難指示解除に先駆けて同町内の双葉警察署庁舎に警察署機能を戻した。

[bookmark: xfp00340]　[image: 「道の駅ならは」における双葉警察署臨時庁舎開所式]
「道の駅ならは」における双葉警察署臨時庁舎開所式

[bookmark: xfp00350]　[image: 双葉警察署本署機能移転式]
双葉警察署本署機能移転式

また、同署では、住民の避難誘導中に3人の署員が殉職した。避難誘導中に津波に飲み込まれた警察車両は、同署北側の公園に震災遺産として保全されていたが、現在は富岡町が建設するアーカイブ施設へ移転するための準備作業が行われている。

[bookmark: xfp00360]　[image: 被災した警察車両]
被災した警察車両








3　今後の大規模災害を見据えた更なる取組の強化

近年、豪雨等の自然災害が激甚化・頻発化しており、さらに、東日本大震災を超える甚大な被害が想定（注）される首都直下地震や南海トラフ地震等の大規模地震の発生も切迫しているとされるほか、火山噴火をはじめとする多様な災害にも備えなければならない。

今後は、東日本大震災の対応において得られた教訓を踏まえた災害対策を引き続き進めるとともに、大規模な被害が生じ得る災害の発生を見据え、取組を更に強化していくこととしている。


注：中央防災会議の下に設置されたワーキンググループが算出した被害想定。同ワーキンググループによれば、首都直下地震では最大約2万3,000人、南海トラフ地震では最大約32万3,000人の人的被害が想定されている。



[bookmark: xfp00370]　[image: 南海トラフ地震における震度分布]
南海トラフ地震における震度分布（注1）

[bookmark: xfp00380]　[image: 首都直下地震における震度分布]
首都直下地震における震度分布（注2）


注1：「南海トラフの巨大地震モデル検討会（第2次報告）」（平成24年8月）より抜粋。強震動生成域を、可能性がある範囲で最も陸域側（プレート境界面の深い側）の場所に設定した想定であり、揺れによる被害が最も大きいとされる。

注2：「首都直下地震の被害想定と対策について（最終報告）」（平成25年12月）より抜粋。被災量が最も大きい都心南部直下地震を想定したもの



（1）全国警察の機動的展開能力の向上

全国の警察力を被災地へ迅速に展開し、救出救助活動を行うための取組を強化するため、令和3年2月、警察用航空機を災害対応における警察機動力の中核として位置付け、機動隊を中心とする救出救助部隊との連携の下、その能力を最大限発揮させることを目的とした制度改正を行った。あわせて、全国警察の航空隊を警備部門に移管し、災害対処等における指揮系統を統合することにより、救出救助部隊との連携強化や災害発生時を想定した訓練の充実をより一層推進することとした。

また、大規模な災害が発生するおそれがある場合には、必要に応じ、広域緊急援助隊や広域警察航空隊を被害発生が予想される地域等に前もって待機させるなど、効果的な部隊運用を図っている。

[bookmark: xfz00040]　図表特1-4　警察用航空機に関する制度改正の概要
[image: 図表特1-4　警察用航空機に関する制度改正の概要]

（2）ICT等先端技術の活用による部隊指揮・運用能力等の向上

警察では、ICTをはじめとする先端技術を最大限活用し、部隊の指揮・運用を効率的に行うための取組を強化している。

例えば、大規模災害発生時には、被災地周辺において官民双方から多数の航空機が飛行することとなる。警察では、警察用航空機にJAXA（注）が開発した「災害救援航空機情報共有ネットワーク（D-NET）」システムを導入し、災害発生時に、活動中の警察用航空機と災害警備本部との間で、現場の被災情報や航空機の飛行情報等を衛星通信を介して電子地図上で共有し、災害警備本部からの指示等を瞬時に伝達するなど、各航空部隊への任務付与を最適化するとともに、警察用航空機の安全な活動を確保するための取組を進めている。


注：Japan Aerospace Exploration Agency（国立研究開発法人宇宙航空研究開発機構）の略



[bookmark: xfp00390]　[image: D-NETシステムを活用した訓練（JAXA提供）]
D-NETシステムを活用した訓練（JAXA提供）

[bookmark: xfp00400]　[image: D-NETシステムにおける情報の表示（JAXA提供）]
D-NETシステムにおける情報の表示（JAXA提供）

（3）危機管理体制の不断の見直し

警察では、これまで実施してきた災害対策のための取組を更に強化するだけではなく、災害や防災に関する新たな知見を踏まえ、これまでの取組を不断に見直していくほか、災害に関する危機管理体制の点検及び構築を日頃から継続的に推進することで、今後発生が懸念されるあらゆる大規模災害を見据え、災害対処能力を一層向上していくこととしている。






特集2　サイバー空間の安全の確保

第1節　サイバー空間の脅威をめぐる情勢

インターネットが国民生活や社会経済活動に不可欠な社会基盤として定着する中、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止の観点から、行政手続のオンライン化やテレワークの積極的な実施が進められ、業務や取引に関するデータをオンラインで取り扱う機会が増加したことで、今やサイバー空間は全国民が参画し、重要な社会経済活動を営む場となっている。近年、サイバー犯罪・サイバー攻撃はその手口を深刻化・巧妙化させつつ多数発生しており、サイバー空間における脅威は極めて深刻な情勢となっている。

1　サイバー犯罪の情勢

（1）令和2年（2020年）中のサイバー犯罪の情勢

令和2年中の警察によるサイバー犯罪の検挙件数は、過去最多となった。また、インターネットバンキングに係る不正送金事犯の発生件数・被害額も、引き続き高水準で推移している。これらの被害の多くは、金融機関を装ったフィッシング（注1）によるものと考えられる。このほか、スマートフォン決済サービスの不正振替事案（注2）や、いわゆる「SMS認証代行」（注3）を用いて不正にアカウントを取得させる事案が確認されている。


注1：17頁参照

注2：18頁参照

注3：通信当事者以外の第三者が、SMS認証に用いる携帯電話番号や当該認証のための認証コードを当該通信当事者に提供する行為。18頁参照



（2）新型コロナウイルス感染症に関連するサイバー犯罪の情勢

新型コロナウイルス感染症に関連するサイバー犯罪であると疑われる事案として、令和2年中に都道府県警察から警察庁に報告のあった件数は887件であった。その内訳としては、詐欺が446件で全体の50.3％と最も多く、次いで不審メール等が135件で全体の15.2％を占めており、マスクの販売に関連した詐欺、新型コロナウイルス感染症への感染者情報に関連した虚偽情報の流布等の事例がみられた。

[bookmark: xfz00050]　図表特2-1　新型コロナウイルス感染症に関連するサイバー犯罪であると疑われる事案の報告件数（令和2年）
[image: 図表特2-1　新型コロナウイルス感染症に関連するサイバー犯罪であると疑われる事案の報告件数（令和2年）]

（3）サイバー犯罪の検挙状況

①　不正アクセス禁止法違反

令和2年中の不正アクセス禁止法違反の検挙件数は609件と、前年より207件（25.4％）減少し、検挙人員は230人と、前年より4人（1.7％）減少した。同法違反として検挙した不正アクセス行為の類型別内訳をみると、識別符号をフィッシングサイトにより入手したものが172件（29.4％）と最多であった。

また、令和2年中の不正アクセス行為の認知件数（注）は2,806件であり、不正アクセス後に行われた行為別に内訳をみると、「インターネットバンキングでの不正送金等」が1,847件（65.8％）と最多であった。


注：不正アクセス被害の届出を受理した場合のほか、余罪として新たな不正アクセス行為の事実を認知した場合、報道を踏まえて事業者等に不正アクセス行為の事実を確認した場合その他関係資料により不正アクセス行為の事実を確認することができた場合において、被疑者が行った犯罪構成要件に該当する行為の数




CASE

アルバイトの男（32）は、平成31年（2019年）1月から同年2月までの間、元勤務先会社のID・パスワードを無断で使用してインターネット通販サイトへ不正アクセスし、電子マネーのギフト券を不正に注文し窃取した。令和2年2月、同男を不正アクセス禁止法違反（不正アクセス行為）等で逮捕した（京都）。



[bookmark: xfz00060]　図表特2-2　検挙した不正アクセス行為の類型別内訳（令和元年及び令和2年）
[image: 図表特2-2　検挙した不正アクセス行為の類型別内訳（令和元年及び令和2年）]

[bookmark: xfz00070]　図表特2-3　不正アクセス後に行われた行為別内訳（令和元年及び令和2年）
[image: 図表特2-3　不正アクセス後に行われた行為別内訳（令和元年及び令和2年）]

②　コンピュータ・電磁的記録対象犯罪（注）

令和2年中のコンピュータ・電磁的記録対象犯罪の検挙件数は563件と、前年より127件（29.1％）増加した。


注：刑法に規定されているコンピュータ又は電磁的記録を対象とした犯罪




CASE

元会社員の男（35）は、令和2年3月、当時の職場の同僚のメールを盗み見る目的で、同僚の使用する社内パソコンに、キーボード等からの入力情報等を秘密裏に記録する不正プログラムを仕掛け、同僚らが使用するメールアカウント等のID・パスワードを盗み取り、メールアカウント等へ不正アクセスした。同年7月、同男を不正指令電磁的記録供用罪及び不正アクセス禁止法違反（不正アクセス行為）で逮捕した（福井）。



③　サイバー犯罪の検挙件数の推移

最近5年間のサイバー犯罪の検挙状況は、図表特2-4のとおりである。

サイバー犯罪の検挙件数は増加傾向にあり、令和2年中の検挙件数は9,875件と、前年より356件（3.7％）増加した。

[bookmark: xfz00080]　図表特2-4　サイバー犯罪の検挙件数の推移（平成28年～令和2年）
[image: 図表特2-4　サイバー犯罪の検挙件数の推移（平成28年～令和2年）]

（4）インターネットバンキングに係る不正送金事犯の状況

①　情勢

令和2年におけるインターネットバンキングに係る不正送金事犯の発生件数は1,734件、被害額は約11億3,300万円と、前年に比べて被害額は大幅に減少したものの、発生件数はやや減少という状況であり、引き続き高水準で推移している。その被害の多くは、金融機関等を装ったフィッシング（注）によるものと考えられる。


注：銀行等の実在する企業を装って電子メールを送り、その企業のウェブサイトに見せかけて作成した偽のウェブサイト（フィッシングサイト）を受信者が閲覧するよう誘導し、当該サイトでクレジットカード番号や識別符号を入力させて金融情報や個人情報を不正に入手する行為



[bookmark: xfz00090]　図表特2-5　インターネットバンキングに係る不正送金事犯の発生件数の推移（平成28年～令和2年）
[image: 図表特2-5　インターネットバンキングに係る不正送金事犯の発生件数の推移（平成28年～令和2年）]

[bookmark: xfz00100]　図表特2-6　インターネットバンキングに係る不正送金事犯の被害額の推移（平成28年～令和2年）
[image: 図表特2-6　インターネットバンキングに係る不正送金事犯の被害額の推移（平成28年～令和2年）]

②　特徴的な手口

ア　フィッシングサイトへの誘導

金融機関、宅配事業者等を装ったSMS等によって、フィッシングサイトへ誘導し、そこで窃取したID・パスワード等を用いて被害者の銀行口座等から不正に送金するものが多数確認されている。

イ　不正プログラムの感染

コンピュータやスマートフォン等に感染した不正プログラム「Emotet」（注）が、インターネットバンキングの情報窃取等を目的とした別の不正プログラムを、これらの感染した端末にダウンロードし、ID・パスワード等を窃取したと疑われるものが確認されている。


注：コンピュータの利用者が送受信したメールの宛先、本文等の情報を窃取し、当該情報を基になりすましのメールを作成・送信することで感染を拡大させる機能を持つ不正プログラム




MEMO　特徴的な不正プログラムの脅威

近年、急速に被害が広がっている「Emotet」について、パスワード付きzipファイルを悪用した新たな拡散の手口が認められた。このようなファイルは、ウイルス対策ソフト等による検知をすり抜けてしまうことから、メールの受信前に不正プログラムを駆除できないおそれがあり、こうした手口による被害の拡大が引き続き懸念されている。

また、ランサムウェアによる被害の深刻化・手口の悪質化も世界的に問題となっている。従来は、暗号化したデータを復元する対価として企業等に金銭を要求していたが、最近の事例では、データを窃取した上、企業等に対し「対価を支払わなければ当該データを公開する」などと金銭を要求するダブルエクストーション（二重恐喝）という手口が認められる。さらに、ランサムウェアや二重恐喝の手口そのものが闇サイト上で販売されるなど、こうした悪質な手口が拡散している状況もみられる。

[bookmark: xfz00110]　図表特2-7　Emotetの動作概要
[image: 図表特2-7　Emotetの動作概要]



（5）キャッシュレス決済サービスをめぐるサイバー犯罪の状況

キャッシュレス決済（注1）の普及が進む中、スマートフォン決済（注2）サービスと銀行口座の連携時における本人確認方法のぜい弱性を悪用した事例や、サービス利用時の本人認証として広く用いられているSMS認証を不正に代行し、第三者に不正にアカウントを取得させる事例等が発生している。


注1：現金を使用せずにお金を支払うこと。クレジットカード、電子マネー、デビットカード、スマートフォンやインターネット等を使った支払がある。

注2：スマートフォンを使ってお金を支払うこと。NFC（非接触IC）搭載のスマートフォンを読み取り機にかざす方式や、QRコード®やバーコードを使う方式がある。



[bookmark: xfz00120]　図表特2-8　スマートフォン決済サービスの不正振替のイメージ
[image: 図表特2-8　スマートフォン決済サービスの不正振替のイメージ]


CASE

令和2年9月、ある事業者が提供するスマートフォン決済サービスに関して、同社と業務提携する金融機関に開設された口座情報を不正に入手・連携し、不正な振替（チャージ）を行う事例が確認された。警察では、関係機関・団体等と連携し、被害実態の把握と犯行手口の解明に向け、捜査を実施している（埼玉、警視庁、宮城、福島、岐阜、愛知、三重、滋賀、京都、和歌山、鳥取、岡山）。




MEMO　SMS認証の不正な代行の実態

本人認証の実効性を高めるため、サービス利用時等において、SMS認証が広く導入されている一方、SMS認証の不正な代行を行い、第三者に不正にアカウントを取得させる事案が発生している。

埼玉県警察は、スマートフォン決済サービスのSMS認証を代行し、第三者に不正にアカウントを取得させたとして、令和2年6月、無職の女（40）らを私電磁的記録不正作出・同供用の罪で逮捕した。

[bookmark: xfz00130]　図表特2-9　SMS認証の仕組み
[image: 図表特2-9　SMS認証の仕組み]

[bookmark: xfz00140]　図表特2-10　SMS認証の不正な代行の概要
[image: 図表特2-10　SMS認証の不正な代行の概要]








2　サイバー攻撃の情勢

重要インフラの基幹システムを機能不全に陥れ、社会の機能を麻痺させるサイバーテロ（注1）や情報通信技術を用いて政府機関や先端技術を有する企業から機密情報を窃取するサイバーインテリジェンス（サイバーエスピオナージ）といったサイバー攻撃は世界的規模で発生しており、令和2年中は、ソフトウェアやシステムのぜい弱性を悪用した攻撃や、標的型メール攻撃を通じて不正プログラムに感染させるなどの事案が多数発生した。国外では、米国の大手ITインフラ管理ソフトウェア会社が提供する製品のぜい弱性を悪用し、同国の政府機関等を標的としたサイバー攻撃の被害等が確認された。国内においても、複数の防衛関連企業、大手電気通信事業者が、外部からの不正アクセスを受け情報が流出した可能性があると公表したほか、大手製造業者からも、従業員が在宅勤務時に社用端末からSNSを利用した際に不正プログラムに感染させられる手口により個人情報等が流出したとの発表が行われた。こうした事案の中には国家の関与が疑われるものもみられるなど、国内外で政府機関、重要インフラ事業者等を標的としたサイバー攻撃が激しさを増している。

また、警察庁が国内で検知した、サイバー空間における探索行為等とみられるアクセスの件数についても増加の一途を辿っており、サイバー攻撃の準備行為とみられる活動が広がりをみせている状況がうかがわれる（注2）。


注1：重要インフラ（「重要インフラの情報セキュリティ対策に係る第4次行動計画」（平成29年4月サイバーセキュリティ戦略本部決定、令和2年1月改定）において、情報通信、金融、航空、空港、鉄道、電力、ガス、政府・行政サービス（地方公共団体を含む。）、医療、水道、物流、化学、クレジット及び石油の14分野が指定されている。）の基幹システム（国民生活又は社会経済活動に不可欠な役務の安定的な供給、公共の安全の確保等に重要な役割を果たすシステム）に対する電子的攻撃又は重要インフラの基幹システムにおける重大な障害で電子的攻撃による可能性が高いもの

注2：29頁参照



（1）新型コロナウイルス感染症に関連したサイバー攻撃の情勢

新型コロナウイルス感染症に関連した特徴的なサイバー攻撃としては、国内外で医療機関や研究機関等に対する攻撃が確認されている。これらの攻撃は、ワクチンの開発、医療機関・研究機関の研究状況等の把握や、研究成果の窃取等を目的としている可能性が考えられる。新型コロナウイルス感染症の感染拡大やこれに乗じた関連事案による社会への影響は極めて大きく、攻撃者が攻撃対象として新型コロナウイルス感染症に関連した機関等を狙う傾向は今後も継続する可能性がある。

また、我が国でも多数発生し、しばしば情報窃取やサーバ乗っ取り等の更なるサイバー攻撃等の端緒となっている標的型メール攻撃についても、新型コロナウイルス感染症に関連しただまし文句を用いる事例が報告されている。

さらに、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため、各事業者等でテレワークの積極的な実施が進められているなど、業務環境が変化していることに伴い、テレワークに用いるオンライン会議システム等のぜい弱性を悪用したとみられる事例も確認されている。一部の事業者においては、テレワークを実施するために十分なセキュリティ上の措置が講じられていないシステムや端末が用いられていたり、テレワーク等によりシステム監視の体制がぜい弱となり社内システムに対するサイバー攻撃被害への対応が遅れたりするなどの状況が生じているものとみられる。

[bookmark: xfz00150]　図表特2-11　標的型メール攻撃による情報窃取の例
[image: 図表特2-11　標的型メール攻撃による情報窃取の例]

（2）サイバーテロの情勢

情報通信技術が浸透した現代社会において、重要インフラの基幹システムに対する電子的攻撃はインフラ機能の維持やサービスの供給を困難とし、国民の生活や社会経済活動に重大な被害をもたらすおそれがある。我が国では、社会的混乱が生じるようなサイバーテロは発生していないものの、海外では、不正プログラムによって金融機関のシステムや原子力関連施設の制御システムの機能不全を引き起こす事案が発生している。

（3）サイバーインテリジェンスの情勢

近年、情報を電子データの形で保有することが一般的となっている中、軍事技術への転用も可能な先端技術や、外交交渉における国家戦略、新型コロナウイルス感染症に関連する研究等の機密情報の窃取を目的としたサイバーインテリジェンスの脅威が世界各国で問題となっている。また、我が国に対するテロの脅威が継続していることを踏まえると、現実空間でのテロの準備行為として、重要インフラ事業者等の警備体制等の機密情報を窃取するためにサイバーインテリジェンスが行われるおそれもある。我が国においても、不正プログラムや不正アクセスにより機密情報が窃取された可能性のあるサイバーインテリジェンスが発生している。


MEMO　警察のアトリビューションにより国家レベルの関与を明らかにしたサイバー攻撃事案

1　レンタルサーバ不正契約事件被疑者の検挙

中国共産党員の男（30代）は、平成28年9月から平成29年4月までの間、合計5回にわたり、住所、氏名等の情報を偽って日本のレンタルサーバの契約に必要な会員登録を行った。警視庁公安部は、令和3年4月、同男を私電磁的記録不正作出罪・同供用罪で検挙した。

2　一連のサイバー攻撃に関与した背景組織の特定

本事件の捜査を通じ、警察では、同男が不正に契約したレンタルサーバが宇宙航空研究開発機構（JAXA）等に対するサイバー攻撃に悪用されたことを把握するとともに、同攻撃の実態解明の過程で、同一の攻撃者が関与している可能性が高いサイバー攻撃が約200の国内企業等に対して実行されたことを把握した。

本事件被疑者・関係者の供述をはじめ数多くの証拠を積み上げた結果、これらのサイバー攻撃がTickと呼ばれるサイバー攻撃集団によって実行されたものであり、このTickの背景組織として山東（さんとう）省青島（チンタオ）市を拠点とする中国人民解放軍第61419部隊が関与している可能性が高いと結論付けるに至った。

3　被害企業等に対する注意喚起

警察では、これらのサイバー攻撃を認知後、被害企業等に対し、速やかに不正プログラムへの感染可能性や有効な対応策について個別に情報提供を実施した（注1）。

また、一連のサイバー攻撃は、日本製ソフトウェアのぜい弱性が悪用されたゼロデイ攻撃（注2）であったことから、このソフトウェアの開発企業と協力し、ぜい弱性の存在と有効な対応策について広く周知した。


注1：令和3年4月時点、これら被害企業等において情報流出等の被害は確認されていない。

注2：OSやアプリケーションのぜい弱性に対応するパッチがソフトウェアの開発企業等から提供される前に、そのぜい弱性を悪用して行われる攻撃の総称










第2節　サイバー空間の脅威への対処

1　サイバー犯罪への対策

（1）不正アクセス対策

警察では、不正アクセス行為の犯行手口の分析に基づき、関係機関等とも連携し、広報啓発等の不正アクセスを防止するための取組を実施しているほか、不正アクセス行為による被害防止のための広報啓発に資することを目的として、民間企業や行政機関等に対する「不正アクセス行為対策等の実態調査」（注1）及び「アクセス制御機能に関する技術の研究開発状況等に関する調査」（注2）を例年行っている。


注1：令和2年の調査は、同年8月26日から9月25日までの間に、市販のデータベースに掲載された企業、教育機関（国公立、私立の大学等）、医療機関、地方公共団体（県・市区町村等）、独立行政法人及び特殊法人から、2,928件を無作為に抽出し、調査票を郵送で配布して実施した。電子メール又は郵送により、622件の回答を得た。

注2：令和2年の調査は、同年8月26日から9月25日までの間に、市販のデータベースに掲載された企業のうち業種分類が「情報・通信」、「サービス」、「電気機器」又は「金融」であるもの及び国公立・私立大学のうち理工系学部又はこれに準ずるものを設置するものから、1,822件を無作為に抽出し、調査票を郵送で配布して実施した。電子メール又は郵送により、204件の回答を得た。



（2）インターネットバンキングに係る不正送金事犯への対策

警察では、手口が巧妙化しているインターネットバンキングに係る不正送金事犯に対し、関係機関と連携したフィッシング被害の実態把握や、フィッシングサイトに関する分析及び関係事業者への照会、不正プログラムへの感染が疑われる端末の解析等、早期の実態解明と必要な取締りを推進している。令和2年（2020年）中は、不正送金事犯に関連して、他人に利用させる意図を隠して口座を開設した者、口座を譲渡した者、不正に送金された資金を引き出した者等合計157人を検挙した。

また、警察では、インターネットバンキングに係る不正送金事犯の被害防止のため、関係機関と連携した効果的な広報啓発、ウイルス対策ソフト事業者等に対するフィッシングサイト情報の迅速な共有等を行っている。さらに、金融機関等に対し、モニタリング（注1）の強化、ワンタイムパスワード（注2）及び二経路認証（注3）の利用、本人確認の徹底等の被害防止対策の強化を要請している。


注1：金融機関等が、顧客があらかじめ登録した口座以外への送金等について、不正なものであるかどうかを確認すること

注2：インターネットバンキング等における認証用パスワードであって、認証のたびにそれを構成する文字列が変わるもの。これを導入することにより、ID・パスワード等を盗まれても次回の利用時に使用できないことになる。

注3：インターネットバンキング等において、コンピュータ（第一経路）で振り込み等の取引データを作成した後、スマートフォン等（第二経路）で承認を行うことで取引を成立させる認証方式



（3）キャッシュレス決済サービスをめぐるサイバー犯罪への対策

警察庁では、令和2年10月、身に覚えのないスマートフォン決済サービスを通じて銀行口座から不正に出金される手口に関し、金融庁等と連携し、警察庁ウェブサイト等で被害防止のための注意喚起を実施した。

また、令和3年3月、金融機関及びスマートフォン決済サービス提供事業者に対し、犯罪捜査の過程で判明した手口等について情報提供するとともに、それらを踏まえた被害防止対策の強化について要請した。


CASE

ベトナム国籍の男（23）は、令和2年3月、他人の口座情報を不正に利用し、自身が使用するスマートフォン決済サービスのアカウントに紐付く振替口座として登録し、同口座から合計2万8,000円を不正に振替（チャージ）した。同年11月、同男を電子計算機使用詐欺罪で逮捕した（岡山）。



（4）インターネット上の違法情報・有害情報対策

インターネット上には、児童ポルノ、規制薬物の広告に関する情報等の違法情報や、違法情報には該当しないが、犯罪や事件を誘発するなど公共の安全と秩序の維持の観点から放置することができない有害情報が多数存在している。

①　インターネット・ホットラインセンターにおける取組

警察庁では、一般のインターネット利用者等から、違法情報、自殺誘引等情報（注1）等に関する通報を受理し、警察への通報、サイト管理者への削除依頼等を行うインターネット・ホットラインセンター（IHC）を運用している。令和2年中、IHCでは2,161件の違法情報の削除依頼を行い、そのうち1,787件（82.7％）が削除された。また、4,218件の自殺誘引等情報の削除依頼を行い、そのうち1,733件（41.1％）が削除された。

IHCに通報された違法情報等の中には、外国のサーバにそのデータが蔵置されているものがある。このうち児童ポルノについては、各国のホットライン相互間の連絡組織であるINHOPE（注2）の加盟団体に対して、削除に向けた措置を依頼している。


注1：他人を自殺に誘引・勧誘する情報等

注2：現在の名称はInternational Association of Internet Hotlinesであるが、旧名称のInternet Hotline Providers in Europe Associationの略称を現在も使用している。平成11年（1999年）に設立され、平成31年1月末現在、IHCを含む52団体（47の国・地域）から構成される国際組織



[bookmark: xfz00160]　図表特2-12　インターネット・ホットラインセンターにおける取組
[image: 図表特2-12　インターネット・ホットラインセンターにおける取組]

②　効果的な違法情報等の取締り

警察では、サイバーパトロール等により違法情報・有害情報の把握に努めるとともに、効率的な違法情報の取締り及び有害情報を端緒とした取締りを推進している。

また、合理的な理由もなく違法情報の削除依頼に応じないサイト管理者については、検挙を含む積極的な措置を講じている。


MEMO　サイバー犯罪捜査における犯人の事後追跡上の課題

サイバー犯罪捜査における犯人の事後追跡可能性について、都道府県警察本部のサイバー犯罪対策担当課に対し、令和元年中に認知したサイバー犯罪事件に関し、犯人の事後追跡上の課題となったものを調査したところ（注）、プロキシ等の「通信匿名化技術等の悪用」が最も多く、次いで、「海外サービスの悪用」、捜査の時点で通信履歴（ログ）が保存されていないなどの「通信履歴等の保存期間の超過」が多かった。

こうした課題に対処するため、警察では、関係事業者等に対し、総務省の「電気通信事業における個人情報保護に関するガイドライン」を踏まえた通信履歴の適切な保存、適切な本人確認・認証等の実施を要請している。


注：調査は、都道府県警察本部のサイバー犯罪対策課等において管理している、令和元年中に認知したサイバー犯罪事件（495件）を対象とした。捜査に支障を来す要因となった事後追跡上の課題について選択肢（複数回答可）を設けて調査し、616件の報告があった。



[bookmark: xfz00170]　図表特2-13　サイバー犯罪捜査における事後追跡上の課題
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（5）サイバー防犯ボランティアに対する支援

サイバーパトロールにより発見した違法情報・有害情報をIHC、サイト管理者等に通報する取組やインターネット利用者に対する講演活動等を行うサイバー防犯ボランティアは全国で262団体、8,161人（令和2年12月末現在）となっており、警察では、研修会を開催するなどして、こうした活動を行う団体の拡大と取組の活性化を図っている。

（6）民間事業者、外国捜査機関等と連携した被害防止対策

サイバー犯罪における手口が悪質・巧妙化する中、警察では、民間事業者、外国捜査機関等と連携し、都道府県警察が相談、犯罪捜査の過程等で把握した不正プログラムに関する情報、海外の偽サイト等（注）に関する情報をウイルス対策ソフト事業者等に提供するなど、積極的な被害防止対策を推進している。

また、サイバー犯罪の潜在化の防止、捜査活動の効率化及び再発防止を図るため、警察では、民間事業者等との共同対処協定の締結を推進している。事業者と信頼関係を構築し、サイバー犯罪の警察への通報の促進等を図るため、令和2年12月末までに、金融機関や暗号資産交換業者等、全国で581事業者・団体と本協定を締結している。


注：海外のサーバに開設された、実在する企業のウェブサイトを装ったウェブサイトや、インターネットショッピングを利用した詐欺や偽ブランド品の販売を目的とするウェブサイト等



（7）日本サイバー犯罪対策センターとの連携

我が国における新たな産学官連携の枠組みとして平成26年から業務が開始された一般財団法人日本サイバー犯罪対策センター（JC3（注））においては、産学官の情報や知見を集約・分析し、その結果等を還元することで、脅威の大本を特定し、これを軽減及び無効化することにより、以後の事案発生の防止を図ることとしている。警察では、捜査関連情報等をJC3において共有し、産学におけるサイバーセキュリティに関する取組に貢献するとともに、JC3において共有された情報を警察活動に迅速・的確に活用し、安全で安心なサイバー空間の構築に努めている。


注：Japan Cybercrime Control Centerの略



[bookmark: xfz00180]　図表特2-14　JC3の概要
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CASE

サイバー犯罪の捜査において押収されたコンピュータから、ID・パスワードのリストを用いて、様々なオンラインサービスへのログインを試みるリスト型攻撃のツールが多数発見された。警察では、JC3と連携して当該ツールを解析し、その仕組みや攻撃の手口を解明するとともに、企業等に対し情報提供を行い、犯罪被害防止対策の推進を要請した。また、JC3では、当該解析結果等に基づき、ウェブサイトにおいて、リスト型攻撃の手口やパスワードの使いまわしの危険性について注意喚起を行った（千葉・茨城）。

[bookmark: xfp00410]　[image: 中国語圏で利用されているとみられるリスト型攻撃ツールの画面]
中国語圏で利用されているとみられるリスト型攻撃ツールの画面




MEMO　JC3と連携した分析

警察庁では、JC 3 と連携して、犯行手口等から犯行グループを分類し、各犯行グループの詳細な分析により、犯罪の実態解明を進めている。例えば、インターネットバンキングに係る不正送金事犯については、ID・パスワード等を不正に取得するフィッシングサイトを作成する者、不正アクセスにより送金を行う者、不正に送金された資金を引き出す者等といった犯行の分業化等が行われており、こうした犯罪の実態や犯行手口の解明に向け分析を進めている。こうした分析結果は、都道府県警察や連携する民間企業へ情報提供され、都道府県警察における捜査活動や産業界における被害防止対策の推進に貢献している。

[bookmark: xfp00420]　[image: 犯行グループの構造のイメージ（JC3提供）]
犯行グループの構造のイメージ（JC3提供）








2　サイバー攻撃への対策

（1）警察におけるサイバー攻撃対策

警察庁及び各都道府県警察では、サイバー攻撃対策を担当する組織を設置しているほか、関係機関等と連携し、サイバー攻撃の実態解明や被害の未然防止等を推進している。

①　推進体制

警察庁では、サイバー攻撃対策室が、都道府県警察が行う捜査に対する指導・調整、官民連携や外国治安情報機関との情報交換に当たるとともに、サイバー攻撃対策室長を長とするサイバー攻撃分析センターにおいて、サイバー攻撃に関する情報の集約・分析を実施している。

また、警察庁及び全国の情報通信部（注1）には、都道府県警察のサイバー攻撃対策部門に対する技術支援を行うサイバーフォースを設置している（注2）。

さらに、政府機関、重要インフラ事業者、先端技術を有する事業者等が多く所在する14都道府県警察には、サイバー攻撃特別捜査隊を設置している。サイバー攻撃特別捜査隊は、サイバー攻撃の捜査に関する専門的な知識、技能及び経験をいかし、設置された都道府県におけるサイバー攻撃対策のみならず、他の都道府県警察に対して技能・技術・体制面の支援を行うことにより、サイバー攻撃事案に対する警察全体の捜査能力の向上を図っている。このほか、情報収集活動の推進や民間事業者等との協力関係の確立においても、中核的な役割を果たしている。


注1：管区警察局情報通信部（四国警察支局情報通信部を含む。以下同じ。）、東京都警察情報通信部、北海道警察情報通信部、府県情報通信部及び方面情報通信部。組織図については65頁参照（第1章）

注2：サイバーフォースの活動等については27頁参照



[bookmark: xfz00190]　図表特2-15　サイバー攻撃対策の推進体制
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②　実態解明の推進

警察では、違法行為に対する捜査を推進するとともに、サイバー攻撃を受けたコンピュータやサイバー攻撃に使用された不正プログラムを解析し、その結果や犯罪捜査の過程で得た情報等を総合的に分析するなどして、攻撃者及び手口に関する実態解明を進めている。また外国治安情報機関との情報交換を行うとともに、ICPO（注）を通じるなどして、外国捜査機関との間で国際捜査協力を積極的に推進している。


注：International Criminal Police Organization（国際刑事警察機構）の略



（2）官民連携の推進

①　サイバーテロ対策協議会

警察では、各都道府県警察、サイバー攻撃の標的となるおそれのある重要インフラ事業者等とで構成するサイバーテロ対策協議会を全ての都道府県に設置し、サイバー攻撃の脅威や情報セキュリティに関する情報提供、民間の有識者による講演、参加事業者間の意見交換や情報共有を行っているほか、サイバー攻撃の発生を想定した共同対処訓練等を行っている。


CASE

鳥取県警察では、令和2年10月、「鳥取県サイバーテロ対策協議会第10回総会」を開催した。同協議会では、事例紹介、講師による講演等を通してセキュリティ意識の向上を図った。

[bookmark: xfp00430]　[image: 協議会会長による挨拶]
協議会会長による挨拶

[bookmark: xfp00440]　[image: 別会場からの参加の様子]
別会場からの参加の様子



②　サイバーインテリジェンス情報共有ネットワーク

警察では、情報窃取の標的となるおそれの高い先端技術を有する事業者等との間で、情報窃取を企図したとみられるサイバー攻撃に関する情報共有を行うサイバーインテリジェンス情報共有ネットワークを構築しており、このネットワークを通じて事業者等から提供された情報を集約するとともに、これらの事業者等から提供された情報及びその他の情報を総合的に分析し、事業者等に対し、分析結果に基づく注意喚起を行っている。

③　不正プログラム対策協議会

警察では、警察庁とウイルス対策ソフト提供事業者等とで構成する不正プログラム対策協議会において、不正プログラム対策に関する情報共有を行っている。特に、警察からは、市販のウイルス対策ソフトで検知できない新たな不正プログラムに関する情報や未知のぜい弱性に関する情報を提供し、情報セキュリティ対策の向上を図っている。

④　不正通信防止協議会

警察では、警察庁とセキュリティ監視サービス又はセキュリティ事案に対処するサービスを提供する事業者とで構成するサイバーインテリジェンス対策のための不正通信防止協議会において、標的型メール攻撃等に利用される不正プログラムの接続先等の情報を共有することにより、我が国の事業者等が不正な接続先へ通信を行うことを防止している。

⑤　高度な研究開発を行う大学に対するサイバー攻撃への対策の推進

近年、高度な研究開発を行う大学に対するサイバー攻撃が発生していることから、警察では、このようなサイバー攻撃に関する情報収集・分析を強化するとともに、大学と連携し、サイバー攻撃をめぐる最新の情勢や被害防止対策等に関する情報共有、サイバー攻撃の発生を想定した共同対処訓練を実施することなどにより、高度な研究開発を行う大学に対するサイバー攻撃への対処能力の強化を図っている。






3　技術支援と解析能力の向上

（1）サイバー攻撃対策におけるサイバーフォースの役割

警察では、深刻化するサイバー攻撃に対応するため、攻撃の対象となったサイバーセキュリティ上のぜい弱性に関する情報や標的型メール攻撃等の犯行手口に関する情報等を捜査活動や事業者との情報交換を通じて把握・分析し、被害の未然防止や拡大防止に努めている。

近年のサイバー攻撃は、国家を背景とする高度な攻撃が引き続き発生しているほか、新たなぜい弱性とその対策が日々発見され、それに応じて用いられる手口も次々と変化している。

このような情勢に対応するため、警察では、警察庁及び全国の情報通信部（注1）に都道府県警察のサイバー攻撃対策部門へ技術的な面から支援を行う部隊であるサイバーフォースを設置している。サイバーフォースは、警備部門や生活安全部門と連携し、個々の重要インフラ事業者等に対する脅威情報の提供や助言、サイバーテロ対策協議会（注2）での講演、サイバー攻撃事案発生を想定した共同対処訓練を実施するなどして、官民連携の強化に努めている。また、サイバー攻撃事案発生時には、都道府県警察と連携し、被害状況の把握、被害拡大の防止、証拠保全等について技術的な緊急対処を行っている。

さらに、警察庁のサイバーフォースセンターは、全国のサイバーフォースの司令塔の役割を担っており、サイバー攻撃事案発生時には被害状況の把握等を行う拠点として機能するほか、24時間体制でのサイバー攻撃の予兆・実態把握、標的型メールに添付された不正プログラムの解析、全国のサイバーフォースに対する指示等を行っている。


注1：25頁参照

注2：26頁参照



[bookmark: xfz00200]　図表特2-16　サイバーフォースの役割と活動
[image: 図表特2-16　サイバーフォースの役割と活動]

（2）サイバー攻撃の予兆・実態等の把握

①　リアルタイム検知ネットワークシステムの運用

サイバーフォースセンターでは、サイバー攻撃の予兆・実態等を把握することを目的に、リアルタイム検知ネットワークシステムを平成14年から運用している。本システムでは、インターネット上にセンサーを設置し、当該センサーに対して送られてくる通信パケット（注）を収集している。このセンサーは、外部に対して何らサービスを提供していないため、本来であれば外部から通信パケットが送られてくることはないが、攻撃者が攻撃対象を探索する場合等に、不特定多数のIPアドレスに対して無差別に送信される通信パケットを観測することができる。この通信パケットを分析することで、インターネットに接続された各種機器のぜい弱性の探索行為やそれらを悪用した攻撃、不正プログラムに感染したコンピュータの動向等、インターネット上で発生している各種事象を把握することができる。


注：ネットワークを通して送信される際に分割されるデータのかたまりのことであり、各パケットには、送信先や送信元のIPアドレス等の情報が付加されている。



[bookmark: xfz00210]　図表特2-17　リアルタイム検知ネットワークシステムの概要
[image: 図表特2-17　リアルタイム検知ネットワークシステムの概要]

本システムは、平成16年にインターネット上で発生するDoS攻撃（注1）を早期に検知するDoS攻撃被害観測機能を、平成22年にファイル共有ソフトによるファイルの流通状況等の実態を把握するファイル共有ネットワーク観測機能を、それぞれ開発・導入している。また、平成31年1月には、本システムを更新し、インターネット上の事象の変化等に応じた観測機能を強化した。

サイバーフォースセンターでは、本システムから得られる情報を用いて24時間体制でサイバー攻撃の予兆・実態等を把握し、分析結果をインターネット観測結果として重要インフラ事業者等へ情報提供しているほか、インターネット利用者がサイバー攻撃の危険性を正しく認識し、適切な対策を自主的に講じられるよう、警察庁ウェブサイト「＠police」（注2）において広く一般に公開している。


注1：Denial of Serviceの略。特定のコンピュータに対し、大量のアクセスを繰り返し行い、コンピュータのサービス提供を不可能にするサイバー攻撃

注2：警察庁ウェブサイト「＠police」（https://www.npa.go.jp/cyberpolice/）
[image: QRコード　警察庁ウェブサイト]



[bookmark: xfz00220]　図表特2-18　リアルタイム検知ネットワークシステムの運用状況
[image: 図表特2-18　リアルタイム検知ネットワークシステムの運用状況]

②　リアルタイム検知ネットワークシステムによる令和2年中のインターネット観測結果

令和2年中、リアルタイム検知ネットワークシステムのセンサーにおいては、一つのセンサー当たり約13.3秒に1回という高い頻度で世界中から不審なアクセスが行われていることを観測した。不審なアクセス件数は年々増加傾向にあり、サイバー攻撃情勢が深刻化していることがうかがわれる。

[bookmark: xfz00230]　図表特2-19　リアルタイム検知ネットワークシステムにおいて検知した1つのセンサーに対する1日当たりの不審なアクセス件数の推移（平成28年～令和2年）
[image: 図表特2-19　リアルタイム検知ネットワークシステムにおいて検知した1つのセンサーに対する1日当たりの不審なアクセス件数の推移（平成28年～令和2年）]

検知した不審なアクセスの宛先ポート番号（注1）に着目すると、1024番以上のポートへのアクセス件数が増加し続けており、アクセス全体の総数が増加している大きな要因となっている。1024番以上のポートは、主にIoT機器が標準設定として使用しているものであることから、こうしたアクセスの多くはIoT機器に対するサイバー攻撃やぜい弱性を有するIoT機器の探索行為であるとみられる。

令和2年上半期には、本システムにおいて、不正プログラム「Mirai」（注2）の探索行為による不審なアクセスを多数観測したことから、警察庁ウェブサイト「＠police」を通じて、IoT機器等の利用者に対し、ユーザ名及びパスワードを推測されにくいものに変更するなどのセキュリティ対策を講じるよう注意喚起を行った。


注1：TCP/IP通信（インターネット等で用いられているネットワーク上でデータを交換する際の取り決め）において、利用するサービスを識別するための番号であり、0から65535までが割り当てられている。

注2：IoT機器等に感染しDoS攻撃等を行う不正プログラムの一種



[bookmark: xfz00240]　図表特2-20　ポート番号1023以下及び1024以上のポートへのアクセス件数の推移（平成28年～令和2年）
[image: 図表特2-20　ポート番号1023以下及び1024以上のポートへのアクセス件数の推移（平成28年～令和2年）]

（3）サイバー攻撃への対処のための不正プログラムの解析

近年、標的型メールに添付された不正プログラムを用いたサイバー攻撃事案が発生しているほか、発電所や化学プラント等の重要インフラの制御・監視を行う産業制御システム等を標的として身代金を要求する不正プログラムを用いた事案等が発生している。

サイバーフォースセンターでは、不正プログラムの動作解析や攻撃手口の解明等に資する情報の収集・分析及び機械学習を活用した不正プログラム解析の高度化・効率化に取り組んでいる。

[bookmark: xfz00250]　図表特2-21　機械学習を活用した不正プログラム解析の高度化・効率化のイメージ
[image: 図表特2-21　機械学習を活用した不正プログラム解析の高度化・効率化のイメージ]

特に、産業制御システムに対するサイバー攻撃への対処能力の強化を図るため、大規模産業型制御システム模擬装置を整備し、実際に不正プログラムを実行させ、その動作を検証するとともに、不正プログラムが動作することで残される痕跡等を調査することにより、事案発生時に迅速な原因特定・対処ができるようにしている。

また、産業制御システムのぜい弱性の検証を行うほか、当該装置を活用して関係機関・団体等とのサイバー攻撃の未然防止・被害拡大防止対策の共同研究や産業制御システムへのサイバー攻撃を想定した共同対処訓練等を実施している。

[bookmark: xfz00260]　図表特2-22　大規模産業型制御システム模擬装置の活用例
[image: 図表特2-22　大規模産業型制御システム模擬装置の活用例]

（4）サイバー犯罪の取締りへの技術支援

情報化社会の進展は、匿名性が高く、追跡が困難なサイバー空間を利用した様々な犯罪の敢行を容易にさせており、こうした犯罪の取締りにおいては、高度な技術的知見が必要となっている。

このため、警察では、警察庁及び全国の情報通信部（注）に情報技術解析課を設置し、都道府県警察に対して、捜索差押え現場でコンピュータ等を適切に差し押さえるための技術的な指導や、押収したスマートフォン等から証拠となる情報を取り出すための解析を実施する技術支援を行っている。

また、警察庁に設置された高度情報技術解析センターでは、高度で専門的な知識及び技術を有する職員を配置するとともに、高性能な解析用資機材を整備し、破損した電磁的記録媒体からの情報の抽出・可視化、不正プログラムの解析等を行っている。


注：25頁参照



[bookmark: xfz00270]　図表特2-23　犯罪の取締りへの技術支援
[image: 図表特2-23　犯罪の取締りへの技術支援]

（5）解析能力向上のための取組

近年、不正プログラムを悪用したサイバー犯罪・サイバー攻撃が多発する中、その手口の巧妙化・多様化により、不正プログラム解析には極めて高い技術力が求められている。また、IoT機器をはじめとする新たな電子機器やそれに関連するサービスの社会への定着、スマートフォン等のアプリの多様化・複雑化、自動運転システムの実現に向けた技術開発等が進む中、警察捜査を支えるためには、最新の技術に対応した解析能力の向上を図っていく必要がある。

そのため、警察では、解析手法の開発や資機材の整備、高度な解析技術を持つ職員の育成のほか、犯罪に悪用され得る最先端の情報通信技術の調査・研究を推進している。

[bookmark: xfp00450]　[image: スマートフォン解析の様子]
スマートフォン解析の様子






4　国際連携の推進

（1）国際捜査共助

国境を越えて行われるサイバー犯罪・サイバー攻撃について、国内における捜査で犯人を特定できない場合は、外国捜査機関の協力を求める必要がある。

警察庁では、サイバー犯罪条約（注1）、刑事共助条約（協定）（注2）、ICPO、サイバー犯罪に関する24時間コンタクトポイント（注3）等の国際捜査共助の枠組みを活用し、国境を越えて行われるサイバー犯罪・サイバー攻撃に対処している。


注1：サイバー犯罪に関する条約。サイバー犯罪から社会を保護することを目的として、コンピュータ・システムに対する違法なアクセス等一定の行為の犯罪化、コンピュータ・データの迅速な保全等に係る刑事手続の整備、犯罪人引渡し等に関する国際協力等につき規定している。平成24年に我が国について発効した。

注2：227頁参照（第6章）

注3：平成9年（1997年）12月のG8司法内務閣僚会合で策定された「ハイテク犯罪と闘うための原則と行動計画」等に基づき設置されたもので、令和2年10月現在、88の国・地域に設置されている。



（2）外国捜査機関等との連携の推進

警察庁では、多国間における情報交換や協力関係の確立等に積極的に取り組んでおり、令和2年中は、サイバー犯罪条約の締約国等が参加するサイバー犯罪条約委員会会合、ICPO及びEUROPOL（注1）が共催するサイバー犯罪会議等の国際会議に参加した。また、ICPO等が主催するワークショップに我が国の警察職員が参加するなど、サイバー空間の脅威に関する情報の共有や、国際捜査共助に関する連携強化等を推進している。

さらに、情報技術解析に関する知識・経験等の共有を図るため、ICPO加盟国の法執行機関に加えて、国外の民間企業や学術機関が参加するICPOデジタルフォレンジック専門家会合に平成28年から参加しているほか、情報セキュリティ事案に対処する組織の国際的な枠組みであるFIRST（注2）に平成17年から加盟しており、組織間の情報共有を通じ、適切な事案対処に資する技術情報の収集を行っている。


注1：European Union Agency for Law Enforcement Cooperationを指す。欧州連合（EU）の法執行機関であるが、捜査権限はなく、加盟国間の情報交換の促進や収集した情報の分析等が主な任務である。

注2：Forum of Incident Response and Security Teamsの略



（3）国際協力の推進

警察庁では、サイバー空間の脅威への諸外国の対処能力の向上を図るとともに、外国捜査機関等との協力関係を強化することを目的として、外務省や独立行政法人国際協力機構（JICA）と連携して外国捜査機関等に関する支援を行っている。平成26年度からは、外国捜査機関等のサイバー犯罪対策等に従事する職員を招へいし、サイバー空間の脅威への対処に関する知識・技術を習得させることなどを目的とした研修を実施しているほか、平成29年度からは、ベトナム公安省の職員を受け入れて、サイバーセキュリティ対策等に関する知識・技術の習得を目的とした研修を行っている（注）。


注：令和2年度については、新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響により中止となった。



[bookmark: xfp00460]　[image: 令和元年度JICA課題別研修（サイバー犯罪対処能力向上）]
令和元年度JICA課題別研修
（サイバー犯罪対処能力向上）






5　警察におけるサイバーセキュリティ戦略及び人材育成の推進

（1）警察におけるサイバーセキュリティ戦略

社会情勢等の変化に的確に対応しつつ、サイバー空間の脅威に先制的かつ能動的に対処するため、警察では、「警察におけるサイバーセキュリティ戦略」（平成27年9月策定、平成30年9月改定）に基づき、警察における組織基盤の更なる強化を図るなど、警察組織の総合力を発揮した効果的な対策を推進している。

（2）サイバー空間の脅威への対処に係る人材育成方針

都道府県警察では、サイバー犯罪・サイバー攻撃に的確に対処するため、事案発生時には、多数の捜査員を従事させるとともに、警察本部等にこうした事案への対処について高度な知見を有するサイバー犯罪捜査官等の専門捜査員を配置している。サイバー犯罪捜査官等は、民間企業での経験や情報通信技術に関する高度な資格の保有を条件として中途採用・特別採用されており、その知識や技能をいかして活躍している。

これらサイバー空間の脅威への対処のための人的基盤を強化するため、警察では、「サイバー空間の脅威への対処に係る人材育成方針」（平成27年12月策定、平成31年4月改定）に基づき、職員の採用・登用、教育・研修、キャリアパスの管理等を部門横断的かつ体系的に実施している。

（3）捜査員等に対する実践的研修

サイバーセキュリティ対策研究・研修センター捜査研修室では、都道府県警察の捜査員等を対象とした高度な実践的研修を実施している。平成30年度からは、新たにサイバーレンジ（注）を導入し、仮想環境下において実際の犯行手口や被害状況を再現することにより、最新の手口により行われるサイバー犯罪に対する実践的な捜査演習や大規模なサイバー攻撃の被害事案を想定した訓練等を実施している。

さらに、警察庁では、高度な解析技術を持つ職員の育成を行うため、最新の技術を有する民間企業や研究機関との技術協力を推進している。


注：サイバー攻撃等に対する実践的な訓練を行うためのサイバー演習環境



[bookmark: xfz00280]　図表特2-24　サイバー空間の脅威への対処に係る人材育成
[image: 図表特2-24　サイバー空間の脅威への対処に係る人材育成]


MEMO　サイバーセキュリティ対策研究・研修センター解析研究室における取組

サイバーセキュリティ対策研究・研修センター解析研究室では、ハードウェア及びソフトウェアに関する知識や技術を駆使して、電子機器の解析に関する研究やサイバー犯罪等に悪用され得る最先端の情報通信技術に関する研究を行っている。

①電子機器の解析に関する研究

事件関係者が使用したスマートフォン等の電子機器には、犯罪捜査に有用な情報が記録されている可能性があることから、スマートフォン等の電子機器の解析に関する研究を行っている。令和2年度は、スマートフォン等からのデータ抽出及び抽出したデータの可視化・可読化手法に関する研究を行った。

[bookmark: xfp00470]　[image: 電子機器の解析に関する研究状況]
電子機器の解析に関する研究状況

②自動運転システムの解析に関する研究

特定条件の範囲内で、人ではなくシステムが自動車の運転操作を行うSAEレベル3（注）の自動運転システムを備えた自動車が令和3年3月に発売された。自動運転システムにはカメラやレーダー等が搭載されており、同システムには、事件・事故等の捜査に必要な情報が記録されている可能性があることから、令和元年度から自動運転システムの解析に関する研究を行っている。令和2年度は、車載ネットワーク及び自動運転ソフトウェアからのデータの抽出及び可視化のための研究を行うとともに、民間の知見を活用する共同研究を開始した。


注：182頁参照（第4章）



[bookmark: xfp00480]　[image: 自動運転システムの解析に関する研究状況]
自動運転システムの解析に関する研究状況




MEMO　国内外研究機関への職員派遣

警察では、最新の技術を有する民間企業や研究機関との技術協力を推進し、最新の技術情報を継続的に収集しているほか、電子機器の解析やサイバー犯罪・サイバー攻撃への対処に資する最先端の研究を行っている国内外の研究機関に職員を派遣し、不正プログラムの解析手法や、今後犯罪に悪用される可能性のある、ネットワークを利用したサービス等に関する調査を実施し、解析能力の向上に努めている。

[bookmark: xfp00490]　[image: 国内研究機関における調査の様子]
国内研究機関における調査の様子








第3節　今後の取組

近年、新型コロナウイルス感染症に関連するサイバー犯罪の発生や「Emotet」（注）のような感染力の強い特徴的な不正プログラムの出現など、日々新たな手口のサイバー犯罪が登場しているほか、国内防衛関連企業等から機密情報が流出した可能性のあるサイバー攻撃事案が発生するなど、サイバー空間における脅威は極めて深刻な情勢となっている。

その一方で、サイバー空間は国民の日常生活の一部として重要な社会経済活動が営まれる公共空間へと変貌を遂げており、サイバー空間の安全安心の確保は、国民にとって安全安心なデジタル社会の実現のためにこれまで以上に重要かつ必要不可欠なものとなると考えられる。

警察では、これまでもサイバー犯罪・サイバー攻撃の取締り、不正プログラムの解析をはじめとした情報解析技術の活用、外国捜査機関等との連携等、サイバー空間の脅威への対策を講じてきたところである。今後、デジタル社会が進展し、サイバー空間の役割が拡大していく中、国民の安全安心な暮らしを守る責務を担う警察は、サイバー空間の安全安心の確保に向けた取組においても、これまで以上に中心的な役割を果たすことが求められている。


注：17頁参照




MEMO　令和2年度サイバーセキュリティ政策会議の開催

警察庁においては、「サイバーセキュリティ政策会議」が令和2年（2020年）10月から令和3年3月にかけて5回開催された。同会議では、「生活様式の変化等に伴うサイバー空間の新たな脅威に対処するための官民連携の更なる推進」をテーマとして、新型コロナウイルス感染症の感染拡大やデジタル化の進展等により大きく変化するサイバー空間の脅威について、幅広い分野の有識者とともに幅広い議論が行われ、同月、報告書が取りまとめられた。

報告書では、スマートフォン決済サービスの不正振替のように、令和2年中に深刻な被害を生じさせた新たな脅威がサイバー空間で顕在化している点や、以前から確認されているフィッシングや不正プログラムによる攻撃の犯行手口等の悪質化、国家の関与が疑われるサイバー攻撃の被害の深刻化等が生じている点等、サイバー空間の脅威が極めて深刻な情勢にあることが共有されるとともに、今後、サイバー空間は、全国民が参画し、重要な社会経済活動が営まれる、これまで以上に重要かつ公共性の高い場へと変貌を遂げていくとの認識が示された。

また、サイバー空間の新たな脅威に対処していくための新たな基本理念として、「公共空間としての安全性確保」が提示され、サイバー空間においても、実空間と同水準の安全性の実現、すなわち、誰もが安心して参画できるサイバー空間の実現を目指していくべきであるとの提言がなされ、そのための課題と今後の取組として、以下3点の方向性が示された。

ア　犯行主体の特定を通じた犯罪対策・安全保障

今後のサイバー空間において実空間と同水準の安全性を実現するため、法治国家として、犯罪についてその行為者に帰責するという健全な社会認識を醸成していく必要がある。そのためには、警察における犯人の事後追跡可能性の向上や犯行主体やその手口、目的を特定する活動（アトリビューション）の強化・活用を図るため、犯罪インフラを提供する悪質事業者の摘発強化等の取組が必要である。

イ　健全なサイバー空間の実現に向けた各主体による取組

健全なサイバー空間の実現に向けた各主体におけるサイバー・ハイジーン（注1）の実践を促すため、事業者や個人における具体的な取組の促進、公的機関としての警察による情報発信の強化等の取組が必要である。

ウ　安全性確保に向けた取組の実効性を担保する基盤・観点

安全なサイバー空間の基盤となるスマートフォン等における本人確認等の信頼性を確保するため、SMS機能付きデータSIMを契約する際の本人確認を徹底することのほか、ソーシャルエンジニアリング（注2）に対応するための技術的措置として、フィッシングサイトに誘導するSMSを遮断するための仕組みを構築することが必要であり、これらについて、必要な対策等が講じられるよう関係事業者に対して働き掛けを行うことが重要である。


注1：ソフトウェアに適切にパッチが適応されているかを確認する、定期的にデータのバックアップを取得するといった、基本的な行動に平時から取り組むこと

注2：人間の心理的な隙や行動のミスにつけ込み、情報通信技術を使用せずに、ID・パスワード等を窃取する方法



[bookmark: xfp00500]　[image: サイバーセキュリティ政策会議報告書（概要）]



警察庁では、これまで述べてきたように、サイバー空間の脅威が極めて深刻な情勢にあること、包括的なサイバーセキュリティ対策の必要性等についてサイバーセキュリティ政策会議から提言を受けたことなどを踏まえ、サイバー犯罪・サイバー攻撃への対処能力の向上を図るため、警察の組織体制の在り方等について必要な検討を行っている。今後、令和4年度を目途とした警察組織の見直しも視野に入れた上で、令和3年度末までに一定の方向性を示すこととしている。






特集3　新型コロナウイルス感染症をめぐる警察の取組

1　新型コロナウイルス感染症への対処体制

新型コロナウイルス感染症の感染拡大に対し、警察庁においては、警察庁長官を長とする「新型コロナウイルス感染症対策本部」を設置し、「国家公安委員会・警察庁新型インフルエンザ等対策行動計画」（平成25年（2013年）10月作成、平成31年4月改正）に基づき、関係機関と連携し対応に当たっている。

[bookmark: xfz00290]　図表特3-1　特措法に基づく措置の状況（令和3年（2021年）6月21日現在）
[image: 図表特3-1　特措法に基づく措置の状況（令和3年（2021年）6月21日現在）]


注1：埼玉、千葉、東京、神奈川、大阪、兵庫及び福岡

注2：北海道、埼玉、千葉、東京、神奈川、京都、大阪及び兵庫

注3：栃木、埼玉、千葉、東京、神奈川、岐阜、愛知、京都、大阪、兵庫及び福岡

注4：岐阜、愛知、京都、大阪、兵庫及び福岡

注5：東京、愛知、京都、大阪、兵庫及び福岡

注6：北海道、東京、愛知、京都、大阪、兵庫、岡山、広島及び福岡

注7：北海道、東京、愛知、京都、大阪、兵庫、岡山、広島、福岡及び沖縄

注8：北海道、東京、愛知、京都、大阪、兵庫、岡山、広島及び福岡

注9：北海道、東京、愛知、京都、大阪、兵庫及び福岡








2　新型コロナウイルス感染症の感染拡大を受けた警察の取組

（1）空港等における警戒警備

新型コロナウイルス感染症に係る検疫の強化に伴い、警察庁では、厚生労働省をはじめとする関係機関との情報共有や協力を緊密に行うとともに、関係都府県警察では、円滑な検疫の実施に協力しつつ、トラブルや不測の事態の防止を図るため、空港等における警戒警備等を実施している。

[bookmark: xfp00510]　[image: 空港における警戒状況]
空港における警戒状況

（2）関連する犯罪の取締り・防犯情報の提供

警察では、「新型コロナウイルス感染症対策の基本的対処方針」等に基づき、関係機関との連携を図るなどして、新型コロナウイルス感染症の感染拡大に伴う混乱等に乗じた犯罪に関する情報の入手に努めるとともに、取締りを徹底している。

また、感染拡大を予防する「新しい生活様式」（注）が普及していくことに伴う犯罪情勢の変化等の実態把握を推進しているほか、ウェブサイト、電子メール、SNS、チラシ等の各種広報媒体等を通じた防犯情報の提供や注意喚起に努めるとともに、各種犯罪の発生状況等を踏まえたパトロール等の警戒活動を実施している。


注：新型コロナウイルス感染症専門家会議「新型コロナウイルス感染症対策の状況分析・提言」（2020年5月1日）において示された、マスクの着用や手洗い等の基本的な感染対策やテレワーク等の接触機会を軽減するための対策の継続といった、感染拡大を予防する行動を取り入れた生活様式



[bookmark: xfp00520]　[image: 警視庁による注意喚起]
警視庁による注意喚起

（3）都道府県知事による住民に対する外出・移動の自粛要請等に伴う警察の対応

警察では、都道府県知事による住民に対する外出の自粛要請等に伴い、繁華街でのトラブル等の発生を防止するため、地域警察官によるパトロールを強化するなどの所要の措置を講じている。

また、都道府県知事からの要請等を踏まえ、こうした活動を通じて、状況に応じ、国民に対し、外出の自粛要請が行われている旨の一般的な声掛けを行うなどの協力を行っているほか、道路管理者等と連携し、交通情報板等を活用して移動の自粛要請が行われている旨を周知するなどの協力を行っている。

[bookmark: xfp00530]　[image: 繁華街における警戒活動]
繁華街における警戒活動

（4）警察関係行政手続の臨時措置

警察では、新型コロナウイルス感染症への感染防止の観点から、運転免許証の有効期間の末日までに更新できない可能性がある者について、運転免許センター、警察署等に対する事前の申出があれば、運転及び更新可能期間を延長する措置を講じた。当該申出については、全ての都道府県警察において、代理人や郵送によるものも可能とした。

また、緊急事態宣言の発出に伴い、自動車教習所や運転免許センター等の業務が一時休止したことを受け、運転免許を取得しようとする者が不利益を被ることがないよう、教習期間の弾力的な運用を可能とするとともに、事前の申出があれば、卒業証明書により運転免許試験の技能試験が免除される期間を延長するなどの措置を講じた。

このほか、警察では、新型コロナウイルス感染症への感染やそのおそれを理由に、警察関係法令に基づく許可手続等ができない方について、とり得る措置を教示するなどして、国民の権利利益の保全を図っており、都道府県警察本部及び警察署において、許可手続等に係る相談に対応している。

[bookmark: xfp00540]　[image: 延長申請手続の状況]
延長申請手続の状況

（5）感染拡大防止のための取組

警察職員の新型コロナウイルス感染症への感染防止対策は、職員の健康確保という観点のみならず、警察が治安維持の責務を全うするという観点からも重要である。警察では、全職員に対し、手洗い、アルコール消毒液による手指消毒のほか、「咳エチケット」の励行を徹底させるとともに、集団感染のリスクを高めるとされる3つの条件（注）をできる限り避けるための勤務環境の改善、窓口業務等の対面でのやり取りが必要な場面での透明ビニールカーテン等の遮蔽物の設置等を行っている。

このほか、不特定多数の者に接する機会や様々な物品に触れる機会が多いなど、感染のリスクが高い各種業務については、従事する警察職員に手袋やマスクの着用等の感染予防対策を徹底させるとともに、留置管理業務、犯罪捜査及び警備活動等に当たり必要となる感染予防資機材の整備を推進している。


注：換気の悪い密閉空間、多数が集まる密集場所、間近で会話や発声をする密接場面



[bookmark: xfp00550]　[image: 感染予防資機材を活用した窓口業務]
感染予防資機材を活用した窓口業務


MEMO　新型コロナウイルス感染症の感染拡大が犯罪情勢にもたらした影響

新型コロナウイルス感染症の感染拡大が長期化する中、令和2年4～6月期の国内総生産（GDP）が前期比で実質8.3％の減少となるなど、経済への影響が生じているほか、「新しい生活様式」の実践等が呼び掛けられたことを受け、多くの人が外出自粛を意識するようになる（注1）など、感染拡大は、様々な社会情勢の変化をもたらしており、犯罪情勢にもその影響の一端とみられる動向を垣間見ることができる。

例えば、刑法犯認知件数の大きな部分を占める街頭犯罪（注2）の認知件数は、官民一体となった総合的な犯罪対策の推進や防犯機器の普及その他の様々な社会情勢の変化を背景に、近年、継続的に減少しているところ、令和2年は、前年比で27.0％の減少と、減少傾向に入った平成14年以降で最大の減少率となっており、特に、月別の街頭犯罪の認知件数をみると、令和2年4月以降は、前年同期比で20％以上の減少が続いた。令和2年4月7日から同年5月25日までの間は、特措法に基づく緊急事態措置が実施されており、不要不急の外出・移動の自粛が要請されていたところ、例えば、首都圏・関西圏の主なターミナル駅におけるピーク時間帯の利用者数が大幅に減少（注3）するなど人流の変動がみられ、また、緊急事態解除宣言後も「新しい生活様式」の実践等が呼び掛けられていることなどを受けて、こうした動向が引き続いている様子がみられる。犯罪の発生件数の増減には様々な要因が考えられるものの、このような新型コロナウイルス感染症の感染拡大に伴う感染防止のための外出自粛についても、街頭犯罪認知件数の減少の一因となった可能性が考えられる。

配偶者からの暴力事案等及び児童虐待事案についても、外出自粛等による生活の不安やストレスの増加によって、被害が増加・深刻化することが懸念されたところ、配偶者からの暴力事案等の相談等件数（注4）や警察から児童相談所に通告した児童数（注5）の増加傾向にはいずれも大幅な変化はみられなかった。他方、常に配偶者が一緒に家にいることによる電話相談の難しさ、地域社会における子供の見守り機会の減少等によって事案が潜在化している懸念もあり、配偶者暴力相談支援センター等に寄せられた相談件数が前年度比約1.6倍に増加している（注6）などの状況もあることから、引き続き、関係機関と連携した情報の把握に努める必要がある。

このほか、緊急事態措置として行われた休業要請等に従って休業している店舗等への侵入窃盗や感染拡大に関連した詐欺等の感染拡大に伴う混乱等に乗じた犯罪や行政機関をかたるワクチン接種に関連した不審な電子メール、マスク不足に便乗した詐欺サイト、偽の給付金の申請サイト（注7）等も確認されているほか、感染拡大対策に関連した給付金をだまし取る詐欺等、事業者への経済支援に乗じた犯罪も発生している。


注1：令和2年9月に警察庁が実施したアンケート調査（全国の15歳以上の男女1万人を対象に、年代別・性別・都道府県別の回答者数の割合が平成27年国勢調査の結果に準じたものとなるようインターネットを通じて実施したもの）によれば、平日の滞在場所について、6割超の人が「飲食・買い物・娯楽施設などへの外出先」に滞在する時間が減り、「自宅」の滞在時間が増えたと回答しているほか、「インターネットで買い物や決済をすることが増えた」、「現金を使う機会が減り、キャッシュレスサービスを使うことが増えた」と回答した人がそれぞれ3割を超えた。

注2：路上強盗、ひったくり、自動車盗、オートバイ盗、自転車盗、車上ねらい、部品ねらい及び自動販売機ねらいのほか、強制性交等、強制わいせつ、略取誘拐・人身売買、暴行、傷害及び恐喝のうち街頭で行われたもの

注3：出典：「駅の利用状況（首都圏・関西圏：速報値）」（国土交通省）（https://www.mlit.go.jp/tetudo/tetudo_fr1_000062.html）

注4：77頁参照（第2章）

注5：78頁参照（第2章）

注6：出典：内閣府HPより（https://www.gender.go.jp/policy/no_violence/pdf/soudan_kensu.pdf）

注7：15頁参照（特集2）




CASE

無職の男（23）は、令和2年5月、緊急事態措置として行われた休業要請に従って休業していた居酒屋に侵入し、現金3万8,000円を窃取した。同月、同男を建造物侵入罪及び窃盗罪で逮捕した（熊本）。




CASE

会社役員の男（26）らは、令和2年5月、国の持続化給付金制度を利用して同給付金の名目で現金をだまし取ろうと考え、同給付金申請用ページに接続し、虚偽の事業内容、事業収入等を入力するなどして同給付金の給付を申請し、現金100万円をだまし取った。同年8月、同男ら3人を詐欺罪で逮捕した（愛知）。




CASE

健康食品販売会社役員の男（72）らは、令和2年2月頃、厚生労働大臣の承認を得ていない医薬品について、「新型コロナウイルスの対策として」「ウイルス増殖を抑制する」などと薬効をうたう広告をした。同年3月、同男ら1法人2人を医薬品医療機器等法違反（承認前の医薬品の広告禁止）で検挙した（警視庁）。



[bookmark: xfz00300]　図表特3-2　刑法犯の認知件数の推移（平成元年～令和2年）
[image: 図表特3-2　刑法犯の認知件数の推移（平成元年～令和2年）]

[bookmark: xfz00310]　図表特3-3　月別の街頭犯罪の認知件数の推移（平成30年～令和2年）
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3　社会経済の変容にも対応した国民の利便性向上のための取組

（1）警察情報管理システムの合理化・高度化による国民の利便性向上

警察では、犯罪捜査活動をはじめとする現場の警察活動の支援、迅速な警察行政への貢献、関係機関との連携の円滑化等を実現して様々な警察活動を支えるため、警察情報管理システムを整備・維持している。警察情報管理システムは、警察庁のシステムと都道府県警察が個別に整備・維持するシステムを接続したものであり、類似のシステムをそれぞれの都道府県警察で整備・維持することでコストが重複してしまうことなどが課題となっている。

この課題を解決するため、警察庁において、共通基盤を整備し、ここに警察庁及び都道府県警察のこれまでのシステムを集約・統合して警察庁及び都道府県警察が共通で活用できるようにするほか、個々のシステム同士の連携を容易にするなど警察情報管理システム全体の合理化・高度化に取り組んでいる。これにより、警察が所管する行政手続のオンライン化等を可能とし、国民の利便性向上や負担軽減を図るとともに、行政手続の処理の効率化や警察情報管理システムの整備・維持に係るコストの大幅な削減を図ることとしている。

（2）運転免許証のデジタル化

運転免許証は、国民生活に密接に関係するものとして広く普及している。新型コロナウイルス感染症の拡大防止の観点から、運転免許証の交付、更新等の手続に関し、運転及び更新可能期間の延長措置等を既に実施しているところであるが（注）、運転免許証に関する手続については、より一層国民の利便性向上や負担軽減を図っていくことが求められている。

そこで、警察庁では、運転免許証とマイナンバーカードの一体化を実現するために必要な検討を進めており、令和6年度末から運用を開始する予定である。これにより、住所変更手続のワンストップ化、居住地外での迅速な運転免許証の更新手続やオンラインでの更新時講習の受講が可能となり、運転免許証に関する手続を国民にとってより便利なものとすることができる。


注：38頁参照



[bookmark: xfp00560]　[image: 運転免許証とマイナンバーカードの一体化（イメージ）]
運転免許証とマイナンバーカードの一体化（イメージ）

[bookmark: xfp00570]　[image: オンライン講習（イメージ）]
オンライン講習（イメージ）

（3）行政手続のオンライン化

警察が所管する手続は多岐にわたっている。「新しい生活様式」の実践等が呼び掛けられる中、こうした手続についてオンラインで申請等ができるシステムを構築することが求められている。

警察庁では、まずはオンライン化の要望が多いいくつかの手続について、メールによる簡易な方法で申請等の手続ができるよう、試行的なウェブサイトとして「警察行政手続サイト」を構築しており、令和3年6月に運用を開始した。

さらに、警察庁では、今後より多くの手続をオンラインで行うことができるシステムを別途構築するための検討を進めており、このシステムが利用者にとってより利便性が高いものとなるよう、各手続で現在求められている添付書類の合理化等、手続自体の見直しについても検討している。


MEMO　警察行政手続サイトの構築

「警察行政手続サイト」は、道路使用許可の申請等のオンライン化の要望が多いいくつかの手続について、メールによる簡易な方法で申請等を受け付けるためのものであり、令和3年6月に運用を開始した。

このウェブサイトは、利用者がサイト上で申請等に必要な事項を入力し、必要なデータを添付して送信すると、各警察署のメールサーバに自動的にこれらの申請等データが送信される仕組みとなっており、利用者は、警察署を訪れなくとも、申請等を行うことができるようになる。

[bookmark: xfp00580]　[image: 警察行政手続サイトの入力画面（イメージ）]
警察行政手続サイトの入力画面（イメージ）

[bookmark: xfp00590]　[image: 警察行政手続サイトでの申請手続の流れ（イメージ）]
警察行政手続サイトでの申請手続の流れ（イメージ）



（4）遺失物関係手続のオンライン化

令和2年中に提出された遺失届は全国で約365万件であるなど、遺失物に関する手続は国民生活に密接に関係するものであり、早急にオンライン化を進める必要がある。警察庁では、遺失届の提出のほか、特例施設占有者（注）が行う遺失物等に関する届出、施設占有者が拾得した遺失物等の提出時に必要な書類の提出等をオンラインで可能とするシステムの構築を進めており、令和4年度末から一部の府県でシステムの運用を開始し、順次全国へ運用を拡大していくこととしている。


注：119頁参照（第2章）



（5）行政手続等における押印規制の見直し

警察庁では、「規制改革実施計画」（令和2年7月17日閣議決定）において、行政手続における押印規制の抜本的な見直し等が掲げられていることなどを踏まえ、同年12月、申請書等の様式を定める内閣府令及び国家公安委員会規則を改正し、警察が所管する手続の申請書等の様式において、申請者等に署名や押印を求めないこととした。






特集4　クロスボウの規制に向けた警察の取組

1　クロスボウが使用された事件の発生と警察への相談

（1）殺人事件等の発生

令和2年（2020年）6月、無職の男（23）が、兵庫県宝塚市内の自宅において、殺意をもって、親族4人の頭や首にクロスボウで矢を発射し、うち3人が死亡し、1人が重傷を負う事件が発生した。また、この事件の発生後も、クロスボウが使用された殺人未遂事件等が相次いで発生した。


CASE

無職の女（33）は、令和2年7月、自宅において、殺意をもって、同女の夫に対してクロスボウで矢を発射した上、同人を包丁で突き刺し、傷害を負わせた。同日、同女を殺人未遂罪で現行犯逮捕した（兵庫）。




CASE

無職の女（28）は、令和2年8月、自宅敷地内において、同所を訪れた民生委員に対し、殺意をもってクロスボウで矢を発射し、傷害を負わせた。同年9月、同女を殺人未遂罪で逮捕した（長野）。



（2）クロスボウが使用された事件の検挙状況

クロスボウの所持については法律上規制されておらず、警察では、クロスボウを使用して人を殺傷する事件等が発生した場合に刑法等を適用して検挙している。

クロスボウが使用された刑法犯の検挙件数は、平成22年（2010年）から令和2年までの間で27件あり、このうち殺人（4件）、殺人未遂（6件）等の故意に人の生命又は身体を害する罪に当たる事件が16件と半数以上を占めている。このほか、特別法犯の検挙件数は10件となっている。

[bookmark: xfz00320]　図表特4-1　クロスボウが使用された事件の検挙件数（平成22年～令和2年の合計）
[image: 図表特4-1　クロスボウが使用された事件の検挙件数（平成22年～令和2年の合計）]


CASE

無職の男（23）らは、平成26年5月、殺意をもって、知人を橋の欄干に立たせ、同人に対してクロスボウで矢を発射した上、川に転落させ、傷害を負わせた。平成27年10月、同男らを殺人未遂罪等で逮捕した（福岡）。



（3）クロスボウが犯罪に使用される背景

平成22年から令和2年までの間に検挙した、クロスボウが使用された事件37件の詳細について分析したところ、詳細が判明した事件においては、被疑者の多くがインターネットを介してクロスボウを入手していた。

また、被疑者のクロスボウの入手動機は、犯罪目的、興味本位、鑑賞目的等様々であったが、クロスボウを犯罪に使用するに至った経緯としては、①当初から犯罪目的でクロスボウを入手した事例のほか、②入手当初は鑑賞等犯罪以外の目的でクロスボウを所持していたが、何らかのきっかけで犯罪に使用した事例、③クロスボウを試し撃ちしているうちに、標的が動物に変わっていった事例があった。

（4）クロスボウに関する警察への相談の状況

平成22年から令和2年までの間のクロスボウに関する警察への相談の件数は172件であり、クロスボウの所持者への不安の声、民家等への実害、脅迫等の被害の声、「動物が撃たれている」との声等が寄せられている。

[bookmark: xfz00330]　図表特4-2　クロスボウに関する警察への相談の状況（平成22年～令和2年の合計）
[image: 図表特4-2　クロスボウに関する警察への相談の状況（平成22年～令和2年の合計）]






2　クロスボウの概要等

（1）クロスボウの概要

クロスボウは、弦を引いた状態で固定する装置を有し、弦を固定してから矢を装塡し、銃のように引き金を引くことにより矢を発射させるものである。

現在、我が国において、クロスボウは、射撃競技をはじめとするスポーツとしての標的射撃や動物麻酔等の用途で使用されている。

[bookmark: xfp00600]　[image: クロスボウの一例（コンパウンドクロスボウ）]
クロスボウの一例（コンパウンドクロスボウ）

[bookmark: xfp00610]　[image: クロスボウの一例（競技用クロスボウ）]
クロスボウの一例（競技用クロスボウ）

[bookmark: xfp00620]　[image: クロスボウの一例（ピストルクロスボウ）]
クロスボウの一例（ピストルクロスボウ）

[bookmark: xfp00630]　[image: クロスボウの射撃競技の状況]
クロスボウの射撃競技の状況

（2）クロスボウの威力に関する実験

科学警察研究所においてクロスボウの威力に関する実験として、図表特4-3のとおり、物品に対する射撃実験（注1）を行ったところ、約5メートル離れた地点から矢を発射して、合成樹脂製ヘルメット及びアルミ製フライパンを貫通するほどの威力を有することが確認された。また、人体への殺傷能力を測るために一般的に行われる、ゼラチンに対する侵徹量（注2）についての実験（注3）を行ったところ、図表特4-4のとおり、銃刀法の規制対象である空気銃や拳銃に匹敵する威力を有することが判明した。


注1：実験においては、リカーブクロスボウ（弦を引く重さ：175ポンド（約79キログラム）、矢の初速245フィート毎秒（約269キロメートル毎時）、アルミ製の矢（53.5センチメートル））を使用

注2：弾丸等が物体に侵入する長さ

注3：実験においては、競技用拳銃、競技用エアライフル、リカーブクロスボウ及びピストルクロスボウを使用（発射された弾丸・矢の運動エネルギー等は図表特4-4参照）



[bookmark: xfz00340]　図表特4-3　物品に対する射撃実験
[image: 図表特4-3　物品に対する射撃実験]

[bookmark: xfz00350]　図表特4-4　ゼラチンに対する侵徹量に関する実験
[image: 図表特4-4　ゼラチンに対する侵徹量に関する実験]






3　クロスボウの所持等に関する対策

（1）クロスボウの所持等の在り方に関する有識者検討会

クロスボウが使用された事件の発生状況を踏まえ、警察庁において、学識経験者、クロスボウの競技団体の関係者等の有識者による「クロスボウの所持等の在り方に関する有識者検討会」が開催された。同検討会は、令和2年9月から同年11月にかけて4回開催され、幅広い観点から議論が行われるとともに、同年12月、「クロスボウの所持等の在り方に関する報告書」が取りまとめられた（注）。

同報告書では、「現実にクロスボウが故意の犯罪の道具として使用され、人を死傷させる結果が生じている実態があることを踏まえ、クロスボウの悪用や危害の発生を防止するため、新たな法的規制を行うことにより、実効性のある対策を早急に講じることが必要」であるとして、クロスボウの所持の許可制を含む、今後実施すべき規制の方向性が示された。


注：クロスボウの所持等の在り方に関する報告書（令和2年12月クロスボウの所持等の在り方に関する有識者検討会）
（https://www.npa.go.jp/bureau/safetylife/hoan/hokoku.pdf）
[image: QRコード　警察庁ウェブサイト]



（2）銃刀法の改正によるクロスボウの規制

これらを踏まえ、令和3年6月、第204回国会において、クロスボウの所持等に関する規制の創設を内容とする銃刀法の一部を改正する法律が成立した。今回の改正では、クロスボウを所持禁止の対象とし、標的射撃等の用途のためにクロスボウを所持するためには都道府県公安委員会による許可を必要とすることとされ、その使用や保管等に関しても一定の規制が設けられることとされた。また、同法の施行の際現にクロスボウを所持している者については、施行後6か月以内に所持許可申請、廃棄等をしなければならないこととされた。

警察では、法の適正な運用、広報啓発等を通じ、クロスボウが使用される事件の防止に努めていくこととしている。

[bookmark: xfz00360]　図表特4-5　銃刀法の改正概要
[image: 図表特4-5　銃刀法の改正概要]






警察活動の最前線


被災地に勤務して




前　福島県双葉警察署復興支援課復興支援係

（現　福島県警察本部警備部災害対策課災害対策第一係）

高橋　亜麿（たかはし　あろう）

[bookmark: xfm00010]　[image: 福ぼうしくん福ぼうしさん]




東日本大震災から10年の節目を迎えた現在、私は、東京電力福島第一原子力発電所から約9kmに位置する双葉警察署復興支援課で勤務しています。

福島県内では、津波の影響で未だ多くの方が行方不明となっているほか、福島第一原子力発電所事故の影響で、当署管轄区域の約35％が帰還困難区域に指定され、現在も人の居住や車両の往来等が制限されています。

さらに、管内の帰還困難区域内には、人の立入りが出来ないために、震災当時から手付かずの状態で劣化した建物が数多く存在しており、震災の爪痕が未だ色濃く残っています。

その一方で、避難指示が解除された区域では、JR常磐線の全線再開や常磐自動車道の整備、ライフラインの復旧といった復興事業の進展に伴い、帰還する住民の方々も増え、町並みも日々変化しているなど、着実な復興が進んでいます。

現在、私達は、「ウルトラ警察隊」の愛称で知られる全国警察の特別出向部隊と共に、犯罪の抑止や交通事故防止等に向けた街頭活動のほか、震災によって未だに行方不明となっている方々の捜索、管内外に避難されている住民の方々への訪問等、被災者に寄り添った活動を心掛け、被災地域等の安全と安心の確保に努めています。

これまでの活動を通じて、住民の方々からは、「わざわざ、遠くの避難先までお巡りさんが訪問してくれてありがとうございます。」「たまに空き家となった自宅へ帰りますが、投函されたパトロールカードを見て安心しました。」「知り合いが行方不明のままですので、これからも捜索を頑張って続けて下さい。」といった感謝や激励の言葉が寄せられました。

私達は、避難生活を余儀なくされ、辛い経験をしているにもかかわらず笑顔で言葉を掛けてくれる住民の方々から勇気付けられることが数多くあります。

心温かい住民の方々に感謝をしながら、被災地域の安全と安心を守るためのパトロールや訪問等の諸活動を展開し、福島県の復興を治安面から力強く支えていきたいと思います。

[bookmark: xfp00010]　[image: 前　福島県双葉警察署復興支援課復興支援係（現　福島県警察本部警備部災害対策課災害対策第一係）　高橋　亜麿1]

[bookmark: xfp00020]　[image: 前　福島県双葉警察署復興支援課復興支援係（現　福島県警察本部警備部災害対策課災害対策第一係）　高橋　亜麿2]




産業制御システムのサイバー攻撃対策




前　警察庁情報通信局情報技術解析課

サイバーテロ対策技術室情報分析係

（現　警察庁情報通信局情報管理課）

三谷　貴彦（みたに　たかひこ）

[bookmark: xfm00020]　[image: 警察庁ワッペン]




私の係では産業制御システムのサイバーセキュリティ対策に取り組んでいます。産業制御システムとは、工場や発電所などで使われる産業用機械・設備を制御するシステムであり、電力、水道といった社会のインフラを支えているため、サイバー攻撃により異常が発生すると国民生活に大きな影響を与える可能性があります。実際、海外においては、産業制御システムに対するサイバー攻撃がたびたび発生しており、深刻な脅威となっています。

私が着任した令和2年度に、海外で産業制御システムに対するサイバー攻撃に使われたとされる不正プログラムが入手されたため、当該プログラムの動作検証を行いました。この検証結果は捜査部門に提供し、重要インフラ事業者等への注意喚起のために有用な情報として活用してもらうことができました。

産業制御システムに対するサイバー攻撃については、一般的な情報システムに比べ技術情報が少ないことに加え、特定の産業用機械等のみを狙い、他の産業用機械等においては攻撃が再現できないものもあるなど、調査や検証には多大な労力を要します。こうした中でも、効果的に事業者等に注意喚起を実施し、実際に国内で産業制御システムを狙ったサイバー攻撃が発生した際に迅速に対応できるようにするため、常日頃から着実に最新情報を収集し、検証を重ね、知見を蓄積しています。

[bookmark: xfp00030]　[image: 前　警察庁情報通信局情報技術解析課サイバーテロ対策技術室情報分析係（現　警察庁情報通信局情報管理課）　三谷　貴彦]




中小企業のサイバー攻撃対策




前　北海道警察情報通信部情報技術解析課

支援分析第一係

（現　北海道警察本部に出向中）

鶴田　光慶（つるた　みつよし）

[bookmark: xfm00020]　[image: 警察庁ワッペン]




サイバー攻撃は以前よりも身近な問題になっています。情報セキュリティ対策は大企業などでは進んでいますが、中小企業ではまだまだ対策できていない会社がたくさんあります。さらに、テレワークを行う機会の増加により、テレワークのため情報セキュリティ対策もしなければならず差し迫った問題でもあります。中小企業では、機材を導入できても会社の中のルールが細かく規定されていない場合や、情報セキュリティに詳しい人が会社の中にあまりいないという場合も多く、対策の最適解を相談できる人材が少ない場合も多いと思います。私は、まず決めたルールが実際に機能するかという訓練をすることを勧めています。そして、訓練で出た問題点について警察が助言することによって良い対策ができると思っています。これは自然災害に対する訓練である防災訓練と何も変わらないことであり、サイバー攻撃はネットワーク技術やセキュリティに詳しい人だけの問題ではなく、一般の人が巻き込まれたときにしっかりと機能する社内ルールが必要だということです。もはや、サイバー攻撃は自然災害や交通事故と同じくらい、誰もが被害者になってしまう可能性があるものです。今後も持てる知見を最大限に活用し、サイバー攻撃被害の減少に向けて貢献していきたいと思います。

[bookmark: xfp00040]　[image: 前　北海道警察情報通信部情報技術解析課支援分析第一係（現　北海道警察本部に出向中）　鶴田　光慶]




「コロナ禍に対応した新たな犯罪抑止対策」

前　神奈川県警察本部生活安全部

生活安全総務課犯罪抑止対策室

（現　神奈川県庁に出向中）

吉川　裕介（よしかわ　ゆうすけ）

[bookmark: xfm00030]　[image: ピーガルくん]




新型コロナウイルス感染症は、社会環境を大きく変化させ、県内でも不安や混乱に乗じた様々な犯罪が発生しました。

「コロナ」をキーワードにした特殊詐欺や、閉店時間帯の店舗を狙った窃盗、更には、休校に伴う留守番中の子供の安全対策に取り組む必要があり、警察においても新たな犯罪抑止対策が求められることになりました。

しかし、コロナ禍では、防犯イベント等の従来の対面型・接触型の広報啓発活動が制限されました。そこで、アイデアを出し合い、新しい生活様式に対応した、新たなアプローチを考えました。例えば、著名な実演販売士等の発信力の高い方々に協力をいただき、迷惑電話防止機能付き電話機を紹介する動画を配信するなど、効果的に動画サイトやSNSを活用した情報発信に取り組みました。他にもデリバリー事業者など、県民と対面で接する事業者に防犯チラシの配布等をお願いし、感染拡大防止に最大限配意しながら、県民の耳目を集める、創意工夫を凝らした広報啓発活動を展開しました。

新型コロナウイルス感染症の影響が長期化する中、犯罪情勢を含め、社会環境は日々変わっていくことから、今後も変化の兆しを鋭敏に捉え、時勢に応じた斬新かつ先制的な犯罪抑止対策を講じてまいります。

[bookmark: xfp00050]　[image: 前　神奈川県警察本部生活安全部生活安全総務課犯罪抑止対策室（現　神奈川県庁に出向中）　吉川　裕介]
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神奈川県警察防犯チャンネル【公式】




特殊詐欺事犯の根絶に向けて

前　群馬県警察本部刑事部組織犯罪対策課

特殊詐欺組織解明係

（現　群馬県伊勢崎警察署刑事第二課長）

栁岡　圭（やなおか　けい）

[bookmark: xfm00040]　[image: 上州くん]




某県繁華街にあるビジネスホテルの一室での出来事でした。

特殊詐欺事件の首領被疑者である準暴力団等のリーダーが潜伏しているとの情報を得て、我々捜査員は、エレベーター脇で息を潜めていました。

長時間の張り込みの末、突如室内から現れたリーダーに捜査員が一斉に駆け寄り、身柄を確保しました。

この事件は、特殊詐欺受け子被疑者の突き上げ捜査により犯罪集団である準暴力団等の実態を解明し、組織的な捜査を展開した結果、集団の首領検挙に至ったものでした。

明確な組織性がない準暴力団等は、メンバーの離合集散が激しく実態把握が困難ですが、組織犯罪対策課が本件捜査に携わり、部門の垣根を越えた迅速な情報収集、分析等を行ったことが功を奏し、事件解決へ結び付きました。

また、他県警と盤石な協力体制を築き、お互いが保有する情報をタイムリーに共有し合ったこと、さらには受け子被疑者の自供を得たことが決め手となり、集団とその後ろ盾となっていた暴力団組員との結節点を浮き彫りにしました。

私は、今回の事件捜査を通じて、犯罪組織の首領を検挙し社会から長期隔離を図ることが組織の壊滅には最も効果的であると実感しました。

特殊詐欺は、高齢者等の貯蓄を奪う極めて悪質な犯罪です。

今後も、組織総合力を発揮し、特殊詐欺事犯の根絶に向け、全力で捜査に取り組んで行きたいと思います。

[bookmark: xfp00060]　[image: 前　群馬県警察本部刑事部組織犯罪対策課特殊詐欺組織解明係（現　群馬県伊勢崎警察署刑事第二課長）　栁岡　圭]



注：掲載されているキャラクターは、都道府県警察のマスコットキャラクターです。






トピックスI　組織的に敢行される特殊詐欺に対する警察の取組

（1）特殊詐欺の特徴

特殊詐欺（注1）の犯行グループは、中枢被疑者の下、「受け子」及び「出し子」と呼ばれる現場実行犯のほかに、被害金等の回収・運搬役、「受け子」等の指示役（注2）、リクルーター（注3）、犯行ツールの調達役（注4）等が役割を分担し、組織的に特殊詐欺を敢行している。また、各役割にある者は、お互いの素性を明かさず連絡の痕跡を残さないようにするなど、徹底した秘匿工作を行っている。


注1：被害者に電話をかけるなどして対面することなく信頼させ、指定した預貯金口座への振込みその他の方法により、不特定多数の者から現金等をだまし取る犯罪（現金等を脅し取る恐喝及びキャッシュカード詐欺盗を含む。）の総称

注2：「受け子」等に対して、犯行の準備・実行・後始末等の様々な指示を行う役割の者をいう。

注3：「受け子」等を担う要員を犯行グループに勧誘する役割の者をいう。

注4：特殊詐欺の犯行に使用する電話、口座等の犯行ツールを調達する役割の者をいう。犯行拠点を用意する者も含む。



（2）暴力団等の関与実態と効果的な取締り等の推進

令和2年（2020年）中の特殊詐欺の検挙人員2,621人のうち、暴力団構成員等（注1）の人数は402人であり、近年は減少しているものの、その割合（15.3％）は、刑法犯・特別法犯総検挙人員に占める暴力団構成員等の割合（5.4％）と比較して、依然として高い割合となっている。また、主な役割別検挙人員に占める暴力団構成員等の割合をみると、現場実行犯である「受け子」では8.6％、「出し子」では11.6％となっている一方、中枢被疑者では45.0％、「受け子」等の指示役では46.0％、リクルーターでは34.2％と、犯行グループ内で主導的な立場にある者での割合が高い水準で推移しており、暴力団が主導的な立場で特殊詐欺に深く関与している実態がうかがえる。さらに、近年は準暴力団等（注2）が特殊詐欺事件に関与している事例も確認されている。

警察では、特殊詐欺事件の背後にいるとみられる暴力団や準暴力団等の犯罪者グループ等を弱体化し、特殊詐欺の抑止を図るため、各部門が連携した多角的な取締りを推進するとともに、積極的な情報収集等により、こうした犯罪者グループ等の活動実態や特殊詐欺事件への関与状況等の解明を推進している。


注1：140頁参照（第3章）

注2：145頁参照（第3章）
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CASE

平成31年4月、金融庁職員を装って高齢者の自宅を訪れた「受け子」の男（22）が、高齢者のキャッシュカードを別のカードにすり替えて窃取するなどした特殊詐欺事件で、稲川会傘下組織の構成員の男（29）が犯行グループの指示役として関与している実態を解明し、令和2年6月までに、同男ら4人を窃盗罪等で逮捕した（神奈川、島根）。




CASE

平成31年1月、親族の同僚を装って高齢者の自宅を訪れた「受け子」の男（20）が、高齢者から現金をだまし取るなどした特殊詐欺事件で、六代目山口組傘下組織の構成員の男（26）及び住吉会傘下組織の構成員の男（26）が犯行グループの指示役として関与している実態を解明し、令和2年7月までに、同男ら8人を詐欺罪で逮捕した（警視庁）。




MEMO　警察庁における特殊詐欺対策に関する事務の組織犯罪対策部門への移管と取組の強化

近年、特殊詐欺事件に暴力団や準暴力団等が深く関与している実態がみられることから、警察庁では、特殊詐欺事件捜査と事件に関与する犯罪者グループ等への対策を一元的に行うため、令和3年4月から、特殊詐欺対策に関する事務を、詐欺等を担当する知能犯捜査部門から暴力団対策等を担当する組織犯罪対策部門に移管した。警察では、職務質問等による「受け子」等の検挙、犯行拠点の摘発、悪質な犯行ツール提供事業者に対する取締り等を引き続き推進するとともに（注）、犯行グループ及びその背後にいるとみられる暴力団、準暴力団等の犯罪者グループ等の組織実態等に関する情報の収集・集約・分析を徹底し、取締りを強化することにより、特殊詐欺の根絶に向けた取組を一層強力に推進している。


注：91頁参照（第2章）





（3）指定暴力団の代表者等に対する損害賠償請求訴訟の支援

暴力団対策法では、指定暴力団の代表者等は、当該指定暴力団の指定暴力団員が威力利用資金獲得行為（注）により他人の生命、身体又は財産を侵害したときは、これによって生じた損害を賠償する責任を負うと規定している。特殊詐欺事件については、被害者に対して指定暴力団の威力を利用していなくても、犯行グループ内で指定暴力団の威力を利用して共犯者を集めたり、その脱退を妨げたりした場合にも、当該代表者等の責任を認める裁判例が示されている。

警察では、特殊詐欺事件の被害者の被害回復に資するため、指定暴力団の代表者等に対する損害賠償請求訴訟に関して、積極的な支援を行っている。


注：指定暴力団の威力を利用して生計の維持、財産の形成若しくは事業の遂行のための資金を得、又は当該資金を得るために必要な地位を得る行為
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CASE

平成25年5月から平成26年6月までの間に発生した、住吉会傘下組織の構成員らによる特殊詐欺事件の被害者ら約40人が、住吉会の代表者らに対して損害賠償を求めた民事訴訟について、令和3年2月、東京地方裁判所は、同代表者らに対し、合計約4億6,000万円の支払を命じた。警察では、同訴訟に関し、弁護士会と連携し支援を実施した（警視庁）。








トピックスII　自転車の交通ルールとその徹底に向けた警察の取組

（1）自転車関連交通事故の現状

自転車は、極めて身近な交通手段であり、環境負荷の低減、災害時における交通機能の維持、国民の健康増進等にも資するものであると認識されている。また、昨今では、新型コロナウイルス感染症の感染拡大を受けた国民の交通手段やライフスタイルの変化に伴い、通勤・通学や配達を目的とする自転車利用のニーズが高まっている。

近年、自転車関連の死亡・重傷事故件数は減少傾向にあるものの、令和2年（2020年）中に発生したもののうち、約7割は自転車側に何らかの法令違反がみられる。

令和2年中の自転車対歩行者の事故のうち、歩行者の死亡・重傷事故の43.5％は、歩道上で発生している。また、同年中の自転車関連の死亡・重傷事故を相手当事者別でみると、自転車対自動車の事故が75.0％を占めており、同事故を類型別でみると、出会い頭衝突が54.6％と最も多くなっている。さらに、自転車対自動車の出会い頭衝突による死亡・重傷事故を法令違反別にみると、安全運転義務違反のほか、信号無視や一時不停止の違反が多く認められる。

[bookmark: xtz00050]　図表II-1　自転車関連の相手当事者別死亡・重傷事故件数の推移（平成23年（2011年）～令和2年）
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（2）自転車の交通ルールと運転時の心構え

道路交通法上、自転車は「軽車両」であり、「車両」の一種であるため、歩道と車道が分離されている場合には、原則として、車道を通行しなければならず、普通自転車（注1）は、車道に「普通自転車専用通行帯」（注2）や「自転車道」（注3）が設けられている場合には、それらを通行しなければならない。

例外として、「普通自転車歩道通行可」を示す標識や標示が設けられている場合や、13歳未満の子供や70歳以上の高齢者が運転している場合等には、歩道を通行することができる。ただし、歩道を通行する際には、歩道の車道寄りの部分（普通自転車通行指定部分（注4）がある場合は、その部分）を通らなければならず、歩行者を優先するとともに、原則として、すぐに停止できるような速度で徐行しなければならない。

自転車乗用中の交通事故類型としては出会い頭衝突が多く発生している。「車両」の一種である自転車も信号に従わなければならず、また、一時停止の標識がある場所では、停止線の直前で一時停止しなければならない。


注1：他の車両を牽（けん）引しておらず、大きさ等が一定の基準を満たす自転車

注2：交通規制により指定された普通自転車専用の車両通行帯

注3：縁石線や柵等の工作物によって分離された自転車専用の走行空間

注4：歩道の白線と自転車の記号の標示によって指定された部分



[bookmark: xtp00010]　[image: 「普通自転車専用通行帯」の標識と道路標示]
「普通自転車専用通行帯」の標識と道路標示
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「普通自転車歩道通行可」を示す標識
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普通自転車通行指定部分

（3）交通ルールの徹底に向けた警察の取組

①　自転車利用者に対する交通ルール等の周知徹底

警察では、地方公共団体、学校、自転車関係事業者等と連携し、「自転車安全利用五則」（注）を活用するなどして、全ての年齢層の自転車利用者に対して、交通ルール等の周知を図っている。

また、ルールを守らなかった場合の罰則や交通事故発生の危険性等を周知するとともに、ヘルメットの着用や幼児を自転車に乗車させる場合のシートベルトの着用、点検整備、損害賠償責任保険等への加入の促進を図っている。

さらに、配達を目的とする自転車利用のニーズが高まっていることから、自転車を用いた配達業務中の交通事故を防止するため、関係事業者等に対する交通安全対策の働き掛け、街頭における配達員への指導啓発、飲食店等を通じた配達員への交通ルール遵守の呼び掛け等を推進している。


注：「自転車は、車道が原則、歩道は例外」、「車道は左側を通行」、「歩道は歩行者優先で車道寄りを徐行」、「安全ルールを守る（飲酒運転・二人乗り・並進の禁止、夜間はライトを点灯及び交差点での信号遵守と一時停止・安全確認）」及び「子供はヘルメットを着用」



[bookmark: xtp00040]　[image: 広報啓発リーフレット]
広報啓発リーフレット


MEMO　ヘルメット着用の重要性

平成28年から令和2年までの期間における自転車乗用中死者を損傷主部位（注1）別でみると、頭部に損傷を受け、それが致命傷となったものが約6割と最も高くなっている。また、ヘルメットを着用していなかった場合の致死率（注2）は、着用していた場合と比べて約2.4倍高くなっている。

警察では、自転車乗用中の頭部保護の重要性とヘルメット着用による被害軽減効果についての広報啓発に努めるとともに、全ての年齢層の自転車利用者に対して、ヘルメットの着用を推奨している。


注1：損傷程度が最も重い部位（死者については致命傷の部位）

注2：死傷者に占める死者の割合



[bookmark: xtz00060]　図表II-2　自転車乗用中のヘルメット着用状況別の致死率比較（平成28年～令和2年合計）
[image: 図表II-2　自転車乗用中のヘルメット着用状況別の致死率比較（平成28年～令和2年合計）]



②　自転車安全教育の推進

警察では、関係機関・団体等と連携して、児童・生徒や高齢者等に対する自転車安全教育を推進している。令和2年中、児童・生徒や高齢者等を対象に、自転車シミュレーターを活用するなどした参加・体験・実践型等の自転車教室を開催したほか、新型コロナウイルス感染症の感染拡大を踏まえ、動画を活用した学習機会の提供、ウェブサイトやSNS等の各種媒体の積極的活用等、対面によらない交通安全教育や広報啓発活動も推進した。

③　自転車利用者に対する指導取締りの推進

自転車の交通ルールを徹底するためには、ルールそのものの周知等のみならず、ルールを守らない者に対する指導取締りを行い、両者を両輪として推進していくことが重要である。

警察では、自転車指導啓発重点地区・路線（注）を中心に、自転車利用者の信号無視、一時不停止等に対し、指導警告を行うとともに、悪質・危険な交通違反に対しては検挙措置を講じるなど、厳正に対処している。また、指導取締りの機会を活用した「自転車安全利用五則」の周知にも努めている。

このほか、交通の危険を生じさせるおそれのある一定の違反行為を反復して行った自転車の運転者を対象とする自転車運転者講習を実施しており、令和2年中は515人が受講した。


注：自転車が関係する交通事故の発生状況、地域住民の苦情・要望等を踏まえ、全国1,896か所（令和2年末現在）を指定



[bookmark: xtz00070]　図表II-3　自転車利用者に対する指導取締り状況（令和2年）
[image: 図表II-3　自転車利用者に対する指導取締り状況（令和2年）]






トピックスIII　現場の警察活動を強化する機動警察通信隊の活動

（1）機動警察通信隊の概要

機動警察通信隊は、全国の情報通信部（注1）に設置され、現場の警察活動の基盤となる通信を確保するための様々な活動を行う部隊である。具体的には、災害又は事故が発生した場合、警衛・警護警備や雑踏警備等を実施する場合、犯罪の捜査を行う場合等に、警察本部と現場警察官との間の指揮命令や連絡等が円滑に行われるよう、無線の不感地帯対策（注2）のほか現場映像の撮影・伝送等の情報通信対策を講じている。

これらの活動により、現場の警察活動を強化することで、国民の安全・安心の確保に貢献している。


注1：27頁参照（特集2）

注2：臨時の無線中継所の設置・運用を行い、警察無線が届かない地域等での無線通話を可能にすること



①　災害・事故発生時における活動

地震、台風、大雨等の災害や航空機、鉄道等による大規模な事故が発生した場合、機動警察通信隊は直ちに現場に出動し、現場映像の撮影・伝送や通信手段の確保を行っている。

[bookmark: xtp00050]　[image: 路線バス事故現場映像の撮影・伝送]
路線バス事故現場映像の撮影・伝送


CASE

令和2年（2020年）7月豪雨による災害においては、九州管区警察局熊本県情報通信部等の機動警察通信隊が出動し、ヘリコプターテレビシステム（注1）、デジタル映像モバイル伝送システム（注2）、無人航空機型映像撮影伝送システム（注3）等を用いて、撮影した被災状況や警察部隊の活動状況等の映像を警察本部、警察庁、首相官邸等にリアルタイムで伝送したほか、被災地を管轄する警察署に設置された警備本部に臨時の通信機器を設置するなどの活動を行った。


注1：警察用航空機から撮影された上空からの現場映像を地上の受信設備に伝送するシステム

注2：撮影した高解像度のデジタル映像を伝送するシステム

注3：無人航空機（ドローン）を用いて上空からの映像を低高度から撮影し、その映像をリアルタイムで伝送するシステム



[bookmark: xtp00060]　[image: デジタル映像モバイル伝送システムを用いた　警察部隊の活動状況の撮影・伝送]
デジタル映像モバイル伝送システムを用いた
警察部隊の活動状況の撮影・伝送

[bookmark: xtp00070]　[image: 無人航空機型映像撮影伝送システムを用いた　河川の氾濫状況の撮影・伝送]
無人航空機型映像撮影伝送システムを用いた
河川の氾濫状況の撮影・伝送

[bookmark: xtp00080]　[image: 無人航空機型映像撮影伝送システムにより　撮影・伝送された河川の氾濫状況]
無人航空機型映像撮影伝送システムにより
撮影・伝送された河川の氾濫状況



②　警衛・警護警備等における活動

警衛・警護警備や雑踏警備等に当たっては、固定カメラやヘリコプターテレビシステムにより撮影された現場状況等の映像を、衛星通信車等により映像センターに集約し、テロップ挿入等の編集や警備実施状況に合わせた映像切替等を行い、警備本部等に伝送している。また、警備本部等から現場警察官への指揮命令や連絡等を円滑に行うための通信系統を迅速・的確に確保するほか、警察無線が届かない場合には臨時無線中継所を設置している。

[bookmark: xtp00090]　[image: G20大阪サミットにおける映像センターでの映像編集等の状況]
G20大阪サミットにおける映像センターでの映像編集等の状況

[bookmark: xtp00100]　[image: 臨時無線中継所の設置状況]
臨時無線中継所の設置状況

[bookmark: xtp00110]　[image: ヘリコプターテレビシステム可搬型受信設備の設置状況]
ヘリコプターテレビシステム可搬型受信設備の設置状況

③　重大事件発生時の活動

重大事件が発生した場合には、必要に応じて機動警察通信隊が直ちに現場に出動し、固定カメラ、デジタル映像モバイル伝送システム等により撮影した現場映像を捜査本部等に伝送するほか、捜査本部等から現場警察官への指揮命令や連絡等を円滑に行うための通信系統を迅速・的確に確保している。

（2）各種訓練

各種事案への対応力強化のため、機動警察通信隊は、都道府県警察と共に、各種災害、事故、重大事件等を想定した合同の実戦的な訓練を継続的に実施している。

また、犯罪の広域化、大規模災害等に対応するため、複数の都道府県等の機動警察通信隊による合同の実戦的な訓練や他機関との共同訓練を実施している。

[bookmark: xtp00120]　[image: 衛星通信車（応急通信対策車）の立ち上げ訓練]
衛星通信車（応急通信対策車）の立ち上げ訓練

[bookmark: xtp00130]　[image: 自衛隊との共同訓練（現場活動状況の撮影・伝送）]
自衛隊との共同訓練（現場活動状況の撮影・伝送）






トピックスIV　2020年東京オリンピック・パラリンピック競技大会に向けた諸対策

警察庁では、平成26年（2014年）1月に2020年オリンピック・パラリンピック東京大会準備室（注1）を設置したことをはじめ、2020年東京オリンピック・パラリンピック競技大会（注2）（以下「2020年東京大会」という。）に向けた体制を確保し、関連する情報の集約やリスク分析、装備資機材の整備等を行うとともに、大会組織委員会（注3）や関係機関と連携した警備諸対策を推進してきた。

一方、新型コロナウイルス感染症が国際的な広がりを見せる中、令和2年（2020年）3月、同年7月24日から開催が予定されていた2020年東京大会の延期が決定（注4）された。これを受け、政府では、2020年東京大会における新型コロナウイルス感染症対策について総合的な検討・調整が行われるなどしているところ、警察においても、こうした議論を踏まえつつ、大会組織委員会や関係機関と緊密に連携しながら、選手や観客にとって安全で安心な大会の実現に向けて諸対策を推進している（注5）。


注1：平成29年7月、同準備室は廃止され、「2020年東京オリンピック・パラリンピック競技大会対策推進室」が新たに設置された。

注2：第32回オリンピック競技大会及び東京2020パラリンピック競技大会の総称

注3：公益財団法人東京オリンピック・パラリンピック競技大会組織委員会

注4：令和2年3月30日、第32回オリンピック競技大会は令和3年7月23日から同年8月8日にかけて、東京2020パラリンピック競技大会は同年8月24日から同年9月5日にかけて開催されることが決定した。

注5：令和3年6月17日時点の情報に基づき掲載



[bookmark: xtz00080]　図表IV-1　2020年東京大会の開催概要
[image: 図表IV-1　2020年東京大会の開催概要]

（1）2020年東京大会の情勢

2020年東京大会は、世界中から多数のアスリート等が集まり、国際的にも最高度の注目を集めて開催される行事である。過去のオリンピック・パラリンピック競技大会では、選手村やライブサイトを狙ったテロ事件や大会システムへのサイバー攻撃が発生していることから、2020年東京大会の安全かつ円滑な開催に向けて、情報収集・分析、警戒警備、交通対策等の諸対策に警察の総力を挙げて取り組む必要がある。

（2）警察における諸対策

①　テロ対策

2020年東京大会期間中の安全・安心を確保するため、警察では、政府が取りまとめた「2020年東京オリンピック競技大会・東京パラリンピック競技大会に向けたセキュリティ基本戦略」に基づき、大規模集客施設や公共交通機関等におけるテロ対策、最寄りの駅から競技会場入口までの観客の移動経路（ラストマイル）上の主要な交差点等における車両突入対策、競技会場における小型無人機対策等、競技会場の内外における様々な課題に対し、関係省庁と連携して取り組んでいる。

また、施設管理者や地域住民等を含む社会全体でのテロ対策が重要であることから、関係機関、民間事業者等と連携したテロ対処訓練の充実等、官民一体となったテロ対策を深化させている。

[bookmark: xtp00140]　[image: 官民が連携したテロ対処訓練]
官民が連携したテロ対処訓練

②　サイバー攻撃対策

平成30年（2018年）2月に開催された平昌冬季オリンピック競技大会の開会式において、大会システムへのサイバー攻撃により、公式ウェブサイトがダウンするなどの障害が発生したことを踏まえ、警察では、関係機関等と連携して、2020年東京大会をめぐるサイバー攻撃及び攻撃者に関する情報収集・分析等を推進するとともに、大会期間中におけるサイバー攻撃の発生を想定した共同対処訓練を実施している。


CASE

令和2年12月、福島県警察及び宮城県警察は、2020年東京大会期間中におけるサイバー攻撃の発生を想定した共同対処訓練を、重要インフラ事業者と実施した。

[bookmark: xtp00150]　[image: 共同対処訓練の実施状況]
共同対処訓練の実施状況



③　交通対策

2020年東京大会の競技会場は都内外に分散配置されているところ、警察では、大会関係者等の安全かつ円滑な輸送と都市活動の安定を両立させる観点から、関係機関・団体等と連携しながら、各種交通対策に取り組むこととしている。

具体的には、大会期間中の交通総量抑制に取り組むほか、関係者輸送ルート（注）の円滑化を図るため、高速道路における本線料金所での開放レーン数の制限、入口閉鎖及び車線規制、一般道路における大会関係車両等の専用又は優先通行帯の設定及び会場周辺の車両通行禁止規制等を実施することとしている。


注：選手村、宿泊施設と空港、競技会場、練習会場等を結ぶ経路の総称



[bookmark: xtp00160]　[image: 開放レーン数の制限の試行状況（令和元年7月、東北自動車道浦和料金所）]
開放レーン数の制限の試行状況
（令和元年7月、東北自動車道浦和料金所）

[bookmark: xtp00170]　[image: 入口閉鎖の試行状況（令和元年7月、首都高速道路三軒茶屋入口）]
入口閉鎖の試行状況
（令和元年7月、首都高速道路三軒茶屋入口）






警察の1年～警察活動の現場から～

春

[bookmark: xtp00180]　[image: 警察官も警察学校に入学！（長崎県、令和2年4月）]
警察官も警察学校に入学！（長崎県、令和2年4月）

[bookmark: xtp00190]　[image: これからよろしく！（広島県、令和2年3月）]
これからよろしく！（広島県、令和2年3月）

[bookmark: xtp00200]　[image: 小学校の始業式。警察官が見守ります。（東京都、令和2年4月）]
小学校の始業式。警察官が見守ります。（東京都、令和2年4月）

[bookmark: xtp00210]　[image: 特殊詐欺もコロナもアマビエで撃退（新潟県、令和2年6月）]
特殊詐欺もコロナもアマビエで撃退（新潟県、令和2年6月）

[bookmark: xtp00220]　[image: 春爛漫パトロール（三重県、令和2年4月）]
春爛漫パトロール（三重県、令和2年4月）

[bookmark: xtp00230]　[image: 東日本大震災から10年目の捜索（福島県、令和2年3月）]
東日本大震災から10年目の捜索（福島県、令和2年3月）

夏

[bookmark: xtp00240]　[image: 花火大会における雑踏警備（滋賀県、令和元年8月）]
花火大会における雑踏警備（滋賀県、令和元年8月）

[bookmark: xtp00250]　[image: 大雨の中でも警備訓練（静岡県、令和2年7月）]
大雨の中でも警備訓練（静岡県、令和2年7月）

[bookmark: xtp00260]　[image: 豪雨災害現場における救助活動（熊本県、令和2年7月）]
豪雨災害現場における救助活動（熊本県、令和2年7月）

[bookmark: xtp00270]　[image: 夏期の災害対応訓練（山梨県、令和2年7月）]
夏期の災害対応訓練（山梨県、令和2年7月）

[bookmark: xtp00280]　[image: コロナ禍でも笑顔で明るく丁寧に。（栃木県、令和2年8月）]
コロナ禍でも笑顔で明るく丁寧に。（栃木県、令和2年8月）

[bookmark: xtp00290]　[image: 警察犬訓練の様子（埼玉県、令和2年6月）]
警察犬訓練の様子（埼玉県、令和2年6月）

秋

[bookmark: xtp00300]　[image: 警察学校を卒業し、第一線へ！（兵庫県、令和元年9月）]
警察学校を卒業し、第一線へ！（兵庫県、令和元年9月）

[bookmark: xtp00310]　[image: イチョウ並木でのパトロール（高知県、令和元年12月）]
イチョウ並木でのパトロール（高知県、令和元年12月）

[bookmark: xtp00320]　[image: 寒空の中、夜間の飲酒検問（岐阜県、令和元年11月）]
寒空の中、夜間の飲酒検問（岐阜県、令和元年11月）

[bookmark: xtp00330]　[image: 街に響く、音楽隊の演奏（岐阜県、令和元年12月）]
街に響く、音楽隊の演奏（岐阜県、令和元年12月）

冬

[bookmark: xtp00340]　[image: ヘリコプターで山岳遭難者の救助に向かう様子（北海道、令和元年10月）]
ヘリコプターで山岳遭難者の救助に向かう様子（北海道、令和元年10月）

[bookmark: xtp00350]　[image: 令和2年ニューイヤー駅伝を先導する白バイ（群馬県、令和2年1月）]
令和2年ニューイヤー駅伝を先導する白バイ（群馬県、令和2年1月）

[bookmark: xtp00360]　[image: 冬の催事におけるテロ警戒（山梨県、令和2年2月）]
冬の催事におけるテロ警戒（山梨県、令和2年2月）

[bookmark: xtp00370]　[image: 厳冬期のパトロール（秋田県、令和2年4月）]
厳冬期のパトロール（秋田県、令和2年4月）

[bookmark: xtp00380]　[image: 警察・消防・医療チームDMATの合同訓練（山梨県、平成30年）]
警察・消防・医療チームDMATの合同訓練（山梨県、平成30年）

[bookmark: xtp00390]　[image: 交通事故防止キャンペーン（愛知県、令和2年2月）]
交通事故防止キャンペーン（愛知県、令和2年2月）






第2部　本編

第1章　警察の組織と公安委員会制度

第1節　警察の組織

（1）公安委員会制度

公安委員会制度は、警察行政の民主的運営、政治的中立性の確保の目的で導入された合議制の行政委員会であり、国に国家公安委員会を置いて警察庁を管理し、都道府県に都道府県公安委員会を置いて都道府県警察を管理している。国家公安委員会委員長には、治安に対する内閣の行政責任の明確化を図るため、国務大臣が充てられている。

（2）国の警察組織

執行事務を一元的に担う都道府県警察に対し、国の機関である警察庁は、警察制度の企画立案のほか、国の公安に係る事案についての警察運営、警察活動の基盤である教育訓練、通信、鑑識等に関する事務、警察行政に関する調整等を行う役割を担っている。警察庁長官は、国家公安委員会の管理の下、これらの警察庁の所掌事務について、都道府県警察を指揮監督している。

[bookmark: x1z00010]　図表1-1　国の警察組織（令和3年（2021年）度）
[image: 図表1-1　国の警察組織（令和3年（2021年）度）]

（3）都道府県の警察組織

令和3年4月1日現在、47の都道府県警察に、警察本部や警察学校等のほか、1,149の警察署が置かれている。

[bookmark: x1z00020]　図表1-2　都道府県の警察組織
[image: 図表1-2　都道府県の警察組織]






第2節　公安委員会の活動

（1）国家公安委員会

①　組織

国家公安委員会は、国務大臣たる委員長及び5人の委員によって組織されている。委員は内閣総理大臣が両議院の同意を得て任命する。

[bookmark: x1z00030]　図表1-3　国家公安委員会の構成（令和3年（2021年）6月1日現在）
[image: 図表1-3　国家公安委員会の構成（令和3年（2021年）6月1日現在）]

②　活動

国家公安委員会では、国家公安委員会規則の制定、警察庁長官や地方警務官（注1）の任命、監察の指示、交通安全業務計画や防災業務計画の策定等、警察法やその他の法律に基づきその権限に属させられた事務を行うほか、警察庁が担う警察制度の企画立案や予算、国の公安に関する事案、警察官の教育、警察行政に関する調整等の事務について警察運営の大綱方針を示し、警察庁を管理している。

国家公安委員会は、通常、毎週1回定例会議を開催するものとしている。また、委員相互の意見交換や警察庁からの報告の聴取、都道府県公安委員会委員との意見交換や警察活動の現場の視察を行うことなどにより、治安情勢と警察運営の把握に努めている。このような活動の状況については、ウェブサイト（注2）で紹介している。


注1：都道府県警察の警視正以上の階級にある警察官

注2：国家公安委員会ウェブサイト（https://www.npsc.go.jp/）
[image: QRコード　国家公安委員会ウェブサイト]



[bookmark: x1p00010]　[image: 国家公安委員会の定例会議]
国家公安委員会の定例会議


CASE

令和2年9月、国家公安委員会委員長は、全国地域安全運動中央大会に出席し、祝辞を述べた。

[bookmark: x1p00020]　[image: 祝辞を述べる国家公安委員会委員長]
祝辞を述べる国家公安委員会委員長




CASE

令和2年11月、国家公安委員会委員は、石川県を訪れ、県警職員との意見交換を行ったほか、警察学校の施設、移動交番車等を視察した。

[bookmark: x1p00030]　[image: 移動交番車を視察する国家公安委員会委員]
移動交番車を視察する国家公安委員会委員




CASE

令和2年11月、国家公安委員会委員は、鹿児島県を訪れ、ヘリコプターによる上空視察を行ったほか、管内の警察署や駐在所等を視察した。

[bookmark: x1p00040]　[image: 駐在所を視察する国家公安委員会委員]
駐在所を視察する国家公安委員会委員



（2）都道府県公安委員会

①　組織

都道府県公安委員会及び方面公安委員会は、都、道、府及び指定県では5人、それ以外の県及び北海道の各方面では3人の非常勤の委員によって組織されており、委員は都道府県知事が都道府県議会の同意を得て任命する。ただし、道、府及び指定県の場合は、委員のうち2人の任命は当該道、府及び県が包括する指定市の市長がその市議会の同意を得て推薦した者について行う。

[bookmark: x1z00040]　図表1-4　都道府県公安委員会委員の構成（令和2年末現在）
[image: 図表1-4　都道府県公安委員会委員の構成（令和2年末現在）]

②　活動

都道府県公安委員会は、運転免許、交通規制、犯罪被害者等給付金の裁定、古物営業等の各種営業の監督等、国民生活に関わりのある数多くの行政事務を処理するとともに、管内における事件、事故及び災害の発生状況等を踏まえた警察の取組、組織や人事管理の状況等について、定例会議の場等で、警察本部長等から報告を受け、これを指導することにより、都道府県警察を管理している。

都道府県公安委員会は、通常、毎週1回定例会議を開催するほか、警察署協議会への参加、教育委員会等の関係機関との協議、警察活動の現場の視察等により、治安情勢と警察運営の把握に努めている。また、このような活動の状況について、ウェブサイトで紹介している。

[bookmark: x1p00050]　[image: 群馬県公安委員会のウェブサイト]
群馬県公安委員会のウェブサイト


CASE

令和2年9月、滋賀県公安委員会委員は、無線中継所を訪問し、中継所の役割等の説明を受けたほか、中継所の機械設備を視察した。

[bookmark: x1p00060]　[image: 無線中継所を視察する滋賀県公安委員会委員（左から2人目・3人目）]
無線中継所を視察する滋賀県公安委員会委員（左から2人目・3人目）




CASE

令和2年10月、愛媛県公安委員会委員は、女性職員を対象とした働き方等に関するセミナーに出席し、参加者と意見交換を行った。

[bookmark: x1p00070]　[image: セミナーに出席する愛媛県公安委員会委員]
セミナーに出席する愛媛県公安委員会委員



（3）苦情処理及び監察の指示

警察法には苦情申出制度が設けられており、都道府県警察の職員の職務執行について苦情がある者は、都道府県公安委員会に対し文書により苦情の申出をすることができ、都道府県公安委員会は、原則として処理の結果を文書により申出者に通知している。令和2年中は、全国の都道府県公安委員会において992件の苦情を受理した。

なお、警察本部長や警察署長に対して申出があったものなど、都道府県警察の職員の職務執行についての苦情でこの制度によらない申出についても、処理の結果を申出者に通知するなどの対応を行っている。

[bookmark: x1z00050]　図表1-5　苦情申出制度の概要
[image: 図表1-5　苦情申出制度の概要]

また、警察法の規定により、国家公安委員会は警察庁に対して、都道府県公安委員会は都道府県警察に対して、監察について必要があると認めるときは、具体的又は個別的な監察の指示をすることができる。

（4）公安委員会相互の連絡

国家公安委員会と各都道府県公安委員会は、相互に独立した機関であるが、その職務の性質から、常に緊密な連携を保つため、各種の連絡会議を開催している。

また、各管区及び北海道においても、管内の府県公安委員会相互、道公安委員会と方面公安委員会相互の連絡会議を開催しており、国家公安委員会委員も出席し、各道府県の治安情勢やそれぞれの取組についての報告や意見交換を行っている。

さらに、都道府県公安委員会相互の意見交換を行うとともに、都、道、府及び指定県の公安委員会相互の連絡会議を開催している。

令和2年中は新型コロナウイルス感染症の感染拡大を受け、国家公安委員会と全国の都道府県公安委員会との連絡会議や各管区の連絡会議等は開催されなかったが、北海道内公安委員連絡協議会定例総会については、テレビ会議システムを活用して開催された。


CASE

令和2年11月、北海道内公安委員連絡協議会定例総会がテレビ会議システムを活用して開催され、北海道公安委員会委員及び各方面公安委員会委員等が出席した。同総会では、北海道警察重点目標等について、意見交換を行った。

[bookmark: x1p00080]　[image: 北海道内公安委員連絡協議会定例総会（テレビ会議）]
北海道内公安委員連絡協議会定例総会（テレビ会議）








公安委員の声


宥座の器（ゆうざのき）




栃木県公安委員会委員長

蓬田　勝美（よもぎた　かつみ）




委員就任　　平成28年10月1日




令和2年の春は新型コロナウイルス感染症の感染爆発の重大局面と叫ばれた時期で、この後、社会情勢がどのようになるのかは全く予測ができず、早く平穏な生活が送れるように、また、医療従事者には、これ以上感染者も出ず、亡くなられる方もなくということを願うばかりでした。それから約1年間、本当に色々なことがありました。ニューノーマルという言葉も聞かれますが、反対に、昔から変わらないことに思いをはせることもありました。

宇都宮市内の日光市に向かう峠道に小さな観音堂があります。その由来を読んでみると、江戸時代、その地で疫病がはやって死者が出るような状況の中、修験者が山あいの沢のほとりで観音様を見つけ、その観音様を、お堂を建てて祀ったところ、その土地の疫病がやんだ、というのです。そのような話は日本の各地にあるのではないでしょうか。

現在、新型コロナウイルス感染症に対しては医療従事者をはじめとする多くの方々の献身的な治療行為によって多くの人々の生命や健康が守られています。しかし、その医療が崩壊してしまえば、結局は、江戸時代と同じく「祈り」しかなくなってしまいます。改めて、私たちの社会生活の基盤を支える職業（それは全ての職業ということと思いますが）の重要性を思うとともに、それぞれの分野における献身的な精神の崇高さを感じます。

栃木県警察の歴史では、かつて、警察官の殉職者の多くが感染症で亡くなられたと、公安委員になって教えられました。現在の医療従事者と同じ役割は従来、警察組織にも同様に求められ、また、その精神は現在の警察組織の中にも宿っているものと思います。




ところで、公安委員会の役割については、決裁事務を処理するとともに、「管内における事件、事故及び災害の発生状況と警察の取組、治安情勢とそれを踏まえた警察の各種施策、組織や人事管理の状況等について、定例会議の場等で、警察本部長等から報告を受け、これを指導することにより、都道府県警察を管理している。」と説明されています。

今回の新型コロナウイルス感染症との関連で、この「報告を受け、これを指導することにより」「管理」するということが気になったところです。県警の幹部の皆様が一堂に会して議論するということは大変重要なことです。特別なことがない限りそのことを揺るがすことはできるものではありません。しかし、非常時にはどのような管理が可能なのでしょうか。つまり、非常時とはどのような状況を言い、また、そのような状況ではどのような管理が必要なのでしょうか。そのようなことを平時に検討することも必要なことのように思われます。今回の新型コロナウイルス感染症の感染予防対策では、3つの密を避けることが推奨されています。このような機会に「定例会議の場等で」「報告を受け」ということを見直し、別の方法・手段はないかと検討してみることも、「管理」の在り方を考えるためには有益ではないかとも考えられます。

ただ、私が公安委員会の役割についていつも悩むのは、「管理」とは何なのか、ということです。「管理」というと、指導監督のようなイメージになりますが、実体は、それだけではなく、叱咤、激励、称揚、感謝、共感等というような多くの要素が含まれているようにも思います。同じ価値観にはならず、警察の価値観にも配慮しつつ、ということが管理には必要であるように感じています。

栃木県には日本最古の学校と言われる足利学校があります。そこには、「宥座の器（ゆうざのき）」というものがあります。「宥座（ゆうざ）」とは、常に身近に置いて戒めにするという意味です。その器というのは壺状のもので、水が入っておらず、空のときは傾き、ちょうど良いときはまっすぐに立ち、水をいっぱいに入れるとひっくり返ってこぼれてしまうというものです。孔子の説いた「中庸」ということを教えるものと言われています。「管理」の極意は、この「中庸」にあるのではないかとも考えたりします。

このような文書を書いていると、温故知新という言葉も思い浮かびます。拙い意見を述べさせていただき、ご批判もあろうかと思いますが、理解不十分な点は何卒ご容赦していただければ幸いです。

[bookmark: x1p00090]　[image: 栃木県公安委員会委員長　蓬田　勝美]








第2章　生活安全の確保と犯罪捜査活動

第1節　犯罪情勢とその対策

我が国では、官民一体となった総合的な犯罪対策の推進や防犯機器の普及その他の様々な社会情勢の変化を背景に、平成15年（2003年）以降、刑法犯認知件数の総数に占める割合の大きい街頭犯罪（注1）及び侵入犯罪が一貫して減少しており、また、近年、刑法犯により死亡し、又は傷害を受けた者の数や財産犯の被害総額（注2）についても減少傾向にあるが、特殊詐欺の認知件数及び被害額については、依然として高い水準（注3）にあるなど、引き続き対策を進めていくことが必要な状況が認められる。

加えて、刑法犯認知件数という指標では必ずしも捉えられない情勢として、例えば、ストーカー事案及び配偶者からの暴力事案等の相談等件数及び検挙件数がいずれも高い水準で推移（注4）しているほか、児童虐待事件の検挙件数及び児童虐待の通告児童数についても増加傾向（注5）にある。また、サイバー空間における脅威は、近年、国内外で様々なサイバー犯罪、サイバー攻撃が発生している（注6）ことなどを踏まえると極めて深刻な情勢となっている。

こうしたことから、依然として厳しい犯罪情勢がうかがえる。


注1：39頁参照（特集3）

注2：90頁参照

注3：90頁参照

注4：77頁参照

注5：78頁参照

注6：19頁参照（特集2）



1　刑法犯

（1）刑法犯による身体的被害の状況

刑法犯により死亡し、又は傷害を受けた者の数の推移は、図表2-1のとおりである。平成15年以降、いずれの数も減少傾向にある。

[bookmark: x2z00010]　図表2-1　刑法犯により死亡し、又は傷害を受けた者の数の推移（平成23年～令和2年（2020年））
[image: 図表2-1　刑法犯により死亡し、又は傷害を受けた者の数の推移（平成23年～令和2年（2020年））]

（2）重要犯罪（注）の認知・検挙状況

重要犯罪の認知・検挙状況の推移は、図表2-2のとおりである。令和2年中の重要犯罪の認知件数は、ピーク時である平成15年の2万3,971件と比べ1万5,036件（62.7％）減少した。検挙率は、平成25年以降は上昇傾向にあり、令和2年は93.7％であった。


注：殺人、強盗、強制性交等、強制わいせつ、放火、略取誘拐及び人身売買



[bookmark: x2z00020]　図表2-2　重要犯罪の認知・検挙状況の推移（平成23年～令和2年）
[image: 図表2-2　重要犯罪の認知・検挙状況の推移（平成23年～令和2年）]

①　殺人

殺人の認知・検挙状況の推移は、図表2-3のとおりである。

[bookmark: x2z00030]　図表2-3　殺人の認知・検挙状況の推移（平成23年～令和2年）
[image: 図表2-3　殺人の認知・検挙状況の推移（平成23年～令和2年）]

[bookmark: x2z00040]　図表2-4　殺人の被疑者と被害者の関係別検挙状況（令和2年）
[image: 図表2-4　殺人の被疑者と被害者の関係別検挙状況（令和2年）]

[bookmark: x2z00050]　図表2-5　親族間の殺人の被疑者と被害者の関係別検挙状況（令和2年）
[image: 図表2-5　親族間の殺人の被疑者と被害者の関係別検挙状況（令和2年）]

②　強盗

強盗の認知・検挙状況の推移は、図表2-6のとおりである。

[bookmark: x2z00060]　図表2-6　強盗の認知・検挙状況の推移（平成23年～令和2年）
[image: 図表2-6　強盗の認知・検挙状況の推移（平成23年～令和2年）]

[bookmark: x2z00070]　図表2-7　強盗の手口別認知状況（令和2年）
[image: 図表2-7　強盗の手口別認知状況（令和2年）]

[bookmark: x2z00080]　図表2-8　侵入強盗の手口別認知状況（令和2年）
[image: 図表2-8　侵入強盗の手口別認知状況（令和2年）]

③　強制性交等・強制わいせつ

強制性交等の認知・検挙状況の推移は、図表2-9のとおりである。

また、強制わいせつの認知・検挙状況の推移は、図表2-10のとおりである。

[bookmark: x2z00090]　図表2-9　強制性交等の認知・検挙状況の推移（平成23年～令和2年）
[image: 図表2-9　強制性交等の認知・検挙状況の推移（平成23年～令和2年）]

[bookmark: x2z00100]　図表2-10　強制わいせつの認知・検挙状況の推移（平成23年～令和2年）
[image: 図表2-10　強制わいせつの認知・検挙状況の推移（平成23年～令和2年）]

④　放火

放火の認知・検挙状況の推移は、図表2-11のとおりである。

[bookmark: x2z00110]　図表2-11　放火の認知・検挙状況の推移（平成23年～令和2年）
[image: 図表2-11　放火の認知・検挙状況の推移（平成23年～令和2年）]

⑤　略取誘拐・人身売買

略取誘拐・人身売買の認知・検挙状況の推移は、図表2-12のとおりである。略取誘拐・人身売買の認知件数を被害者の男女別でみると、女性が被害者である割合は、令和2年は81.9％であった。

[bookmark: x2z00120]　図表2-12　略取誘拐・人身売買の認知・検挙状況の推移（平成23年～令和2年）
[image: 図表2-12　略取誘拐・人身売買の認知・検挙状況の推移（平成23年～令和2年）]

（3）刑法犯の認知・検挙状況

刑法犯の認知・検挙状況の推移は、図表2-13のとおりである。

[bookmark: x2z00130]　図表2-13　刑法犯の認知・検挙状況の推移（昭和23年（1948年）～令和2年）
[image: 図表2-13　刑法犯の認知・検挙状況の推移（昭和23年（1948年）～令和2年）]






2　人身安全関連事案の現状と対策

（1）現状

ストーカー事案・配偶者からの暴力事案等（注）の相談等件数及び対応状況の推移は図表2-14から図表2-16までのとおりである。ストーカー事案の相談等件数は高水準で推移しており、また、令和2年中の配偶者からの暴力事案等の相談等件数は、配偶者暴力防止法の施行以降、最多となった。


注：平成25年6月に成立した配偶者暴力防止法の一部を改正する法律の施行に伴い、平成26年1月3日以降、生活の本拠を共にする交際（婚姻関係における共同生活に類する共同生活を営んでいないものを除く。）をする関係にある相手方からの暴力事案についても計上している。



[bookmark: x2z00140]　図表2-14　ストーカー事案・配偶者からの暴力事案等の相談等件数の推移（平成23年～令和2年）
[image: 図表2-14　ストーカー事案・配偶者からの暴力事案等の相談等件数の推移（平成23年～令和2年）]

[bookmark: x2z00150]　図表2-15　ストーカー事案への対応状況の推移（平成28年～令和2年）
[image: 図表2-15　ストーカー事案への対応状況の推移（平成28年～令和2年）]

[bookmark: x2z00160]　図表2-16　配偶者からの暴力事案等への対応状況の推移（平成28年～令和2年）
[image: 図表2-16　配偶者からの暴力事案等への対応状況の推移（平成28年～令和2年）]

児童虐待事件については、令和2年中の検挙件数は2,133件、検挙人員は2,182人と、統計をとり始めた平成11年以降、過去最多となった。また、態様別検挙件数をみると、身体的虐待が全体の約8割を占めている。

また、児童虐待又はその疑いがあるとして警察から児童相談所に通告した児童数は年々増加しており、令和2年中は過去最多の10万6,991人となった。態様別では、心理的虐待が7万8,385人と全体の約7割を占めている。

[bookmark: x2z00170]　図表2-17　児童虐待事件の態様別検挙件数の推移（平成28年～令和2年）
[image: 図表2-17　児童虐待事件の態様別検挙件数の推移（平成28年～令和2年）]

[bookmark: x2z00180]　図表2-18　警察から児童相談所に通告した児童数の推移（平成28年～令和2年）
[image: 図表2-18　警察から児童相談所に通告した児童数の推移（平成28年～令和2年）]

（2）ストーカー事案・配偶者からの暴力事案等への対策

①　迅速かつ的確な対応の徹底

ストーカー事案・配偶者からの暴力事案等は、恋愛感情のもつれ等の私的な人間関係に起因する事案であり、情報技術の進展等を背景としたコミュニケーション手段の変化や対人関係の多様化等により、被害の実態がつかみづらく、潜在化しやすい事案である一方で、加害者の被害者に対する執着心や支配意識が非常に強いものが多く、加害者が、被害者等に対して強い危害意思を有している場合には、検挙されることを顧みず大胆な犯行に及ぶこともあるなど、事態が急展開して重大事件に発展するおそれが大きいものである。

警察では、平成26年4月までに、都道府県警察本部において、事案の認知の段階から対処に至るまで、警察署への指導・助言・支援を一元的に行う生活安全部門と刑事部門を総合した体制を構築し、被害者等の安全の確保を最優先に、ストーカー規制法、配偶者暴力防止法等の関係法令を駆使した加害者の検挙等による加害行為の防止、被害者等の保護措置等、組織的な対応を推進している。また、被害者等からの相談に適切に対応できるよう、平成25年から、被害者の意思決定支援手続及び危険性判断チェック票（注1）を導入している。さらに、平成27年度から、緊急・一時的に被害者等を避難させる必要がある場合に、ホテル等の宿泊施設を利用するための費用を公費で負担することとしている（注2）。


注1：ストーカー事案や配偶者からの暴力事案等について相談をした被害者から、被害者本人や加害者の性格、日常行動等に関する項目についてアンケート方式で聴取し、殺人等の重大事案に発展する危険性・切迫性を判断する上での参考資料とするための票

注2：132頁参照



[bookmark: x2z00190]　図表2-19　体制の確立
[image: 図表2-19　体制の確立]

[bookmark: x2z00200]　図表2-20　ストーカー事案・配偶者からの暴力事案等に関する手続の流れ
[image: 図表2-20　ストーカー事案・配偶者からの暴力事案等に関する手続の流れ]


CASE

令和2年4月、女性からの通報により、同女性の居宅付近で包丁を所持してうろついていた元交際相手の男（22）を銃刀法違反（刃物の携帯）で現行犯逮捕した。また、捜査の結果、同男は、同女性に対し、怨恨の感情から「殺しに行く」などと脅迫していたことが判明したことから、同月、同男を強要未遂罪で再逮捕し、同年6月、同男に対してストーカー規制法に基づく禁止命令を発出した（富山）。



②　関係機関・団体と連携したストーカー対策

ストーカー事案に対し実効性のある対策を行うためには、社会全体での取組が必要であることから、警察庁では、平成27年3月にストーカー総合対策関係省庁会議が策定した「ストーカー総合対策」、令和2年12月に閣議決定された「第5次男女共同参画基本計画」等に基づき、関係機関・団体と連携して、被害防止のための広報啓発、加害者に関する取組等を推進している。

警察においては、平成28年度から、警察が加害者への対応方法やカウンセリング・治療の必要性について地域精神科医等の助言を受け、加害者に受診を勧めるなど、地域精神科医療機関等との連携を推進している。

③　ストーカー規制法の改正

ストーカー規制法では、恋愛感情その他の好意の感情又はそれが満たされなかったことに対する怨恨の感情を充足する目的で、住居、勤務先、学校その他通常所在する場所（以下「住居等」という。）の付近において「見張り」をすることを規制している。GPS機器を相手方の自動車に取り付け、同車の位置情報を取得することがストーカー規制法で規制している「見張り」に該当するのかが争われた事件の上告審で、令和2年7月、ストーカー規制法の「住居等の付近において見張り」をする行為に該当するためには、GPS機器等を用いる場合であっても、相手方の住居等の付近という一定の場所において同所における相手方の動静を観察する行為が行われることを要するものと解するのが相当である旨の判決が出された。

これを踏まえ、警察庁において、大学教授、弁護士、桶川事件御遺族等の有識者による「ストーカー行為等の規制等の在り方に関する有識者検討会」が開催された。同検討会は、令和2年10月から令和3年1月にかけて4回開催され、GPS機器等を利用したストーカー事案を含め、最近のストーカー事案の実情を踏まえた効果的なストーカー行為等の規制等の在り方について議論が行われるとともに、同月、「ストーカー行為等の規制の在り方に関する報告書」が取りまとめられた。

同報告書の提言を踏まえ、同年5月、第204回国会において、ストーカー規制法の一部を改正する法律が成立した。

同改正では、相手方が現に所在する場所の付近における見張り等や、GPS機器等を用いた位置情報の無承諾取得等を新たに規制の対象とすることとされた。警察では、新たに規制の対象とされた行為を含め、引き続き、相手方の生命・身体の安全の確保を最優先に、取締りをはじめとした対応を推進することとしている。

[bookmark: x2p00010]　[image: 有識者検討会における検討の状況]
有識者検討会における検討の状況

[bookmark: x2z00210]　図表2-21　ストーカー規制法の改正の概要
[image: 図表2-21　ストーカー規制法の改正の概要]

④　リベンジポルノ等への対策

インターネットやスマートフォンの普及に伴い、画像情報等の不特定多数の者への拡散が容易になったことから、交際中に撮影した元交際相手の性的画像等を撮影対象者の同意なくインターネット等を通じて公表する行為（リベンジポルノ等）により、被害者が長期にわたり回復し難い精神的苦痛を受ける事案が発生している。

令和2年中の私事性的画像（注1）に関する相談等の件数（注2）は1,570件であった。このうち、被害者と加害者の関係については、交際相手（元交際相手を含む。）が54.0％、インターネット上のみの関係にある知人・友人が16.4％を占めており、また、被害者の年齢については、20歳代が42.0％、19歳以下が27.3％を占めている。さらに、私事性的画像被害防止法の適用による検挙件数は47件、脅迫、児童買春・児童ポルノ禁止法違反等の他法令による検挙は198件であった。


注1：私事性的画像被害防止法第2条第1項に定める性交又は性交類似行為に係る人の姿態等が撮影された画像をいう。

注2：私事性的画像記録又は私事性的画像記録物に関する相談のうち、私事性的画像被害防止法やその他の刑罰法令に抵触しないものを含む。



[bookmark: x2z00220]　図表2-22　私事性的画像に係る相談等の状況（令和2年）
[image: 図表2-22　私事性的画像に係る相談等の状況（令和2年）]

警察では、このような事案について、被害者の要望を踏まえつつ、違法行為に対して厳正な取締りを行うとともに、プロバイダ等の事業者と連携し、公表された私事性的画像記録の流通・閲覧防止のための措置等の迅速な対応を講じている。また、広報啓発活動等を通じて、被害の未然防止を図っている。


CASE

令和元年10月、女性から、「SNSを通じて知り合った男に撮影された性的な動画が、無断でインターネット上に掲載されている」との相談を受理した。SNS上に同女性を特定することができる方法で同動画が投稿されているのを発見したことから、令和2年1月、知人の男（33）を私事性的画像被害防止法違反（私事性的画像記録物公然陳列）等で逮捕した（警視庁）。



（3）児童虐待防止対策

児童虐待は、児童が自ら助けを求めることが困難であるなどの理由により、被害が潜在化・長期化し、深刻な被害に至る可能性が高いという特徴を有している。

近年も重大な児童虐待事件が発生している状況であり、累次の児童虐待防止対策に関する関係閣僚会議決定等を踏まえ、政府一丸となって児童虐待防止対策が進められている。

①　児童の安全確保を最優先とした対応の徹底

警察では、児童虐待が疑われる事案を認知した際には、警察署長及び本部対処体制（注）に速報することとしており、本部対処体制においては警察署に対する指導・助言等の支援を行っている。

また、虐待を受けたと思われる児童については、児童相談所に対して確実に通告を実施し、一時保護等の対応をとるよう求めているほか、通告に至らない場合であっても、情報提供を実施し、児童の身体の状況や保護者の対応等を客観的かつ具体的に伝えることとしている。


注：78頁参照



②　迅速かつ的確な捜査の遂行

児童相談所への通告と並行して、事案に応じて厳正な捜査を行い、事件化する場合には、必要な捜査をできる限り速やかに行い、捜査を契機とした児童の安全確保を図っている。

③　児童の安全確保に向けた関係機関との連携の強化

ア　児童相談所との連携

警察では、児童相談所からの援助要請（注1）に基づいて、児童相談所職員による児童の安全確認、一時保護等に警察官が同行し、児童の安全確保及び保護に努めている。

また、児童相談所との合同研修を実施しているほか、児童相談所を設置する自治体からの要請に応じ、児童相談所における警察OB等の配置への協力を実施している（注2）。


注1：児童虐待の防止等に関する法律第10条において、児童相談所長は、児童の安全確認又は一時保護を行う場合において、必要に応じて警察署長に援助を求めることができるとされている。

注2：令和2年4月1日現在、警察職員69人、警察OB225人が児童相談所へ配置されている。



イ　学校・教育委員会との連携

警察では、虐待通告等の対応に関して保護者から威圧的な要求や暴力の行使が予想される場合等において、学校・教育委員会と連携して対応している。

ウ　要保護児童対策地域協議会を活用した関係機関との連携

警察では、自治体からの要請に基づいて、要保護児童対策地域協議会（注）に構成員として参画し、関係機関との間で児童虐待事案の情報共有等を行っている。


注：児童福祉法第25条の2において、地方公共団体は、単独で又は共同して、要保護児童の適切な保護又は要支援児童若しくは特定妊婦への適切な支援を図るため、関係機関、関係団体及び児童の福祉に関連する職務に従事する者その他の関係者により構成される要保護児童対策地域協議会を置くように努めなければならないとされている。



④　被害児童に対する配意及び支援

児童虐待が疑われる事案では、関係機関との緊密な連携の下、代表者が被害児童からの聴取を行うなど、被害児童の負担軽減及びその供述の信用性の担保に配慮して対応しているほか、児童に対するカウンセリング等の支援を実施している（注）。


注：84頁参照



⑤　警察における対応力の強化

警察では、児童虐待の早期発見等に資する教育訓練を徹底するとともに、都道府県警察本部に、児童相談所等関係機関との連携や警察職員に対する児童虐待事案対応時の専門的対応に関する指導等の業務を担う「児童虐待対策官」を設置するなど、警察における児童虐待への対応力の強化を図るための取組を推進している。


CASE

令和2年8月、警察が家出をした児童（11）を発見し事情を聴いたところ、日常的な虐待が疑われたため、児童相談所に通告し、同児童は一時保護された。その後、児童相談所及び検察庁と協議し、三者の代表者により同児童から事情聴取を行うなどした結果、養父（34）が同児童に対し、顔面を足蹴りするなどの虐待を行っていたことが判明し、同年9月、同養父を暴行罪及び傷害罪で逮捕した（兵庫）。








警察活動の最前線


警察の児童虐待対応




警察では、児童の安全確保を最優先とした児童虐待への対応を行っている。その最前線である警察署における対応の一例を職員の声と共に紹介する（被疑者及び被害児童は模擬）。

[bookmark: x2p00020]　[image: 広島東警察署]

①　通報受理

警察署で勤務中、付近住民から「近所の家の前で泣いている子供がいる」という児童虐待が疑われる事案の通報を受理した。


児童虐待が疑われる事案を認知した場合、できる限り速やかに現場臨場し、児童の安全を直接確認します。児童虐待は事態が急展開して重大事件に発展するおそれがあるため、警察署長や本部対処体制（注）に報告して組織的な対応をとるようにしています。




注：78頁参照



②　現場臨場

通報現場に臨場し、泣いている児童を発見した。児童から事情を聴取するとともに、通報者から聞き込みを行い、対象家庭（注）を特定することができた。


対象家庭を特定した際には、その家庭についての警察が保有する各種情報及び児童相談所等関係機関での過去の取扱状況の照会を行うことで、対象家庭の家庭環境を把握するよう努めています。




注：児童に対する虐待が疑われる家庭



[bookmark: x2p00030]　[image: 対象家庭の特定]
対象家庭の特定

③　安全確認

児童の意向を確認し、保護者の同意を得た上で、児童の身体を確認した結果、児童の身体に新旧のあざがみられた。そこで、児童と保護者から事情を聴取したところ、父親が児童に対してこれまでにしつけと称して何度も平手打ちするなどの暴行を加えていたことが判明した。

[bookmark: x2p00040]　[image: 児童の身体確認]
児童の身体確認

[bookmark: x2p00050]　[image: 保護者からの事情聴取]
保護者からの事情聴取


対象家庭において、児童との面会を拒否された場合には、立入調査等の権限を有する児童相談所への協力要請を実施するなど、児童の安全確認ができるまで現場を離れないようにしています。

児童の身体確認は、児童が女児である場合には女性職員が確認します。また、児童の年齢に照らした正常な発育状態であるかという点にも注意して確認するようにしています。



④-1　児童相談所への通告・一時保護要請

児童の身体の直接確認や保護者からの聴取の結果を踏まえ、同児童は虐待を受けたと思われることから、児童相談所へ通告し、一時保護を要請した。

その後、児童相談所の職員が臨場の上、児童及び保護者から改めて聴取し、児童相談所が児童の一時保護を行うこととなった。


児童の安全確認の結果、児童虐待を受けたと思われる児童については、速やかに児童相談所へ通告しています。通告に際しては、児童相談所に対し、安全確認の経過や確認結果から判明した児童の身体の状況、保護者の対応等を客観的かつ具体的に伝達するよう心掛けています。



[bookmark: x2p00060]　[image: 児童相談所への通告・一時保護要請]
児童相談所への通告・一時保護要請

[bookmark: x2p00070]　[image: 児童相談所職員への児童の安全確認結果の伝達]
児童相談所職員への児童の安全確認結果の伝達

④-2　事件捜査・被害児童に対する配意と支援

父親による児童に対する暴行事件の捜査に当たっては、児童の心情や特性に配慮し、警察、検察及び児童相談所の代表者による児童からの聴取を行った上、父親を検挙した。

その後、児童の一時保護が解除され、児童相談所等関係機関と連携し、児童のカウンセリング及び保護者に対する助言・指導を実施することとした。


児童からの事情聴取は、児童の負担軽減に配意し、関係機関の代表者が聴取を行う取組を推進しています。

また、児童に対する支援に、公認心理師等の資格を有する専門的職員が対応に当たるなど、児童の心情に配意した対応を心掛けています。



[bookmark: x2p00080]　[image: 代表者による児童からの聴取]
代表者による児童からの聴取








3　子供の安全を守るための取組

（1）子供を犯罪から守るための取組

①　子供が被害者となる犯罪

13歳未満の子供が被害者となった刑法犯の認知件数（以下「子供の被害件数」という。）は、図表2-23のとおりであり、減少傾向にある。同図表に掲げる罪種のうち、認知件数に占める子供の被害件数の割合が最も高い罪種は略取誘拐であり、令和2年中は33.8％（認知件数337件のうち114件）であった。

[bookmark: x2z00230]　図表2-23　子供（13歳未満）の被害件数及び罪種別被害状況の推移（平成23年～令和2年）
[image: 図表2-23　子供（13歳未満）の被害件数及び罪種別被害状況の推移（平成23年～令和2年）]

②　子供の生活空間における安全対策

ア　学校や通学路の安全対策

「登下校防犯プラン」（平成30年6月登下校時の子供の安全確保に関する関係閣僚会議決定）等に基づき、警察では、子供が被害者となる犯罪を未然に防止し、子供が安心して登下校することなどができるよう、教育委員会・学校、自治体、保護者、見守りに関わる地域住民等と連携し、通学路や登下校時の集合場所等の点検を実施するとともに、こうした場所への重点的な警戒・パトロールを実施しているほか、スクールサポーター（注）を学校へ派遣している。また、防犯ボランティア団体、事業者等の多様な担い手と連携した子供の見守り活動を行うなど、学校や通学路等における子供の安全確保に係る各種の取組を推進している。


注：131頁参照



イ　被害防止教育の推進

警察では、子供に犯罪被害を回避する能力等を身に付けさせるため、小学校、学習塾等において、学年や理解度に応じ、紙芝居、演劇、ロールプレイング方式等により、危険な事案への対応要領等について子供が考えながら参加・体験できる防犯教室、地域安全マップ作成会等を関係機関・団体と連携して開催している。また、教職員に対しては、不審者が学校に侵入した場合の対応要領の指導等を行っている。

ウ　情報発信活動の推進

警察では、子供が被害に遭った事案等の発生に関する情報を子供や保護者に対して迅速に提供できるよう、警察署と教育委員会、小学校等との間で情報共有体制を整備するとともに、都道府県警察のウェブサイトや電子メール等を活用した情報発信を行うなど、地域住民に対する情報提供を実施している。

エ　ボランティアに対する支援

警察では、「子供110番の家」として危険に遭遇した子供の一時的な保護と警察への通報等を行うボランティアに対し、ステッカーや対応マニュアル等を配布するなどの支援を行っているほか、防犯ボランティア団体に対する見守り体制の確認・指導や合同パトロールを実施するなど、自主防犯活動を支援している。

③　子供女性安全対策班による活動の推進

警察では、平成21年以降、都道府県警察本部に設置された子供女性安全対策班（JWAT（注））が、子供や女性を対象とする性犯罪等の前兆とみられる声掛け、つきまとい等の事案に関する情報収集、分析等により行為者を特定し、検挙又は指導・警告措置を講じている。検挙活動等に加え、これらの先制・予防的活動を積極的に推進していくことによって、子供や女性を被害者とする性犯罪等の未然防止に努めている。


注：Juvenile and Woman Aegis Teamの略




CASE

土木作業員の男（23）は、令和2年3月、屋外で遊んでいた複数の児童に対し、「新型コロナウイルスの検査をさせてほしい」「階段の方で待ってるね」などと声を掛け、同児童らを連れ去ろうとした。また、同男は、令和元年9月から令和2年2月にかけて、複数の児童等に背後から抱き付いて体を触るなどした。同年11月までに、同男を未成年者誘拐未遂罪、強制性交等罪、強制わいせつ罪等で逮捕した（兵庫）。



④　子供対象・暴力的性犯罪出所者の再犯防止措置制度の運用

警察では、13歳未満の子供を被害者とした強制わいせつ等の暴力的性犯罪で服役して出所した者について、法務省から情報提供を受け、各都道府県警察において、その所在確認を実施しているほか、必要に応じて当該出所者の同意を得て面談を行うなど、再犯防止に向けた措置を講じている。

（2）いじめ事案への対応

近年のいじめ（注）に起因する事件数及び検挙・補導状況は図表2-24のとおりである。また、令和2年中の検挙・補導人員（199人）のうち、その約5割を中学生が占めている。

警察では、いじめ防止対策推進法の趣旨に基づき、少年相談活動やスクールサポーターの学校への訪問活動等により、いじめ事案の早期把握に努めるとともに、把握したいじめ事案の重大性及び緊急性、いじめを受けた児童生徒（以下「被害児童等」という。）及びその保護者の意向、学校等の対応状況等を踏まえ、学校等と緊密に連携しながら、必要な対応を推進している。


注：いじめの定義は、平成25年6月に制定されたいじめ防止対策推進法第2条に定める「児童等に対して、当該児童等が在籍する学校に在籍している等当該児童等と一定の人的関係にある他の児童等が行う心理的又は物理的な影響を与える行為（インターネットを通じて行われるものを含む。）であって、当該行為の対象となった児童等が心身の苦痛を感じているもの」としている。



[bookmark: x2z00240]　図表2-24　いじめに起因する事件数と検挙・補導状況の推移（平成28年～令和2年）
[image: 図表2-24　いじめに起因する事件数と検挙・補導状況の推移（平成28年～令和2年）]

[bookmark: x2z00250]　図表2-25　警察によるいじめ事案への対応
[image: 図表2-25　警察によるいじめ事案への対応]

（3）少年（注1）の福祉を害する犯罪への対策と有害環境対策

警察では、福祉犯（注2）の取締り、被害少年の発見・保護、インターネット上の違法情報・有害情報の取締り等少年を取り巻く有害環境対策を推進している。このうち、児童買春、児童ポルノの製造等の子供の性被害（注3）に係る対策については、国家公安委員会が政府内における同対策の企画・立案及び関係機関との総合調整の業務を行っており、平成29年4月に犯罪対策閣僚会議において策定された「子供の性被害防止プラン」（児童の性的搾取等に係る対策の基本計画）に基づき、政府全体の取組を推進している。


注1：20歳未満の者

注2：少年の心身に有害な影響を与え、少年の福祉を害する犯罪をいう。例えば、児童買春・児童ポルノ禁止法違反、児童福祉法違反（児童に淫行をさせる行為等）、労働基準法違反（年少者の危険有害業務等）等が挙げられる。

注3：児童に対する性的搾取（児童に対し、自己の性的好奇心を満たす目的又は自己若しくは第三者の利益を図る目的で、児童買春、児童ポルノの製造その他の児童に性的な被害を与える犯罪行為をすること及び児童の性に着目した形態の営業を行うことにより児童福祉法第60条に該当する行為をすること並びにこれらに類する行為をすることをいう。）及びその助長行為（児童買春の周旋、児童買春等目的の人身売買、児童の性に着目した形態の営業のための場所の提供及び児童ポルノの提供を目的としたウェブサイトの開設等をいう。）



①　少年の福祉を害する犯罪への対策

福祉犯の被害少年数及び検挙件数は図表2-26のとおりであり、いずれも令和2年中は前年より減少した。

被害少年を早期に発見・保護するとともに、新たな被害を発生させないため、警察では、積極的な取締り等の取組を推進している。また、国民からの情報提供、インターネット・ホットラインセンター（IHC）（注）からの通報、街頭補導活動、サイバーパトロール等による端緒情報の把握に努めるとともに、情報の分析、積極的な取締り等を推進している。


注：22頁参照（特集2）



[bookmark: x2z00260]　図表2-26　福祉犯の検挙件数等の推移（平成28年～令和2年）
[image: 図表2-26　福祉犯の検挙件数等の推移（平成28年～令和2年）]

ア　児童ポルノ

児童ポルノ事犯は近年増加傾向にあり、令和2年中の検挙件数は2,757件、検挙人員は1,965人、被害児童数（注）は、1,320人で、いずれも前年より減少したが、引き続き高い水準にある。被害態様別でみると、児童が自らを撮影した画像に伴う被害が約4割を占めた。

警察では、このような情勢を踏まえ、関係機関・団体と緊密な連携を図りながら、低年齢児童を狙ったグループや児童ポルノ販売グループによる悪質な事犯等に対する取締りの強化、国内サイト管理者等に対する児童ポルノ画像の削除依頼、被害児童に対する支援等を推進している。


注：児童ポルノ事犯の検挙を通じて、新たに特定された被害児童数



[bookmark: x2z00270]　図表2-27　児童ポルノ事犯の検挙状況等の推移（平成28年～令和2年）
[image: 図表2-27　児童ポルノ事犯の検挙状況等の推移（平成28年～令和2年）]


CASE

無職の男（33）は、平成31年2月、ホテルにおいて女児（12）と性交を行い、その様子を不特定又は多数の者に提供する目的でデジタルカメラで撮影し、児童ポルノを製造した。令和2年9月、同男を強制性交等罪及び児童買春・児童ポルノ禁止法違反（児童ポルノ製造）で逮捕した（神奈川）。




CASE

アルバイトの男（27）は、平成28年7月から平成30年9月にかけて、複数回にわたり、不特定又は多数の者に対し、インターネットを利用して児童ポルノを販売するなどした。令和2年2月までに、同男を児童買春・児童ポルノ禁止法違反（児童ポルノ提供）等で検挙した（兵庫）。



イ　SNSに起因する事犯

SNSは、インターネットの匿名性や不特定多数の者に対して瞬時に連絡を取ることができる特性から、児童買春等の違法行為の「場」となっている状況がうかがえる。また、令和2年中、SNSに起因して犯罪被害に遭った児童の数は、1,819人と前年からは減少したものの、平成25年以降増加傾向にある。フィルタリング（注）の利用の有無が判明した被害児童のうち約9割が被害時にフィルタリングを利用していなかったことも明らかになった。

このような状況を踏まえ、警察では、関係機関・団体等と連携し、保護者に対する啓発活動、児童に対する情報モラル教育、スマートフォンを中心としたフィルタリングの普及促進等の取組を推進している。

また、SNS事業者に対し検挙事例等に関する情報を提供するなど、事業者による自発的な被害防止対策の実施を促進している。


注：インターネット上のウェブサイト等を一定の基準に基づき選別し、青少年に有害な情報を閲覧できなくするプログラムやサービス



[bookmark: x2p00090]　[image: 広報啓発用リーフレット]
広報啓発用リーフレット

[bookmark: x2z00280]　図表2-28　SNSに起因する事犯の被害児童数の推移（平成23年～令和2年）
[image: 図表2-28　SNSに起因する事犯の被害児童数の推移（平成23年～令和2年）]


MEMO　児童やその保護者等が相談しやすい環境の整備

子供の性被害については、加害者との関係性等から被害を他人に知られたくないという意識が働くなどの理由により、被害が潜在化する蓋然性が高い。

このため、警察では、被害者等のニーズや相談内容等に応じた相談窓口を提供するシステム「子供の性被害等相談窓口案内ウェブサイト・ぴったり相談窓口」（注）を構築し、警察庁ウェブサイトに掲載するほか、性被害に気づきにくい低年齢の子供を対象としたリーフレットを作成するなど、被害者等が相談しやすい環境の整備を推進している。


注：https://www.npa.go.jp/bureau/safetylife/syonen/annai/
[image: QRコード　警察庁ウェブサイト]



[bookmark: x2p00100]　[image: ぴったり相談窓口のトップページ]
ぴったり相談窓口のトップページ

[bookmark: x2p00110]　[image: 相談中の画面表示イメージ]
相談中の画面表示イメージ



②　少年を取り巻く有害環境への対策

近年、繁華街等において児童の性に着目した新たな形態の営業として、JKビジネスと呼ばれる営業が出現しているなど、少年を取り巻く社会環境は変容している。警察では、少年の保護と健全育成の観点から、あらゆる警察活動を通じて、各地域の実態の把握に努めるとともに、これらの営業において稼働している児童等に対する補導、立ち直り支援等の取組を推進している。

また、少年に有害な商品等を取り扱う店等に対して、少年の健全育成のための自主的措置が促進されるよう指導・要請を行うなど、有害環境対策を推進している。

[bookmark: x2p00120]　[image: スクールサポーター等による　コンビニ巡回]
スクールサポーター等による
コンビニ巡回

（4）少年の犯罪被害への対応

警察では、犯罪の被害に遭った少年に対し、警察本部に設置された少年サポートセンター等に所属する少年補導職員（注）を中心としてカウンセリング等の継続的な支援を行うとともに、大学の研究者、精神科医、臨床心理士等の専門家を被害少年カウンセリングアドバイザーとして委嘱し、支援を担当する職員が専門的な助言を受けることができるようにしている。


注：特に専門的な知識及び技能を必要とする活動を行わせるため、その活動に必要な知識と技能を有する警察職員（警察官を除く。）のうちから警視総監又は道府県警察本部長が命じた者で、少年の非行防止や立ち直り支援等の活動において、重要な役割を果たしている。令和3年4月1日現在、全国に880人の少年補導職員が配置されている。



[bookmark: x2z00290]　図表2-29　被害少年の支援
[image: 図表2-29　被害少年の支援]






4　国民の財産を狙う事犯への対策

（1）財産犯（注）の被害額の罪種別状況

財産犯の被害額の推移は、図表2-30のとおりであり、その被害総額は平成14年以降、減少傾向にある。

令和2年の財産犯の被害額の罪種別状況は、図表2-31のとおりである。


注：強盗、恐喝、窃盗、詐欺、横領及び占有離脱物横領



[bookmark: x2z00300]　図表2-30　財産犯の被害額の推移（平成23年～令和2年）
[image: 図表2-30　財産犯の被害額の推移（平成23年～令和2年）]

[bookmark: x2z00310]　図表2-31　財産犯の被害額の罪種別状況（令和2年）
[image: 図表2-31　財産犯の被害額の罪種別状況（令和2年）]

（2）特殊詐欺への対策

①　特殊詐欺の情勢等

令和2年中の特殊詐欺の認知件数と被害額は、いずれも前年より減少したものの、高齢者を中心に多額の被害が生じており、依然として高い水準にある。

最近では、電話でだまされた被害者の自宅を訪れた「受け子」が、被害者からキャッシュカードの交付を受けたり隙を見て別のカードにすり替えて窃取したりする手口のキャッシュカードを狙った特殊詐欺が目立ち、令和2年中の被害全体の約5割を占めている。

[bookmark: x2z00320]　図表2-32　特殊詐欺の認知件数・被害額の推移（平成18年～令和2年）
[image: 図表2-32　特殊詐欺の認知件数・被害額の推移（平成18年～令和2年）]

②　オレオレ詐欺等対策プランに基づく各種対策の推進

令和元年6月に開催された犯罪対策閣僚会議において、特殊詐欺等から高齢者を守るための総合対策として「オレオレ詐欺等対策プラン」が決定され、これに基づき、国民、各地方公共団体、各種団体、民間事業者等の協力を得ながら、各府省庁において施策を推進していくこととされた。警察では、金融機関、コンビニエンスストア等と連携した各種被害防止対策、特殊詐欺に悪用される電話への対策（注）等の犯行ツール対策及び効果的な取締り等を推進している。


注：111頁参照




MEMO　「ストップ・オレオレ詐欺47～家族の絆作戦～」プロジェクトチーム（略称：SOS47）による広報啓発活動

平成30年9月に発足したプロジェクトチームでは、特殊詐欺の被害に遭いやすい高齢者だけでなく、その子供・孫世代への働き掛けを強化し、家族間で平素から連絡を取り合うことなどにより、家族・地域全体の力で被害を防止することを目指している。

令和2年には新たなメンバーを加え、全国各地における広報イベントや各種メディアを通じて被害防止に向けたメッセージを継続的に発信している。

[bookmark: x2p00130]　[image: SOS47の活動状況]
SOS47の活動状況



（3）侵入窃盗対策

侵入窃盗の認知・検挙状況の推移は、図表2-33のとおりである。侵入窃盗の認知件数は、ピーク時である平成14年（33万8,294件）以降減少傾向にあり、同年から令和2年にかけて、29万4,201件（87.0％）減少した。

警察庁、経済産業省、国土交通省及び建物部品関連の民間団体から構成される「防犯性能の高い建物部品の開発・普及に関する官民合同会議」では、平成16年4月から、侵入までに5分以上の時間を要するなど一定の防犯性能があると評価した建物部品（CP部品）を掲載した「防犯性能の高い建物部品目録」をウェブサイトで公表するなどして、CP部品の普及に努めており、目録には令和3年3月末現在で17種類3,434品目が掲載されている。また、警察庁のウェブサイトに「住まいる防犯110番」（注）を開設し、侵入犯罪対策の広報啓発を推進している。


注：https://www.npa.go.jp/safetylife/seianki26/top.html
[image: QRコード　警察庁ウェブサイト]



[bookmark: x2p00140]　[image: CPマーク　CP部品だけが表示できる共通標章でCrime Prevention（防犯）の頭文字を図案化したもの]
CPマーク
CP部品だけが表示できる共通標章でCrime Prevention（防犯）の頭文字を図案化したもの

[bookmark: x2z00330]　図表2-33　侵入窃盗の認知・検挙状況の推移（平成23年～令和2年）
[image: 図表2-33　侵入窃盗の認知・検挙状況の推移（平成23年～令和2年）]

（4）侵入強盗対策

侵入強盗の認知・検挙状況の推移は、図表2-34のとおりである。侵入強盗の認知件数は、ピーク時である平成15年（2,865件）以降減少傾向にあり、同年から令和2年にかけて、2,464件（86.0％）減少した。

警察では、コンビニエンスストアや金融機関等を対象とした強盗対策として、防犯体制、現金管理の方法、店舗等の構造、防犯設備等について基準を定め、警察官の巡回や機会を捉えた防犯訓練等を実施している。

[bookmark: x2z00340]　図表2-34　侵入強盗の認知・検挙状況の推移（平成23年～令和2年）
[image: 図表2-34　侵入強盗の認知・検挙状況の推移（平成23年～令和2年）]

（5）自動車盗対策

自動車盗の認知・検挙状況の推移は、図表2-35のとおりである。

警察庁、財務省、経済産業省、国土交通省及び民間19団体から構成される「自動車盗難等の防止に関する官民合同プロジェクトチーム」では、「自動車盗難等防止行動計画」（平成14年1月策定、令和元年12月改定）に基づき、イモビライザ（注）等の盗難防止装置やナンバープレート盗難防止ネジ等の普及促進、自動車の使用者に対する防犯指導、広報啓発等を推進している。

こうした取組もあり、ピーク時である平成15年（6万4,223件）以降、自動車盗の認知件数は減少傾向にある。


注：エンジンキーに埋め込まれた送信機から発するIDコードと、車両本体の電子制御装置にあらかじめ登録されたIDコードが一致しなければ、エンジンが始動しない電子式盗難防止装置



[bookmark: x2p00150]　[image: 自動車盗難防止の広報ポスター]
自動車盗難防止の広報ポスター

[bookmark: x2z00350]　図表2-35　自動車盗の認知・検挙状況の推移（平成23年～令和2年）
[image: 図表2-35　自動車盗の認知・検挙状況の推移（平成23年～令和2年）]

（6）自転車盗対策

自転車盗の認知・検挙状況の推移は、図表2-36のとおりである。

警察庁の要請を踏まえ、平成12年以降、業界団体において、不正開錠に強い錠の普及が促進されたことなどから、平成14年以降自転車盗の認知件数は減少傾向にある。

警察では、引き続き関係機関・団体等と連携し、自転車の利用者に対して施錠の励行や防犯登録の呼び掛けを行うなど、自転車の盗難防止及び被害回復に向けた取組を推進している。

[bookmark: x2z00360]　図表2-36　自転車盗の認知・検挙状況の推移（平成23年～令和2年）
[image: 図表2-36　自転車盗の認知・検挙状況の推移（平成23年～令和2年）]

（7）万引き対策

万引きの認知・検挙状況の推移は、図表2-37のとおりである。万引きの認知件数は平成22年以降減少傾向にあるものの、刑法犯認知件数に占める万引きの認知件数の割合は上昇傾向にあり、令和2年中は14.2％に達している。また、万引きの検挙人員全体に占める65歳以上の高齢者の割合は上昇傾向にあり、令和2年中は41.1％であった。

警察では、万引きを許さない社会気運の醸成や規範意識の向上を図るため、関係機関・団体等と連携した広報啓発を行うなど、社会を挙げた万引き防止に向けた取組を推進している。

[bookmark: x2z00370]　図表2-37　万引きの認知・検挙状況の推移（平成23年～令和2年）
[image: 図表2-37　万引きの認知・検挙状況の推移（平成23年～令和2年）]

（8）ひったくり対策

ひったくりの認知・検挙状況の推移は、図表2-38のとおりである。

ひったくりの認知件数は、平成14年（5万2,919件）をピークに18年連続で減少しており、令和2年中は877件と、ピーク時の60分の1以下にまで減少した。

また、ピーク時の平成14年中にひったくりの検挙人員全体の69.3％を占めていた14歳から19歳までの検挙人員が大きく減少している（ひったくりの検挙人員全体の減少数への寄与率（注1）は、72.3％）。これらの要因を一概に断定することは困難であるが、街頭防犯カメラの設置や街頭防犯活動等、官民一体となった取組が効果を上げていることや、少年の人口が減少していることなどが考えられる。

一方で、身近な場所で発生する犯罪であるひったくりは、依然として国民に不安を与えている（注2）ことから、警察では、ひったくり事件の発生状況や手口を分析して、ひったくりの被害防止に効果のあるかばんの携行方法や通行方法等について広報啓発を行っているほか、関係機関・団体等と協力し、自転車用のひったくり防止カバー等の普及を促進するなどしている。


注1：データ全体の変化を100とした場合に、構成要素となるデータの変化の割合を示す指標

注2 内閣府が平成29年に実施した「治安に関する世論調査」（https://survey.gov-online.go.jp/tokubetu/h29/h29-chian.pdf）によれば、「あなたが、自分や身近な人が被害に遭うかもしれないと不安になる犯罪は何ですか」との問い（複数回答）に対して、「すり、ひったくりなどの携行品を盗む犯罪」と答えた者は45.4％であり、ひったくりに不安を覚えている国民が少なくないことが分かる。



[bookmark: x2z00380]　図表2-38　ひったくりの認知・検挙状況の推移（平成23年～令和2年）
[image: 図表2-38　ひったくりの認知・検挙状況の推移（平成23年～令和2年）]

（9）悪質商法事犯対策

①　利殖勧誘事犯（注1）

利殖勧誘事犯の検挙状況の推移は、図表2-39のとおりである。令和2年中は、集団投資スキーム（ファンド）に関連した事犯（注2）の検挙が目立った。

利殖勧誘事犯では、被害者が被害に遭ってから気付くまでに時間を要する場合が多いことから、警察では、同事犯の被害拡大防止のため、早期の事件化を図るとともに、犯罪に利用された預貯金口座の金融機関への情報提供等を推進しており、令和2年中は同事犯に関する情報提供を193件実施した。


注1：出資法、金融商品取引法、無限連鎖講の防止に関する法律等の違反に係る事犯。捜査の結果、詐欺に当たるものも含まれる。

注2：出資者から集めた資金を有価証券や事業への投資等で運用し、生じる利益を配分する仕組みを商材とする事犯



[bookmark: x2z00390]　図表2-39　利殖勧誘事犯の検挙状況の推移（平成23年～令和2年）
[image: 図表2-39　利殖勧誘事犯の検挙状況の推移（平成23年～令和2年）]

[bookmark: x2z00400]　図表2-40　利殖勧誘事犯の類型別検挙状況（令和2年）
[image: 図表2-40　利殖勧誘事犯の類型別検挙状況（令和2年）]


CASE

加工食品製造販売等会社の代表取締役の男（84）らは、平成12年3月頃から平成30年8月頃にかけて、顧客らに対し、同社へ出資すれば年利8％の利息が付き、契約期間5年で元金は全額返済する旨の虚偽の事実を記載したパンフレットを送付して、その旨誤信させるなどして、全国の延べ約4万4,000人から約2,190億円をだまし取るなどした。令和2年5月までに、同男ら9人を組織的犯罪処罰法違反（組織的詐欺）等で検挙した（警視庁）。



②　特定商取引等事犯（注）

特定商取引等事犯の検挙状況の推移は、図表2-41のとおりである。令和2年中の検挙事件を類型別にみると、訪問販売に関連した事犯の検挙が目立った。

特定商取引等事犯では、被害者が被害に遭っていることに気付いても、被害者自身で解決しようとして警察への届出までに時間を要する場合もみられることから、警察では、ウェブサイト等を通じて早期の相談を呼び掛けている。


注：訪問販売、電話勧誘販売等で事実と異なることを告げるなどして商品の販売や役務の提供を行う悪質商法。具体的には、訪問販売等の特定商取引を規制する特定商取引に関する法律違反及び特定商取引に関連する詐欺、恐喝等に係る事犯



[bookmark: x2z00410]　図表2-41　特定商取引事犯の検挙状況の推移（平成23年～令和2年）
[image: 図表2-41　特定商取引事犯の検挙状況の推移（平成23年～令和2年）]

[bookmark: x2z00420]　図表2-42　特定商取引事犯の類型別検挙状況（令和2年）
[image: 図表2-42　特定商取引事犯の類型別検挙状況（令和2年）]


CASE

建設業を営む男（27）らは、平成30年8月から令和元年8月にかけて、インターネット上で電気工事を希望する顧客と電気工事業者を引き合わせるウェブサイトを運営する会社から紹介された者の自宅を訪問して、漏電していないにもかかわらず、「コンセント部分が漏電しており、ブレーカーも交換しなければならない。このままだと火事になる」などと虚偽の内容を告げて、電気工事代金名目で28万円をだまし取るなどした。令和2年7月までに、同男ら4人を詐欺罪等で検挙した（大阪）。



（10）通貨偽造犯罪対策

①　発見状況

偽造日本銀行券の発見枚数（注）の推移は図表2-43のとおりであり、令和2年中は、前年より減少した。


注：届出等により警察が押収した枚数



[bookmark: x2z00430]　図表2-43　偽造日本銀行券の発見枚数の推移（平成23年～令和2年）
[image: 図表2-43　偽造日本銀行券の発見枚数の推移（平成23年～令和2年）]

②　特徴的傾向と対策

近年は、高性能のプリンタ等で印刷された偽造日本銀行券が多数発見されているほか、精巧に偽造された日本銀行券が海外から日本国内へ大量に持ち込まれる事案が発生している。

警察庁では、財務省、日本銀行等と連携して、ポスターやウェブサイトで偽造日本銀行券が行使された事例や偽造通貨を見破る方法を紹介するなどして、国民の注意を喚起している。


CASE

無職の男（20）らは、令和2年2月から同年3月にかけて、大阪府内に所在する同男の自宅において、カラープリンタ等を使用して一万円券を偽造した上、同月、同府内のたばこ店等において、商品購入代金の支払として偽造一万円券を手渡し、行使した。同年5月までに、同男ら4人を偽造通貨行使罪で逮捕（同年6月、通貨偽造・同行使罪に訴因変更）した（大阪）。



（11）カード犯罪（注）対策

カード犯罪の認知・検挙状況の推移は、図表2-44のとおりである。

警察では、早期検挙のため捜査を徹底するほか、口座名義人からキャッシュカード等の盗難・紛失等の届出があった場合にカードの利用停止を促すなど、被害の拡大防止に努めている。


注：クレジットカード、キャッシュカード、プリペイドカード及び消費者金融カードを悪用した犯罪



[bookmark: x2z00440]　図表2-44　カード犯罪の認知・検挙状況の推移（平成23年～令和2年）
[image: 図表2-44　カード犯罪の認知・検挙状況の推移（平成23年～令和2年）]

（12）ヤミ金融事犯対策

ヤミ金融事犯の検挙状況の推移は、図表2-45のとおりであり、無登録・高金利事犯（注）の検挙事件数及び検挙人員は減少傾向にある。また、貸金業に関連した犯罪収益移転防止法、詐欺、携帯電話不正利用防止法違反等に係る事犯（ヤミ金融関連事犯）についても前年より減少している。

なお、無登録・高金利事犯のうち、携帯電話や預貯金口座を利用して非対面で敢行されるものについては、令和2年中は、検挙事件数の22.6％、検挙人員の32.0％を占めている。また、令和2年中に検挙した無登録・高金利事犯に占める暴力団が関与した事犯の割合は、25.5％であった。

警察では、ヤミ金融に利用された預貯金口座の金融機関への情報提供、レンタル携帯電話等の解約に関する事業者への要請等の総合的な対策を行っており、令和2年中の金融機関への情報提供件数は1万203件、レンタル携帯電話事業者への解約要請件数は1,278件であった。


注：貸金業法違反（無登録営業）及び出資法違反（高金利等）に係る事犯



[bookmark: x2z00450]　図表2-45　ヤミ金融事犯の検挙状況の推移（平成23年～令和2年）
[image: 図表2-45　ヤミ金融事犯の検挙状況の推移（平成23年～令和2年）]


CASE

「給与ファクタリング」と称して無登録で貸金業を営む男（40）らは、令和元年11月頃から令和2年6月頃にかけて、インターネット広告により顧客を勧誘し、融資を申し込んできた顧客約2,900人に対し、法定利息の約31倍から約81倍で金銭を貸し付け、約2億1,000万円の元利金を受領した。令和3年1月までに、同男ら11人を貸金業法違反（無登録営業）等で検挙した（大阪）。




CASE

会社員の男（28）は、令和元年6月から同年11月にかけて、SNS上で、「個人融資」などと掲載して顧客を募り、融資を申し込んできた顧客約20人に対し、法定利息の約121倍から約246倍で金銭を貸し付け、約190万円の元利金を受領した。令和2年2月、同男を貸金業法違反（無登録営業）等で逮捕した（神奈川）。



（13）知的財産権侵害事犯対策

①　商標権侵害事犯（注1）及び著作権侵害事犯（注2）

知的財産権侵害事犯の検挙状況の推移は、図表2-46のとおりである。偽ブランド事犯等の商標権侵害事犯、海賊版事犯等の著作権侵害事犯においては、インターネットを利用して侵害行為が行われる場合が多いことから、警察では、サイバーパトロール等による端緒情報の把握に努めている。

また、不正商品対策協議会（注3）の活動への参加をはじめ、権利者等と連携した知的財産権の保護及び不正商品の排除に向けた広報啓発活動を推進している。


注1：商標法違反に係る事犯

注2：著作権法違反に係る事犯

注3：不正商品の排除及び知的財産権の保護を目的として、知的財産権侵害に悩む各種業界団体により設立された任意団体。警察庁等の関係機関と連携し、シンポジウムの主催や各種催物への参加を通じて、広報啓発活動、海外における不正商品販売の実態調査、海外の捜査機関や税関等に対する働き掛け等を行っている。



[bookmark: x2z00460]　図表2-46　知的財産権侵害事犯の検挙状況の推移（平成28年～令和2年）
[image: 図表2-46　知的財産権侵害事犯の検挙状況の推移（平成28年～令和2年）]

[bookmark: x2z00470]　図表2-47　押収した偽ブランド品のうち、仕出国・地域が判明したものの国・地域別押収状況の推移（平成23年～令和2年）
[image: 図表2-47　押収した偽ブランド品のうち、仕出国・地域が判明したものの国・地域別押収状況の推移（平成23年～令和2年）]


CASE

会社員の男（24）らは、令和元年11月、登録商標と類似する商標を金地金16個に金型で刻印して付した。令和2年9月、同男ら5人を商標法違反（類似する商標の使用）で逮捕した（千葉）。



②　営業秘密侵害事犯（注）

営業秘密侵害事犯については、令和2年中、22事件38人を検挙した。

警察では、各都道府県警察で指定された営業秘密保護対策官が、警察署における営業秘密侵害事犯の相談対応について指導を行うなどにより捜査能力の一層の向上を図っているほか、被害の早期届出の必要性についての企業に対する啓発等を推進している。


注：不正競争防止法第21条第1項及び第3項に係る事犯








5　構造的な不正事案への対策

（1）政治・行政をめぐる不正事案

国又は地方公共団体の幹部職員等による贈収賄事件、入札談合等関与行為防止法違反事件、公契約関係競売等妨害事件、買収等の公職選挙法違反事件等の政治・行政をめぐる不正は依然として後を絶たない。

しかし、このような事案は、直接の被害者がおらず、金品の受渡し等は密室で行われることが多いことから、被害申告や目撃者の証言等が通常は期待できず、端緒情報の把握や犯罪事実の立証は容易ではない。

警察では、このような事案に対し、端緒情報の把握に努めるとともに、不正の実態に応じて様々な刑罰法令を適用するなどして、事案の解明を進めている。

[bookmark: x2z00480]　図表2-48　政治・行政をめぐる不正事案の検挙事件数（注1）の推移（平成23年～令和2年）
[image: 図表2-48　政治・行政をめぐる不正事案の検挙事件数の推移（平成23年～令和2年）]


CASE

奈半利町（なはりちょう）の地域振興課課長補佐の男（41）は、平成28年3月から令和元年7月にかけて、食肉加工及び卸売等を行う精肉店の代表らから、ふるさと納税制度に関して、同町への寄附者に送付する返礼品の加工・梱包作業等の委託先として同店を指定して継続的な売上げを計上させるなど、有利かつ便宜な取り計らいをしたことに対する謝礼等として、複数回にわたり、現金合計約9,377万円を収受した。令和2年6月までに、同男を収賄罪等で逮捕した（高知）。




CASE

元府中市議会議員の男（73）は、令和元年8月、一般土木工事の設計、施工等を営む会社の代表取締役から、東京都府中市が執行した公園拡張整備工事の公募型指名競争入札に関して、秘密事項である同工事の最低制限価格等を同市職員から聞き出してもらいたいとの請託を受け、同市職員に同価格等を自己に教示するよう申し入れて職務上不正な行為をさせるようにあっせんし、同年11月、あっせんをしたことの謝礼として、現金100万円を収受した。令和2年8月、同男をあっせん収賄罪で逮捕した（警視庁）。



（2）経済をめぐる不正事案

企業の役職員らが組織の内部統制を逸脱したことによる背任、詐欺、横領等の違法事犯のほか、金融機関からの各種融資をめぐる詐欺事犯、国及び地方公共団体の補助金の不正受給事犯が後を絶たない状況にある。また、弁護士、税理士といった社会的地位を有する者による詐欺、横領等の犯罪も発生している。

警察では、これらの金融・不良債権関連事犯、企業の経営等に係る違法事犯、証券取引事犯、財政侵害事犯及びその他国民の経済活動の健全性又は信頼性に重大な影響を及ぼすおそれのある犯罪の取締りを推進している。また、様々な投資名目で消費者等が被害に遭う詐欺事件等においては、被害者が多数・広域に及ぶ場合があることから、関係する都道府県警察が連携を図っている。

このような事案に対しては、対象となる企業等の財務実態の解明が不可欠であることから、都道府県警察においては、公認会計士や税理士等の専門的な知識を有する者を財務捜査官として採用し、その高度な技能を活用して事案の早期解明を図っている。

[bookmark: x2z00490]　図表2-49　経済をめぐる不正事犯の検挙事件数の推移（平成28年～令和2年）
[image: 図表2-49　経済をめぐる不正事犯の検挙事件数の推移（平成28年～令和2年）]


CASE

不動産会社の実質的経営者の男（37）らは、平成29年8月から令和元年5月にかけて、不動産取引費用等の名目で現金をだまし取ろうと考え、「保養所建設予定の法人から依頼があったので、土地を売ってほしい。買い取るに当たって保証金や税金対策費用の支払が必要になる」などと虚偽の内容の話を持ち掛け、土地所有者ら16人から合計約7,064万円をだまし取った。令和2年2月、同男ら6人を詐欺罪で逮捕した（京都）。




CASE

医療法人の理事の女（63）は、自己の用途又は同女が常務理事を務めていた別医療法人の用途に費消する目的で、平成28年4月から平成29年7月にかけて、34回にわたり、同医療法人のため預かり保管中の現金を同女名義等の預金口座に入金させ、合計約6億9,748万円を横領した。令和2年11月、同女を業務上横領罪で逮捕した（警視庁）。




CASE

道路の維持管理業務及び清掃業務の受託等を目的とする会社の代表取締役の男（66）は、自己の利益を図る目的で、同社のため誠実に職務を遂行すべき任務に背き、同社名義の預金口座への振込入金により受領すべき同社が請け負った道路清掃業務の代金等として、平成29年4月から平成31年3月にかけて、複数回にわたり、現金2,258万円及び小切手29通（額面合計約9,870万円）を受領し、同社に財産上の損害を加えた。令和2年3月、同男を会社法違反（特別背任）で逮捕した（兵庫）。








6　国民の健康を害する事犯への対策

（1）保健衛生事犯（注）対策

保健衛生事犯の検挙状況の推移は、図表2－50のとおりである。

警察では、厚生労働大臣の承認を受けていない医薬品を広告・販売するなどの医薬品医療機器等法違反、無資格で美容施術を行う美容師法違反等の国民の健康被害に直結する保健衛生事犯の取締りを行っている。


注：薬事関係事犯（医薬品医療機器等法違反、薬剤師法違反等）、医事関係事犯（医師法違反、歯科医師法違反等）及び公衆衛生関係事犯（食品衛生法違反、狂犬病予防法違反等）



[bookmark: x2z00500]　図表2-50　保健衛生事犯の検挙状況の推移（平成28年～令和2年）
[image: 図表2-50　保健衛生事犯の検挙状況の推移（平成28年～令和2年）]

（2）食の安全に係る事犯（注）対策

食の安全に係る事犯の検挙状況の推移は、図表2－51のとおりであり、令和2年中は、原産地以外の米を混ぜた精米を単一原料米等と表記して納品するなど、原産地を偽装した事犯等がみられた。

警察では、食の安全に係る事犯の取締りを推進するとともに、関係機関との連携の強化に努めている。


注：食品衛生関係事犯（食品衛生法違反等）及び食品の産地等偽装表示事犯（不正競争防止法違反等）



[bookmark: x2z00510]　図表2-51　食の安全に係る事犯の検挙状況の推移（平成23年～令和2年）
[image: 図表2-51　食の安全に係る事犯の検挙状況の推移（平成23年～令和2年）]


CASE

米穀卸売販売業等会社の代表取締役の男（57）らは、平成31年1月頃から同年2月頃にかけて、精米の原産地を誤認させる表示をし、また、混合米を特定の銘柄米として取引業者に引き渡した。令和2年2月までに、同男ら7人を不正競争防止法違反（誤認惹起行為）で検挙した（兵庫）。








7　良好な生活環境の保持

（1）風俗営業等の状況

①　風俗営業の状況

警察では、風営適正化法に基づき、風俗営業等に対して必要な規制を行うとともに、風俗営業者等の自主的な健全化のための活動を支援し、業務の適正化を図っている。

[bookmark: x2z00520]　図表2-52　風俗営業の営業所数の推移（平成28年～令和2年）
[image: 図表2-52　風俗営業の営業所数の推移（平成28年～令和2年）]

②　性風俗関連特殊営業の状況

性風俗関連特殊営業の状況についてみると、近年、無店舗型性風俗特殊営業の届出数が増加している一方で、店舗型性風俗特殊営業及び電話異性紹介営業の届出数は減少傾向にある。

[bookmark: x2z00530]　図表2-53　性風俗関連特殊営業の届出数の推移（平成28年～令和2年）
[image: 図表2-53　性風俗関連特殊営業の届出数の推移（平成28年～令和2年）]

③　深夜酒類提供飲食店営業の状況

深夜酒類提供飲食店の営業所数は、近年減少傾向にある。

[bookmark: x2z00540]　図表2-54　深夜酒類提供飲食店の営業所数の推移（平成28年～令和2年）
[image: 図表2-54　深夜酒類提供飲食店の営業所数の推移（平成28年～令和2年）]

④　特定遊興飲食店営業の状況

平成28年に風営適正化法の一部を改正する法律が全面施行されたことにより、深夜に客に遊興と飲酒をさせる特定遊興飲食店営業が、営業所設置許容地域において許可制の下で営業可能になった。令和2年末現在、特定遊興飲食店営業の許可を受けた営業所数は、418軒である。

（2）売春事犯及び風俗関係事犯の現状

①　売春事犯

売春事犯の検挙件数及び検挙人員はいずれも増減を繰り返している。最近では、出会い系サイト（注）を利用して、売春の周旋をする目的で、人を売春の相手方となるように誘引する事犯や、マッサージ店を仮装して、不特定多数の男性客を相手に売春をさせる事犯がみられる。


注：面識のない異性との交際（以下「異性交際」という。）を希望する者（以下「異性交際希望者」という。）の求めに応じ、その異性交際に関する情報をインターネットを利用して公衆が閲覧することができる状態に置いてこれを伝達し、かつ、当該情報の伝達を受けた異性交際希望者が電子メールその他の電気通信を利用して当該情報に係る異性交際希望者と相互に連絡することができるようにする役務を提供するウェブサイト等



[bookmark: x2z00550]　図表2-55　売春防止法違反の検挙状況の推移（平成28年～令和2年）
[image: 図表2-55　売春防止法違反の検挙状況の推移（平成28年～令和2年）]


CASE

ソープランドの統括責任者の男（48）らは、令和2年6月及び8月、同店において、業として、不特定の男性客を相手に女性従業員が売春を行う場所を提供した。同月、同男ら5人を売春防止法違反（場所提供業）で逮捕した（警視庁）。



②　風俗関係事犯

風営適正化法による検挙件数及び検挙人員は、近年減少傾向にある。

また、わいせつ事犯に関しては、近年、インターネットを利用して、わいせつな行為をしている映像を配信する事犯やわいせつな画像情報が記録されたDVD等を販売する事犯がみられる。

さらに、賭博事犯に関しては、ウェブサイトを利用した賭博事犯がみられるほか、店舗の内外に複数の監視カメラを設置する、見張り役の従業員を常時配置する、身分確認を行って常連客以外の客を排除するなど、警察の取締りから逃れるための対策が巧妙化している。

[bookmark: x2z00560]　図表2-56　風営適正化法違反の検挙状況の推移（平成28年～令和2年）
[image: 図表2-56　風営適正化法違反の検挙状況の推移（平成28年～令和2年）]

[bookmark: x2z00570]　図表2-57　わいせつ事犯の検挙状況の推移（平成28年～令和2年）
[image: 図表2-57　わいせつ事犯の検挙状況の推移（平成28年～令和2年）]


CASE

インターネットカジノ店を複数経営する男（46）らは、令和2年3月、不特定多数の客に対し、各店内に設置したパーソナルコンピュータを使用して、インターネットを利用したゲーム等による賭博をさせていた。同年5月までに、同男ら20人を常習賭博罪で、客11人を単純賭博罪で逮捕し、また、違法な営業であることを知りながら、各店舗物件の賃借名義人となり、同男に使用させるなどした男ら5人を常習賭博幇助罪で検挙した（警視庁）。



（3）人身取引事犯等への対策

①　検挙・保護の状況

警察では、平成26年に政府が策定した「人身取引対策行動計画2014」等に基づき、出入国在留管理庁等の関係機関と連携し、水際での取締りや悪質な経営者、仲介事業者等の取締りを強化し、被害者の早期保護及び国内外の人身取引（性的サービスや労働の強要等）の実態解明を図っている。また、関係国の大使館、被害者を支援する民間団体等と緊密な情報交換を行っているほか、被害者の早期保護のため、警察等に情報提供や被害申告をするよう呼び掛けるリーフレットを複数の言語で作成し、これをウェブサイトに掲示するとともに、関係機関等を通じて周知するなどの取組を行っている。

令和2年中の人身取引事犯の検挙人員は58人で、このうち風俗店等関係者が8人、仲介事業者が3人であった。また、警察で保護した人身取引事犯の被害者は37人で、その国籍の内訳は、日本（30人）、フィリピン（7人）であった。被害者の性別は、男性5人、女性32人であった。

[bookmark: x2z00580]　図表2-58　人身取引事犯の検挙状況の推移（平成28年～令和2年）
[image: 図表2-58　人身取引事犯の検挙状況の推移（平成28年～令和2年）]

[bookmark: x2z00590]　図表2-59　人身取引事犯の被害者の保護状況の推移（平成28年～令和2年）
[image: 図表2-59　人身取引事犯の被害者の保護状況の推移（平成28年～令和2年）]

[bookmark: x2p00160]　[image: 人身取引事犯対策の広報ポスター]
人身取引事犯対策の広報ポスター

[bookmark: x2p00170]　[image: 人身取引事犯の被害者向けリーフレット]
人身取引事犯の被害者向けリーフレット


CASE

ホストクラブ経営者の男（34）らは、ホストクラブの客であった女性に対し、未払いの飲食代金を返済するよう脅し、令和元年9月から同年11月にかけて、同女を指定したビジネスホテルに居住させた上、売春を強要した。令和2年7月、同男ら3人を売春防止法違反（周旋）で逮捕した（大阪）。



②　アダルトビデオ出演強要問題への対策

詐欺・脅迫的な言動によって、アダルトビデオへの出演を強要等される問題に対し、警察では、各都道府県警察で指定されたアダルトビデオ出演強要問題専門官を中核として、各種法令を適用した厳正な取締り、被害防止のための広報啓発、相談体制の充実等を推進している。

（4）銃砲刀剣類の適正管理と危険物対策

①　銃砲刀剣類の適正管理

令和2年末現在、銃刀法に基づき、都道府県公安委員会から8万9,820人が、18万707丁の猟銃及び空気銃の所持許可を受けている。令和2年中、申請を不許可等とした件数は51件、所持許可を取り消した件数は32件であった。また、猟銃等の事故及び盗難を防止するため、毎年一斉検査を行うとともに、講習会等を通じて適正な取扱いや保管管理の徹底について指導を行う一方、危害予防上支障のない範囲で猟銃等の所持許可に伴う申請者の負担軽減を図るための措置を講じている。

警察では、銃刀法を厳正に運用し、銃砲刀剣類の所持許可の審査と行政処分を的確に行って不適格者の排除に努めるなど、銃砲刀剣類による事件・事故の未然防止に努めている。

[bookmark: x2z00600]　図表2-60　猟銃及び空気銃の許可所持者の推移（平成28年～令和2年）
[image: 図表2-60　猟銃及び空気銃の許可所持者の推移（平成28年～令和2年）]

[bookmark: x2z00610]　図表2-61　猟銃及び空気銃の許可丁数の推移（平成28年～令和2年）
[image: 図表2-61　猟銃及び空気銃の許可丁数の推移（平成28年～令和2年）]

[bookmark: x2z00620]　図表2-62　猟銃所持不適格者の排除状況の推移（平成28年～令和2年）
[image: 図表2-62　猟銃所持不適格者の排除状況の推移（平成28年～令和2年）]

②　危険物対策

火薬類、特定病原体等、放射性物質等の危険物の運搬に当たっては、火薬類取締法、感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律、放射性同位元素等の規制に関する法律、核原料物質、核燃料物質及び原子炉の規制に関する法律等の規定に基づき、都道府県公安委員会にその旨を届け出ることとされている。

警察では、これらの危険物が安全に運搬されるよう、関係事業者に対して事前指導や指示等を行うとともに、これらの危険物の取扱場所への立入検査等により、その盗難、不正流出等の防止に努めている。

[bookmark: x2z00630]　図表2-63　運搬届出・立入検査の状況（令和2年）
[image: 図表2-63　運搬届出・立入検査の状況（令和2年）]

（5）環境事犯対策

①　廃棄物事犯（注1）

令和2年中の廃棄物事犯の検挙事件数の約半数を、廃棄物の不法投棄事犯が占めている。

警察では、引き続き環境行政部局との人的な交流や情報交換を行うなどし、早期発見・早期検挙に努めている。


注：廃棄物処理法違反に係る事犯



[bookmark: x2z00640]　図表2-64　廃棄物事犯の検挙状況の推移（平成23年～令和2年）
[image: 図表2-64　廃棄物事犯の検挙状況の推移（平成23年～令和2年）]


CASE

コンクリート製品製造販売等会社の代表取締役の男（47）らは、平成31年1月頃から同年11月頃にかけて、知事の許可を受けないで、267回にわたり、自社の工場で、他の事業者から受け入れた産業廃棄物であるがれき類約467.8立方メートルを不法に処分するなどした。令和2年10月、5法人20人を廃棄物処理法違反（無許可処分業等）で検挙した（千葉）。



②　動物・鳥獣関係事犯（注）

令和2年中の動物・鳥獣関係事犯の検挙事件数のうち、違法に捕獲等した鳥獣を飼養するなどの鳥獣の保護及び管理並びに狩猟の適正化に関する法律違反や希少動物を違法に取引するなどの絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律違反等が約6割を占めている。また、犬、猫等を殺傷するなど、動物愛護管理法違反も引き続き検挙されている。


注：動物愛護管理法、鳥獣の保護及び管理並びに狩猟の適正化に関する法律違反等に係る事犯



[bookmark: x2z00650]　図表2-65　動物・鳥獣関係事犯の検挙状況の推移（平成23年～令和2年）
[image: 図表2-65　動物・鳥獣関係事犯の検挙状況の推移（平成23年～令和2年）]


CASE

会社経営の男（52）らは、平成30年6月、生きているコツメカワウソ3頭をボストンバッグに隠匿して、経済産業大臣の承認及び税関長の許可を受けることなく、タイ王国から輸入するなどした。令和2年5月までに、同男ら4人を外為法違反（無承認輸入）等で逮捕した（警視庁）。



（6）探偵業の状況

令和2年中の探偵業法での検挙件数は1件、行政処分件数は23件（営業廃止4件、営業停止0件、指示処分19件）であった。警察では、探偵業法に基づき、探偵業者（注）の業務実態を把握し、違法行為に対しては厳正に対処するとともに、業界の全国組織である一般社団法人日本調査業協会や認可法人全国調査業協同組合等との連携の下、研修会等を通じて、探偵業務の運営の適正化を図っている。


注：探偵業の届出数（営業所数）は6,379件（令和2年末現在）








第2節　警察捜査のための基盤整備

1　捜査力の強化

（1）捜査手法、取調べの高度化への取組

警察庁では、犯罪を的確に検挙し、良好な治安の維持に資するため、捜査手法や取調べの高度化に向けた各種施策を推進している。また、取調べの録音・録画制度等を内容とする刑事訴訟法等の一部を改正する法律が令和元年（2019年）6月1日に全面施行されたことを受け、更なる証拠の収集方法の適正化及び多様化を図る必要があることも踏まえ、捜査手法、取調べの高度化への取組として以下の施策を推進している。

①　捜査手法の高度化の推進

警察庁では、取調べをめぐる環境の変化や科学技術の発達等に伴う犯罪の悪質化・巧妙化等に的確に対応し、客観証拠による的確な立証を図ることを可能とするため、DNA型鑑定及びDNA型データベースを効果的に活用するための取組を推進しているほか、証人保護プログラム等の新たな捜査手法の導入について検討を行っている。

②　取調べの高度化・適正化等の推進

警察庁では、取調べにおいて真実の供述を適正かつ効果的に得るための技術の在り方やその伝承方法について、時代に対応した改善を図るため、心理学的知見を取り入れた教本「取調べ（基礎編）」を作成しているほか、「取調べ技術総合研究・研修センター」を設置するなど、取調べの高度化・適正化等に向けた施策を推進している。

（2）初動捜査における客観証拠の収集

事件発生時には、迅速・的確な初動捜査を行い、犯人を現場やその周辺で逮捕し、又は現場の証拠物や目撃者の証言等を確保することが、犯人の特定や犯罪の立証、更には連続発生の防止のために極めて重要である。

都道府県警察では、機動的な初動捜査を行うため、機動捜査隊、機動鑑識隊（班）、現場科学検査班等を設置し、事件発生後、直ちに現場に臨場して迅速な客観証拠等の収集を徹底している。

また、犯人の検挙における防犯カメラ画像の有用性の高さが認識されているところ、防犯カメラ画像の中には、原記録が消去される可能性が高いものや、抽出等に技術的な困難を伴うものもあることから、防犯カメラ画像の抽出及び解析を支援する体制を整備するなどして、防犯カメラ画像の適切かつ確実な収集に努めている。

[bookmark: x2z00660]　図表2-66　初動捜査態勢の整備と鑑識活動の徹底
[image: 図表2-66　初動捜査態勢の整備と鑑識活動の徹底]

（3）国民からの情報提供の促進

警察では、犯罪捜査に不可欠な国民の理解と協力を得るため、国民に対し、都道府県警察のウェブサイトを活用して情報提供を呼び掛けるほか、様々な媒体を活用して、聞き込み捜査に対する協力、事件に関する情報の提供等を広く呼び掛けている。また、必要に応じ、被疑者の発見・検挙や犯罪の再発防止のため、被疑者の氏名等を広く一般に公表して捜査を行う公開捜査を行っている。

さらに、警察庁では、平成19年（2007年）度から、国民からの情報提供を促進し、重要犯罪等の検挙を図ることを目的として、公的懸賞金制度である捜査特別報奨金制度を導入し、警察庁ウェブサイト等で対象となる事件等について広報している（注）。


注：https://www.npa.go.jp/bureau/criminal/reward/index.html
[image: QRコード　警察庁ウェブサイト]



（4）犯罪死の見逃し防止への取組

警察が取り扱った死体数（注1）は、令和2年中は約16万9,000体であった。

警察では、適正な死体取扱業務を推進して犯罪死の見逃しを防止するため、検視官（注2）を現場臨場させるとともに、死体取扱業務に携わる警察官に対する教育訓練の充実を図っている。

また、体液又は尿中の薬毒物の有無を確認することができる簡易検査キットや、検視官が現場に臨場することができない場合であっても、現場の映像等を送信し、検視官によるリアルタイムの確認を可能とする資機材の整備も行っている。

これらの資機材を効果的に活用することに加え、CT、MRI等による死亡時画像診断についても積極的に活用しながら、警察等が取り扱う死体の死因又は身元の調査等に関する法律に規定された調査、検査等の措置を的確に実施するとともに、必要な解剖の確実な実施に努めている。


注1：交通関係及び東日本大震災による死者を除く。

注2：原則として、刑事部門における10年以上の捜査経験又は捜査幹部として4年以上の強行犯捜査等の経験を有する警視の階級にある警察官で、警察大学校における法医専門研究科を修了した者から任用される死体取扱業務の専門家



[bookmark: x2p00180]　[image: 警察官に対する教育訓練の状況　（死体は模擬）]
警察官に対する教育訓練の状況
（死体は模擬）

[bookmark: x2z00670]　図表2-67　死体取扱数及び検視官の臨場率の推移（平成23年～令和2年）
[image: 図表2-67　死体取扱数及び検視官の臨場率の推移（平成23年～令和2年）]

（5）緻密で適正な捜査の徹底

警察では、「警察捜査における取調べ適正化指針」（注）に基づき、取調べの一層の適正化を図るための各種施策を推進している。

また、平成2年5月に栃木県足利市内において発生した幼女誘拐殺人死体遺棄事件について、平成22年3月、再審公判において、無期懲役の刑に服していた男性に無罪判決が言い渡されたことなどを踏まえ、取調べ方法の指導・教育を充実させたほか、被疑者の供述と客観証拠、裏付け捜査等との関連の精査によって自白の信用性の十分な検討をするなど緻密で適正な捜査の一層の徹底を図っている。

さらに、警察捜査における捜査書類及び証拠品の適切な管理に努めている。


注：平成19年11月、警察捜査における取調べの一層の適正化を推進するため、国家公安委員会によって決定された「警察捜査における取調べの適正化について」に基づき、警察庁において、警察が当面取り組むべき施策を取りまとめたもの



①　的確な捜査指揮・管理の徹底

警察では、取調べに過度に依存することのない適正な捜査を推進するため、事件の全容を把握した上での適切な捜査方針の樹立、事件の性質に応じた組織的捜査の推進、証拠資料等に基づく取調べ方法についての必要な指示、指導等を徹底するなど、捜査幹部による的確な捜査指揮に努めている。

②　各種教育訓練の実施

警察では、適正捜査に関する教育訓練の充実を図る取組の一環として、警察大学校、管区警察学校等において取調べ専科等を実施し、捜査員の取調べ適正化についての見識の醸成、取調べ等に関する具体的手法の習得等を図っている。

また、捜査幹部による入念な指導教育により、適正な取調べに向けた個々の捜査員の意識改革を図るとともに、より実践的な教育訓練や熟練した捜査員等による技能指導を行うなど、若手捜査員等の取調べ技能の向上に努めている。

[bookmark: x2p00190]　[image: 取調べを想定した教育訓練]
取調べを想定した教育訓練

③　被疑者取調べ監督制度の実施

平成21年4月以降、取調べの一層の適正化に資するため、警察庁及び都道府県警察本部の総務又は警務部門に設置された被疑者取調べの監督業務を担当する所属の職員が、取調べの状況の確認、調査等必要な措置を行っている。

（6）捜査技能の伝承

近年、捜査の現場における世代交代が進んでいる中、特に地域の治安に責任を持つ警察署においては、捜査経験が豊富な捜査員が減少しており、犯罪の捜査に必要不可欠な捜査技能の伝承が課題となっている。

従来、捜査技能については、先輩や上司のやり方を見習わせ、実際に何度も経験させてみるなど、捜査経験が豊富な捜査員と共同して捜査に当たるオンザジョブトレーニングの方法により伝承されてきた。しかし、捜査員の世代交代が急速に進んだことから、この方法のみでは捜査技能の伝承が困難となっており、警察では、体系的に捜査技能が伝承されるよう、各種取組を進めている。

①　将来の警察組織を担うにふさわしい刑事捜査員等の育成

新たな捜査手法や最先端の科学技術を活用した捜査は、全ての捜査員が実際の事件で経験できるわけではない。他方で、こうした捜査手法等が必要となる事件は、時間や場所を問わず発生し得るものである。警察では、各捜査員の捜査技能の更なる向上を図るため、様々な教育訓練の場において、仮想の事件の模擬的な捜査を通じて、防犯カメラ画像、DNA型鑑定資料等の客観証拠の収集方法を含む様々な捜査手法全般を体験させるなどしている。

捜査幹部に対しては、警察大学校、管区警察局、管区警察学校等において教育訓練を行い、事件の全容を把握した上での適切な捜査方針の策定、事件の性質に応じた組織的捜査の推進、証拠資料等に基づく適正な取調べの方法、裏付け捜査の徹底等の捜査運営等、捜査幹部としての職務に必要な知識及び技能の向上を図っている。

[bookmark: x2p00200]　[image: 指導状況（警察犬の運用）]
指導状況（警察犬の運用）

[bookmark: x2p00210]　[image: 指導状況（指掌紋の採取）]
指導状況（指掌紋の採取）

②　警察庁指定広域技能指導官制度

警察庁では、平成6年から警察庁指定広域技能指導官制度の運用を開始し、卓越した専門技能又は知識を有する警察職員を警察庁長官が指定し、その職員を警察全体の財産として、都道府県警察の枠を越えて広域的に指導官として活用している。

令和3年4月12日現在、全国警察において、203人の警察職員が情報分析、強行犯捜査、性犯罪捜査、窃盗犯捜査、薬物事犯捜査、鑑識等の各分野（注）で広域技能指導官に指定され、各都道府県警察職員に対して警察活動上必要な助言や実践的指導を行うとともに、警察大学校、管区警察学校等において講義を実施している。


注：このほか、職務質問、交通鑑識、警衛・警護等の様々な分野において広域技能指導官を活用している。



（7）犯罪インフラ対策の推進

①　犯罪インフラに関する取組

犯罪インフラとは、犯罪を助長し、又は容易にする基盤のことをいい、本人確認書類を偽造して携帯電話やクレジットカード等の契約をするなどその行為自体が犯罪となるもののほか、それ自体は合法であっても、特殊詐欺等の犯罪に悪用されている各種制度やサービス等がある。

警察では、犯罪インフラに関連する情報を広範に収集・分析し、関係事業者等との連携を強化することによって、犯罪インフラの解体等を図るとともに、関係事業者が提供するサービス等に関する捜査に必要な情報の適時・円滑な確保を可能にすることにより、迅速かつ的確な捜査に資する捜査環境（捜査インフラ）を構築するための取組を推進している。

警察庁においては、関係省庁及び事業者と連携し、技術の発展等に伴う新たな制度やサービス等が犯罪に悪用されることを防止・解消するための取組を推進している。

②　特殊詐欺等に悪用される電話への対策

ア　携帯電話への対策

特殊詐欺等を実行する犯行グループには、自己への捜査を免れるために不正に取得した携帯電話を悪用する実態が認められる。

特に近年では、MVNO（注）に対して偽造した本人確認書類を提示したり、本人確認書類に記載された者になりすまして契約したりするなどの方法により、不正に取得された架空・他人名義の携帯電話が特殊詐欺等に悪用される事例が目立っている。

また、携帯電話不正利用防止法で定められた貸与時の本人確認を適切に行わないレンタル携帯電話事業者が存在するなど、レンタル携帯電話の実際の利用者を特定することが困難となっている。

このような状況に鑑み、警察では、不正に取得された携帯電話について、携帯電話不正利用防止法に基づく役務提供拒否がなされるよう携帯電話事業者に情報提供を行うとともに、悪質なレンタル携帯電話事業者を検挙するなど、犯罪に悪用される携帯電話への対策を推進している。


注：18頁参照（特集2）



[bookmark: x2z00680]　図表2-68　携帯電話事業者における携帯電話不正利用防止法に基づく役務提供拒否の仕組み
[image: 図表2-68　携帯電話事業者における携帯電話不正利用防止法に基づく役務提供拒否の仕組み]


MEMO　SMS機能付きデータ通信契約時の本人確認実施のための取組

携帯電話不正利用防止法により、携帯電話契約時の本人確認が事業者に義務付けられているところ、これは、携帯音声通信役務を提供する場合に限定されており、SMS機能付きデータ通信契約については、携帯音声通信機能を有さないため、本人確認が義務付けられないこととなっている。

近年、MVNOが本人確認を実施せずに契約したSMS機能付きデータ通信専用SIMカードがサイバー犯罪や特殊詐欺に悪用された事例が確認されていることなどを踏まえ、警察庁では、令和3年1月、総務省と連携して、（一社）テレコムサービス協会MVNO委員会に対し、SMS機能付きデータ通信契約時の確実な本人確認の実施を要請した。同要請を受け、同委員会加盟事業者は、自主的な取組として、SMS機能付きデータ通信契約時の本人確認を実施することを申し合わせた。



イ　固定電話番号への対策

特殊詐欺の犯行では、電話転送の仕組み（注）を悪用して、犯行グループの携帯電話等から相手方に固定電話番号を表示させて架電したり、官公署を装った電話番号への架電を求める文面のはがき等を送り付けたりする手法が多用されている。

このような状況に鑑み、警察では、犯行に利用された固定電話番号を、警察の要請に基づき、固定電話番号を提供する電気通信事業者が利用停止するほか、複数回利用停止要請の対象となった固定電話番号の契約者に対しては、電気通信事業者が連携して新たな電話番号の提供を一定期間行わないなどの対策を、令和元年9月から推進している。

これにより、令和3年3月までに、警察の利用停止要請に基づき、5,340件の利用停止が実施されているなど、犯罪に悪用される固定電話番号への対策を推進している。


注：電話転送サービス事業者が電気通信事業者から提供を受けた固定電話番号を顧客に貸し出し、その電話番号に係る通話を顧客やその通話相手の電話番号等に自動的に転送する仕組み



[bookmark: x2z00690]　図表2-69　特殊詐欺に利用された固定電話番号の利用停止等の仕組み
[image: 図表2-69　特殊詐欺に利用された固定電話番号の利用停止等の仕組み]






2　科学技術の活用

客観証拠による的確な立証を図り、犯罪の悪質化・巧妙化等に対応するため、警察では、犯罪捜査において、DNA型鑑定、プロファイリング等の科学技術の活用を推進している。

また、DNA型鑑定等のうち、特に高度な専門的知識・技術が必要となるものについては、都道府県警察からの依頼により、警察庁の科学警察研究所において実施している。

（1）DNA型鑑定

DNA型鑑定とは、ヒト身体組織の細胞内に存在するDNA（デオキシリボ核酸）（注）の塩基配列を分析することによって、個人を高い精度で識別する鑑定法である。


注：細胞核に存在する23対46本の染色体を構成する物質の一つで、長いらせんのはしご状（二重らせん）の構造をしている。



①　警察におけるDNA型鑑定

警察で行っているDNA型鑑定は、主に、STR型検査法と呼ばれるもので、STRと呼ばれる特徴的な塩基配列の繰り返し回数に個人差があることを利用し、個人を識別する検査法である（注）。


注：塩基の繰り返し配列について、その反復回数を調べて、その繰り返し回数を「型」として表記して個人識別を行う。



②　DNA型鑑定の犯罪捜査への活用

DNA型鑑定の実施件数の推移は、図表2-71のとおりであり、殺人事件等の凶悪事件のほか、窃盗事件等の身近な犯罪の捜査にも活用されている。

また、警察では、被疑者から採取した資料から作成した被疑者DNA型記録及び犯人が犯罪現場等に遺留したと認められる資料から作成した遺留DNA型記録をデータベースに登録し、未解決事件の捜査をはじめとする様々な事件の捜査において犯人の割り出しや余罪の確認等に活用している。

[bookmark: x2z00700]　図表2-70　警察におけるDNA型鑑定の概要
[image: 図表2-70　警察におけるDNA型鑑定の概要]

[bookmark: x2z00710]　図表2-71　DNA型鑑定実施件数の推移（平成28年～令和2年）
[image: 図表2-71　DNA型鑑定実施件数の推移（平成28年～令和2年）]

[bookmark: x2z00720]　図表2-72　DNA型データベースの運用状況（平成28年～令和2年）
[image: 図表2-72　DNA型データベースの運用状況（平成28年～令和2年）]

③　身元確認のためのDNA型鑑定の活用

警察では、平成26年6月に閣議決定された「死因究明等推進計画」を踏まえ、平成27年4月から、身元不明死体の身元確認及び特異行方不明者（注）の速やかな発見に活用するため、身元不明死体に関する資料から作成した変死者等DNA型記録及び死体DNA型記録並びに特異行方不明者本人、その実子、実父又は実母に関する資料から作成した特異行方不明者等DNA型記録をデータベースに登録している。


注：犯罪や事故等に巻き込まれ、生命又は身体に危険が生じているおそれ等のある行方不明者



[bookmark: x2z00730]　図表2-73　身元確認のためのDNA型データベースの活用
[image: 図表2-73　身元確認のためのDNA型データベースの活用]

（2）デジタル・フォレンジック（注）

電子機器等に保存されている情報を証拠化するためには、電子機器等から電磁的記録を抽出した上で、文字や画像等の人が認識できる形に変換するという電磁的記録の解析が必要であることから、警察では、デジタル・フォレンジックを活用している。

近年、新たな電子機器や情報通信サービスが次々と登場し、電磁的記録の解析が困難化する中、最新の技術を有する民間企業や研究機関との技術協力を推進し、技術情報を継続的に収集するとともに、国内外の関係機関・団体等との連携を強化し、電磁的記録の解析に係るノウハウや技術の蓄積に努めている。


注：犯罪の立証のための電磁的記録の解析技術及びその手続



[bookmark: x2z00740]　図表2-74　デジタル・フォレンジックの概要
[image: 図表2-74　デジタル・フォレンジックの概要]

（3）指掌紋自動識別システム

指掌紋は、「万人不同」及び「終生不変」の特性を有し、個人を識別するための資料として極めて有用であることから、明治44年（1911年）に警視庁において指紋制度が導入されて以来、現在に至るまで、犯罪の捜査に欠かせないものになっている。

警察では、被疑者から採取した指掌紋と犯人が犯罪現場等に遺留したと認められる指掌紋をデータベースに登録して自動照合を行う指掌紋自動識別システムを運用し、犯人の割り出し、余罪の確認等に活用している。

[bookmark: x2p00220]　[image: 被疑者の指掌紋の採取状況　（被疑者は模擬）]
被疑者の指掌紋の採取状況
（被疑者は模擬）


MEMO　捜査支援スペクトルイメージング装置

捜査支援スペクトルイメージング装置とは、警察庁、兵庫県警察、岐阜県警察、早稲田大学理工学術院等が、平成23年度から研究を行い開発した装置であり、警察では、令和元年から同装置を導入し、運用を開始している。

同装置は、高出力レーザや特殊フィルタと組み合わせることにより、これまで技術的に検出することができなかった物体からも指掌紋を検出することができるほか、重なり合って残されている指掌紋をそれぞれに分離して採取できる性能も有しており、犯行の裏付けのための客観証拠の収集等において今後の活用が期待される。

[bookmark: x2z00750]　図表2-75　捜査支援スペクトルイメージング装置による壁面からの重複指紋検出状況
[image: 図表2-75　捜査支援スペクトルイメージング装置による壁面からの重複指紋検出状況]



（4）情報分析支援システム（CIS-CATS（注））

警察では、様々な犯罪関連情報を迅速に系統化し、総合的な分析を可能とするシステムとして、情報分析支援システム（CIS-CATS）を運用している。同システムにおいては、犯罪発生状況のほか、犯罪手口、犯罪統計等の犯罪関連情報を地図上に表示し、その他の様々な情報とも組み合わせることで、犯罪の発生場所、時間帯、被疑者の特徴等を総合的に分析することが可能であり、同システムを活用した的確な捜査指揮や効率的な捜査の支援を行うことで、事件解決に役立てている。


注：Criminal Investigation Support-Crime Analysis Tool&Systemの略



[bookmark: x2z00760]　図表2-76　情報分析支援システム
[image: 図表2-76　情報分析支援システム]

（5）自動車ナンバー自動読取システム

自動車盗をはじめとする多くの犯罪では、犯行や逃走に自動車が悪用されていることから、被疑者の早期検挙を果たすためには、車両ナンバーに基づいて当該車両を発見・捕捉することが効果的である。このため、警察庁では、通過する自動車のナンバーを自動的に読み取り、手配車両のナンバーと照合する自動車ナンバー自動読取システムの整備に努めている。

（6）プロファイリング

プロファイリングとは、犯行現場の状況、犯行の手段、被害者等に関する情報や資料を、統計データや心理学的手法等を用い、また情報分析支援システム等を活用して分析・評価することにより、犯行の連続性の推定、犯人の年齢層、生活様式、職業、前歴、居住地等の推定や次回の犯行の予測を行うものである（注）。

プロファイリングは、連続して発生している性犯罪、窃盗、放火、通り魔事件等、犯行状況に関する情報量の多い事件や犯人の行動の特徴がつかみやすい事件において、特に効果が期待される。

警察では、より高度で効率的な捜査を推進するため、捜査員とプロファイリング担当者が情報を共有・連携し、聞き込み捜査等の従来の捜査の結果と科学的見地に基づくプロファイリングによる推定結果の双方から、犯人像の推定等を行っている。また、プロファイリングには、行動科学や統計分析に関する専門的知識が求められることから、警察庁では、全国警察の捜査員及び科学捜査研究所で勤務する職員に対し、科学警察研究所による研修を実施するなどして、プロファイリング担当者の育成を図る一方、全国警察における分析結果の集約、検証等を通じて分析技術の高度化について研究を進めている。


注：我が国では、平成6年に科学警察研究所においてプロファイリングに関する研究が開始され、平成12年には北海道警察が都道府県警察として初めて特異犯罪分析班を設置した。警察庁においては、平成18年に情報分析支援室が設置され、プロファイリングを担当することとなり、平成26年には、体制を充実させ、捜査支援分析管理官が設置された。それ以降、都道府県警察においても体制の整備を進めている。



[bookmark: x2z00770]　図表2-77　プロファイリング
[image: 図表2-77　プロファイリング]






3　新たな刑事司法制度に対応した警察捜査

令和元年6月1日に刑事訴訟法等の一部を改正する法律が全面施行された。これにより、取調べの録音・録画制度や合理化・効率化された通信傍受が導入された。警察では、これらの新たな制度へ対応するための取組等を推進している。

（1）取調べの録音・録画に係る取組

①　取調べの録音・録画制度の運用

令和元年6月1日から開始された取調べの録音・録画制度は、逮捕又は勾留されている被疑者を裁判員裁判対象事件等について取り調べる場合に、原則として、その全過程を録音・録画することを義務付けるものである。警察では、これまでの試行により蓄積された経験をいかし、同制度の下での適正かつ効果的な取調べを推進している。

また、逮捕又は勾留されている被疑者が精神に障害を有する場合（注）の取調べにおいても、必要に応じて、録音・録画を実施している。


注：被疑者が知的障害、発達障害、精神障害等、広く精神に障害を有する場合



②　取調べの録音・録画の実施状況

裁判員裁判対象事件等についての取調べの録音・録画の実施状況（注）は、図表2-78、精神に障害を有する被疑者に係る取調べの録音・録画の実施状況は、図表2-79のとおりである。


注：平成21年4月から、全ての都道府県警察において、裁判員裁判対象事件等についての取調べの録音・録画の試行を開始し、その後は、対象を拡大しつつ、令和元年5月末まで同試行を実施してきた。



[bookmark: x2z00780]　図表2-78　裁判員裁判対象事件等に係る取調べの録音・録画の実施件数の推移（平成21年度～令和2年度）
[image: 図表2-78　裁判員裁判対象事件等に係る取調べの録音・録画の実施件数の推移（平成21年度～令和2年度）]

[bookmark: x2z00790]　図表2-79　精神に障害を有する被疑者に係る取調べの録音・録画の実施件数の推移（平成24年度～令和2年度）
[image: 図表2-79　精神に障害を有する被疑者に係る取調べの録音・録画の実施件数の推移（平成24年度～令和2年度）]

（2）通信傍受の合理化・効率化

刑事訴訟法等の一部を改正する法律により、通信傍受法も改正され、平成28年12月から、特殊詐欺や組織窃盗、暴力団等の犯罪組織による殺傷事件等の一般国民に重大な脅威を与えている組織犯罪についても通信傍受が活用できることとなっている（注）。

また、従来は、通信傍受を行う際、通信事業者職員等による立会いが義務付けられていたことに加え、通信事業者の施設において傍受を行うこととされていたため、多数の捜査員を相当期間派遣する必要があるなど、通信事業者、捜査機関双方に大きな負担が生じていたところ、令和元年6月1日からは、通信内容の暗号化等の技術的措置を講じることで通信傍受の適正性を担保しつつ、通信事業者による立会い・封印を不要とし、また、警察の施設での通信傍受を可能とする手続を新たに導入するなど、手続の合理化・効率化が図られている。

通信傍受は、他の捜査手法のみでは困難な組織的犯罪の全容解明や真に摘発すべき犯罪組織中枢の検挙に有用な捜査手法となり得ることから、警察では、引き続き通信傍受法の定める厳格な要件・手続に従いつつ、通信傍受の有効かつ適正な実施に努めていくこととしている。


注：新たに対象犯罪に追加されたのは、殺人、傷害、逮捕・監禁、略取誘拐、人身売買、窃盗、強盗、詐欺、恐喝、爆発物の使用、児童ポルノ等の不特定多数者への提供等。また、追加された犯罪で通信傍受を実施するためには、従来の実施要件に加え、一定の組織性（当該犯罪があらかじめ定められた役割の分担に従って行動する人の結合体により行われたと疑うに足りる状況があること）を有することを要する。



[bookmark: x2z00800]　図表2-80　通信傍受法改正後における通信傍受の概要
[image: 図表2-80　通信傍受法改正後における通信傍受の概要]

（3）その他

上記のほか、刑事訴訟法等の一部を改正する法律により、証拠の一覧表の交付手続の導入等を内容とする証拠開示制度の拡充、証拠収集等への協力及び訴追に関する合意制度、被疑者国選弁護制度の対象事件の拡大等を内容とする弁護人による援助の充実、ビデオリンク方式による証人尋問の拡充等を内容とする犯罪被害者等及び証人を保護するための措置等の新たな制度が導入されている。






第3節　地域住民の安全安心確保のための取組

1　交番・駐在所の活動

交番・駐在所では、パトロールや巡回連絡等の様々な活動を通じて、地域住民の意見・要望等に応えるべく、管轄する地域の実態を把握し、その実態に即した活動を行っている。また、昼夜を分かたず常に警戒体制を保ち、様々な警察事象に即応する活動を行うことにより、地域住民の安全と安心のよりどころとなり、国民の身近な不安を解消する機能を果たしている。

令和3年（2021年）4月1日現在、全国に交番は6,253か所、駐在所は6,185か所設置されている。

（1）パトロール、立番等

①　パトロール、立番等による警戒

地域警察官は、事件・事故の発生を未然に防ぐとともに、犯罪を取り締まるため、犯罪の多発する時間帯・地域に重点を置いたパトロールを行っている。パトロールに当たっては、不審者に対する職務質問、危険箇所の把握、犯罪多発地域の家庭や事業者に対する防犯指導、パトロールカード（注）による情報提供等を行っている。

また、交番の施設の外に立って警戒に当たる立番や、駅、繁華街等の人が多く集まる場所や犯罪が多発している場所において、一定の時間警戒する駐留警戒等を行っている。


注：パトロール中に気付いた防犯上の注意事項を伝えたり、空き巣等の被害者にパトロールを行っていることを知らせて安心してもらったりすることなどを目的として、地域警察官が管内の地域住民に配布するもので、交番名やパトロールを行った日時等が記載されている。



[bookmark: x2p00230]　[image: 立番]
立番


CASE

鹿児島県警察では、地域住民の安心感の醸成等のため、移動交番車を活用し、県内各地において交通安全指導や防犯指導を行うなど、地域の実情に応じた活動を行っている。

[bookmark: x2p00240]　[image: 移動交番車を活用した地域住民への防犯指導]
移動交番車を活用した
地域住民への防犯指導



②　職務執行力の強化

警察では、地域警察官の職務執行力を強化するため、職務質問、書類作成等の能力の向上を目的とした研修・訓練を実施するとともに、卓越した職務質問の技能を有する者を選抜して、警察庁指定広域技能指導官又は都道府県警察の職務質問技能指導官等として指定し、実践的な指導等を通じて地域警察官全体の職務質問技能の向上に努めている。

令和2年中の地域警察官による刑法犯検挙人員は12万7,526人と、警察による刑法犯の総検挙人員の69.8％を占めている。


MEMO　交番等の安全確保に向けた取組

交番等勤務員に対する襲撃事件の発生等を受け、警察では装備資機材の高機能化、複数勤務体制の推進、実践的な訓練の実施に加え、防犯カメラの設置等、交番等のセキュリティを強化するなど、交番等の安全確保に向けた取組を推進している。

[bookmark: x2p00250]　[image: 遮蔽板を備えたカウンターの設置]
遮蔽板を備えたカウンターの設置



③　交番相談員の活用

令和3年4月1日現在、全国で約6,300人の交番相談員が配置されている。交番相談員は、警察官の身分を有しない非常勤の職員であり、地域住民の意見・要望等の聴取、拾得物・遺失届の受理、被害届の代書及び預かり、事件・事故発生時の警察官への連絡、地理案内等の業務に従事しており、その多くは、警察業務に関する知識や経験を有する退職警察官である。

[bookmark: x2p00260]　[image: 交番相談員]
交番相談員

（2）地域住民と連携した活動

①　巡回連絡

地域警察官は、担当する地域の家庭、事業所等を訪問し、犯罪や事故の防止等、地域住民の安全で平穏な生活を確保するために必要な事項の指導・連絡や、地域住民からの意見・要望等の聴取を行う巡回連絡を行っている。また、この際、インターホンを活用して非対面で地域住民との面接を実施したり、チラシを活用して短時間で防犯指導を行ったりするなど、新型コロナウイルス感染症の感染拡大を踏まえ、感染リスクを下げるための工夫をしている。

[bookmark: x2p00270]　[image: 巡回連絡]
巡回連絡

②　交番・駐在所連絡協議会

令和3年4月1日現在、全国の交番・駐在所に約1万2,000の交番・駐在所連絡協議会が設置されている。そこでは、地域警察官が、地域住民と地域の治安に関する問題について協議したり、地域住民の警察に対する意見・要望等を把握したりすることにより、地域社会と協力して事件・事故の防止等を図っている。


CASE

長野県警察では、高齢者宅に巡回連絡を行う際、防犯についての指導事項等を記載したチラシを活用することで、高齢者に対してきめ細かな防犯指導を行い、高齢者の特殊詐欺や交通事故等の被害を防止するための取組を実施している。

[bookmark: x2p00280]　[image: 戸別訪問活動]
戸別訪問活動



（3）交番等における外国人への対応

①　機器等の整備及び活用

警察では、日本語を解さない外国人が各種届出等のために交番等を訪れた場合に、意思の伝達や手続が円滑に行えるよう、翻訳機能を備えた機器や外国語を併記した遺失届等の各種届出関係書類等の整備及び活用を図っている。

②　電話通訳の活用

警察では、外国人への対応のため通訳が必要となった場合、携帯型端末を利用するなどして電話通訳を行い、外国人との迅速・的確な意思の疎通を図っている。また、地域警察官に対し、電話通訳を行う手順や通訳を介した事情聴取の要領等に関する訓練を行っている。

③　外国語対応モデル交番の運用

警察では、外国人の来訪が多い観光地、繁華街・歓楽街、国際空港、大規模ターミナル駅等において、外国語で会話することが可能な職員を配置した外国語対応モデル交番を運用している。

外国語対応モデル交番では、外国語対応が可能であることを明示するなどして、日本語を解さない外国人からの各種届出、地理案内等に主に英語で対応している。

[bookmark: x2p00290]　[image: 外国語対応モデル交番]
外国語対応モデル交番

（4）遺失物の取扱い

警察では、拾得物を速やかに遺失者に返還するため、拾得物・遺失届の受理業務を行っている。令和2年中に届出のあった拾得物は、特例施設占有者保管分（注）を含め2,271万点に上っている。

なお、警察に提出された拾得物のうち、通貨については約123億円が、物品については約954万点が遺失者に返還されている。


注：一定の公共交通機関又は都道府県公安委員会が指定した施設占有者（特例施設占有者）は、拾得物に関する事項を警察に届け出たときは、その物件を自ら保管することができる。



[bookmark: x2z00810]　図表2-81　拾得物・遺失届の取扱い状況の推移（平成28年（2016年）～令和2年）
[image: 図表2-81　拾得物・遺失届の取扱い状況の推移（平成28年（2016年）～令和2年）]

[bookmark: x2z00820]　図表2-82　遺失物の取扱いの流れ
[image: 図表2-82　遺失物の取扱いの流れ]






2　事件・事故への即応

交番、駐在所等の警察官は、事件、事故等が発生した際、直ちに現場に向かい、初動措置をとっている。警察では、警察官が迅速に現場に駆け付けられるよう、110番通報の受理や警察署等への指令を行うシステムを整備するとともに、パトカー等の活用による機動力の強化に努めている。

（1）110番通報

令和2年中の110番通報受理件数（注1）は、約840万件であり、約3.8秒に1回、国民約15人に1人から通報を受理したことになる。また、携帯電話等の移動電話からの110番通報が74.4％を占め、過去最高を記録した。

警察では、110番通報の適切な利用の促進のため、事件・事故等の緊急の対応を必要とする場合にはためらわずに110番通報を利用する一方、緊急の対応を必要としない相談等の通報については「#（シャープ）9110」番（注2）や各種相談電話を利用するよう呼び掛けている。


注1：無応答、いたずら、かけ間違い等は計上していない。

注2：123頁参照



[bookmark: x2z00830]　図表2-83　110番通報受理件数の推移（平成23年～令和2年）
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（2）通信指令

①　通信指令システム

110番通報に迅速かつ的確に対応するため、都道府県警察には通信指令室が設けられている。110番通報を受理した通信指令室では、直ちに通報内容を警察署等に伝え、地域警察官を現場に急行させるとともに、必要に応じて緊急配備（注1）の発令等を行っている。令和2年中の緊急配備の発令件数は、前年と比べ1,277件（21.4％）減少し、4,683件となった。

また、令和2年中に通信指令室で直接受理した110番通報に対するリスポンス・タイム（注2）の平均は、7分57秒であった。

警察では、増加する携帯電話等からの110番通報に的確に対応するため、携帯電話等で110番通報した際に、音声通話と同時に発信者の位置情報が通知されるシステム（位置情報通知システム）を全都道府県警察において運用するなど通信指令システムの高度化を図っている。


注1：重要事件等が発生した際に、迅速に被疑者を検挙するため、警戒員を配置して行う検問、張り込み等

注2：通信指令室が110番通報を受理し、パトカーに指令してから警察官が現場に到着するまでの所要時間



②　PIII（注）等を活用した初動警察活動

警察では、スマートフォンやタブレット端末といったデータ端末で構成されるPIII等を整備し、各都道府県警察において運用している。

同端末の活用により、通信指令室で受理した110番通報の内容、各種事案の現場で撮影した画像・映像、GPSで測位された警察官の位置等の情報を、警察本部、警察署及び現場の警察官が組織的に共有し、的確な初動警察活動に当たっている。


注：10頁参照（特集1）



[bookmark: x2z00840]　図表2-84　PIIIを活用した通信指令の流れ 
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③　外国語による110番通報への対応

警察では、外国語に通じた警察官を通信指令室に配置するほか、通訳センター等の警察職員を含めた三者通話を行うなどして、日本語を解さない外国人からの110番通報に対応している。

④　聴覚障害者等からの110番通報への対応

警察では、聴覚障害者等、音声による110番通報が困難な方が、スマートフォン等を利用して、文字や画像で警察に通報できるシステムを整備し、各都道府県警察において運用している。

（3）初動警察活動の強化

①　通信指令を担う人材の育成強化

警察では、110番通報の受理、指令及び無線報告の技能を競う全国通信指令・無線通話技能競技会の開催、通信指令の知識・技能に関する検定制度の運用、卓越した通信指令の技能を有する者として選抜された警察庁指定広域技能指導官や都道府県警察の技能指導官等による実践的な指導等を通じ、組織的な人材育成に努めている。

②　実践的な訓練の実施

警察では、事案対応能力の更なる強化を図るため、無差別殺傷事件その他の重大事案の発生を想定した実践的な訓練を継続的に実施している。

（4）鉄道警察隊の活動

鉄道警察隊は、鉄道事業者等と連携し、警乗（注）、駅等の鉄道施設及びその周辺のパトロールや警戒警備を実施している。また、痴漢の被害者から相談を受理した場合は、被害者に同行して身辺の警戒を行うなどしている。

また、警察では、平成30年6月に発生した新幹線車内での殺傷事件を踏まえ、鉄道事業者との連携強化、効果的な警乗の実施、新幹線車内での事案対処能力の強化等の取組を実施している。


注：列車内における公安の維持を図るため、警察官が列車に乗務して、列車内における犯罪の予防、被疑者の検挙、事故の防止等に当たること



[bookmark: x2p00300]　[image: 駅構内の警戒]
駅構内の警戒

（5）パトカーの活用

警察では、全国の警察本部や警察署に配備したパトカーを活用して、管内のパトロールを行うとともに、事件・事故等の発生時における初動措置をとっている。

[bookmark: x2p00310]　[image: パトカー]
パトカー


CASE

令和2年4月、パトカーで警ら中に不審車両を発見し、運転手の男（33）に対する職務質問を行って、同男の同意を得た上で同車両内の検索を実施したところ、同車両内に置かれていた袋から覚醒剤49.8グラムや注射器等を発見したことから、同男を覚醒剤取締法違反（所持）で逮捕した（福岡）。



（6）警察用航空機（ヘリコプター）及び警察用船舶の活用

警察では、ヘリコプターテレビシステムやホイスト救助装置（注）等の各種資器材が装備された警察用航空機（ヘリコプター）及び水難者救助用の各種資器材が装備された警察用船舶を全国に配備しており、通信指令室やパトカーと連携し、その機動力をいかしたパトロール、被疑者の追跡、災害や重大事件発生時における情報収集、被災者の救助等を行っている。


注：航空機の機外に装着した電動装置を用いて、ワイヤーで人や物を昇降させるための装置



[bookmark: x2p00320]　[image: 警察用航空機（ヘリコプター）]
警察用航空機（ヘリコプター）

[bookmark: x2p00330]　[image: 警察用船舶]
警察用船舶


CASE

令和2年6月、琵琶湖において、プレジャーボートが悪天候のため転覆した事故が発生したことから、警察用航空機及び警察用船舶が出動し、民間船舶等と協力して、プレジャーボートの全乗員13人を無事救助した（滋賀）。



（7）山岳遭難及び水難に対する警察活動

令和2年中の山岳遭難の発生件数は2,294件、遭難者数は2,697人（うち死者・行方不明者は278人）であり、水難の発生件数は1,353件、水難者数は1,547人（うち死者・行方不明者は722人）であった。

警察では、パトロール、広報啓発活動等により遭難の防止を図るとともに、遭難救助訓練や研修会により救助技術の向上を図っているほか、遭難が発生した際には、関係機関・団体等と連携の上、警察用航空機を活用するなどして、遭難者の捜索救助に当たっている。

[bookmark: x2p00340]　[image: 山岳における訓練状況]
山岳における訓練状況

[bookmark: x2z00850]　図表2-85　山岳遭難及び水難の発生件数の推移（平成28年～令和2年）
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3　相談業務の充実強化

（1）相談取扱いの現状

相談取扱件数の推移については、図表2-86のとおりである。令和2年中の相談取扱件数は217万9,567件と、前年より2万4,684件（1.1％）減少した。

[bookmark: x2z00860]　図表2-86　相談取扱件数の推移（平成23年～令和2年）
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（2）相談受理体制

警察では、国民から寄せられた相談に対し、迅速・確実に組織的な対応を行うことができるよう、都道府県警察本部及び各警察署の総・警務部門にそれぞれ相談の総合窓口を設置している。

総合窓口には、警察職員のほか、経験豊富な元警察職員等の警察安全相談員を配置し、体制の確保に努めている。

また、都道府県警察本部の総合窓口に全国統一番号の警察相談専用電話（「＃（シャープ）9110」番（注））を設置し、電話をかければ発信地を管轄する警察本部等の総合窓口に接続されるようにしているほか、都道府県警察のウェブサイト上でも相談を受け付けている。


注：携帯電話からも利用できる。なお、ダイヤル回線及び一部のIP電話では利用できないので、相談専用の一般加入電話番号を警察庁ウェブサイト等で広報している。



（3）相談内容に応じた適切な対応の推進

①　相談への組織的な対応

寄せられた相談に対しては、犯罪等の被害の発生の有無にかかわらず、相談内容に応じて、関係する部署が連携して対応し、指導、助言、他の専門機関の教示、相手方への警告、検挙等、相談者の不安等を解消するために必要な措置を講じている。

相談者等の生命又は身体に危害が及ぶおそれのあるものなど緊急の対応を要する相談事案を認知した場合には、直ちに幹部へ報告して対応するなど、迅速かつ組織的な対応を強化している。

②　相談に対応する職員への研修の実施

治安に関する多種多様な相談に適切に対応できる職員を育成するため、都道府県警察では、相談に対応する職員に対し、各部門の業務担当者による事案ごとの相談受理・対応要領の講義や様々な専門的知識を有する部外講師による講義等、実務に直結する研修を実施している。

③　関係機関・団体等との連携の推進

警察以外の機関・団体等で取り扱うことが望ましい相談や警察以外の機関・団体等との緊密な連携が必要な相談への適切な対応を図るため、関係機関・団体等との連絡会議を開催して意見交換を行うなど、関係機関・団体等との連携強化に努めている。

（4）認知症に係る行方不明者への対策

令和2年中の認知症に係る行方不明者届の受理件数は1万7,565件であり、統計をとり始めた平成24年以降、増加を続けている。

警察では、認知症に係る行方不明者の早期発見のため、地域における認知症高齢者等の見守りネットワークの活用や、関係機関・団体等と緊密に連携した行方不明者発見活動を推進している。

[bookmark: x2z00870]　図表2-87　認知症に係る行方不明者届受理件数の推移（平成28年～令和2年）
[image: 図表2-87　認知症に係る行方不明者届受理件数の推移（平成28年～令和2年）]






第4節　良好な治安確保のための基盤構築に向けた取組

1　犯罪防止に向けた取組

（1）地域社会との協働

良好な治安は、社会・経済の発展の礎であるが、その確保は、独り警察のみによって達せられるものではない。警察は、地域社会や関係機関・団体等との連携の下、社会全体で良好な治安が保たれるよう取り組んでいる。

①　社会の犯罪予防機能の高度化

ア　安全で安心なまちづくり

政府では、安全で安心なまちづくりのための地域の自主的な取組を支援し、官民連携した取組を全国に展開する「安全・安心なまちづくり全国展開プラン」（平成17年（2005年）6月犯罪対策閣僚会議・都市再生本部合同会議決定）や、「「世界一安全な日本」創造戦略」（平成25年12月閣議決定）等に基づき、関係機関・団体等と連携して、全国で安全で安心なまちづくりを推進している。

イ　安全で安心なまちづくりを推進する気運を高めるための取組

犯罪対策閣僚会議において定められた「安全安心なまちづくりの日」（毎年10月11日）の前後の期間を中心に、安全で安心なまちづくりの気運を高めるための様々な取組が行われており、政府では、その取組の一環として、安全で安心なまちづくりに関し、顕著な功績等があった個人又は団体を内閣総理大臣が表彰する「安全安心なまちづくり関係功労者表彰」を毎年実施している。

また、警察庁では、優れた活動を行う防犯ボランティア団体が取組内容を発表する「防犯ボランティアフォーラム」を開催し、自主防犯活動の活性化に取り組んでいる。

[bookmark: x2p00350]　[image: 安全安心なまちづくり関係功労者表彰]
安全安心なまちづくり関係功労者表彰

ウ　繁華街・歓楽街の安全安心の確保に向けた総合対策の推進

警察では、健全で魅力あふれるまちづくりを推進するための施策を講じている。具体的には、繁華街・歓楽街の安全安心の確保に向け、商店街、商工会議所、商工会、地域住民、地方公共団体等と問題意識を共有し、地方公共団体が行うまちづくり事業に計画段階から積極的に関与するほか、客引きやスカウト行為、非行少年や不良行為者のい集、違法広告物の設置、ゴミや自転車の放置、違法駐車、落書き等の迷惑行為の取締り等を通じて街並みの改善を図っている。

また、繁華街・歓楽街において犯罪組織が暗躍することのないよう、雑居ビル、広告宣伝媒体等から犯罪組織を排除する取組を推進するとともに、違法風俗営業等の風俗関係事犯や不法就労、人身取引事犯、少年の健全育成を阻害する事犯、組織的な資金獲得犯罪等の取締りを推進している。

②　防犯ネットワークの整備と活用促進

警察では、地方公共団体、地域住民、事業者等の各主体を包括する防犯ネットワークを整備し、これを有効活用した積極的な情報交換や、地域住民による防犯パトロール等の防犯ボランティア活動、事業者による防犯に関するCSR（注）活動に対する支援等を行うことで、地域社会が一体となった犯罪対策の推進を図っている。


注：Corporate Social Responsibilityの略。企業の社会的責任と訳される。法令遵守、環境保護、地域貢献等、純粋に財務的な活動以外の分野において、企業が持続的な発展を目的として行う自主的取組



ア　防犯ボランティア団体の活動

令和2年（2020年）末現在、警察が把握している防犯ボランティア団体は全国で4万6,002団体（注）であり、その構成員数は247万7,546人となっている。

多くの団体で防犯パトロールや通学路等における子供の見守り活動を行っているほか、最近の犯罪情勢を踏まえ、特殊詐欺の被害防止のため、警察と連携したATM利用者への注意喚起や高齢者の居宅の訪問を通じた防犯指導等を実施している団体もみられる。


注：平均月1回以上の活動実績（単に意見交換や情報交換のみを行う会議を除く。）があり、かつ、構成員が5人以上の団体



イ　自主防犯活動に対する支援

警察では、防犯ボランティア団体に対し、犯罪情報の提供や合同パトロールの実施等の活動支援を行っているほか、自主防犯パトロールに使用する自動車に青色回転灯を装備することができる仕組みづくりを行い、令和2年末現在、全国で9,813団体、4万4,242台の青色回転灯装備車が活動している。

また、警察庁ウェブサイト上に「自主防犯ボランティア活動支援サイト」（注）を開設し、防犯ボランティア団体相互のネットワークづくりを推進している。


注：https://www.npa.go.jp/safetylife/seianki55/
[image: QRコード　警察庁ウェブサイト]



[bookmark: x2p00360]　[image: 青色回転灯装備車]
青色回転灯装備車


CASE

京都府警察では、公益社団法人京都府防犯協会連合会との共催により、防犯推進委員、少年補導委員、自治会代表者、民生委員、学生防犯ボランティア、自治体職員等を対象に、自主防犯活動に対する活動支援や地域と世代を超えた防犯ボランティア間の相互交流・連携等を目的とした「京都防犯ボランティアフォーラム」を令和2年2月に開催した。

[bookmark: x2p00370]　[image: 京都防犯ボランティアフォーラム]
京都防犯ボランティアフォーラム



ウ　犯罪情報や地域安全情報の提供

警察では、自主防犯活動の更なる活性化を図るため、地域住民に向けて、警察の保有する犯罪発生情報や防犯情報等を様々な手段・媒体を用いて適時適切に提供している。

（2）犯罪防止に配慮した環境設計

①　公共施設や住宅の安全基準の策定等

警察庁では、犯罪防止に配慮した環境設計による安全で安心なまちづくりを推進するため、住宅の防犯性能の向上や防犯に配慮した公共施設等の整備等に関する安全基準を策定し、その普及に努めている。

②　共同住宅や駐車場の防犯性能の認定・登録制度

警察では、関係団体と協力して、防犯に配慮した構造や設備を有するマンション、駐車場等を防犯優良マンション、防犯モデル駐車場等として登録又は認定する制度の普及を図っており、令和3年3月末現在、防犯優良マンション制度は25都道府県（注1）で、防犯モデル駐車場制度は13都府県（注2）で整備されている。


注1：北海道、宮城、埼玉、東京、千葉、神奈川、山梨、長野、静岡、福井、岐阜、愛知、三重、滋賀、京都、大阪、兵庫、奈良、鳥取、広島、山口、愛媛、熊本、大分及び沖縄。令和3年3月末現在、2,918件の登録又は認定がされている。

注2：東京、千葉、神奈川、福井、滋賀、京都、大阪、兵庫、鳥取、広島、愛媛、大分及び沖縄。令和3年3月末現在、284件の登録又は認定がされている。



③　街頭防犯カメラの設置

街頭防犯カメラは、被害の未然防止や犯罪発生時の的確な対応に有効である。警察では、令和3年3月末現在、31都道府県で2,150台の街頭防犯カメラを設置しているほか、民間事業者等による設置・運用について支援を行っている。

④　都市再構築の機会等を捉えた犯罪の起きにくいまちづくり

警察では、地方公共団体が主催する各種会議等に参画し、関係部門との意見調整等を継続的に行って、地方公共団体の安全で安心な都市整備に向けた主体的行動を促すとともに、復興、防災等の観点から行われる都市再構築の機会を捉えた犯罪の起きにくいまちづくりを推進している。

⑤　防犯設備関連業界との連携

警察では、最新の犯罪情勢や手口等を事業者に提供するなどして社会のニーズに応じた優良な防犯設備の開発を支援している。また、防犯設備に関する知識・技能を有する専門家として公益社団法人日本防犯設備協会が認定している防犯設備士等（注）と協働し、防犯設備の効果的な設置及び適正な管理に向けた取組を推進している。


注：防犯設備士（令和3年4月1日現在3万391人）、総合防犯設備士（同424人）




CASE

大阪府警察は、犯罪の起きにくいまちづくり推進の一環として、鉄道の新駅設置や駅前広場等の整備の機会を捉え、地方公共団体や鉄道事業者に対して、事業の計画や設計の段階から防犯環境の整備に関する働き掛けを行っている。その結果、設計の段階から防犯カメラ等の設置が設計図に盛り込まれ、駅前広場等や自由通路への防犯カメラ等の設置がなされるなど、防犯環境の整備が進められている。

[bookmark: x2p00380]　[image: 駅前広場への防犯カメラ等の設置状況]
駅前広場への防犯カメラ等の設置状況








2　警備業、古物営業及び質屋営業の状況

（1）警備業の状況

令和2年末現在、全国の警備業者数は1万113業者、警備員数は58万8,364人となっている。

警備業は、施設警備業務、雑踏警備業務、交通誘導警備業務、現金輸送警備業務、ボディガード等の様々の形態を有しており、特に各種センサー、非常通報装置等の警備業務用機械装置を使用して、住宅、事務所、店舗、駐車場等における盗難等の事故の発生を警戒し、防止する機械警備業務が広く普及するなど、国民に幅広く生活安全サービスを提供している。また、空港や原子力発電所等の重要施設での警備業務も行っているほか、2020年東京大会において警備業者が実施することとなる施設警備業務等への期待が高まるなど、警備業に対する社会的な需要は増大している。

警察では、警備業が果たすこうした役割に鑑み、警備業法に基づき、警備業務の質の向上を図るとともに、警備業者に対する指導監督を行うなどして、警備業務の実施の適正を図っている。

[bookmark: x2z00880]　図表2-88　警備業者及び警備員数の推移（平成23年～令和2年）
[image: 図表2-88　警備業者及び警備員数の推移（平成23年～令和2年）]

（2）古物営業及び質屋営業の状況

古物商や質屋においては、その営業の中で古物や質物として盗品等を扱うおそれがあることから、古物営業法及び質屋営業法では、これらの営業に係る業務について事業者に対する必要な規制等を定め、窃盗その他の犯罪の防止を図っている。令和2年中、古物商及び質屋から都道府県警察に対する不正品の疑いがある旨の申告件数は208件であり、これらの業界団体は、各種防犯活動への参加や啓発活動を行っている。警察では、古物営業法又は質屋営業法に基づく品触れ（注）や指導監督等により、盗品等の流通防止と被害の迅速な回復に努めている。


注：警察本部長等が盗品等の発見のために必要があると認めたときに、古物商等に対して被害品の特徴等を通知し、その有無の確認及び届出を求めるもの



[bookmark: x2z00890]　図表2-89　古物営業及び質屋営業許可件数の推移（平成23年～令和2年）
[image: 図表2-89　古物営業及び質屋営業許可件数の推移（平成23年～令和2年）]






3　少年非行防止に向けた取組

（1）少年非行の現状

①　少年非行情勢

令和2年中の刑法犯少年の検挙人員は1万7,466人と、前年より2,448人（12.3％）減少し、17年連続の減少となった。しかし、同年齢層の人口1,000人当たりの検挙人員は2.6人で成人（1.6人）と比べ、引き続き高い水準にある。

触法少年（刑法）及び不良行為少年の補導人員は、いずれも減少傾向にある。

[bookmark: x2z00900]　図表2-90　刑法犯少年の検挙人員・人口比の推移（平成3年～令和2年）
[image: 図表2-90　刑法犯少年の検挙人員・人口比の推移（平成3年～令和2年）]

[bookmark: x2z00910]　図表2-91　触法少年（刑法）及び不良行為少年の補導人員の推移（平成23年～令和2年）
[image: 図表2-91　触法少年（刑法）及び不良行為少年の補導人員の推移（平成23年～令和2年）]

②　令和2年中の少年非行の主な特徴

ア　刑法犯少年

令和2年中に検挙した少年の包括罪種別検挙人員は、総数の約5割を占める窃盗犯が減少傾向にあり、全体の数値を引き下げている。

[bookmark: x2z00920]　図表2-92　刑法犯少年の包括罪種別検挙人員の推移（平成23年～令和2年）
[image: 図表2-92　刑法犯少年の包括罪種別検挙人員の推移（平成23年～令和2年）]

イ　再犯者（注）

刑法犯少年の再犯者数・再犯者率の推移は、図表2-93のとおりであり、再犯者数は17年連続の減少となった、刑法犯少年全体に占める再犯者の割合は34.7％と、前年比で増加した。


注：非行を犯した者であって、当該非行の以前に、非行を犯し、処分を受けたことのあるものをいう。処分の未決・既決は問わず、触法少年時に受けた処分や警察限りの扱いも含む。



[bookmark: x2z00930]　図表2-93　刑法犯少年の再犯者数・再犯者率の推移（平成23年～令和2年）
[image: 図表2-93　刑法犯少年の再犯者数・再犯者率の推移（平成23年～令和2年）]

ウ　中学生及び高校生の検挙・補導人員（刑法）

中学生及び高校生の検挙・補導人員の推移は、図表2-94のとおりであり、いずれも減少した。また、前年に引き続き、高校生の検挙・補導人員が中学生を上回った。

[bookmark: x2z00940]　図表2-94　中学生・高校生の検挙・補導人員（刑法）の推移（平成23年～令和2年）
[image: 図表2-94　中学生・高校生の検挙・補導人員（刑法）の推移（平成23年～令和2年）]


CASE

令和元年9月、男子高校生（17）らは、SNS上に違法薬物の取引を連想させる書き込みを行い、これに応じた者を誘い出し、鉄パイプ等で顔面を殴るなどの暴行を加えて現金を奪った。令和2年6月、同男子高校生ら少年5人を強盗致傷罪で逮捕した（大阪）。



（2）非行少年を生まない社会づくり

警察では、都道府県警察に少年サポートセンターを設置し、少年補導職員を中心に非行防止に向けた取組を行っている。また、少年の規範意識の向上及び社会との絆の強化を図るため、非行少年を生まない社会づくりに取り組んでいる。

①　少年相談活動

少年や保護者等の悩みや困りごとについて、専門的な知識を有する職員等が面接や電話、電子メール等で相談に応じ、指導・助言を行っている。

②　街頭補導活動

少年のい集する繁華街や公園等において、少年警察ボランティア等と共同で、喫煙や深夜はいかい等をしている少年に指導・注意を行う街頭補導活動を実施している。

③　継続補導・少年に手を差し伸べる立ち直り支援活動

少年相談や街頭補導活動を通じて関わった少年に対し、本人や保護者等の申出に応じて指導・助言等を行う継続補導を実施している。また、問題を抱え非行に走る可能性がある少年及び保護者に対して警察から積極的に連絡し、継続的に声を掛けるほか、体験活動等への参加促進、修学・就労の支援等を行い、再び非行に走りかねない少年の立ち直りを支援する活動を推進している。

④　広報啓発活動

学校で非行防止教室、薬物乱用防止教室等を実施するなどして、地域の非行情勢や非行要因等について情報発信し、少年警察活動等についての理解を促している。

[bookmark: x2p00390]　[image: 非行防止教室]
非行防止教室

（3）学校その他関係機関との連携確保

①　学校と警察との連携

教育委員会等と警察の間で締結した協定等に基づき、非行少年等問題を有する児童・生徒に関する情報を学校と警察が相互に通知する学校・警察連絡制度が、全ての都道府県で運用されている。また、警察署の管轄区域、市町村の区域等を単位に、令和3年4月現在、全ての都道府県で約2,300の学校警察連絡協議会が設けられている。

②　スクールサポーター

退職した警察官等をスクールサポーターとして警察署等に配置し、学校からの要請に応じて派遣するなどして、いじめ等の学校における少年の問題行動等への対応、巡回活動、相談活動、児童の安全確保に関する助言等を行っている。令和3年4月現在、44都道府県で約860人が配置されている。

③　少年サポートチーム

個々の少年の問題状況に応じた的確な対応を行うため、学校、警察、児童相談所等の担当者から構成される少年サポートチームを編成し、それぞれの専門分野に応じた役割分担の下、少年等への指導・助言を行っている。

（4）少年警察ボランティアとの連携

警察では、令和3年4月現在、少年警察ボランティアとして、全国で少年補導員（注1）約4万8,000人、少年警察協助員（注2）約220人及び少年指導委員（注3）約6,300人を委嘱しており、協力して少年の健全育成のための活動を推進している。また、同年3月現在、大学生ボランティア約5,700人が全国で活動しており、少年と年齢が近く、その心情や行動を理解しやすいなどの特性をいかし、学習支援活動や少年の居場所づくり活動等にも取り組んでいる。


注1：街頭補導活動をはじめとする幅広い非行防止活動に従事している。

注2：非行集団に所属する少年を集団から離脱させ、非行を防止するための指導・相談に従事している。

注3：風営適正化法に基づき、都道府県公安委員会から委嘱を受け、少年を有害な風俗環境の影響から守るための少年補導活動や風俗営業者等への助言活動に従事している。



[bookmark: x2p00400]　[image: 大学生ボランティアによる活動（左：街頭補導活動、右：学習支援活動）]
大学生ボランティアによる活動（左：街頭補導活動、右：学習支援活動）

（5）少年事件対策

警察では、集団的不良交友関係（注）に関する情報を収集・分析し、少年事件対策に活用するとともに、都道府県警察本部に少年事件指導官を置き、個々の少年の特性に応じた取調べや客観的証拠の収集等による非行事実の厳格な特定等に努めるよう、捜査員等に対して指導・教育を行うことにより、少年事件の厳正かつ的確な捜査・調査に努めている。


注：非行集団等及びその構成員又はこれに準じる2人以上の交友関係








第5節　犯罪被害者支援

1　警察による犯罪被害者支援

（1）基本施策

犯罪被害者及びその遺族又は家族（以下「犯罪被害者等」という。）は、犯罪によって直接、身体的、精神的又は経済的な被害を受けるだけでなく、様々な二次的被害を受ける場合がある。そこで、警察では図表2-95のとおり、様々な側面から犯罪被害者支援の充実を図っている。また、各都道府県警察において、あらかじめ指定された警察職員が事件発生直後に犯罪被害者支援を行う指定被害者支援要員制度（注）が導入されている。


注：135頁参照



[bookmark: x2z00950]　図表2-95　犯罪被害者支援に関する主な施策
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（2）犯罪被害給付制度・国外犯罪被害弔慰金等支給制度

警察では、犯罪被害者等の経済的・精神的負担の軽減に資するため、犯罪被害給付制度及び国外犯罪被害弔慰金等支給制度を運用している。

[bookmark: x2z00960]　図表2-96　犯罪被害給付制度
[image: 図表2-96　犯罪被害給付制度]

犯罪被害給付制度は、通り魔殺人等の故意の犯罪行為により不慮の死亡、重傷病又は障害という重大な被害を受けたにもかかわらず、公的救済や損害賠償を得られない犯罪被害者等に対し、犯罪被害者支援法に基づき、国が一定の給付金を支給するものである。この制度は、昭和56年（1981年）1月に開始され、犯罪被害等の早期の軽減に重要な役割を果たしている。

国外犯罪被害弔慰金等支給制度は、日本国外において行われた人の生命又は身体を害する故意の犯罪行為により死亡した日本国籍を有する者（日本国外の永住者を除く。以下同じ。）の第一順位遺族（日本国籍を有せず、かつ、日本国内に住所を有しない者を除く。）に国外犯罪被害弔慰金として被害者一人当たり200万円を、当該犯罪行為により障害等級第1級相当の障害が残った日本国籍を有する者に国外犯罪被害障害見舞金として一人当たり100万円を、それぞれ支給するものであり、平成28年（2016年）11月から開始された。

（3）犯罪被害者等の特性に応じた施策

犯罪類型等によって犯罪被害者等には異なる特性があることから、警察では、性犯罪被害者、交通事故被害者（注1）、配偶者からの暴力事案の被害者（注2）、ストーカー事案の被害者（注3）、被害少年（注4）、暴力団犯罪被害者等について、その特性に応じた施策を推進している。


注1：186頁参照（第4章）

注2：77頁参照

注3：77頁参照

注4：89頁参照



[bookmark: x2z00970]　図表2-97　性犯罪被害者の特性に応じた施策
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（4）関係機関・団体との連携

犯罪被害者等が支援を必要とする事柄は、生活、医療、公判等多岐にわたるため、全ての都道府県で、警察のほか、検察庁、弁護士会、医師会、臨床心理士会、地方公共団体の担当部局や相談機関等の関係機関・団体から構成される「被害者支援連絡協議会」が設立され、犯罪被害者支援のための相互の連携を図っている。

また、個々の事案において、犯罪被害者等の具体的なニーズを把握した総合的支援を行うために、警察署等を単位とした連絡協議会「被害者支援地域ネットワーク」が構築されている。

さらに、よりきめ細かな犯罪被害者支援を行うため、全ての都道府県において、犯罪被害者支援法に基づき、都道府県公安委員会が犯罪被害等の早期の軽減に資する事業を適正かつ確実に実施できる団体を犯罪被害者等早期援助団体として指定している。同団体では、犯罪被害者等の支援に関する広報啓発活動、犯罪被害等に関する相談への対応、犯罪被害者等給付金の裁定の申請の補助及び物品の供与又は貸与、役務の提供その他の方法による犯罪被害者等の援助を行っており、都道府県警察では、同団体に対し、犯罪被害者等の同意を得て、犯罪被害の概要に関する情報を提供することで、犯罪被害者等が同団体による支援を受けやすくなるよう努めている。


MEMO　大学生による犯罪被害者支援ボランティアの活動

平成29年11月、岡山県警察の協力の下、岡山県内の15大学等（令和3年（2021年）3月31日現在）の学生が集まり、犯罪被害者支援大学生ボランティア連絡会「あした彩（いろ）」が発足した。「あした彩」では、大学生が意見を出し合い、犯罪被害者遺族講演会の開催や犯罪被害に遭った児童の学習支援等、様々なボランティア活動を行っている。

「あした彩」の活動を知った他県の大学生が、犯罪被害者支援の取組を開始するなど、大学生による犯罪被害者支援の輪が全国に広がりを見せている。

[bookmark: x2p00410]　[image: あした彩による活動発表]
あした彩による活動発表








2　第4次犯罪被害者等基本計画の推進

犯罪被害者等基本法において、政府は、犯罪被害者等のための施策の総合的かつ計画的な推進を図るため、犯罪被害者等のための施策に関する基本的な計画を定めなければならないこととされている。

これに基づき、平成17年以降、3次にわたり「犯罪被害者等基本計画」が策定されている。令和3年3月には、令和3年度から7年度までの5年間を計画期間とする第4次犯罪被害者等基本計画案が犯罪被害者等施策推進会議において作成されるとともに、閣議決定された。同計画では、関係府省庁が実施すべき施策として、地方公共団体における犯罪被害者等支援、性犯罪・性暴力や児童虐待等の被害が潜在化しやすい犯罪被害者等への支援、加害者処遇における犯罪被害者等への配慮の充実、様々な犯罪被害者等に配慮した多様な支援等、279の施策が盛り込まれている。

犯罪被害者等基本計画の作成及び推進に関する事務を担う警察庁では、関係府省庁、地方公共団体の担当部局等の関係機関・団体に対し、犯罪被害者等のための施策の更なる充実を働き掛けつつ、その進捗状況を定期的に確認するとともに、年次報告（犯罪被害者白書）等を通じて公表するなど、同計画の確実な推進を図っている。
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令和2年版犯罪被害者白書
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犯罪被害者等施策推進会議の状況

[bookmark: x2z00980]　図表2-98　第4次犯罪被害者等基本計画の概要
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警察活動の最前線


通り魔事件における犯罪被害者支援の例




警察では、犯罪被害者が直面する様々な状況に応じた支援の充実を図っている。その支援について警察署及び警察本部における対応の一例を紹介する（被害者は模擬）。

①　事件の認知

「駅から歩いて帰宅する途中、突然背後から知らない人に刃物で刺された」との110番通報を受理した。警察官を現場に派遣するとともに、負傷部位・程度を聴取し、救急要請を行った。


事件発生直後から必要な支援を行うため、臨場した警察官からの報告を基に早期に被害者の状況を把握するよう努めています。



[bookmark: x2p00440]　[image: 通信指令センター]
通信指令センター

②　病院への付添い

重傷を負った被害者が搬送された病院に指定被害者支援要員が向かうとともに、本人に代わって家族への連絡を行った。突然の出来事に混乱する家族に対し、その心情に配意しつつ、被害の状況を説明した。


病院等への付添いの際は、被害者やその家族のプライバシーの確保に気を付けています。

また、被害者やその家族に被害等の状況を確認する際は、その行為自体が二次的被害を生じさせてしまうおそれもあることから、専門的研修で学んだ被害者やその家族の心理状況を意識しながら、対応を行っています。



[bookmark: x2p00460]　[image: 事情聴取への付添い]
事情聴取への付添い


指定被害者支援要員制度

「指定被害者支援要員制度」とは、専門的な犯罪被害者支援が必要とされる事案が発生したときに、あらかじめ指定された警察職員（指定被害者支援要員）が事件発生直後から各種被害者支援活動を推進する制度であり、各都道府県警察で導入されている。指定被害者支援要員は、付添い支援や刑事手続等の説明のほか、被害者からの心配事の相談受理等、被害者に寄り添った活動を行っている。令和元年末現在、全国で3万6,363人が指定されている。



③　被害者の手引の交付

病院に駆けつけた家族に対し、被害者の手引を交付し、今後の刑事手続や各種被害者支援制度の説明を行った。


被害者や家族にとって、犯罪被害者支援の内容や、刑事手続に関することは、余りなじみのないものであるので、丁寧な説明をするよう心掛けています。



[bookmark: x2p00450]　[image: 被害者の手引]
被害者の手引

④　被害者連絡の実施

被疑者が逮捕されたことを伝えるため、いまだ入院中の被害者に対し、事件を担当する捜査員から連絡を行った。あわせて、最近の生活状況を聴取すると、被害者が強い精神的ショックを受けていることが判明した。


捜査の状況等に関する情報は、被害者にとって、非常に関心の高いものであるため、丁寧な伝え方を心掛けています。



[bookmark: x2p00470]　[image: 被害者連絡]
被害者連絡

⑤　精神的負担の軽減

被害者は1週間の入院を経て退院したものの、強い精神的ショックにより日常生活に支障が生じていたため、カウンセリングに関する専門知識を有する警察職員によるカウンセリングを実施した。


被害者は、体験したことのない強いストレスに晒されることから、身体的にも精神的にも不調が伴います。劇的な回復は難しくとも、少しずつ前を向けるようなお手伝いを心掛けています。



[bookmark: x2p00490]　[image: カウンセリング]
カウンセリング

⑥　経済的負担の軽減

退院した被害者に対し、入院や通院費用の自己負担軽減のため犯罪被害者等給付金（重傷病給付金）の申請について教示した。


警察では、被害者の経済的負担を軽減するため、各種公費負担制度を運用しています。制度を知らないことによる自己負担が生じないよう、被害者やその家族に対して制度教示を行うことは重要であり、様々な場を通じて、関係職員に対する教育訓練を徹底しています。



[bookmark: x2p00480]　[image: 関係職員への教育訓練]
関係職員への教育訓練

⑦　関係機関・団体との連携

被害者が公判への参加を要望したため、被害者の同意を得て、犯罪被害者等早期援助団体（注）に対し、犯罪被害の概要に関する情報の提供を行い、被害者への付添いを依頼した。


注：133頁参照




被害者のニーズは、生活上の支援をはじめ、医療、公判に関することなど極めて多岐にわたります。よりきめ細かな支援を行うため、犯罪被害者等早期援助団体や地方公共団体の職員と連携を図りながら、犯罪被害者のニーズに対応した支援活動の推進に努めています。



[bookmark: x2p00500]　[image: 早期援助団体における相談対応]
早期援助団体における相談対応








警察活動の最前線


平穏な日常のために　～警察官として私ができること～




警視庁生活安全部生活安全総務課ストーカー対策室ストーカー対策第一係

小林　輝一（こばやし　てるかず）
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ストーカー・DV事案は、「人身安全関連事案」と位置付けられ、全国警察が一丸となり、犯人の早期検挙や警告、適切な保護対策を講じるなど、被害者らの安全と安心を最優先に考えた職務を遂行しています。

ストーカー事案等については、加害者の被害者に対する支配意識が強く、事態急変の可能性が予測困難な点において、被害者の安全を確保するための「初動対応」と呼ばれる初期対応が非常に重要です。重大事案への発展を未然に防止できるかは、「初動対応」の良し悪しにかかっていると言っても過言ではありません。私は事案対応に当たる上で、「被害者の命の安全」を最優先に考え、迅速な事案の見極め、被疑者の検挙、被害者の避難措置を執るよう心掛けています。

また、ストーカー事案等については、誰もが被害者、加害者になり得る犯罪である上、犯罪意識、被害意識がない場合も多く、見えない犯人の姿に怯え、理不尽な現実と不安に泣き崩れる被害者を、私は何人も目の当たりにしてきました。

「困っている人を助けたい。」

その思いで警察官を志した私ですが、被害者等の不安を解消するこの職務こそ、警察官としての原点であり、国民の安全・安心の実現と警察官としての責務を果たすべく、被害者に寄り添いながら全身全霊を傾け、職務に励む決意です。

[bookmark: x2p00510]　[image: 警視庁生活安全部生活安全総務課ストーカー対策室ストーカー対策第一係　小林　輝一]




被害者の心情に寄り添った性犯罪捜査とは




前　大分県大分南警察署刑事課強行犯係（現　大分県警察本部刑事部機動捜査隊機動捜査班）

荒巻　雅美（あらまき　まさみ）

[bookmark: x2m00020]　[image: ピンキーくん]




「娘がずっと部屋に閉じこもって、ご飯も食べないんです。」

私が性犯罪被害者の母親から電話を受けたのは、聴取を終えた彼女と笑顔で別れた数日後のことでした。

彼女や母親には被害後は精神的ショックで心や体に変調を来すおそれがあることを説明し、彼女の精神面に注意を払いながらの事情聴取でした。

そんな彼女は、当初から涙を堪えて被害状況を説明してくれ、その気丈な振る舞いは、犯人逮捕のために私を含めた捜査員全員を奮い立たせてくれました。

それが一段落したとき、彼女は心のSOSを発したのです。私は、少しでも彼女の辛さを和らげたいとの思いから、時折連絡をして、彼女の好きな歌手、趣味等の話を続けていたところ、彼女の電話口の声も徐々に明るくなっていきました。そして、母親から食事が取れ、家族との会話も増えてきたと連絡が入った時は、本当に安心しました。

こうした経験を踏まえ、私は、性犯罪被害者と接する際は、少しでも精神的な負担を軽減するため、趣味等の会話や悩み相談を聞くなど、被害者と心を通わせるよう努めるとともに、被害者の表情や声のトーン等から心身の変調を確認するよう心掛けています。

性犯罪被害者の心情に寄り添った捜査とは何か？

被害者は一人ひとり性格や被害の状況も違うので一つの答えはありませんが、「被害者のために何ができるか」を常に考え、これからも被害者に寄り添った対応を心掛けていこうと思います。

[bookmark: x2p00520]　[image: 前　大分県大分南警察署刑事課強行犯係（現　大分県警察本部刑事部機動捜査隊機動捜査班）　荒巻　雅美]








第3章　組織犯罪対策

第1節　暴力団対策

1　暴力団情勢

（1）暴力団構成員及び準構成員等（注1）の推移

暴力団構成員及び準構成員等の過去10年間の推移は、図表3-1のとおりであり、その総数は平成17年（2005年）以降減少し、令和2年（2020年）末には、暴力団対策法が施行された平成4年以降最少となった。この背景としては、近年の暴力団排除活動の進展や暴力団犯罪の取締りに伴う資金獲得活動の困難化等により、暴力団からの構成員の離脱が進んだことなどが考えられる。

また、六代目山口組からの分裂組織を含む主要団体等（注2）の暴力団構成員及び準構成員等の総数に占める割合は、令和2年末も7割を超えており、寡占状態は継続している。


注1：暴力団構成員以外の暴力団と関係を有する者であって、暴力団の威力を背景に暴力的不法行為等を行うおそれがあるもの、又は暴力団若しくは暴力団構成員に対し資金、武器等の供給を行うなど暴力団の維持若しくは運営に協力し、若しくは関与するもの

注2：平成26年までは、六代目山口組、稲川会及び住吉会を「主要3団体」と、平成27年以降は、神戸山口組を含む4団体を「主要団体」と、平成30年以降は、絆會（きずなかい）（任侠（にんきょう）山口組から改称）を含む5団体を「主要団体等」という。



[bookmark: x3z00010]　図表3-1　暴力団構成員及び準構成員等の推移（平成23年～令和2年）
[image: 図表3-1　暴力団構成員及び準構成員等の推移（平成23年～令和2年）]

（2）暴力団の解散・壊滅

令和2年中に解散・壊滅した暴力団の数は134組織であり、これらに所属していた暴力団構成員の数は426人である。このうち主要団体等の傘下組織の数は99組織（73.9％）であり、これらに所属していた暴力団構成員の数は344人（80.8％）である。

（3）暴力団の指定

令和3年6月1日現在、暴力団対策法の規定に基づき24団体が指定暴力団として指定されている。令和2年中は6団体が、令和3年中は6月までに4団体がそれぞれ指定を受けた（注）。


注：令和2年中は浪川会、三代目俠道会、太州会、九代目酒梅組、極東会及び二代目東組が、令和3年中は2月に松葉会及び四代目福博会が、3月に絆會が、4月に関東関根組がそれぞれ指定を受けた。



[bookmark: x3z00020]　図表3-2　指定暴力団一覧表
[image: 図表3-2　指定暴力団一覧表]






2　暴力団犯罪の取締り

（1）検挙状況

暴力団構成員及び準構成員その他の周辺者（以下「暴力団構成員等」という。）の検挙人員は、図表3-3のとおりであり、近年減少傾向にある。暴力団構成員等の総検挙人員のうち、覚醒剤取締法違反、恐喝、賭博及びノミ行為等（注）（以下「伝統的資金獲得犯罪」という。）の検挙人員が占める割合は3割程度で推移しており、特に覚醒剤取締法違反の割合が大きく、依然として覚醒剤が暴力団の有力な資金源となっているといえる。他方、平成2年以降の検挙人員の罪種別割合をみると、図表3-4のとおりであり、恐喝、賭博及びノミ行為等の割合が減少しているのに対し、詐欺の検挙人員が占める割合が増加傾向にあるなど、暴力団が資金獲得活動を変化させている状況もうかがわれる。


注：公営競技をめぐって施行者以外の第三者が行う勝馬投票等類似行為等の競馬法、自転車競技法、小型自動車競走法及びモーターボート競走法違反



[bookmark: x3z00030]　図表3-3　暴力団構成員等の検挙人員（伝統的資金獲得犯罪）の推移（平成22年～令和2年）
[image: 図表3-3　暴力団構成員等の検挙人員（伝統的資金獲得犯罪）の推移（平成22年～令和2年）]

[bookmark: x3z00040]　図表3-4　暴力団構成員等の検挙人員の罪種別割合の推移（平成2年、12年、22年及び令和2年）
[image: 図表3-4　暴力団構成員等の検挙人員の罪種別割合の推移（平成2年、12年、22年及び令和2年）]

（2）対立抗争事件等の発生

暴力団は、組織の継承等をめぐって銃器を用いた対立抗争事件を引き起こしたり、自らの意に沿わない事業者を対象とする、報復・見せしめ目的の襲撃等事件を敢行したりするなど、自己の目的を遂げるためには手段を選ばない凶悪性がみられる。

近年の対立抗争事件、暴力団等によるとみられる事業者襲撃等事件等の発生状況は、図表3-5のとおりである。これらの事件の中には、銃器が使用されたものもあり、市民生活に対する大きな脅威となるものであることから、警察においては、重点的な取締りを推進している。

[bookmark: x3z00050]　図表3-5　対立抗争事件の発生件数等の推移（平成28年～令和2年）（注1）
[image: 図表3-5　対立抗争事件の発生件数等の推移（平成28年～令和2年）]


CASE

六代目山口組傘下組織の構成員の男（33）は、令和2年8月、殺意をもって、神戸山口組傘下組織の幹部に対して拳銃を発射し、負傷させた。同年10月、同男を殺人未遂罪等で逮捕した（山口）。



（3）資金獲得犯罪

暴力団は、覚醒剤の密売、繁華街における飲食店等からのみかじめ料の徴収、企業や行政機関を対象とした恐喝・強要のほか、強盗、窃盗、特殊詐欺、各種公的給付制度を悪用した詐欺等、時代の変化に応じて様々な資金獲得犯罪を行っている。

また、暴力団は、実質的にその経営に関与している暴力団関係企業を利用し、又は共生者（注）と結託するなどして、その実態を隠蔽しながら、一般の経済取引を装った貸金業法違反、労働者派遣法違反等の資金獲得犯罪を行っている。

警察では、巧妙化・不透明化する暴力団の資金獲得活動に関する情報を収集・分析するとともに、社会経済情勢の変化に応じた暴力団の資金獲得活動の動向にも留意しつつ、暴力団や共生者等に対する取締りを推進している。


注：暴力団に利益を供与することにより、暴力団の威力、情報力、資金力等を利用し自らの利益拡大を図る者




CASE

六代目山口組傘下組織の構成員の男（38）は、令和2年5月、国の持続化給付金制度を利用して同給付金の名目で現金をだまし取ろうと考え、同給付金申請用ページに接続し、自らが暴力団員であることを隠した上、管理する会社の売上げが減少したように装って同給付金の給付を申請し、現金200万円をだまし取った。同年11月、同男を詐欺罪で逮捕した（愛知）。








3　暴力団対策法の運用

指定暴力団員がその所属する暴力団の威力を示して暴力的要求行為（注）を行った場合等において、都道府県公安委員会は、暴力団対策法に基づき、中止命令等を発出することができる。中止命令等の発出件数の推移は、図表3-6のとおりである。


注：指定暴力団の暴力団員が指定暴力団の威力を示して行う不当な金品等の要求行為



[bookmark: x3z00060]　図表3-6　暴力団対策法に基づく中止命令等の発出件数の推移（平成28年～令和2年）
[image: 図表3-6　暴力団対策法に基づく中止命令等の発出件数の推移（平成28年～令和2年）]


CASE

住吉会傘下組織の会長の男（74）は、令和2年5月、知人に対し、「給付金10万入るだろ、入ったら5万よこせ」などと告げて、自己が所属する暴力団の威力を示して、金品等の贈与をみだりに要求した。同年7月、北海道公安委員会は、同男に対し、暴力団対策法に基づき、暴力的要求行為を継続してはならない旨の中止命令を発出した（北海道）。




MEMO　六代目山口組と神戸山口組の対立抗争と暴力団対策法の活用

六代目山口組と神戸山口組の間では、平成31年4月以降、拳銃使用の殺人事件等が相次いで発生するなど、対立抗争が激化し、地域社会に大きな不安を与えた。こうした状況を受け、令和元年12月、岐阜県、愛知県、三重県、京都府、大阪府及び兵庫県の公安委員会が、暴力団対策法に基づき、名古屋市、京都市、大阪市、神戸市等10市を特に警戒を要する区域（以下「警戒区域」という。）として、両団体を「特定抗争指定暴力団等」に指定することを決定し、令和2年1月、その効力が発生した。その後も、両団体の間で拳銃使用の殺人未遂事件が発生したことなどから、同年7月、10月、12月及び令和3年1月に警戒区域を追加するなど、対立抗争等の情勢に応じた措置を講じることにより、対立抗争に伴う市民への危害の防止に努めている。令和3年5月末現在、10府県19市町を警戒区域と定めている。

[bookmark: x3p00010]　[image: 暴力団事務所に対する標章貼付の状況]
暴力団事務所に対する標章貼付の状況




CASE

六代目山口組傘下組織の幹部の男（52）は、令和2年5月、岡山市内の神戸山口組傘下組織事務所の駐車場において、殺意をもって、神戸山口組傘下組織の幹部に対して拳銃を発射し、負傷させた。同年6月、同男を殺人未遂罪等で逮捕した。

こうした状況を受け、同年7月、関係県の公安委員会が、岡山市等4市を警戒区域として、両団体を「特定抗争指定暴力団等」に指定した（岡山、鳥取、島根、愛媛）。








4　暴力団排除活動の推進

（1）国及び地方公共団体における暴力団排除活動

国及び地方公共団体は、犯罪対策閣僚会議の下に設置された暴力団取締り等総合対策ワーキングチーム（以下「ワーキングチーム」という。）における申合せ等に基づき、警察と連携して、受注業者の指名基準や契約書に暴力団排除条項（注）（下請契約、再委託契約等に係るものを含む。）を盛り込むほか、受注業者に対して、暴力団等に不当に介入された場合の警察への通報等を義務付けるなどの取組を推進している。また、民間工事等に関係する業界及び独立行政法人に対しても同様の取組が推進されるよう所要の指導・要請を行っている。


注：法令、規約及び契約書等に設けられている条項であって、許可を取得する者、事務の委託の相手方、契約等の取引の相手方等から暴力団員等の暴力団関係者又は暴力団関係企業を排除する旨を規定する条項



（2）各種事業・取引等からの暴力団排除

①　各種事業からの暴力団排除

近年、各種事業から暴力団関係企業等を排除するため、法令等において暴力団排除条項の整備が進んでおり、警察では、暴力団の資金源を遮断するため、関係機関・団体と連携して、貸金業、建設業等の各種事業からの暴力団排除を推進している。

②　各種取引からの暴力団排除

近年、暴力団の資金獲得活動が巧妙化・不透明化していることから、企業が、取引先が暴力団関係企業等であると気付かずに経済取引を行ってしまうことを防ぐため、「企業が反社会的勢力による被害を防止するための指針」（注）及びワーキングチームにおける申合せに基づき、警察では、関係機関・団体と連携を強化し、各種取引からの暴力団排除を推進している。


注：平成19年の犯罪対策閣僚会議幹事会における申合せ。企業が反社会的勢力による被害を防止するための基本的な理念や具体的な対応について取りまとめたもの



（3）地域住民等による暴力団排除活動

警察では、暴力追放運動推進センター（以下「暴追センター」という。）及び弁護士会と緊密に連携し、適格暴追センター制度（注）も活用しながら、事務所撤去訴訟等に対する支援を実施するなどして、地域住民等による暴力団排除活動を支援している。

また、暴力団対策法における指定暴力団の代表者等の損害賠償責任に関する規定も効果的に活用しながら、暴力団犯罪に係る損害賠償請求訴訟に対する支援を実施するなどして、暴力団の不当要求による被害の防止、暴力団からの被害の救済等に努めている。


注：国家公安委員会から適格暴追センターとして認定を受けた暴追センターが、指定暴力団等の事務所の付近住民等から委託を受けて、自己の名をもって事務所使用差止請求を行うことができる制度



[bookmark: x3p00020]　[image: 暴力追放県民大会の状況]
暴力追放県民大会の状況


CASE

令和2年10月、適格暴追センターの認定を受けた福岡県暴力追放運動推進センターが、浪川会本部事務所の付近住民から委託を受け、福岡地方裁判所に対し、同センターの名をもって同事務所の使用禁止等の仮処分命令の申立てを行ったところ、同年11月、同命令が決定された（福岡）。



（4）地方公共団体における暴力団排除に関する条例の運用

各都道府県は、地方公共団体、住民、事業者等が連携・協力して暴力団排除に取り組む旨を定め、暴力団排除に関する基本的な施策、青少年に対する暴力団からの悪影響排除のための措置、暴力団の利益になるような行為の禁止等を主な内容とする暴力団排除に関する条例の運用に努めている。

各都道府県では、条例に基づき、暴力団の威力を利用する目的で財産上の利益の供与をしてはならない旨の勧告等を実施している。令和2年中における実施件数は、勧告が54件、指導が6件、説明等の要求を拒んだことによる公表が1件、中止命令が10件、再発防止命令が2件、検挙が33件となっている。


CASE

稲川会傘下組織の総長の男（70）らは、神奈川県暴力団排除条例に定める暴力団事務所の開設及び運営の禁止区域において、平成31年3月頃、暴力団事務所を開設し、令和2年1月までの間、運営した。同年6月までに、同男ら14人を同条例違反（暴力団事務所の開設及び運営の禁止区域等）で検挙した（神奈川）。




CASE

共政会傘下組織の幹部の男（51）は、令和2年6月、広島県暴力団排除条例に定める暴力団排除特別強化地域において、無店舗型性風俗特殊営業を営む者から、その営業を認める対償として、現金11万円の供与を受けた。同年7月までに、同男ら2人を同条例違反（暴力団員の禁止行為、特定営業者の禁止行為）で逮捕した（広島）。




CASE

静岡県内に居住する男が、自身が管理する不動産が暴力団事務所として使用されることを知りながら、六代目山口組傘下組織との間で当該不動産の譲渡等に係る契約を締結し、静岡県暴力団排除条例の規定（不動産の譲渡等をしようとする者の責務）に違反した疑いが認められたことから、令和2年6月以降、静岡県公安委員会は、同条例の規定に基づき、同男に対し当該違反の事実を明らかにするための説明又は資料の提出を求めた。同男が正当な理由なくこれを拒んだことから、同年8月、静岡県公安委員会は、同条例の規定に基づき、同男の氏名等を公表した（静岡）。



（5）暴力団員の社会復帰対策の推進

暴力団を壊滅するためには、構成員を一人でも多く暴力団から離脱させ、その社会復帰を促すことが重要である。警察庁では、平成29年に閣議決定された「再犯防止推進計画」等に基づき、関係機関・団体と連携して、暴力団関係者に対する暴力団からの離脱に向けた働き掛けの充実を図るとともに、構成員の離脱・就労、社会復帰等に必要な社会環境及びフォローアップ体制の充実に関する効果的な施策を推進している。


MEMO　社会復帰アドバイザー

警察では、暴力団から離脱した者及び離脱する意志を有する者の円滑な就労を支援するため、暴力団からの円滑な離脱や離脱希望者の生活環境の調整改善等について知識や経験を有する元警察職員を社会復帰アドバイザーに任命しており、暴力団員の社会復帰対策の様々な場面で活躍している。

[bookmark: x3p00030]　[image: 社会復帰アドバイザーの活動状況]
社会復帰アドバイザーの活動状況




CASE

警察の支援による暴力団からの離脱者が、就労支援を希望したことから、社会復帰対策協議会（注）において受入れ企業を選定し、社会復帰アドバイザーによる採用面接の同行等の支援を行った。令和2年10月、同人は希望する企業に就労した。


注：警察、暴追センター、関係機関・団体等から構成される、暴力団を離脱した者の安定した雇用の場の確保のための連絡組織










5　準暴力団等の動向と警察の取組

（1）準暴力団等（注）の動向と特徴

暴走族の元構成員等を中心とする集団に属する者が、繁華街・歓楽街等において、集団的又は常習的に暴行、傷害等を敢行している例がみられるほか、特殊詐欺や組織窃盗等の違法な資金獲得活動を活発化させている。こうした集団の中には、暴力団のような明確な組織構造は有しないが、犯罪組織との密接な関係がうかがわれるものも存在しており、警察では、こうした集団を暴力団に準ずる集団として「準暴力団」と位置付けている。


注：準暴力団及びこれに準ずる集団




CASE

平成24年9月、東京都港区六本木のクラブ内において、暴走族の元構成員等を中心とする集団のメンバーの男（33）らが、店内にいた男性客を金属バット等で殴り死亡させる事件が発生した。警察では、この事件に関与したとして、主犯格の男について重要指名手配を行っている（警視庁）。

[bookmark: x3p00040]　[image: 手配写真]
手配写真




CASE

貸金業を営む男（59）をリーダーとする集団は、借用名目で金銭をだまし取る詐欺のほか、風俗営業店の無許可営業や覚醒剤密売等を敢行していた。令和元年5月までに、同男を含むメンバーら合計51人を、詐欺罪のほか、風営適正化法違反（無許可営業）や覚醒剤取締法違反（営利目的譲渡）等で逮捕した（山口）。



準暴力団等は、犯罪ごとにメンバーが離合集散を繰り返すなど、そのつながりが流動的である点で、明確な組織構造を特徴とする暴力団と異なる。準暴力団等には、暴走族の元構成員や地下格闘技団体の元選手等を中核とするものがみられるほか、暴力団構成員や元暴力団構成員がメンバーとなっている場合もある。

準暴力団等の中には、特殊詐欺や組織窃盗等の違法な資金獲得活動によって蓄えた資金を、更なる違法活動や自らの風俗営業等の事業資金に充てるなど、活発な資金獲得活動を行っていることがうかがわれる集団が数多くみられる。また、資金の一部を暴力団に上納するなど、暴力団と関係を持つ実態も認められるほか、暴力団構成員が準暴力団等と共謀して犯罪を行っている事例もあり、このような準暴力団等の中には、暴力団と準暴力団等との結節点の役割を果たす者が存在するとみられる。

[bookmark: x3z00070]　図表3-7　準暴力団等の特徴
[image: 図表3-7　準暴力団等の特徴]


MEMO　暴力団と関係を持つ準暴力団等の例

建設業を営む男A（22）をリーダーとする集団は、特殊詐欺事件を敢行しており、Aは複数の暴力団員とのつながりを持っていることが把握されていた。群馬・栃木・長野県警察は、令和元年10月までに、Aを含む同集団のメンバーら10人を詐欺罪等で逮捕したほか、Aとつながりを持つ暴力団員2人についても捜査を推進し、逮捕するに至った。

Aとつながりを持つ暴力団員のうち、任侠山口組（令和2年2月、絆會と改称）傘下組織の幹部の男B（41）については、Aから犯行指示を受けた「受け子」が使用するための拠点を、暴力団員であることを秘して不正に貸借していたことから、令和元年6月、詐欺罪で逮捕した。

また、別の暴力団員である稲川会傘下組織の構成員の男C（44）については、特殊詐欺事件で公判係属中のAが保釈逃亡した際に、逃走を手助けしていたことから、同年9月、犯人隠避罪で逮捕した。

[bookmark: x3p00050]　[image: 暴力団と関係を持つ準暴力団等の例]



（2）警察の取組

警察では、準暴力団等の動向を踏まえ、繁華街・歓楽街対策、特殊詐欺対策、組織窃盗対策、暴走族対策、少年非行対策等の関係部門間における連携を強化し、準暴力団等に係る事案を把握等した場合の情報共有を行い、部門の垣根を越えた実態解明の徹底に加え、あらゆる法令を駆使した取締りの強化に努めている。


MEMO　繁華街・歓楽街等における準暴力団等の取締り

準暴力団等の中には、繁華街・歓楽街等において、無許可の風俗営業店を営んだり、他の店舗の経営者らを襲撃したりするほか、強引な客引きや客に対する不当な高額請求、みかじめ料の徴収等を行っているものがある。警察では、こうした準暴力団等の情報の収集や集中取締りにより、準暴力団等の弱体化・壊滅を図っている。

[bookmark: x3p00060]　[image: 繁華街パトロールの実施状況]
繁華街パトロールの実施状況




CASE

風俗営業店の経営者の男（29）らを主要メンバーとする集団が、風俗営業店の利用客に対する恐喝や昏睡強盗等を行っているとの情報を入手したことから、部門の垣根を越えた歓楽街対策プロジェクトを立ち上げ、令和元年8月以降集中取締りを行った。同年12月に同男を風営適正化法違反（無許可営業）で検挙するなど、令和2年7月までに、同集団を含む準暴力団等のメンバー合計99人を検挙した（大阪）。




CASE

無職の男（21）をリーダーとする集団は、暴走族の元構成員等を中心に構成されており、不当に高額な料金を請求するガールズバーを営業するなどしていた。同集団は、警察の集中取締りにより解散届を提出したが、その後も主要メンバーが活動を継続していた。同男らは、令和2年5月、岡山県を拠点とする集団とともに、金属バット等を用いて風俗営業店の経営者らを襲撃した。同年10月までに、同男ら16人を凶器準備集合罪及び傷害罪で逮捕した（大阪）。




CASE

無職の男（37）をリーダーとする集団は、繁華街で営業を営む飲食店に対し、みかじめ料の名目で不当に金銭等を要求していた。同男らは、平成31年2月、飲食店の経営者に対して、「どこかの組と付き合いあるのか。ないのであれば俺らと付き合え」「俺の紹介するやつをこの店で働かせろ。キャッチをさせるから、そのキャッチが連れてきた客の売上げの50％を払え」などと、みかじめ料の徴収目的で脅迫した。令和元年6月、同男ら5人を恐喝罪等で逮捕した（警視庁、徳島）。








第2節　薬物銃器対策

1　薬物情勢

令和2年（2020年）中の薬物事犯の検挙人員は1万4,079人と、引き続き高い水準にあり、我が国の薬物情勢は依然として厳しい状況にある。薬物は、乱用者の精神や身体をむしばむばかりでなく、幻覚、妄想等により、乱用者が殺人、放火等の凶悪な事件や重大な交通事故等を引き起こすこともあるほか、薬物の密売が暴力団等の犯罪組織の資金源となることから、その乱用は社会の安全を脅かす重大な問題である。

[bookmark: x3z00080]　図表3-8　薬物事犯の検挙人員（令和2年）
[image: 図表3-8　薬物事犯の検挙人員（令和2年）]

（1）犯罪組織等の動向

①　暴力団による薬物事犯

令和2年中の暴力団構成員等による薬物事犯の検挙人員は4,387人と、前年より189人（4.1％）減少した。このうち、覚醒剤事犯の検挙人員は3,577人と、前年より161人（4.3％）減少したものの、覚醒剤事犯の総検挙人員の42.2％を占めていることから、依然として覚醒剤事犯に暴力団が深く関与していることがうかがわれる。また、暴力団構成員等による大麻事犯の検挙人員は751人と、総検挙人員の14.9％を占めており、前年より29人（3.7％）減少したものの、大麻栽培事犯の検挙人員は46人と前年より4人（9.5％）増加していることなどから、暴力団が大麻事犯への関与を強めていることがうかがわれる。

②　来日外国人による薬物事犯

令和2年中の来日外国人による薬物事犯の検挙人員は525人と、前年より224人（29.9％）減少した。このうち、覚醒剤の営利目的輸入事犯の検挙人員は50人であり、国籍・地域別でみると、ベトナム及び香港の比率が高く、合わせて全体の48.0％を占めている。また、令和2年中の来日外国人による覚醒剤の密売関連事犯（注）の検挙人員は18人と、前年より15人（45.5％）減少した。国籍・地域別でみると、ベトナム及びブラジルの比率が高く、合わせて全体の55.6％を占めている。


注：営利目的所持、営利目的譲渡し及び営利目的譲受け




CASE

イスラエル人の男（58）らは、令和2年9月、南アフリカ共和国から海上コンテナで工作機械に隠匿された覚醒剤を密輸入した。同年11月までに、同男らを覚醒剤取締法違反（営利目的輸入）等で検挙し、覚醒剤約237.4キログラムを押収した（神奈川、千葉）。

[bookmark: x3p00070]　[image: 押収された覚醒剤]
押収された覚醒剤



（2）薬物密輸入事犯の検挙状況

令和2年中の薬物密輸入事犯の検挙件数は218件と、前年より245件（52.9％）減少し、検挙人員は235人と、前年より263人（52.8％）減少した。

覚醒剤密輸入事犯の検挙状況の推移は、図表3-9のとおりである。令和2年中は、薬物密輸入事犯の検挙件数・検挙人員が前年に比べ大幅に減少したが、薬物事犯全体の検挙状況に大幅な変動はみられず、薬物に対する根強い需要が存在しているものと考えられる。

[bookmark: x3z00090]　図表3-9　覚醒剤密輸入事犯の検挙状況の推移（平成23年（2011年）～令和2年）
[image: 図表3-9　覚醒剤密輸入事犯の検挙状況の推移（平成23年（2011年）～令和2年）]

（3）薬物事犯別の検挙状況

①　覚醒剤事犯

令和2年中、覚醒剤事犯の検挙人員は前年より減少したが、全薬物事犯の検挙人員の60.2％を占めている。また、押収量は437.2キログラムと、前年より1,855.9キログラム減少した。覚醒剤事犯の特徴としては、検挙人員のうち約4割を暴力団構成員等が占めていることのほか、30歳代以上の検挙人員が多いことや、他の薬物事犯と比べて再犯者の占める割合が高いことが挙げられる。

②　大麻事犯

大麻事犯の検挙人員は7年連続で増加し過去最多となっており、覚醒剤事犯に次いで検挙人員の多い薬物事犯である。近年では、面識のない者同士がSNSを通じて連絡を取り合いながら大麻の売買を行う例もみられる。大麻事犯の特徴としては、他の薬物事犯と比べて、検挙人員のうち初犯者や20歳代以下の若年層の占める割合が高いことが挙げられる。

[bookmark: x3z00100]　図表3-10　各種薬物事犯の検挙状況の推移（平成28年～令和2年）
[image: 図表3-10　各種薬物事犯の検挙状況の推移（平成28年～令和2年）]






2　薬物対策

（1）供給の遮断

我が国で乱用されている薬物の大半が海外から流入していることから、警察では、これを水際で阻止するため、税関、海上保安庁等の関係機関との連携を強化するとともに、国際捜査共助等の積極的な実施や国際会議への参加を通じた情報交換等による国際捜査協力を推進している。令和2年中は、国連麻薬委員会（CND）（注1）や国連薬物・犯罪事務所（UNODC）（注2）主催の会議等に参加した。

また、薬物犯罪組織の壊滅を図るため、通信傍受等の組織犯罪の取締りに有効な捜査手法を積極的に活用し、組織の中枢に迫る捜査を推進している。さらに、薬物犯罪組織に資金面から打撃を与えるため、麻薬特例法の規定に基づき、業として行う密輸・密売等（注3）やマネー・ローンダリング事犯の検挙、薬物犯罪収益の没収（注4）・追徴（注5）等の対策を推進している。

このほか、インターネットを利用した薬物密売事犯対策として、サイバーパトロールやインターネット・ホットラインセンター（IHC）（注6）からの通報等により薬物密売情報の収集を強化し、密売人の取締りを推進している。


注1：Commission on Narcotic Drugsの略。国連経済社会理事会の下部機関として昭和21年（1946年）に設立された機関であり、53か国が構成員となっている。薬物関連諸条約履行の監視、薬物統制の強化に関する勧告等薬物規制に係る政策を決定している。

注2：United Nations Office on Drugs and Crimeの略。平成9年（1997年）に設立された、国連において薬物問題を包括的かつ一体的に取り扱う機関

注3：通常の密輸・密売等より重く処罰することができ、また、一連の行為を集合犯として捉え、その間の薬物犯罪収益総体が没収・追徴の対象となる。

注4：財産を剥奪して国庫に帰属させる処分を内容とする財産刑

注5：財産の全部又は一部を没収することができない場合に、その価額の納付を強制する処分

注6：22頁参照（特集2）



（2）需要の根絶

警察では、薬物乱用者を厳しく取り締まるとともに、広報啓発活動を行い、社会全体から薬物乱用を排除する気運の醸成を図っている。

また、薬物事犯で検挙された者やその家族等の希望に応じて、薬物乱用防止のための相談先等を記載した資料を配付するなど、薬物再乱用防止に向けた相談活動の充実を図っている。

[bookmark: x3p00080]　[image: 薬物再乱用防止のための広報資料]
薬物再乱用防止のための広報資料






3　銃器情勢とその対策

（1）銃器情勢

令和2年中は、銃器発砲事件が17件発生し、このうち、暴力団等によるとみられる事件が繁華街や住宅街において14件発生している。

[bookmark: x3z00110]　図表3-11　銃器発砲事件の発生状況の推移（平成23年～令和2年）
[image: 図表3-11　銃器発砲事件の発生状況の推移（平成23年～令和2年）]

[bookmark: x3z00120]　図表3-12　銃器発砲事件による死傷者数の推移（平成23年～令和2年）
[image: 図表3-12　銃器発砲事件による死傷者数の推移（平成23年～令和2年）]

（2）銃器対策

拳銃の押収丁数の推移は、図表3-13のとおりである。近年、押収丁数全体及び暴力団からの押収丁数（注）は、増減を繰り返しながら、ほぼ横ばいで推移している。

銃器に対する厳しい規制は、我が国の良好な治安の根幹を支えるものであるところ、警察では、暴力団等の犯罪組織が所持・管理する銃器の摘発に重点を置いた取締りを行うとともに、関係機関と連携した活動等により、銃器犯罪の根絶と違法銃器の排除を広く国民に呼び掛け、国民の理解と協力の確保に努めるなど、総合的な銃器対策を推進している。


注：暴力団が管理している拳銃と認められるものの押収丁数



[bookmark: x3z00130]　図表3-13　拳銃押収丁数の推移（平成23年～令和2年）
[image: 図表3-13　拳銃押収丁数の推移（平成23年～令和2年）]






第3節　来日外国人犯罪対策

1　来日外国人犯罪の情勢

（1）来日外国人犯罪の組織化の状況

令和2年（2020年）中の来日外国人による刑法犯の検挙件数に占める共犯事件の割合は35.5％と、日本人（12.5％）の約2.8倍に上っている（注1）。罪種別にみると、万引きで40.1％と、日本人（3.1％）の約12.9倍に上る。

このように、来日外国人による犯罪は、日本人によるものと比べて組織的に敢行される傾向がうかがわれる。


注：来日外国人と日本人の共犯事件については、主たる被疑者の国籍・地域により、来日外国人による共犯事件であるか、日本人による共犯事件であるかを分類して計上している。



[bookmark: x3z00140]　図表3-14　来日外国人と日本人の刑法犯における共犯率の違い（令和2年）
[image: 図表3-14　来日外国人と日本人の刑法犯における共犯率の違い（令和2年）]

（2）組織の特徴

来日外国人で構成される犯罪組織についてみると、出身国や地域別に組織化されているものがある一方で、より巧妙かつ効率的に犯罪を敢行するため、様々な国籍の構成員が役割を分担するなど、構成員が多国籍化しているものもある。このほか、面識のない外国人同士がSNSを通じて連絡を取り合いながら犯行に及んだ例もみられる。

また、犯罪行為や被害の発生場所等の犯行関連場所についても、日本国内にとどまらず複数の国に及ぶものがある。特に近年は、他国で敢行された詐欺事件による詐取金の入金先口座として日本国内の銀行口座を利用し、詐取金入金後にこれを日本国内で引き出してマネー・ローンダリングを敢行するといった事例があるなど、世界的な展開がみられる。

（3）犯罪インフラ（注）の実態

来日外国人で構成される犯罪組織が関与する犯罪インフラ事犯には、地下銀行による不正な送金、偽装結婚、偽装認知、不法就労助長、旅券・在留カード等偽造等がある。

地下銀行は、不法滞在者等が犯罪収益等を海外に送金するために利用されている。また、偽装結婚、偽装認知及び不法就労助長は、在留資格の不正取得による不法滞在等の犯罪を助長しており、これを仲介して利益を得るブローカーや暴力団が関与するものがみられるほか、近年では、在留資格の不正取得や不法就労を目的とした難民認定制度の悪用が疑われる例も発生している。偽造された旅券・在留カード等は、身分偽装手段として利用されるほか、不法滞在者等に販売されることもある。


注：110頁参照（第2章）




CASE

中国人の男（37）らは、令和2年4月、不法残留のベトナム人の男（30）に偽造在留カードを販売した。同年7月までに、同中国人の男ら2人を入管法違反（偽造在留カード提供等）で、同ベトナム人の男を入管法違反（偽造在留カード収受等）で、偽造在留カードの販売代金の入金口座を管理していた中国人の女（42）を犯罪収益移転防止法違反（預貯金口座等譲受）でそれぞれ逮捕した（兵庫・埼玉・大阪）。

[bookmark: x3p00090]　[image: 中国人グループによる偽造在留カード等製造工場摘発]








2　来日外国人犯罪の検挙状況

（1）全般的傾向

来日外国人犯罪の検挙状況の推移は、図表3-15のとおりである。検挙件数及び検挙人員については、ともに近年はほぼ横ばいで推移してきたが、特別法犯の検挙件数・検挙人員の増加を受け、微増傾向にある。

令和2年について、刑法犯の検挙状況をみると、検挙件数・検挙人員ともに前年より増加した。検挙件数が増加した主な要因としては、中国人、韓国人等による窃盗犯が増加したことが挙げられ、検挙人員が増加した主な要因としては、ベトナム人による窃盗犯等が増加したことが挙げられる。また、特別法犯の検挙状況をみると、検挙件数・検挙人員ともに増加し、その主な要因としては、ベトナム人による入管法違反が増加したことが挙げられる。

[bookmark: x3z00150]　図表3-15　来日外国人犯罪検挙状況の推移（平成23年（2011年）～令和2年）
[image: 図表3-15　来日外国人犯罪検挙状況の推移（平成23年（2011年）～令和2年）]

（2）国籍・地域別検挙状況

令和2年中の来日外国人犯罪の検挙状況を国籍・地域別にみると、図表3-16のとおりである。検挙件数・検挙人員ともに、ベトナム及び中国の2か国で全体の約6割を占めている（注）。また、刑法犯検挙件数（罪種別）をみると、侵入窃盗では中国及び韓国、万引きではベトナム、自動車盗ではスリランカが高い割合を占めている。


注：令和2年6月末現在、入管法上の在留資格をもって我が国に在留する外国人のうち、永住者、永住者の配偶者等及び特別永住者を除いた者（約179.9万人）の国籍・地域別の割合は以下のとおり。
中国28.0％、ベトナム22.7％、フィリピン8.5％、ブラジル5.3％、ネパール5.1％、韓国4.6％、インドネシア3.3％、米国2.3％、台湾2.0％、インド1.9％、その他16.3％（出入国在留管理庁作成資料を基に警察庁が集計）



[bookmark: x3z00160]　図表3-16　来日外国人犯罪の国籍・地域別検挙状況（令和2年）
[image: 図表3-16　来日外国人犯罪の国籍・地域別検挙状況（令和2年）]


CASE

ベトナム人の男（27）らは、令和元年10月、知人のベトナム人に対し頭部等を殴る暴行を加えるなどして、車両で連れ去り、アパートの一室に監禁した。令和2年3月までに、同男ら4人を監禁罪等で逮捕した（愛知）。








3　国際組織犯罪に対処するための取組

（1）国内関係機関との連携

警察では、事前旅客情報システム（APIS）（注）等を活用して関係機関と連携した水際対策を行っている。出入国在留管理庁との間では、被疑者が国外に逃亡するおそれのある場合の手配や、偽装滞在者等に対する合同摘発を行うなど連携を図っている。また、税関との間では、不正輸出入を防止するための合同摘発を行うなど連携を図っている。


注：Advance Passenger Information Systemの略。航空機で来日する旅客及び乗員に関する情報と関係省庁が保有する要注意人物等に係る情報を入国前に照合するシステム




CASE

東京税関と連携し捜査したところ、ベトナム人の男（27）らが、令和2年11月、ベトナムから国際郵便でMDMAを密輸入していたことが判明した。同月、同男ら6人を麻薬特例法違反（規制薬物としての所持）で逮捕した（警視庁）。



（2）外国捜査機関等との連携

複数の国・地域において犯罪を敢行する国際犯罪組織に対処するためには、関係国の捜査機関等との情報交換、捜査協力等が不可欠であり、警察では次のような取組を進めている。

①　ICPOを通じた国際協力

ICPOは、各国の警察機関を構成員とし、犯罪の捜査における国際的な協力を目的とした機関であり、令和2年末現在、我が国を含む194の国・地域が加盟している。ICPOでは、国際犯罪に関する情報の収集と交換、犯罪対策のための国際会議の開催や国際手配書の発行等が行われている。警察庁は、捜査協力の実施のほか、ICPOが開催する国際組織犯罪対策に関連する様々な会合への参加、事務総局等への職員の派遣、分担金の拠出等により、ICPOの活動に貢献している。

[bookmark: x3p00100]　[image: ICPO事務総局（リヨン）（©INTERPOL）]
ICPO事務総局（リヨン）（©INTERPOL）

[bookmark: x3z00170]　図表3-17　主な国際手配書の種別
[image: 図表3-17　主な国際手配書の種別]

②　外国捜査機関との連携

警察庁では、ICPOを通じた捜査協力のほか、外交ルート、刑事共助条約（協定）（注1）及び国際的な組織犯罪の防止に関する国際連合条約等を活用して、外国捜査機関に対して捜査共助（注2）を要請するなどしている。

また、外国捜査機関との間で開催される二国間協議等に積極的に参加し、連携の強化を図っている。


注1：227頁参照（第6章）

注2：外国の要請により、当該外国の刑事事件の捜査に必要な証拠の提供をすること



[bookmark: x3z00180]　図表3-18　ICPOを通じた捜査協力件数の推移（平成23年～令和2年）
[image: 図表3-18　ICPOを通じた捜査協力件数の推移（平成23年～令和2年）]

[bookmark: x3z00190]　図表3-19　捜査共助件数の推移（平成23年～令和2年）
[image: 図表3-19　捜査共助件数の推移（平成23年～令和2年）]

（3）国外逃亡被疑者等（注1）の追跡

国外逃亡被疑者等の数の推移は、図表3-20のとおりである。

警察では、被疑者が国外に逃亡するおそれがある場合には、出入国在留管理庁に手配するなどして、出国前の検挙に努めている。また、被疑者が国外に逃亡した場合には、関係国の捜査機関との捜査協力を通じ、被疑者の所在確認等を行っており、所在が確認された場合には、犯罪人引渡条約（注2）等に基づき被疑者の引渡しを受けるなどして、確実な検挙に努めている。

このような取組の結果、令和2年中は、出国直前の被疑者18人（うち外国人17人）のほか、国外逃亡被疑者61人（うち外国人26人）を検挙した。

このほか、事案に応じ、国外逃亡被疑者等が日本国内で行った犯罪に関する資料等を逃亡先国の捜査機関に提供するなどして、逃亡先国における国外犯処罰規定の適用を促し、犯罪者の「逃げ得」を許さないための取組を進めている。


注1：日本国内で犯罪を行い、国外に逃亡している者（以下「国外逃亡被疑者」という。）及びそのおそれのある者であって、主として警察が捜査対象としている者

注2：227頁参照（第6章）



[bookmark: x3z00200]　図表3-20　国外逃亡被疑者等数の推移（平成23年～令和2年）
[image: 図表3-20　国外逃亡被疑者等数の推移（平成23年～令和2年）]






第4節　犯罪収益対策

1　犯罪収益移転防止法に基づく活動

暴力団等の犯罪組織を弱体化させ、壊滅に追い込むためには、犯罪収益の移転を防止するとともに、これを確実に剝奪することが重要である。警察では、犯罪収益移転防止法、組織的犯罪処罰法及び麻薬特例法を活用し、関係機関、事業者、外国のFIU（注）等と協力しながら、総合的な犯罪収益対策を推進している。


注：Financial Intelligence Unit（資金情報機関）の略。疑わしい取引に関する情報を集約・分析して捜査機関等に提供する機関として各国が設置している。我が国のFIUは、国家公安委員会が担当している。



（1）犯罪収益移転防止法の適切な履行を確保するための措置

国家公安委員会では、犯罪収益移転防止法に基づいて、毎年、犯罪収益の移転に係る手口等に関する調査及び分析を行った上で、特定事業者（注）等が行う取引の種別ごとに、当該取引による犯罪収益の移転の危険性の程度等、当該調査及び分析の結果を記載した犯罪収益移転危険度調査書を作成し、公表している。

また、国家公安委員会では、関係機関と連携し、犯罪収益移転防止法に基づいて、顧客等の本人確認、疑わしい取引の届出等を行う特定事業者に対する研修会等を実施しているほか、特定事業者が同法上の義務に違反していると認めた場合、当該特定事業者に対して報告を求めるなどの必要な調査を行うとともに、当該特定事業者を所管する行政庁に対して、是正命令等を行うべき旨の意見陳述を行っている。


注：犯罪収益移転防止法第2条第2項で規定されている事業者



（2）疑わしい取引の届出

犯罪収益移転防止法に定める疑わしい取引の届出制度（注）により特定事業者がそれぞれの所管行政庁に届け出た情報は、国家公安委員会が集約して整理・分析を行った後、都道府県警察、検察庁をはじめとする捜査機関等に提供され、各捜査機関等において、マネー・ローンダリング事犯の捜査等に活用されている。

疑わしい取引の届出の年間受理件数は、図表3-21のとおりであり、おおむね増加傾向にある。


注：特定事業者のうち金融機関等、ファイナンスリース事業者、クレジットカード事業者、宅地建物取引事業者、宝石・貴金属等取扱事業者、郵便物受取サービス業者、電話受付代行業者及び電話転送サービス事業者は、業務で収受した財産が犯罪収益である疑いがあると判断した場合等に所管行政庁へその旨を届け出ることが義務付けられている。



[bookmark: x3z00210]　図表3-21　疑わしい取引の届出状況の推移（平成28年（2016年）～令和2年（2020年））
[image: 図表3-21　疑わしい取引の届出状況の推移（平成28年（2016年）～令和2年（2020年））]

[bookmark: x3z00220]　図表3-22　都道府県警察の捜査において活用された疑わしい取引に関する情報の件数の推移（平成28年～令和2年）
[image: 図表3-22　都道府県警察の捜査において活用された疑わしい取引に関する情報の件数の推移（平成28年～令和2年）]






2　マネー・ローンダリング関連事犯の検挙状況

マネー・ローンダリングとは、一般に犯罪によって得た収益を、その出所や真の所有者が分からないようにして、捜査機関による収益の発見や検挙を逃れようとする行為である。我が国では、組織的犯罪処罰法及び麻薬特例法において、マネー・ローンダリングが罪として規定されている。

マネー・ローンダリング事犯の検挙件数は、図表3-23のとおりであり、令和2年中は600件（前年比63件（11.7％）増加）であった。前提犯罪（注）別にみると、主要なものとしては窃盗に係るものが227件、詐欺に係るものが194件、電子計算機使用詐欺に係るものが73件、ヤミ金融事犯に係るものが28件となっている。

令和2年中におけるマネー・ローンダリング事犯の検挙件数のうち、暴力団構成員等が関与したものは58件で、全体の9.7％を占めている。前提犯罪別にみると、主要なものとしては詐欺に係るものが15件、ヤミ金融事犯に係るものが11件、賭博事犯に係るものが10件、窃盗に係るものが9件あり、暴力団構成員等が多様な犯罪に関与し、マネー・ローンダリング事犯を敢行している実態がうかがわれる。

また、令和2年中における来日外国人が関与したマネー・ローンダリング事犯は79件で、全体の13.3%を占めている。前提犯罪別にみると、主要なものとしては詐欺に係るものが34件、窃盗に係るものが23件、入管法違反に係るものが8件、電子計算機使用詐欺に係るものが6件あり、日本国内に開設された他人名義の口座を利用したり、偽名で盗品等を売却するなど、様々な手口を使ってマネー・ローンダリング事犯を行っている実態がうかがわれる。


注：不法な収益を生み出す犯罪であって、その収益がマネー・ローンダリングの対象となるもの



[bookmark: x3z00230]　図表3-23　マネー・ローンダリング事犯の検挙状況の推移（平成23年～令和2年）
[image: 図表3-23　マネー・ローンダリング事犯の検挙状況の推移（平成23年～令和2年）]


CASE

会社役員の男（20）らは、令和元年6月、役場職員等になりすましてだまし取ったキャッシュカードを利用し、被害者の預金口座から同男らが管理する別口座へ100万円を振替送金して隠匿した。令和2年7月、同男らを組織的犯罪処罰法違反（犯罪収益等隠匿）で逮捕した（警視庁）。








3　犯罪収益の剝奪

犯罪収益が、犯罪組織の維持・拡大や将来の犯罪活動への投資等に利用されることを防止するためには、これを剝奪することが重要である。警察では、没収・追徴の判決が裁判所により言い渡される前に犯罪収益の隠匿や費消等が行われることのないよう、組織的犯罪処罰法及び麻薬特例法に定める起訴前の没収保全措置を積極的に活用して没収・追徴の実効性を確保している。

（1）没収・追徴の状況

第一審裁判所において行われる通常の公判手続における組織的犯罪処罰法及び麻薬特例法の没収・追徴規定の適用状況は、図表3-24のとおりである。

[bookmark: x3z00240]　図表3-24　組織的犯罪処罰法及び麻薬特例法の没収・追徴規定の適用状況の推移（平成27年～令和元年）
[image: 図表3-24　組織的犯罪処罰法及び麻薬特例法の没収・追徴規定の適用状況の推移（平成27年～令和元年）]

（2）起訴前の没収保全

令和2年中における起訴前の没収保全命令は、組織的犯罪処罰法で賭博事犯、入管法違反、窃盗、風営適正化法違反、詐欺、ヤミ金融事犯等に関して150件（前年比19件（11.2％）減少）発出され、麻薬特例法で18件（前年比10件（125.0％）増加）発出されている。

[bookmark: x3z00250]　図表3-25　起訴前の没収保全命令の発出状況の推移（平成28年～令和2年）
[image: 図表3-25　起訴前の没収保全命令の発出状況の推移（平成28年～令和2年）]


CASE

飲食店経営の男（51）は、平成29年4月から令和2年2月にかけて、無許可で風俗営業店2店舗を営んでいた。令和2年3月、同男を風営適正化法違反（無許可営業）で検挙するとともに、押収した現金約140万円と預金債権等約2,110万円に対して、組織的犯罪処罰法の規定に基づく起訴前の没収保全命令が発出された（福岡）。








4　国際連携

国境を越えて敢行されるマネー・ローンダリングやテロ資金供与を防止するためには、各国が連携して対策を講ずることが不可欠である。このため、国際社会においては、FATF（注1）、APG（注2）、エグモント・グループ等の枠組みの下、マネー・ローンダリング対策及びテロ資金供与対策の国際的基準の策定、普及等が行われており、警察庁もこれらの活動に積極的に参画している。


注1：Financial Action Task Force（金融活動作業部会）の略

注2：Asia/Pacific Group on Money Laundering（アジア・太平洋マネー・ローンダリング対策グループ）の略



（1）FATFの活動と警察庁の参画状況

FATFは、マネー・ローンダリング対策及びテロ資金供与対策に関する国際協力を推進するため設置されている政府間会合であり、令和2年末現在、我が国を含む37の国・地域及び2国際機関が参加している。FATFは、マネー・ローンダリング対策及びテロ資金供与対策として、各国が法執行、刑事司法及び金融規制の各分野において講ずるべき措置を、「FATF勧告」として示している。また、参加国における勧告の遵守の徹底のため、順次、各国に審査団を派遣して相互審査を実施しており、我が国に対しても過去に3回にわたって審査が実施された。4回目の審査については、令和元年10月から同年11月にかけて、審査団による現地調査が行われたところであり、令和3年6月の全体会合において審査結果報告書の討議・採択が実施された（注）。

警察庁では、全体会合等に職員を派遣し、マネー・ローンダリング対策等のための新たな枠組みづくりに向けた議論に積極的に参画している。


注：令和2年中に実施される予定であったが、新型コロナウイルス感染症の感染拡大に伴い、延期された。



（2）APGの活動と警察庁の参画状況

APGは、アジア・太平洋地域のFATF非参加国・地域におけるマネー・ローンダリング対策等を強化・促進するために設置された機関であり、マネー・ローンダリング対策等に取り組む国・地域に対する支援等を行っている。令和2年末現在、我が国を含む41の国・地域が参加している。警察庁では、年次会合に職員を派遣し、最新のマネー・ローンダリングの手口・傾向等についての議論に参画している。

（3）エグモント・グループの活動と警察庁の参画状況

エグモント・グループは、各国のFIU間の情報交換、研修、専門知識に関する協力等を目的として設置された機関であり、令和2年末現在、我が国を含む166の国・地域のFIUが参加している。警察庁では、年次会合及び作業部会にそれぞれ職員を派遣し、FIU間の情報交換に係る行動規範等に関する議論に参画している。

（4）外国のFIUとの情報交換

国境を越えて行われるマネー・ローンダリングやテロ資金供与を発見するためには、各国のFIUが保有する情報の積極的な交換が必要であることから、国家公安委員会は、外国のFIUとの連携を強化し、活発な情報交換を実施している。

また、令和2年末現在、107の国・地域のFIUとの間で情報交換のための枠組みを設定している。






警察活動の最前線


準暴力団等対策の先駆けとなった大阪府警捜査第四課捜査員達の執念




大阪府警察本部刑事部捜査第四課準暴力団対策第二担当準暴力団対策第四係

仲上　知宏（なかうえ　ともひろ）

[bookmark: x3m00010]　[image: フーくん・ケイちゃん]




拝命からの念願であった大阪府警の捜査第四課に配属され、昨年新設された準暴力団対策専従班で勤務を始めた矢先、大阪府下の準暴力団等による凶器準備集合・傷害事件が発生したことから、鼻息の荒い屈強な班員とともに、府民の大きな脅威である準暴力団等に対する捜査に着手することとなりました。

発生当日に合同捜査本部を設置し、班員全員が「絶対に捕まえる」という執念を燃やし、SNS等に対する捜査をはじめ、時代に即した捜査に尽力するとともに、取調官の粘り強い理詰めの取調べにより、主要幹部をはじめ16名の被疑者全員を割り出すことができました。

この事件はマスコミでも大きく取り上げられ、勢力を拡大し続ける準暴力団等に、「大阪では絶対に好き勝手をさせない」という府警の揺るぎない姿勢を示しました。今後、大阪ではIR誘致や万博開催を控えていますが、より一層暴力団排除活動を強化していくことはもちろん、あらゆる法令を駆使しながら準暴力団等の取締りも強化して、資金源の剥奪や組織の壊滅に努めていく所存です。

[bookmark: x3p00110]　[image: 大阪府警察本部刑事部捜査第四課準暴力団対策第二担当準暴力団対策第四係　仲上　知宏]




社会ネットワーク分析を活用した犯罪組織分析




警視庁組織犯罪対策部組織犯罪対策総務課情報分析2係

瀨戸山　浩一（せとやま　こういち）

[bookmark: x3m00020]　[image: ピーポくん]




現在、私は、情報分析室において、暴力団をはじめとした犯罪組織の壊滅・弱体化に向け導入している社会ネットワーク分析という手法を活用した犯罪組織分析に取り組んでいます。

社会ネットワーク分析は、個人の情報に主眼を置いたものではなく、人と人との関係性を可視化し、グループ内の中心人物やグループ間の関係を推定する分析手法であり、当室では、これまでの捜査や取締りを通じて集約してきた各種情報を基に犯罪組織のメンバーや周辺者等の人間同士の関係を図表化することで、真に影響力がある者、組織間の仲介者、潜在化しているグループ等の推定を行っています。この手法は、準暴力団等のような明確な組織形態が無く、人と人のつながりが流動的である組織の解明にも有効と考えられます。これまで社会ネットワーク分析により犯罪組織における「中心人物」を抽出し、それにターゲットを絞った捜査を展開して検挙するなど一定の成果を上げています。今後も更なる情報の収集と分析を深化させ、犯罪組織に真のダメージを与えられる対策に取り組んでいきたいと思います。

[bookmark: x3p00120]　[image: 警視庁組織犯罪対策部組織犯罪対策総務課情報分析2係　瀨戸山　浩一]








第4章　安全かつ快適な交通の確保

第1節　交通事故情勢

1　交通事故の現状

（1）令和2年（2020年）の概況

令和2年中の交通事故による死者数（注）（以下単に「死者数」という。）は2,839人と、5年連続で減少し、前年に引き続き、警察庁が統計を保有する昭和23年（1948年）以降の最少を更新した。また重傷者数は、20年連続で減少した。


注：交通事故発生から24時間以内の死者数



[bookmark: x4z00010]　図表4-1　交通事故の概況（令和2年）
[image: 図表4-1　交通事故の概況（令和2年）]

（2）過去10年間の死者数等の推移

平成23年（2011年）と比較して、令和2年中の死者数は全年齢層で39.5％、65歳以上で30.9％減少し、人口10万人当たり死者数は全年齢層で38.6％、65歳以上で43.2％減少した。

他方、令和2年中の65歳以上の人口10万人当たり死者数は全年齢層の約2倍、死者数全体に占める65歳以上の割合は56.2％と、いずれも引き続き高い水準となっており、高齢者の交通事故防止対策が重要となっている。

[bookmark: x4z00020]　図表4-2　死者数の推移（平成23年～令和2年）
[image: 図表4-2　死者数の推移（平成23年～令和2年）]

[bookmark: x4z00030]　図表4-3　人口10万人当たり死者数の推移（平成23年～令和2年）
[image: 図表4-3　人口10万人当たり死者数の推移（平成23年～令和2年）]

[bookmark: x4z00040]　図表4-4　死者数全体に占める65歳以上の割合（平成23年～令和2年）
[image: 図表4-4　死者数全体に占める65歳以上の割合（平成23年～令和2年）]

（3）状態別・類型別の特徴

状態別人口10万人当たり死者数をみると、歩行中、自動車乗車中、二輪車乗車中、自転車乗用中の順に多いが、令和2年中は、前年と比べて歩行中、自動車乗車中及び自転車乗用中は減少したが、二輪車乗車中は増加した。

また、類型別運転免許保有者10万人当たり死亡事故件数（注1）をみると、令和2年中は、正面衝突等（注2）、歩行者横断中、出会い頭衝突の順に多い。


注1：自動車、自動二輪車及び原動機付自転車の運転者による事故を計上

注2：正面衝突、路外逸脱又は工作物衝突



[bookmark: x4z00050]　図表4-5　状態別人口10万人当たり死者数の推移（平成23年～令和2年）
[image: 図表4-5　状態別人口10万人当たり死者数の推移（平成23年～令和2年）]

[bookmark: x4z00060]　図表4-6　原付以上運転者（第1当事者）の類型別運転免許保有者10万人当たり死亡事故件数の推移（平成23年～令和2年）
[image: 図表4-6　原付以上運転者（第1当事者）の類型別運転免許保有者10万人当たり死亡事故件数の推移（平成23年～令和2年）]

（4）時間帯別・月別の特徴

最近5年間における時間帯別死亡事故件数をみると、17時台から19時台に多く発生している。

また、薄暮時間帯（注）の死亡事故は、7月以降に増加し、10月から12月にかけて特に多く発生している。


注：日没前後1時間以内



[bookmark: x4z00070]　図表4-7　時間帯別死亡事故件数（平成28年～令和2年の合計）
[image: 図表4-7　時間帯別死亡事故件数（平成28年～令和2年の合計）]

[bookmark: x4z00080]　図表4-8　薄暮時間帯の月別死亡事故件数（平成28年～令和2年の合計）
[image: 図表4-8　薄暮時間帯の月別死亡事故件数（平成28年～令和2年の合計）]






第2節　交通安全意識の醸成

1　交通安全教育と交通安全活動

（1）交通安全教育

国家公安委員会は、地方公共団体、民間団体等が適切かつ効果的に交通安全教育を行うことができるようにするとともに、都道府県公安委員会が行う交通安全教育の基準とするため、交通安全教育指針を作成し、公表している。

警察では、関係機関・団体等と連携し、同指針を基準として、教育を受ける者の年齢、心身の発達段階や通行の態様に応じた体系的な交通安全教育を実施している。

（2）交通安全活動

①　全国交通安全運動

広く国民に交通安全思想の普及・浸透を図り、交通ルールの遵守と正しい交通マナーの実践を習慣付けるとともに、国民自身による道路交通環境の改善に向けた取組を推進することにより、交通事故防止の徹底を図ることを目的として、全国交通安全運動を毎年春と秋の2回実施している。


MEMO　交通事故死者ゼロの達成

令和3年春の全国交通安全運動の期間（令和3年（2021年）4月6日から同月15日まで）中には、警察庁に1日ごとの交通事故統計が残る昭和43年（1968年）以降、初めて、交通事故による死者がゼロとなる日があった。



②　歩行者の交通ルール遵守の徹底

警察では、歩行者に対し、横断歩道を渡ること、信号機のあるところではその信号に従うことなどの基本的な交通ルールの周知に加え、運転者に対して横断する意思を明確に伝えて安全を確認してから横断を始めること、横断中も周りに気を付けることなど、自らの安全を守るための交通行動を促す交通安全教育等を推進している。

また、薄暮時・夜間に歩行者等が被害に遭う交通事故を防止するため、反射材用品等の視認効果、使用方法等について理解を深める参加・体験・実践型の交通安全教育や関係機関・団体等と連携した広報啓発活動を実施するなど、反射材用品等の着用促進を図っている。

③　運転者の交通ルール遵守の徹底

警察では、運転者に対し、交通ルールの遵守のみならず、歩行者や他の車両に対する「思いやり・譲り合い」の気持ちを持って通行するといった交通マナーの実践を呼び掛けている。また、横断歩道等における歩行者等の優先義務（注）を再認識させるための交通安全教育を推進している。

このほか、関係機関・団体等と連携し、衝突実験映像等を用いたシートベルトの着用効果を実感できる参加・体験型の交通安全教育を行ったり、保護者に対し、国の安全基準への適合が確認されたチャイルドシート使用や正しい取付方法の指導をしたりすることにより、後部座席を含めた全ての座席におけるシートベルトの着用とチャイルドシートの正しい使用の徹底を図っている。


注：車両等が横断歩道等に接近する場合には、歩行者等がないことが明らかな場合を除き、直前で停止することができるような速度で進行するとともに、横断中又は横断しようとする歩行者等があるときは、一時停止等をしなければならない義務




MEMO　地域に根ざした交通安全活動（三原交通安全協会会長　田中　綜一）

三原交通安全協会は、昭和27年の創立以来、広島県三原警察署等と連携して、子供を対象とした交通安全ポスター・作文コンクール等を実施しているほか、全国交通安全運動期間中には、関係団体と連携して「交通安全車両パレード」を実施するなど、地域に根ざした交通安全活動に努めています。

被害者やその家族のみならず加害者も不幸に見舞われる痛ましい交通事故が1件でもなくなるよう、今後も精力的に交通安全活動を続けていきたいと考えています。

[bookmark: x4p00010]　[image: 「交通安全ポスター・作文コンクール表彰状伝達式」の様子]
「交通安全ポスター・作文コンクール表彰状伝達式」の様子




MEMO　交通安全対策における新たな目標～第11次交通安全基本計画の作成

交通安全基本計画は、我が国における交通の安全に関する総合的かつ長期的な施策の大綱等について定めたものであり、昭和46年以降5年ごとに、内閣総理大臣を会長とする中央交通安全対策会議において作成されている。令和3年3月、令和3年度から令和7年度までの間を計画期間とする第11次交通安全基本計画が図表4-9のとおり作成され、令和7年までに死者数を2,000人以下にするとともに、重傷者数を2万2,000人以下にすることを目指すこととされた。

[bookmark: x4z00090]　図表4-9　第11次交通安全基本計画の概要
[image: 図表4-9　第11次交通安全基本計画の概要]








2　高齢者の交通安全の確保

（1）高齢者が関係する交通事故の特徴

令和2年中の高齢者の交通事故による死者数は1,596人と、死者数全体の56.2％を占める。これを状態別にみると、歩行中が46.6％、自動車乗車中が28.6％、自転車乗用中が18.4％を占めている。また、歩行中死者数については、高齢者が全体の約7割を占めており、高齢者はおおむね年齢層が高いほど人口10万人当たり歩行中死者数が多い傾向にある。

また、平成28年（2016年）から令和2年までの期間における人口10万人当たりの歩行中死者数を年齢別にみると、88歳が最も多い。

[bookmark: x4z00100]　図表4-10　高齢者の状態別死者数の推移（平成23年～令和2年）
[image: 図表4-10　高齢者の状態別死者数の推移（平成23年～令和2年）]

[bookmark: x4z00110]　図表4-11　歩行中死者数の推移（平成23年～令和2年）
[image: 図表4-11　歩行中死者数の推移（平成23年～令和2年）]

[bookmark: x4z00120]　図表4-12　年齢別人口10万人当たり歩行中死者数（平成28年～令和2年平均）
[image: 図表4-12　年齢別人口10万人当たり歩行中死者数（平成28年～令和2年平均）]

（2）高齢者の交通事故防止対策

警察では、運転免許を保有していない高齢者を含め、高齢者が加齢に伴う身体機能の変化が行動に及ぼす影響等を理解し、自ら納得して安全な交通行動を実践できるよう、関係機関・団体等と連携し、シミュレーター等の各種教育機材を積極的に活用した参加・体験・実践型の交通安全教育を実施している。

特に、最近では、自動車と高齢歩行者との死亡事故の大半が歩行者の横断中に発生していることを踏まえ、横断歩道以外の場所や走行車両の直前直後等を横断することの危険性について広報啓発等を強化している。

また、関係機関・団体等と連携し、交通安全教育を受ける機会の少ない高齢者に対する地域ぐるみの交通安全指導を促進するなど、きめ細かな対策を推進している。

このほか、自動車メーカーをはじめとする関係機関・団体等と連携し、安全運転サポート車の普及啓発を進めるとともに、その機能の限界や使用上の注意点を正しく理解し、同機能を過信せずに責任を持って安全運転を行わなければならない旨についても、周知を図っている。

[bookmark: x4p00020]　[image: 参加・体験・実践型の交通安全教育]
参加・体験・実践型の交通安全教育






3　子供の交通安全の確保

（1）子供が関係する交通事故の特徴

令和2年中の15歳以下の子供の死者数は39人であり、同年齢層の人口10万人当たりの死者数は、全年齢層に比べても大幅に少なく、過去10年間の減少率も大きい。

幼児及び小学生の死者・重傷者数の推移をみると、ともに減少傾向にあるが、令和2年中は、約6割が歩行中の事故となっている。

また、平成23年から令和2年までの期間における小学生の死者・重傷者数を学齢別にみると、小学2年生が最も多く、各学齢をさらに状態別でみると低学年ほど歩行中の事故、高学年になるほど自転車乗用中の事故の割合が高くなっている。

[bookmark: x4z00130]　図表4-13　15歳以下の人口10万人当たり死者数の推移（平成23年～令和2年）
[image: 図表4-13　15歳以下の人口10万人当たり死者数の推移（平成23年～令和2年）]

[bookmark: x4z00140]　図表4-14　幼児の状態別死者・重傷者数の推移（平成23年～令和2年）
[image: 図表4-14　幼児の状態別死者・重傷者数の推移（平成23年～令和2年）]

[bookmark: x4z00150]　図表4-15　小学生の状態別死者・重傷者数の推移（平成23年～令和2年）
[image: 図表4-15　小学生の状態別死者・重傷者数の推移（平成23年～令和2年）]

[bookmark: x4z00160]　図表4-16　小学生の学齢別状態別死者・重傷者数（平成23年～令和2年の合計）
[image: 図表4-16　小学生の学齢別状態別死者・重傷者数（平成23年～令和2年の合計）]

（2）子供の交通安全教育

警察では、心身の発達段階に応じた段階的かつ体系的な交通安全教育を推進している。

幼児に対しては、チャイルドシートの使用等の幼児に特有の内容のほか、自らの判断で行動する歩行者となるために基本となる交通ルールや交通マナー等を習得させるため、幼稚園・保育所等及び保護者等と連携して、腹話術や紙芝居等の視聴覚に訴える教育手法を取り入れた交通安全教室等を実施している。

児童に対しては、歩行者及び自転車利用者として必要な技能・知識を習得させるとともに、道路交通における危険を予測し、これを回避して安全に通行する意識及び能力を高めるため、小学校、PTA等と連携した交通安全教育を実施している。

[bookmark: x4p00030]　[image: 幼児に対する交通安全教室]
幼児に対する交通安全教室


MEMO　未就学児を中心に子供が日常的に集団で移動する経路の安全確保

子供が犠牲となる事故等の発生を受け、令和元年6月、「昨今の事故情勢を踏まえた交通安全対策に関する関係閣僚会議」において、「未就学児等及び高齢運転者の交通安全緊急対策」が決定された。警察では、幼稚園、保育所、認定こども園等のほか、その所管機関や道路管理者等と連携し、未就学児を中心に子供が日常的に集団で移動する経路の緊急安全点検を実施するとともに、この結果を踏まえ、交通安全施設等の整備を実施している。

また、子供の通行が多い生活道路等における交通指導取締り等を行い、子供の交通安全の確保に取り組んでいる。

[bookmark: x4z00170]　図表4-17　緊急安全点検の結果を踏まえた交通安全施設等の整備
[image: 図表4-17　緊急安全点検の結果を踏まえた交通安全施設等の整備]

[bookmark: x4z00180]　図表4-18　子供の通行が多い生活道路等における交通指導取締り等
[image: 図表4-18　子供の通行が多い生活道路等における交通指導取締り等]




MEMO　対面によらない交通安全教育

警察では、シミュレーター等の各種教育機材を活用した参加・体験・実践型の交通安全教育等の従前の活動に加え、学校の放送設備を活用した交通安全教室、動画を活用した学習機会の提供、ウェブサイトやSNS等の各種媒体の積極的活用など、対面によらない交通安全教育や広報啓発活動を実施している。

[bookmark: x4p00040]　[image: 学校の放送設備を活用した交通安全教室]
学校の放送設備を活用した交通安全教室

[bookmark: x4p00050]　[image: 交通安全教育動画の配信]
交通安全教育動画の配信








4　飲酒運転の根絶に向けた警察の取組

（1）飲酒運転の根絶に向けた交通安全教育及び広報啓発活動等

令和2年中の飲酒運転による交通事故件数は2,522件と、20年連続で減少し、このうち飲酒運転による死亡事故件数は159件と、前年より17件（9.7％）減少した。

飲酒運転の死亡事故率（注1）は6.3％と、飲酒なしの場合（0.78％）と比べて約8.1倍も高く、飲酒運転は極めて危険性が高い悪質な犯罪行為である。

警察では、飲酒運転の危険性、飲酒運転による交通事故の実態等について積極的に広報するとともに、飲酒が運転等に与える影響について理解を深める交通安全教育を推進している。

また、酒類の製造・販売業、酒類提供飲食業等の関係業界に対して飲酒運転を防止するための取組を要請しているほか、一般財団法人全日本交通安全協会等が推進している「ハンドルキーパー運動」（注2）への参加を国民に呼び掛けるなど、関係機関・団体等と連携して「飲酒運転を絶対にしない、させない」という国民の規範意識の確立を図っている。


注1：交通事故発生件数に占める死亡事故件数の割合

注2：自動車によりグループで酒類提供飲食店に来たときには、その飲食店の協力を得て、グループ内で酒を飲まず、他の者を自宅まで送る者（ハンドルキーパー）を決め、飲酒運転を根絶しようという運動



（2）飲酒運転根絶の受け皿としての運転代行サービスの普及促進

飲酒運転根絶の観点からは、その受け皿としての運転代行サービスの普及促進を図っていく必要がある。警察庁では、国土交通省と共に策定した「安全・安心な利用に向けた自動車運転代行業の更なる健全化対策」に基づき、自動車運転代行業の健全化及び利用者の利便性・安心感の向上を図るための施策を推進している。

[bookmark: x4z00190]　図表4-19　自動車運転代行業の認定業者数等の推移（平成28年～令和2年）
[image: 図表4-19　自動車運転代行業の認定業者数等の推移（平成28年～令和2年）]

（3）飲酒運転の取締り

飲酒運転の根絶に向け、警察では引き続き厳正な取締りを推進するとともに、車両等提供、酒類提供及び要求・依頼しての同乗に対する罰則規定の適用を推進している。

[bookmark: x4p00060]　[image: 飲酒運転取締りの検問実施状況]
飲酒運転取締りの検問実施状況

[bookmark: x4z00200]　図表4-20　飲酒運転の取締り件数（令和2年）
[image: 図表4-20　飲酒運転の取締り件数（令和2年）]






第3節　きめ細かな運転者施策による安全運転の確保

1　運転者教育

（1）運転者教育の体系

運転者教育の機会は、運転免許を受ける過程及び運転免許を受けた後における各段階に体系的に設けられており、その流れは図表4-21のとおりである。

[bookmark: x4z00210]　図表4-21　運転者教育の体系
[image: 図表4-21　運転者教育の体系]

（2）運転免許を受けようとする者に対する教育の充実

運転免許を受けようとする者は、都道府県公安委員会の行う運転免許試験を受けなければならないが、指定自動車教習所（注1）の卒業者は、このうち技能試験が免除される。

指定自動車教習所は、初心運転者教育の中心的役割を担うことから、警察では教習指導員の資質の向上を図るなどして、指定自動車教習所における教習の充実に努めている。

全国で令和2年（2020年）末現在1,306か所ある指定自動車教習所の卒業者で、令和2年中に運転免許試験に合格した者の数は、158万3,972人となっている。

また、運転免許を受けようとする者は、その種類に応じ、安全運転に関する知識や技能等を習得するための講習（取得時講習）を受講することが義務付けられているところであるが、指定自動車教習所又は特定届出自動車教習所（注2）を卒業した者はこれと同内容の教育を受けているため、受講が免除される。


注1：職員、施設及び運営方法が一定の基準に適合するものとして都道府県公安委員会が指定した自動車教習所

注2：届出自動車教習所（所在地を管轄する都道府県公安委員会に対して、名称や所在地等の届出を行った自動車教習所）のうち、職員、施設、教習方法等が一定の基準に適合するものとして都道府県公安委員会が指定した教習課程を行う自動車教習所



[bookmark: x4z00220]　図表4-22　取得時講習の実施状況（令和2年）
[image: 図表4-22　取得時講習の実施状況（令和2年）]

（3）運転免許取得後の教育の充実

①　きめ細かな更新時講習の実施

更新時講習は、運転免許証の更新の機会に定期的に講習を行うことにより、安全な運転に必要な知識を補い、運転者の安全意識を高めることを目的としている。この講習は、受講対象者を法令遵守の状況等により優良運転者、一般運転者、違反運転者及び初回更新者に区分して実施している。

[bookmark: x4z00230]　図表4-23　更新時講習の実施状況（令和2年）
[image: 図表4-23　更新時講習の実施状況（令和2年）]

②　危険運転者の改善のための教育

道路交通法等に違反する行為をし、累積点数が一定の基準に該当した者や行政処分を受けた者に対しては、その危険性の改善を図るための教育として、初心運転者講習、取消処分者講習、停止処分者講習及び違反者講習を実施している。

特に、飲酒運転者対策として、飲酒運転違反者に対する一層効果的な教育を目的とした、AUDIT（注1）、ブリーフ・インターベンション（注2）等の飲酒行動の改善のためのカリキュラムを盛り込んだ取消処分者講習（飲酒取消講習）を全国で実施し、受講者の飲酒行動の改善や飲酒運転に対する規範意識の向上を図っている。また、停止処分者講習等において、飲酒運転違反者を集めて行う飲酒学級を設け、運転シミュレーターを活用した飲酒運転の疑似体験、飲酒ゴーグルを活用した飲酒状態の疑似体験等を実施して、飲酒運転の危険性を理解させるなど、教育内容の充実を図っている。


注1：Alcohol Use Disorders Identification Testの略。世界保健機関（WHO）がスポンサーになり、数か国の研究者によって作成された「アルコール使用障害に関するスクリーニングテスト」で、面接又は質問紙により、その者が危険有害な飲酒習慣を有するかどうかなどを判別するもの

注2：受講者に、自身が設定した日々の飲酒量等に関する目標の達成状況を一定期間記録させた上で、その記録内容に基づき、受講者ごとに問題飲酒行動及び飲酒運転の抑止のための指導を行うもの



[bookmark: x4z00240]　図表4-24　危険運転者の改善のための教育の実施状況（令和2年）
[image: 図表4-24　危険運転者の改善のための教育の実施状況（令和2年）]

③　自動車教習所における交通安全教育

自動車教習所は、ペーパードライバー教育をはじめとする運転免許保有者に対する交通安全教育も行っており、地域における交通安全教育センターの役割を果たしている。都道府県公安委員会は、認定制度により、こうした教育の水準の向上と普及を図っている。






2　高齢運転者の交通事故防止対策の推進

（1）高齢運転者に対する教育等の現状

更新期間が満了する日における年齢が70歳以上の者は、運転免許証を更新する際、高齢者講習の受講が義務付けられている。また、更新期間が満了する日における年齢が75歳以上の者は、満了する日より前の6月以内に、認知機能検査を受けることが義務付けられており、同検査の結果に応じた高齢者講習を受講することとされている。

具体的には、認知機能検査により認知症のおそれがある（第1分類）と判定された者及び認知機能が低下しているおそれがある（第2分類）と判定された者に対しては、実車指導の状況をドライブレコーダー等により撮影した映像を活用した個人指導を含め、3時間の講習を行っている。

また、認知機能が低下しているおそれがない（第3分類）と判定された者及び75歳未満の者に対しては、個人指導を除いた2時間の講習を行っている。

警察では、認知機能検査及び高齢者講習の円滑な実施に向け、受検・受講枠の拡大や円滑な予約の促進、運用の効率化等の取組を推進している。

[bookmark: x4z00250]　図表4-25　運転免許証の更新時における認知機能検査及び高齢者講習の流れ
[image: 図表4-25　運転免許証の更新時における認知機能検査及び高齢者講習の流れ]

[bookmark: x4z00260]　図表4-26　更新時の認知機能検査及び臨時認知機能検査の実施状況（令和2年）
[image: 図表4-26　更新時の認知機能検査及び臨時認知機能検査の実施状況（令和2年）]

[bookmark: x4z00270]　図表4-27　高齢者講習及び臨時高齢者講習の実施状況（令和2年）
[image: 図表4-27　高齢者講習及び臨時高齢者講習の実施状況（令和2年）]

（2）運転免許証の自主返納（申請による運転免許の取消し）等

身体機能の低下等を理由に自動車の運転をやめる際には、申請により運転免許証を返納することができるが、その場合には、返納後5年以内に申請すれば、運転経歴証明書の交付を受けることができる。また、運転免許証の更新を受けずに失効した場合でも、失効後5年以内に申請すれば、運転経歴証明書の交付を受けることができる。

この運転経歴証明書は、金融機関の窓口等で犯罪収益移転防止法の本人確認書類として使用することができる。

警察では、自主返納及び運転経歴証明書制度の周知を図るとともに、運転免許証の返納後又は運転免許の失効後に運転経歴証明書の交付を受けた者への支援について、関係機関・団体等に働き掛けを行い、自動車の運転に不安を有する高齢者等が運転免許証を自主返納等しやすい環境の整備に向けた取組を進めている。（注）


注：一般社団法人全日本指定自動車教習所協会連合会のウェブサイト（http://www.zensiren.or.jp/kourei/）において、運転免許証を自主返納した者等を対象とした各種支援施策について紹介している都道府県警察等のウェブページを集約し、高齢者等への情報提供に取り組んでいる。
[image: QRコード　一般社団法人全日本指定自動車教習所協会連合会のウェブサイト]



[bookmark: x4p00070]　[image: 運転免許証の自主返納に関する広報ポスター]
運転免許証の自主返納に関する広報ポスター

[bookmark: x4z00280]　図表4-28　申請による運転免許の取消し件数及び運転経歴証明書の交付件数の推移（平成28年～令和2年）
[image: 図表4-28　申請による運転免許の取消し件数及び運転経歴証明書の交付件数の推移（平成28年～令和2年）]

（3）高齢運転者に係る安全運転相談の充実・強化

警察では、高齢運転者等に対して、加齢に伴う身体機能の低下を踏まえた安全運転の継続に必要な助言・指導や、自主返納制度及び自主返納者等に対する各種支援施策の教示を行っている。

また、相談窓口の名称を、これまでの「運転適性相談」から、より親しみやすい「安全運転相談」に改めるとともに、全国統一の専用相談ダイヤル「＃8080（シャープハレバレ）」（注）を導入し、安全運転相談の認知度及び利便性の向上に努めている。


注：安全運転相談ダイヤルに電話すると、都道府県警察の安全運転相談窓口に直接つながるようになっている。
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3　様々な運転者へのきめ細かな対策

（1）運転者の危険性に応じた行政処分の実施

警察では、道路交通法違反を繰り返し犯す運転者や重大な交通事故を起こす運転者を道路交通の場から早期に排除することによって交通の安全を図るため、運転免許の行政処分を厳正かつ迅速に実施している。（注）


注：妨害運転（「あおり運転」）に係る罰則等の概要については184頁参照



[bookmark: x4z00290]　図表4-29　運転免許の行政処分件数の推移（平成28年～令和2年）
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（2）安全運転相談の充実等

警察では、自動車等の安全な運転に不安のある高齢運転者やその家族からのほか、身体の障害や一定の症状を呈する病気等のため自動車等の安全な運転に支障のある者等からの相談を受け付けるため、安全運転相談窓口を設けている。例えば、身体の障害について相談があった場合には、具体的な症状を聞き運転免許の条件付与に関する説明等を行うほか、必要に応じてシミュレーター等により運動機能を確認して運転免許の条件を付与するなどしている。

この窓口では、看護師の資格を有する警察官等の医療系専門職員（注）をはじめとする専門知識の豊富な職員を配置し、適切な相談場所を確保するなどして、相談者のプライバシー保護のために特段の配慮をしているほか、相談終了後も運転者等に連絡して継続的な対応を図ったり、患者団体や医師会等と密接に連携し、必要に応じて相談者に専門医を紹介したりするなど、安全運転相談の充実を図っている。

さらに、ポスターの掲示、ウェブサイトの活用等により、安全運転相談窓口の周知徹底を図っている。


注：令和3年4月現在、45都道府県で78人の医療系専門職員が配置されている。
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（3）国際化への対応

警察では、日本語を解さない外国人が運転免許を取得するなどし、安全に自動車等を運転することができるよう、外国語による学科試験の実施、更新時講習等における外国語版講習用映像資料の活用等を推進している。

また、外国等の行政庁等の運転免許証を有する者については、一定の条件の下に運転免許試験の一部を免除できる制度があり、令和2年中の同制度による運転免許証の交付件数は4万3,117件であった。

[bookmark: x4z00310]　図表4-31　外国等の行政庁等の運転免許証を有する者に対する運転免許試験の一部免除の流れ
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（4）運転免許手続等の利便性の向上と国民負担の軽減

警察では、運転免許証の更新に係る利便性の向上と国民の負担の軽減のため、更新免許証の即日交付、日曜日の申請受付、警察署における更新窓口の設置等の施策を推進している。

令和2年中は、全国で1,079か所の運転免許証の更新窓口において、1,785万116件の更新免許証を交付しており、このうち即日交付は1,403万8,793件であった。

また、障害者の利便性向上のため、試験場施設のバリアフリー化等の施設の整備・改善、漢字に振り仮名を付けた学科試験の実施、身体障害者用に改造された持込車両を用いた技能試験の実施等を推進するとともに、指定自動車教習所等に対して、障害者の教習体制の充実等を指導している。


MEMO　第二種免許等の受験資格の見直し

第二種免許等の受験資格の特例に関する規定の整備（注）等を内容とする道路交通法の一部を改正する法律が令和2年6月に公布され、令和4年6月までに施行されることとなっている。警察では、関係機関・団体と連携しながら施行準備を進めるとともに、バスやタクシー等の事業用自動車に係る交通事故防止対策を推進している。


注：一定の教習を修了した者は、19歳以上であり、かつ、普通免許等を受けていた期間が通算して1年以上である場合には、受験資格の特例として、第二種免許の運転免許試験を受けることができるなどとされた。





（5）運転者の特性に応じた運転者標識

運転者は、自動車を運転するときに、一定の条件に該当する場合は、それぞれの条件に応じて、車両の前面及び後面に初心運転者標識、高齢運転者標識（注）又は聴覚障害者標識を表示することが義務付けられているほか、表示義務がない場合であっても、身体の状態が自動車の運転に影響を及ぼすおそれがあるときなどは、高齢運転者標識又は身体障害者標識を表示するよう努めなければならないこととされている。これらの標識は、他の車両の運転者に注意を喚起するとともに、標識を表示した自動車を保護することなどによって交通事故防止を図るものであり、これらの標識を表示した自動車に対する幅寄せや割込みは禁止されている。


注：高齢運転者標識は、平成23年に様式が変更されたが、更新前の標識（「もみじマーク」）についても、当分の間、表示することができる。
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第4節　交通環境の整備

1　交通実態を踏まえた交通環境の整備

（1）交通安全施設等整備事業の推進

警察では、交通の安全と円滑を確保するため、信号機や道路標識をはじめとする交通安全施設等の整備を進めている。

交通安全施設等の整備については、昭和41年（1966年）以降、多発する交通事故を緊急かつ効果的に防止するため、交通安全施設等整備事業長期計画に即して推進してきたが、平成15年（2003年）以降は、交通安全施設等、道路、港湾等の社会資本の整備に関して従来の事業分野別の長期計画を統合した「社会資本整備重点計画」に即して推進している。

令和3年（2021年）度から令和7年度においては、当該期間を計画期間とする第5次社会資本整備重点計画に即して、重点的、効果的かつ効率的に交通安全施設等の整備を推進することとしている。

[bookmark: x4z00320]　図表4-32　主な交通安全施設等整備状況
[image: 図表4-32　主な交通安全施設等整備状況]

[bookmark: x4z00330]　図表4-33　警察の整備する交通安全施設等
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[bookmark: x4z00340]　図表4-34　第5次社会資本整備重点計画の概要（警察関連部分）
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一方、整備後長期間が経過した信号機等の老朽化対策が課題となっており、警察庁では、平成25年11月にインフラ老朽化対策の推進に関する関係省庁連絡会議において策定された「インフラ長寿命化基本計画」に基づき、警察関連施設の維持管理・更新等を着実に推進するための中長期的な取組の方向性を明らかにする「警察庁インフラ長寿命化計画」を策定した。警察では、同計画等に即して、交通安全施設等の整備状況を把握・分析した上で、中長期的な視点に立った老朽施設の更新、交通環境の変化等により効果が低下した施設の撤去、施設の長寿命化等による戦略的なストック管理、ライフサイクルコストの削減等に努めている。

[bookmark: x4z00350]　図表4-35　老朽化した交通安全施設
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（2）交通管制システムの整備

都市部では道路交通が複雑化・過密化し、交通渋滞、交通公害及び交通事故の一因となっているため、警察では、交通管制システムにより、道路交通を効率的に管理して、交通の安全と円滑の確保を図っている。

具体的には、車両感知器等から収集した交通量や走行速度等の情報を分析し、交通状況に即応した信号の制御を行うことで、車両の流れをコントロールしているほか、収集した交通情報を交通情報板や光ビーコン（注）等を活用して提供することで、交通流・交通量の誘導及び分散を図るなどの対策を講じている。


注：通過車両を感知して交通量等を測定するとともに、車載装置と交通管制センターの間のやり取りを媒介する路上設置型の赤外線通信装置



[bookmark: x4z00360]　図表4-36　交通管制システム
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（3）交通実態の変化等に即した交通規制

警察では、地域の交通実態を踏まえ、速度、駐車等に関する交通規制や交通管制の内容について常に点検・見直しを図るとともに、道路整備、地域開発、商業施設の新設等による交通事情の変化に対しても、これを的確に把握してソフト・ハード両面での総合的な対策を実施することにより、安全で円滑な交通流の維持を図っている。

このうち、速度規制については、平成25年12月に有識者懇談会において取りまとめられた「交通事故抑止に資する取締り・速度規制等の在り方に関する提言」を踏まえ、一般道路（注1）において、実勢速度（注2）、交通事故発生状況等を勘案しつつ、規制速度の引上げ、規制理由の周知等を計画的に推進している。平成26年度から28年度にかけて実施した最高速度規制の見直しについて分析した結果、規制速度が引き上げられた多くの路線で実勢速度の上昇傾向や交通事故の増加傾向はみられなかった。

また、平成26年から、交通事故の減少や被害の軽減、交差点における待ち時間の減少、災害時の対応力の向上等の効果が見込まれる環状交差点の適切な箇所への導入を推進しており、令和2年度末までに126か所で導入された。

さらに、信号制御については、歩行者・自転車の視点で、信号をより守りやすくするために、横断実態等を踏まえた信号表示の調整等の運用の改善を推進している。


注1：生活道路において推進している速度抑制対策については、178頁参照

注2：例えば、ある区間を走行する100台の自動車の走行速度を低いものから順に並べた場合、85番目のものの速度



[bookmark: x4p00140]　[image: 環状交差点（北海道檜山郡上ノ国町）]
環状交差点（北海道檜山郡上ノ国町）

（4）交通管理等による環境対策

警察では、沿道地域の交通公害の状況や道路交通の実態に応じて、通過車両の走行速度を低下させてエンジン音や振動を抑えるための最高速度規制、エンジン音や振動の大きい大型車を沿道から遠ざけるための中央寄り車線規制等の対策を実施している。

また、交通状況に即応した信号の制御により、交差点における車両の停止・発進回数を低減させることで、騒音、振動及び排出ガスの発生を抑え、交通公害の低減を図っている。

（5）警察による交通情報提供

警察では、交通管制システムにより収集・分析したデータを交通情報板やVICS（注1）等を通じて交通情報として広く提供し、運転者が混雑の状況や所要時間を的確に把握して安全かつ快適に運転できるようにすることにより、交通流を分散させ、交通渋滞や交通公害の緩和を促進している。

また、関係団体の協力の下、警察が保有するリアルタイムの交通情報をカーナビゲーション装置等にオンラインで提供するシステムを構築するなど、民間の交通情報提供事業の高度化を支援するとともに、交通情報の提供に関する指針を定め、当該事業が交通の安全と円滑に資するものとなるよう働き掛けている。さらに、民間事業者が保有するプローブ情報（注2）を活用しつつ、災害時に通行実績情報等の交通情報を提供するためのシステムを整備・運用している。

このほか、平成29年3月から交通規制情報及び断面交通量情報（注3）を、平成30年3月からは交差点制御情報（注4）を、関係団体のウェブサイトを通じて提供している。


注1：Vehicle Information and Communication System（道路交通情報通信システム）の略。光ビーコン等を通じてカーナビゲーション装置に対して交通情報を提供するシステムで、時々刻々変動する道路交通の状況をリアルタイムで地図画面上に表示することができるほか、図形・文字でも分かりやすく表示することができる。

注2：10頁参照（特集1）

注3：道路上の特定の地点を単位時間当たりに通過する車両台数情報

注4：サイクル（信号機の灯火が青色、黄色、赤色と一巡する時間）、スプリット（1サイクル時間のうち、信号機が設置された交差点を通過する交通流のうち、同時に通行権を与えられている交通流の一群にそれぞれ割り当てられる時間の割合）等に関する実行履歴情報



[bookmark: x4p00150]　[image: VICS対応型カーナビゲーション装置の画面表示例]
VICS対応型カーナビゲーション装置の画面表示例


MEMO　多様な交通主体の交通ルール等の在り方に関する有識者検討会

近年、技術の進展等により、電動キックボード、自動配送ロボット等の多様なモビリティが登場しており、海外の一部の国では、それらが新たな移動・運送手段として活用され始めている状況にある。

一方、このような新たなモビリティについては、我が国の既存の交通ルールの下では十分にその性能や利便性を生かすことができない可能性が指摘されており、交通ルール等の在り方の見直しを求められている状況にある。

そこで、新たなモビリティ以外の交通主体も含めた多様な交通主体全ての安全かつ快適な通行を可能とするような交通ルール等の在り方を検討するため、警察庁において「多様な交通主体の交通ルール等の在り方に関する有識者検討会」を令和2年7月から開催し、新たなモビリティに係る安全性や利便性について詳細に分析するとともに、専門家の意見を聴きながら、多様な交通主体全てにとっての新たな交通ルールの在り方を幅広く検討している。








2　道路交通環境の整備による歩行者等の安全通行の確保

（1）ゾーン30の整備の推進

警察では、市街地等の生活道路における歩行者等の安全な通行を確保するため、道路管理者と連携して、ゾーン30の整備を推進している。ゾーン30とは、区域（ゾーン）を設定して、最高速度30キロメートル毎時の区域規制や路側帯の設置・拡幅を実施するとともに、その区域の道路交通の実態に応じた通行禁止等の交通規制の実施やハンプ（注）の設置等の対策により、区域内における速度を規制し、通過交通の抑制・排除を図るものであり、令和2年度末までに全国で4,031か所を整備した。


注：車両の低速走行等を促すための道路に設ける盛り上がり（凸部）



[bookmark: x4z00370]　図表4-37　「ゾーン30」の整備イメージ
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（2）バリアフリー対応型信号機等の整備の推進

警察では、高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律に基づき、高齢者、障害者等が道路を安全に横断できるよう、音響により信号表示の状況を知らせる音響信号機、信号表示面に青時間までの待ち時間及び青時間の残り時間を表示する経過時間表示機能付き歩行者用灯器、歩行者等と車両が通行する時間を分離して交通事故を防止する歩車分離式信号等のバリアフリー対応型信号機を整備している。

また、自動車の前照灯の光を反射しやすい素材を用いるなどして見やすく分かりやすい道路標識・道路標示を整備するとともに、横断歩道上における視覚障害者の安全性及び利便性を向上させるエスコートゾーンを整備している。

[bookmark: x4z00380]　図表4-38　バリアフリー対応型信号機等
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（3）自転車通行環境の確立

警察では、歩行者、自転車及び自動車のいずれも安全かつ適切に通行できるよう、道路管理者と連携して、自転車専用の走行空間（普通自転車専用通行帯及び自転車道）を整備するとともに、普通自転車の歩道通行を可能とする交通規制の実施場所の見直し（注）等を通じて自転車と歩行者の安全確保を図っている。


注：道路交通法では、普通自転車は車道通行が原則とされているところ、道路標識等により歩道通行を可能とする交通規制を実施することができるが、幅員3メートル未満の歩道においては、歩行者の通行量や保育施設等の存在といった沿道環境等を総合的に勘案し、当該交通規制を原則廃止する方針に基づく見直しを実施している。








3　総合的な駐車対策

（1）違法駐車の状況

違法駐車は、交通渋滞を悪化させる要因となるほか、歩行者や車両の安全な通行の妨げとなったり、緊急自動車の活動に支障を及ぼしたりするなど、地域住民の生活環境を害し、国民生活全般に大きな影響を及ぼしている。

（2）駐車対策の推進

警察では、必要やむを得ない駐車需要への対応が十分でない場所を中心に、地方公共団体や道路管理者に対し、路外駐車場や荷さばきスペースの整備等を働き掛けるとともに、きめ細かな駐車規制、違法駐車の取締り、広報啓発活動等を行うなどの対策を推進している。

①　きめ細かな駐車規制

地域住民の意見・要望等を十分に踏まえつつ、駐車規制の点検・見直しを実施しており、物流の必要性や自動二輪車の駐車需要等にも配慮し、地域の交通実態等に応じた規制の緩和を行うほか、必要性が十分に認められないパーキングメーター等を撤去するなど、きめ細かな駐車規制を推進している。

②　違法駐車の取締り

違法駐車の取締りについては、地域住民の意見・要望等を踏まえてガイドラインを策定・公表し、悪質性・危険性・迷惑性の高いものに重点を置いて実施している。当該ガイドラインについては、定期的に見直しを行い、常に警察署管内における駐車実態を反映したものとなるよう努めている。また、放置車両の確認事務については、警察署長から委託を受けた法人の駐車監視員や警察官等により適正に運用されている。

[bookmark: x4p00160]　[image: 駐車監視員の活動状況]
駐車監視員の活動状況

[bookmark: x4z00390]　図表4-39　確認事務の民間委託の状況の推移（平成28年～令和2年）
[image: 図表4-39　確認事務の民間委託の状況の推移（平成28年～令和2年）]

[bookmark: x4z00400]　図表4-40　放置車両確認標章の取付け状況の推移（平成28年～令和2年）
[image: 図表4-40　放置車両確認標章の取付け状況の推移（平成28年～令和2年）]

③　保管場所の確保対策

道路が自動車の保管場所として使用されることを防止するため、自動車の保管場所の確保等に関する法律に基づき、保管場所証明書の交付、軽自動車の保管場所に係る届出受理等を行うとともに、青空駐車（注1）や車庫とばし（注2）の取締りを行っている。


注1：道路を自動車の保管場所として使用する行為

注2：自動車の使用の本拠の位置や保管場所の位置を偽って保管場所証明を受ける行為




MEMO　自動車保有関係手続のワンストップサービスの推進

警察では、関係機関と連携して、自動車の保有に伴い必要となる各種の行政手続（保管場所証明、登録・検査、各種租税の納付等）について、国民の負担軽減及び行政事務の効率化を図るため、ワンストップサービスシステム（1回の申請で手続を完了することのできるシステム）の全国的な整備に向けた取組を推進しており、令和3年4月現在、44都道府県において運用している。

[bookmark: x4z00410]　図表4-41　自動車保有関係手続のワンストップサービスの概要
[image: 図表4-41　自動車保有関係手続のワンストップサービスの概要]








4　高速道路における交通警察活動

（1）高速道路ネットワークと交通事故の状況

令和2年末現在、高速道路は213路線であり、その総延長距離は1万3,000キロメートルを超えている。令和2年中の高速道路における死者数は114人と、前年より49人（30.1％）減少した。

[bookmark: x4z00420]　図表4-42　高速道路における交通事故発生件数・死者数の推移（平成23年～令和2年）
[image: 図表4-42　高速道路における交通事故発生件数・死者数の推移（平成23年～令和2年）]

（2）高速道路における交通の安全と円滑の確保

①　道路管理者と連携した交通安全対策

警察では、交通事故の発生状況を詳細に分析し、死亡事故等の発生地点や交通事故の多発地点等における現場点検を道路管理者と共同して実施し、必要な対策を協議・検討するとともに、パトロール等を強化している。特に、逆走が原因となる交通事故や、中央帯がなく、往復の方向別に分離されていない区間における対向車線へのはみ出しによる交通事故が後を絶たないことから、道路管理者と連携し、誤進入防止のための道路交通環境の改善や、対向車線へのはみ出しを防止するための道路の中央部へのワイヤロープの設置等を推進している。また、渋滞発生時には、的確な臨時交通規制を実施するほか、迅速に道路管理者と情報共有を行い、道路情報板や後尾警戒車の活用等による渋滞区間における追突事故の防止を図っている。

②　安全利用のための広報啓発及び交通安全教育

警察では、高速道路の安全利用のため、関係機関・団体等と連携して、交通事故の発生状況や逆走の危険性等に関する広報啓発活動を行うとともに、車両故障や交通事故等により運転が困難となった場合の措置等に関する参加・体験・実践型の交通安全教育を行っている。

③　交通事故抑止に資する交通指導取締り

警察では、妨害運転や著しい速度超過、飲酒運転、車間距離不保持、通行帯違反等の悪質性・危険性の高い違反に重点を置いた取締りを推進している。また、全ての座席でのシートベルトの着用及びチャイルドシートの使用の徹底を図るため、関係機関・団体等と連携した普及啓発活動を推進するとともに、令和2年中はシートベルト装着義務違反を11万7,452件取り締まった。


MEMO　高速道路における100キロメートル毎時を超える規制速度

警察では、平成28年3月の「高規格の高速道路における速度規制の見直しに関する提言」を踏まえ、平成29年11月には新東名高速道路の一部区間において、同年12月には東北自動車道の一部区間において、規制速度を110キロメートル毎時へ引き上げる試行を実施した後、平成31年3月からは、両区間の規制速度を120キロメートル毎時へ引き上げる試行を実施してきた。

試行期間中における交通事故実態等を分析した結果、試行前と比べて死傷事故率等に大きな変化はなかったことから、令和2年8月、交通規制を実施する場合の標準を示す交通規制基準を改正し、高速道路において100キロメートル毎時を超える最高速度規制を実施する場合の基準を定めた。

同基準に基づいて、令和2年9月には東北自動車道の花巻南インターチェンジから盛岡南インターチェンジまでの区間において、同年12月には新東名高速道路の御殿場ジャンクションから浜松いなさジャンクションまでの区間において、それぞれ規制速度を120キロメートル毎時とする規制を開始した。








5　ITSの推進と自動運転の実現に向けた取組

（1）ITS（注1）の推進

①　UTMS（注2）の開発・整備によるITSの推進

警察では、最先端の情報通信技術等を用いて交通管理の最適化を図るため、光ビーコン等の機能を活用したUTMSの開発・整備を行うことによりITSを推進し、安全・円滑かつ快適で環境負荷の低い交通社会の実現を目指している。


注1：Intelligent Transport Systems（高度道路交通システム）の略

注2：Universal Traffic Management Systems（新交通管理システム）の略



[bookmark: x4z00430]　図表4-43　主なUTMSの概要（令和2年度末現在）
[image: 図表4-43　主なUTMSの概要（令和2年度末現在）]

②　ITSに関する国際協力の推進

警察では、令和2年（2020年）11月、東京で開催されたSIP-adus Workshop2020（注）において、各種発表を通じてUTMSの先進的な技術を紹介するとともに、各国とITSに関して情報交換を行うなどして協力関係を深めた。


注：自動運転社会の実現に向けて、自動運転の研究開発・社会実装等とともに国際連携の推進を目的とした国際会議




MEMO　新たな交通管制の構築に向けた取組

令和2年7月に策定された「官民ITS構想・ロードマップ2020」では、令和12年までに世界一安全で円滑な道路交通社会を構築することや、世界最先端のITS・自動運転を構築することが目標として掲げられている。

そのため、警察庁においても、自動車の運転支援による安全で円滑な交通環境及び高度な自動運転の実現に向け、AIや、第5世代移動通信システム（5G）を活用した信号制御に係る調査研究に取り組むなど、新たな交通管制システムの構築について検討を進めている。



（2）自動運転の実現に向けた取組

自動運転の技術は、交通事故の削減や渋滞の緩和等に有効なものと考えられ、警察としても、我が国の道路交通環境に応じた自動運転が早期に実用化されるよう、その進展を支援すべく積極的に取組を進めている。

①　法制度面を含む各種課題の検討

令和2年4月、自動運行装置（注1）を使用する運転者の義務や作動状態記録装置（注2）による記録に関する規定の整備等を内容とする道路交通法の一部を改正する法律が施行された。

これにより、SAEレベル3（注3）の自動運転について、国土交通大臣が付する自動運行装置の使用条件を満たさなくなる場合等には、運転者が自動運行装置から運転操作を確実に引き継ぐことが求められる。運転者はこれに適切に対処することができる必要があり、警察では、自動運行装置を使用した運転上の留意事項等について広報啓発に努めている。

また、令和2年度には、「自動運転の実現に向けた調査検討委員会」を開催し、従来の運転者の存在を必ずしも前提としない場合における交通ルールの在り方について検討を行った。


注1：プログラムにより自動的に自動車を運行させるために必要な装置であって、当該装置ごとに国土交通大臣が付する条件（使用条件）で使用される場合において、自動車を運行する者の操縦に係る認知、予測、判断及び操作に係る能力の全部を代替する機能（以下「代替機能」という。）を有するもの

注2：自動運行装置の代替機能の作動状態の確認に必要な情報を記録するための装置

注3：「自動運転に係る制度整備大綱」等で採用されている、SAE（Society of Automotive Engineers）InternationalのJ3016における運転自動化レベルのうち、システムが全ての動的運転タスク（操舵、加減速、運転環境の監視、反応の実行等、車両を操作する際にリアルタイムで行う必要がある機能）をシステムが機能するよう設計されている特有の条件内で実施するが、システムの作動継続が困難な場合は、システムの介入要求等に対して、運転者の適切な応答が期待されるもの



[bookmark: x4p00170]　[image: 広報啓発の実施状況]
広報啓発の実施状況

②　国際的な議論への参画

我が国が締約しているジュネーブ条約（注1）では、車両には運転者がいなければならないことなどが規定されている一方で、システムが完全に運転操作を実施する自動運転もあり得ることなどから、近年、自動運転と国際条約との関係の整理等に関し、国連経済社会理事会の下の欧州経済委員会内陸輸送委員会に置かれたWP.1（注2）において議論が行われており、警察庁としても、これら議論に参画している。また、令和3年（2021年）7月に設置される、自動運転について国際条約を補完するための新たな法的文書の作成に関する専門家グループにも参加することとしている。


注1：昭和24年（1949年）にスイス・ジュネーブにおいて作成された道路交通に関する条約の通称

注2：Global Forum for Road Traffic Safety（道路交通安全グローバルフォーラム）の通称



③　自動運転システムの実用化に向けた研究開発

平成30年から開始されたSIP（注1）第2期「自動運転（システムとサービスの拡張）」では、産官学連携の下、東京臨海部の公道において、自動運転システムの実用化に向けた実証実験が実施されている。

警察では実証実験に必要な環境を整備するとともに、自動車メーカー等と連携し、クラウド等を活用して車両に信号情報を提供するための研究開発、衛星測位システム（GNSS（注2））による位置情報等を活用して公共車両等に対する優先信号制御を行うための研究開発等を推進している。


注1：SIPはCross-ministerial Strategic Innovation Promotion Program（戦略的イノベーション創造プログラム）の略

注2：Global Navigation Satellite Systemの略



[bookmark: x4z00440]　図表4-44　GNSSによる位置情報等を活用した優先信号制御のイメージ
[image: 図表4-44　GNSSによる位置情報等を活用した優先信号制御のイメージ]






第5節　道路交通秩序の維持

1　交通事故抑止に資する交通指導取締り

（1）交通事故分析に基づく交通指導取締り

警察では、平成25年（2013年）12月に取りまとめられた「交通事故抑止に資する取締り・速度規制等の在り方に関する提言」を踏まえ、交通事故の発生実態等を分析し、取締りを実施する時間、場所等の交通指導取締りに関する方針を策定した上で、計画的に取締りを実施するなどして交通事故抑止に資する交通指導取締りを推進している。

また、交通指導取締りの必要性について国民の理解を深めるため、最高速度違反に起因する交通事故の発生状況や地域住民からの要望等を踏まえた速度取締りに関する指針を策定し、速度取締りを重点的に実施する路線や時間帯をウェブサイト等により公表している。

（2）悪質性・危険性・迷惑性の高い運転行為への対策

警察では、交通街頭活動を推進し、違法行為の未然防止に努めるとともに、無免許運転、飲酒運転、著しい速度超過、交差点関連違反等の交通事故に直結する悪質性・危険性の高い違反及び駐車違反等の迷惑性の高い違反に重点を置いた取締りを推進している。

また、運転中に携帯電話等を使用することは重大な交通事故につながり得る極めて危険な行為であることから、警察では、関係機関・団体等と連携し、運転者等に対して広報啓発を推進するとともに、携帯電話使用等の交通指導取締りを推進している。

さらに、妨害運転等の悪質・危険な運転行為を防止するため、交通指導取締りを強化するとともに、「思いやり・譲り合い」の気持ちを持った運転の必要性、ドライブレコーダーの有用性等についての広報啓発等を推進している。

令和2年（2020年）中は、575万1,798件の道路交通法違反を取り締まっている。

[bookmark: x4p00180]　[image: 悪質・危険な運転行為への交通指導取締り対策]
悪質・危険な運転行為への交通指導取締り対策

[bookmark: x4z00450]　図表4-45　主な道路交通法違反の取締り状況（令和2年）
[image: 図表4-45　主な道路交通法違反の取締り状況（令和2年）]


MEMO　妨害運転の取締り状況等

令和2年6月、第201回国会において、妨害運転に対する罰則の創設等を内容とする道路交通法の一部を改正する法律が成立し、同月30日から施行された。また、本改正と併せて、妨害運転に関する基礎点数の整備等を内容とする道路交通法施行令の一部を改正する政令が施行され、妨害運転をした者について、運転免許の取消処分を課し、悪質・危険な運転者をより効果的に道路交通の場から排除することが可能となった。

警察では、新設された罰則等を活用して、令和2年中、妨害運転で58件を検挙するなど、妨害運転等の悪質・危険な運転の抑止と厳正な取締りを強力に推進している。

[bookmark: x4z00460]　図表4-46　妨害運転に対する罰則等の概要
[image: 図表4-46　妨害運転に対する罰則等の概要]



（3）使用者等（注）の責任追及等

事業活動に関して行われた過労運転、過積載運転、放置駐車、最高速度違反等の違反やこれらに起因する交通事故事件について、運転者の取締りにとどまらず、使用者に対する指示や自動車の使用制限命令を行っているほか、これらの行為を下命・容認していた使用者等を検挙するなど、使用者等の責任も追及している。

また、タクシーやトラック等の事業用自動車の運転者が、その業務に関して行った道路交通法等に違反する行為については、運輸支局等に通知して所要の行政処分等を促し、事業用自動車による交通事故防止を図っている。

さらに、自動車整備業者等による車両の不正改造等、事業者による交通の安全を脅かす犯罪に対しても、取締りを推進している。


注：使用者のほか、安全運転管理者その他自動車の運行を直接管理する地位にある者を含む。



（4）暴走族等対策

暴走族は、減少傾向にあるものの、いまだ各地において散発的な暴走行為が認められ、地域住民や道路利用者に多大な迷惑を及ぼしている。

警察では、共同危険行為等禁止違反、騒音関係違反（注）、車両の不正改造に関する違反等の取締りを推進するとともに、家庭、学校、保護司等と連携し、暴走族から離脱させるための措置をとるなど、総合的な暴走族対策を推進している。

また、元暴走族等が中心となって結成された「旧車會」と呼ばれる集団の中には、暴走族風の車両に改造した旧型の自動二輪車等を連ねて、景勝地等に向けた大規模な集団走行を行うなど、迷惑性の高いものもあることから、都道府県警察間での情報共有を図りながら、関係機関と連携して騒音関係違反等に対する指導取締りを行っている。


注：道路交通法違反のうち、近接排気騒音に係る整備不良、消音器不備及び騒音運転等をいう。



[bookmark: x4z00470]　図表4-47　暴走族等の人員及び検挙人員の推移（平成28年～令和2年）
[image: 図表4-47　暴走族等の人員及び検挙人員の推移（平成28年～令和2年）]






2　適正かつ緻密な交通事故事件捜査

（1）交通事故事件の検挙状況

令和2年中の交通事故事件の検挙件数は、図表4-48のとおりである。

[bookmark: x4z00480]　図表4-48　交通事故事件の検挙状況（令和2年）
[image: 図表4-48　交通事故事件の検挙状況（令和2年）]

（2）適正かつ緻密な交通事故事件捜査

警察では、一定の重大・悪質な交通事故事件の発生に際しては、交通事故事件捜査の豊富な経験を有する交通事故事件捜査統括官等が現場に臨場して、初動段階から捜査を統括するとともに、科学的な交通事故解析の研修を積んだ交通事故鑑識官が現場で鑑識活動等を指揮するなど、組織的かつ重点的な捜査を推進している。特に、飲酒運転、信号無視、無免許運転等が疑われるものについては、一般的に交通事故に適用される過失運転致死傷罪より罰則の重い危険運転致死傷罪や過失運転致死傷アルコール等影響発覚免脱罪等の立件を視野に入れた捜査を推進している。

また、ひき逃げ事件については、交通鑑識資機材や常時録画式交差点カメラ、ドライブレコーダー等の有効活用による被疑者の早期検挙を図っており、令和2年中の死亡ひき逃げ事件の検挙率は、97.8％であった。

（3）交通事故事件捜査の科学化・合理化

緻密で科学的な交通事故事件捜査を推進するため、警察庁では、交通鑑識に携わる都道府県警察の警察職員を対象とした研修を行っている。研修内容は、様々な状況を想定した車両の衝突実験を行い、衝突後の状況のみを見分させた上で交通事故の発生時における車両の状況や速度を究明させるなど、実践的・専門的なものとなるよう工夫している。

また、客観的な証拠に基づいた事故原因の究明を図るとともに、交通事故当事者の負担を軽減するため、常時録画式交差点カメラや3Dレーザースキャナ（注）をはじめとする各種の機器の活用を図っている。

他方で、重大な交通事故事件の捜査に集中することができるよう、軽微な交通事故に関しては、検察庁への送致書類の簡素化を図るなど、業務の合理化も進めている。


注：レーザー光線を周囲に照射することで、事故現場の路面における道路構造上の痕跡、遺留品の散乱状況等を自動的かつ正確に計測し、三次元点群データを作成する機器。同データは、専門のシステムにより、三次元画像処理や図化ができる。



[bookmark: x4p00190]　[image: 3Dレーザースキャナによる測定状況]
3Dレーザースキャナによる測定状況


MEMO　車載式故障診断装置の活用

車載式故障診断装置（OBD）（注1）とは、エンジンやトランスミッション等を制御する制御装置（ECU）（注2）内部に搭載された装置であり、電気配線の断線やセンサーの機能異常等の不具合が生じた場合に、その情報を自動記録する。記録された情報は、外部故障診断装置（スキャンツール）を自動車の故障診断装置用コネクタ（OBDポート）に接続し、ECUと通信することにより読み取ることが可能である。警察では、欠陥の疑いのある自動車による交通事故や衝突被害軽減ブレーキ等の先進安全技術を搭載した自動車による交通事故等について、OBDに記録された各種情報を活用し、客観的な証拠に基づいた事故原因の究明を図っている。


注1：On-Board Diagnosticsの略

注2：Electronic Control Unitの略



[bookmark: x4p00200]　[image: 車載式故障診断装置用スキャンツールによる情報読み取り状況]
車載式故障診断装置用スキャンツールによる情報読み取り状況



（4）交通事故被害者等（注1）の支援

警察では、「警察庁犯罪被害者支援基本計画」（注2）に基づき、交通事故被害者等の要望や心情に配意した捜査に努めるとともに、被害者連絡実施要領（注3）等に基づき、ひき逃げ事件、死亡又は全治3か月以上の重傷の被害が生じた交通事故事件、危険運転致死傷罪の適用が見込まれる事件等を中心として、交通事故被害者等に対して、捜査への支障の有無等を勘案しつつ、できる限り、交通事故事件の概要、捜査経過、被疑者の検挙や運転免許の停止・取消処分等に関する情報を提供するよう努めている。また、交通事故被害者等に対して、「被害者の手引」等を活用して、刑事手続の流れ、交通事故によって生じた損害の賠償を求める手続、ひき逃げ事件や無保険車両による交通事故の被害者に国が損害を填補する救済制度、各種相談窓口等について説明を行うとともに、交通事故被害者等からの要望を聴取するなど、その心情に配慮した相談活動を推進している。さらに、都道府県警察本部の交通事故事件捜査担当課に配置され、交通事故被害者等への連絡を総括する被害者連絡調整官等を効果的に運用し、組織的かつ適切な交通事故被害者等の支援を推進するとともに、交通事故被害者等の心情に配意した適切な対応がなされるよう交通捜査員等に対する教育を強化している。

このほか、交通事故被害者等が深い悲しみやつらい体験から立ち直り、回復に向けて再び歩み出すことができるよう、交通事故被害者等の権利及び利益の保護を図ることを目的とする交通事故被害者サポート事業が、平成28年に内閣府から警察庁に業務移管され、同事業の一環として、交通事故被害者等の支援に携わる関係者の意思疎通を図るための意見交換会等を開催している。


注1：交通事故事件の被害者及びその家族又は遺族

注2：令和3年3月に第4次犯罪被害者等基本計画が閣議決定されたことを受け、令和7年度末までの5年間において、警察庁が講ずべき具体的な取組内容等について定められている。

注3：犯罪被害者等に捜査状況等を確実に連絡するために制定されたもので、連絡対象となる事件、連絡内容等について定めている。








警察活動の最前線


心に響く交通安全教育




奈良県警察本部交通部交通企画課安全教育係

威徳　理香子（いとく　りかこ）

[bookmark: x4m00010]　[image: ナポくん・ナピちゃん]




「みんな、げんき～？」

腹話術人形の「さくらちゃん」が挨拶すると、交通安全教室の受講者が一斉に私とさくらちゃんの方を見てくれます。そのときに、受講者の年齢層、表情や反応等を読み取り、今日の教室のストーリーを組み立て、受講者が知りたいことや、交通ルール等を分かりやすく伝えていきます。

教室を始めたばかりの頃は、余裕がなくて、受講者に上手く伝えることができず、途中で先輩に助けてもらったり、弱音を吐くこともありました。

しかし、腹話術と出会い、さくらちゃんと一緒に工夫を重ねてきたことにより、受講者の反応は徐々に変わり、今では、教室開始時に緊張した顔の子供達が、終了後には笑顔で「また来てね」と言ってくれたり、交通ルールを知らなかったお年寄りが、「あなたのおかげで事故に遭わずに長生きできそうやわ」とお礼を言ってくれたりするようになりました。これらの言葉は、私の交通安全教室を続ける原動力となっています。

拝命して35年、交通安全教室は5,000回を超えましたが、昔も今も、奈良県から不幸な交通事故が1件でもなくなってほしいという想いは変わりません。

今後も、受講者1人ひとりの心に残る交通安全教室となるよう、さらに努力するとともに、後に続く後輩にこの想いを繋いでいきたいと思います。

[bookmark: x4p00210]　[image: 奈良県警察本部交通部交通企画課安全教育係　威徳　理香子]




自分のため、大切な人のために




静岡県警察本部交通部運転免許課中部運転免許センター係

藤井　里枝（ふじい　さとえ）

[bookmark: x4m00020]　[image: エスピーくん・シズカちゃん]




運転免許技能試験官となり3年が経ち、日々学ぶことばかりの中で、私は、正確な法令履行と正確な運転操作の大切さ、技能試験官としての重責を実感しています。

私自身もそうであったように、試験はとても緊張します。緊張の中でも、受験者が実力を発揮できるよう、「話し方はソフトに、態度や採点は毅然と適正に」を心掛けています。

緊張する受験者の中には、車線変更が思うように出来ず、私がとっさに補助ブレーキを踏み込んで交通事故を回避したこともあります。技能試験も安全が最優先です。技能試験中は、採点、走行順路の教示、交通状況等の把握を同時に行わなくてはならないため“全集中”です。

毅然とした態度を心掛けている様子からなのか、時には、「鬼」とか「怖い」と言われていると耳にすることもありますが、合格後の受験者が「自分の運転を見直す良い機会になりました。」「前回のアドバイスを実践してみました。」等と目をキラキラさせて話しかけてくれる姿を見て、安全運転に対する思いが伝わったと嬉しく感じます。技能試験の合格は、安全ドライバーの証なのです。

自分のため、大切な人のための安全運転です。これからも車両を運転する責任や一つ一つの交通ルールを守る目的、交通ルールを遵守した運転の具体的な方法を受験者に伝えていきます。

[bookmark: x4p00220]　[image: 静岡県警察本部交通部運転免許課中部運転免許センター係　藤井　里枝]








第5章　公安の維持と災害対策

第1節　国際テロ情勢と対策

1　国際テロ情勢

（1）イスラム過激派

①　ISIL（注1）及びAQ（注2）の動向

平成26年（2014年）にカリフ制国家の樹立を宣言したISILは、一時はイラク及びシリアにおいて広大な地域を支配していたものの、諸外国の支援を受けたイラク軍、シリア軍等の攻撃により、その支配地域を失った。令和元年（2019年）10月27日には、米国の作戦により、指導者アブー・バクル・アル・バグダーディが殺害されたものの、同月31日には、ISILは新指導者（注3）を発表した。

ISILは、従前より、「対ISIL有志連合」に参加する欧米諸国等に対してテロを実行し、その実行の際に爆発物や銃器が入手できない場合には刃物、車両等を用いるよう呼び掛けてきた。令和2年（2020年）以降、新型コロナウイルス感染症の感染が拡大している状況においても、欧米諸国等に対するテロの実行の呼び掛けを継続した。また、ISIL及びその支持者らは、新型コロナウイルス感染症の感染拡大を欧米諸国等への神罰だと称したほか、支持者拡大に利用し、テロの実行を呼び掛けるプロパガンダを発出している。こうした中、ISIL等の過激思想に影響を受けたとみられる者によるテロ事件が発生しており、新型コロナウイルス感染症対策のための移動制限が緩和された後には、事前に計画されたテロ攻撃が多発する可能性があるとの指摘もある。

イラク及びシリアにおける外国人戦闘員（注4）及びその家族の一部は、母国又は第三国に渡航してテロを起こす危険性が指摘されているが、新型コロナウイルス感染症の感染拡大により、人の移動が制限される中、外国人戦闘員らの残留者の一部は、継続して収容施設又は難民キャンプに収容されている。こうした戦闘員について、ISILが繰り返し奪還を呼び掛けている中、新型コロナウイルス感染症の感染拡大等を不安視した収容者による暴動も発生しており、シリア国内の戦闘員収容施設のぜい弱性が指摘されている。

AQ及びその関連組織については、指導者のアイマン・アル・ザワヒリが、反米・反イスラエル的思想を繰り返し主張しており、オンライン機関誌等を通じて欧米諸国におけるテロの実行を呼び掛けている。令和元年（2019年）12月には、AQAP（注5）と長期間連絡を取っていたサウジアラビア空軍の飛行訓練生が、訓練のため派遣されていた米国内の米軍基地において銃撃テロを実行した。また、中東、アフリカ等においては、現地のAQ関連組織が、政府機関等を狙ったテロを行っている。このようにAQ及びその関連組織は、依然としてテロを実行する能力を有しており、その脅威は継続している。

これらの事情に鑑みれば、国際テロ情勢は依然として厳しい状況にあるといえる。


注1：Islamic State of Iraq and the Levantの頭字語。いわゆる「イスラム国」

注2：Al-Qaeda（アル・カーイダ）の略

注3：ISILは、アブ・イブラヒム・アル・ハシミ・アル・クラシと公表。国連安全保障理事会のISIL・AQ制裁委員会は、制裁リストにおいてアミール・ムハンマド・サイード・アブダル・ラフマン・アル・マウラと呼称している。

注4：テロ行為を準備・計画・実行することやそのための訓練を受けることなどを目的として、居住国又は国籍国以外の国や地域に渡航する者

注5：Al-Qaeda in the Arabian Peninsula（アラビア半島のアル・カーイダ）の略



[bookmark: x5z00010]　図表5-1　令和2（2020年）中に発生した主なテロ事件
[image: 図表5-1　令和2（2020年）中に発生した主なテロ事件]

[bookmark: x5p00010]　[image: 米軍基地における銃乱射事件の犯人　（サウジアラビア空軍飛行訓練生）]
米軍基地における銃乱射事件の犯人
（サウジアラビア空軍飛行訓練生）

②　我が国を標的とする国際テロの脅威

平成25年（2013年）1月の在アルジェリア邦人に対するテロ事件、平成31年（2019年）4月のスリランカにおける連続爆破テロ事件等、邦人や我が国の権益がテロの標的となる事案等が現実に発生していることから、今後も邦人がテロや誘拐の被害に遭うことが懸念される。

ISILは、オンライン機関誌「ダービク」等において、我が国や邦人をテロの標的として繰り返し名指ししている。

AQについても、平成24年（2012年）5月に米国が公開したオサマ・ビンラディン殺害時の押収資料により、「韓国のような非イスラム国の米国権益に対する攻撃に力を注ぐべき」と同人が指摘していたことが明らかになった。また、米国で拘束中のAQ幹部の供述によれば、我が国に所在する米国大使館を破壊する計画等に同人が関与したことも明らかになっている。こうした資料や供述は、米軍基地等の米国権益が多数存在する我が国に対するイスラム過激派組織によるテロの脅威の一端を明らかにしたものといえる。

また、過去にはICPO国際手配被疑者の不法入国事件も発生しており、過激思想を介して緩やかにつながるイスラム過激派組織のネットワークが我が国にも及んでいることを示している。

これらの事情に鑑みれば、我が国に対するテロの脅威は継続しているといえる。

[bookmark: x5p00020]　[image: 在アルジェリア邦人に対するテロ事件　（Avalon/時事通信フォト）]
在アルジェリア邦人に対するテロ事件
（Avalon/時事通信フォト）

（2）日本赤軍と「よど号」グループ

①　日本赤軍

日本赤軍は、平成13年4月、最高幹部・重信房子（注）が日本赤軍の「解散」を宣言し、後に組織も「解散」を表明した。しかし、いまだに、過去に引き起こした数々のテロ事件を称賛していること、現在も7人の構成員が逃亡中であることなどから、「解散」はテロ組織としての本質の隠蔽を狙った形だけのものに過ぎず、テロ組織としての危険性がなくなったとみることはできない。

警察では、国内外の関係機関と連携を強化し、逃亡中の構成員の検挙及び組織の活動実態の解明に向けた取組を推進している。


注：平成12年11月に潜伏先の大阪府内で逮捕され、平成22年8月、懲役20年の刑が確定した。



[bookmark: x5p00030]　[image: 国際手配中の日本赤軍]
国際手配中の日本赤軍

②　「よど号」グループ

昭和45年（1970年）3月、共産主義者同盟赤軍派の故田宮高麿ら9人が、東京発福岡行き日本航空351便、通称「よど号」をハイジャックし、北朝鮮に入境した。現在、北朝鮮には、ハイジャックに関与した被疑者5人及びその妻3人がとどまっているとみられており（注）、このうち3人については、日本人を拉致した容疑で逮捕状の発付を得ている。

警察では、「よど号」犯人らを国際手配し、外務省を通じて北朝鮮に対して身柄の引渡し要求を行うとともに、「よど号」グループの活動実態の全容解明に努めている。


注：ハイジャックに関与した被疑者1人及びその妻1人は死亡したとされているが、真偽は確認できていない。



[bookmark: x5p00040]　[image: 国際手配中の「よど号」グループ]
国際手配中の「よど号」グループ

（3）北朝鮮

①　北朝鮮による拉致容疑事案等

ア　拉致容疑事案等に関する現在の取組

警察では、令和2年末現在、日本人が被害者である拉致容疑事案12件（被害者17人）及び朝鮮籍の姉弟が日本国内から拉致された事案1件（被害者2人）の合計13件（被害者19人）を北朝鮮による拉致容疑事案と判断するとともに、拉致に関与したとして、北朝鮮工作員等11人について逮捕状の発付を得て国際手配を行っている。

また、拉致容疑事案以外にも、北朝鮮による拉致の可能性を排除できない事案（注）について、関係機関との連携を図りつつ、全国警察において徹底した捜査・調査を進めており、同事案の真相を解明するために警察庁に設置されている特別指導班が、都道府県警察を巡回・招致して、捜査・調査を担当する職員への具体的な指導、同事案の実地調査、都道府県警察間の協力体制の構築等を行っている。

さらに、将来、北朝鮮から拉致被害者に関連する資料が出てきた場合に、本人確認に役立ち得るなどの観点から、御家族の意向等を勘案しつつ、積極的にDNA型鑑定資料の採取を実施してきているほか、広く国民から情報提供を求めるため、御家族の同意を得られたものについては、事案の概要等を各都道府県警察及び警察庁のウェブサイトに掲載している。


注：警察が把握している北朝鮮による拉致の可能性を排除できない方は、令和3年5月末現在、875人である。



[bookmark: x5z00020]　図表5-2　日本人が被害者である拉致容疑事案（12件17人）
[image: 図表5-2　日本人が被害者である拉致容疑事案（12件17人）]

[bookmark: x5z00030]　図表5-3　日本人以外が被害者である拉致容疑事案（1件2人）
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[bookmark: x5z00040]　図表5-4　国際手配被疑者（拉致容疑事案関係）
[image: 図表5-4　国際手配被疑者（拉致容疑事案関係）]

イ　拉致容疑事案等をめぐる動向

日本政府は、拉致問題の解決は最重要課題であり、その重要性について各国の支持と協力を得ることが不可欠であるとして、各種国際会議をはじめ、あらゆる外交上の機会を捉え、拉致問題を提起している。令和2年（2020年）9月に就任した菅首相は、米国のバイデン大統領をはじめとする各国首脳との会談において、拉致問題の早期解決に向けて、引き続きの支持を求めるとともに、第75回国連総会の一般討論演説においても、「私自身、条件を付けずに金正恩（キムジョンウン）委員長（注）と会う用意がある」と表明した。


注：金正恩朝鮮労働党委員長（当時）兼国務委員会委員長



ウ　今後の取組

北朝鮮による拉致容疑事案は、我が国の主権を侵害し、国民の生命・身体に危険を及ぼす治安上極めて重大な問題である。

日本政府は、全ての拉致被害者の一日も早い帰国を実現するため、政府一体となって取り組んでいるところであり、警察では、被害者や御家族のお気持ちを十分に受け止め、全ての拉致容疑事案等の全容解明に向けて、関係機関と緊密に連携を図りつつ、関連情報の収集、捜査・調査に全力を挙げることとしている。

②　北朝鮮による主なテロ事件

北朝鮮は、朝鮮戦争以降、南北軍事境界線を挟んで韓国と軍事的に対峙（じ）しており、これまで、韓国に対するテロ活動の一環として、工作員等によるテロ事件を世界各地で引き起こしている。例えば、昭和62年（1987年）に大韓航空機爆破事件が発生したが、同事件は、日本人を装った工作員により実行されたものであった。






2　国際テロ対策

我が国に対するテロの脅威が継続している中、平成27年2月、改めて我が国に対するテロの未然防止及びテロへの対処体制の強化に取り組むための諸対策を検討・推進することを任務とする警察庁国際テロ対策推進本部を設置した。その後、警察庁では同推進本部を中心に諸対策の検討を行い、同年6月、2020年東京大会の開催までのおおむね5年程度を目途として推進していくべき施策を、「警察庁国際テロ対策強化要綱」として取りまとめ、決定・公表した。

警察では、同要綱等に基づき、情報収集・分析、水際対策、警戒警備、事態対処、官民連携といったテロ対策を強力に推進している。

（1）テロの未然防止のための具体策

①　官民一体となったテロ対策の推進

テロを未然に防止するためには、警察による取組のみでは十分ではなく、関係機関、民間事業者、地域住民等と緊密に連携してテロ対策を推進することが望まれる。このため、警察では、テロ対策に関する様々な官民連携の枠組みに参画している。

例えば、東京都では、平成20年、「テロ対策東京パートナーシップ推進会議」を発足させた。同会議には、警視庁、東京都等の関係機関に加え、電力、ガス、情報通信、鉄道等の重要インフラに関わる事業者や、大規模集客施設を営む事業者等が加入し、不特定多数の者が集まる大規模集客施設や公共交通機関等が諸外国においてテロの標的とされる中、「テロを許さない社会づくり」というスローガンの下、テロに対する危機意識の共有や大規模テロ発生時における協働対処体制の整備等が行われている。

また、不特定多数の者が集まる各種イベントや施設等において、制服を着用した警察官による巡回の実施やパトカーの活用等による「見せる警戒」を実施するとともに、大型商業施設において施設管理者と連携し、テロの未然防止に向けた合同訓練を実施するなど、各種管理者対策を推進し、テロへの警戒を強化している。

さらに、テロリストが武器を入手できないようにするための取組も官民の連携により推進されている。警察では、銃砲刀剣類や火薬類を取り扱う個人や事業者に対し、銃刀法や火薬類取締法に基づく規制や指導を行っているほか、爆発物の原料となり得る化学物質を販売する事業者に対し、関係省庁と協力して、販売時の本人確認を徹底するよう指導したり、不審な購入者への対処要領を教示したりしている。

このほか、旅館、インターネットカフェ、レンタカー、賃貸マンション、住宅宿泊事業等の事業を営む者に対しても、顧客に対する本人確認の徹底等の働き掛けを行い、テロリストによる悪用の防止を図っている。

[bookmark: x5p00050]　[image: テロ対策東京パートナーシップ]
テロ対策東京パートナーシップ

[bookmark: x5p00060]　[image: 公共交通機関における警戒]
公共交通機関における警戒

[bookmark: x5p00070]　[image: 警察と薬局従業員とのロールプレイング型訓練]
警察と薬局従業員とのロールプレイング型訓練

②　核物質、特定病原体等の防護対策の強化

NBCテロ（注）の発生を未然に防止するため、警察では、核物質や特定病原体等を取り扱う事業所等に警察職員が定期的に立入検査を行うなどして、事業者の講じる防護措置や盗難防止措置が適正なものとなるよう指導している。


注：N（Nuclear：核）B（Biological：生物）C（Chemical：化学）物質を使用したテロの総称



③　国際協力の推進

国際テロ対策を推進するためには、我が国一国のみの努力では限界があり、世界各国との連携・協力が必要不可欠であることから、警察庁では、諸対策に関する国際会議等に積極的に参加している。令和2年中は、新型コロナウイルス感染症の感染拡大により、多くの国際会議等が延期又は中止されたが、国際テロ対策における国際協力の重要性に鑑み、警察庁では、国際会議等に引き続き積極的に参加していくこととしている。

④　テロ資金対策

大規模なテロの実行やテロ組織の維持・運営には、そのための資金が必要であることから、テロを未然に防止するためには、テロリストの資金源を絶つことが重要である。我が国では、テロ資金提供処罰法に基づき、テロリストに対するテロ資金の提供等を規制しており、また、犯罪収益移転防止法に基づき、顧客等の本人特定事項等の取引時確認、疑わしい取引の届出等を特定事業者に対し求めている。さらに、外為法及び国際テロリスト財産凍結法に基づき、令和3年5月末現在、402個人120団体の国際テロリストを財産の凍結等の措置をとるべき者として公告している。

[bookmark: x5z00050]　図表5-5　国際テロリスト財産凍結法の概要
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⑤　小型無人機対策

警察では、小型無人機等飛行禁止法等を適切に運用するなど、小型無人機を使用したテロ等の未然防止に努めている。具体的には、重要施設等の周辺において警戒を実施することにより不審者の発見に努めたり、操縦者が利用するおそれのあるビルの屋上や敷地等の管理者に対して、出入口の施錠の徹底を働き掛けたりするなどの対策を進めている。また、上空に対する警戒を行い、飛行している小型無人機の早期発見に努めるほか、違法に飛行している小型無人機を発見した場合には、資機材を有効に活用するなどして、その危害を防止することとしている。

また、政府では、令和4年度を目途として小型無人機の有人地帯での目視外飛行を実現するべく、所要の法令の整備や技術開発を進めており、警察庁としても、小型無人機の安全な飛行の確保や小型無人機を利用したテロ等の防止の観点から、政府における検討に参画している。今後、小型無人機の利用の拡大や機能の向上を踏まえた対策が更に重要となることから、警察では、必要な資機材の整備、各種訓練の実施等により、対処能力の向上に引き続き取り組むこととしている。

（2）テロ対処体制の強化

①　テロ対処部隊

ア　特殊部隊（SAT（注））

特殊部隊（SAT）は、北海道、警視庁、千葉、神奈川、愛知、大阪、福岡及び沖縄の8都道府県警察に設置されている。全国で約300人の体制で、自動小銃、サブマシンガン、ライフル銃、特殊閃（せん）光弾、ヘリコプター等が配備されており、ハイジャック、重要施設占拠等の重大テロ事件その他銃器等使用の重大突発事案に出動し、被害者や関係者の安全を確保しつつ、被疑者を制圧・検挙することを任務としている。


注：Special Assault Teamの略



[bookmark: x5p00080]　[image: SATの訓練]
SATの訓練

イ　銃器対策部隊

銃器対策部隊は、各都道府県警察の機動隊等に設置されている。全国で約2,100人の体制で、サブマシンガン、ライフル銃、防弾衣、防弾帽、防弾盾等が配備されており、銃器等使用事案への対処を主たる任務とし、重大突発事案が発生した場合に、SATが到着するまでの第一次的な対処に当たるとともに、SATの到着後は、その支援に当たることとなる。

[bookmark: x5p00090]　[image: 銃器対策部隊の訓練]
銃器対策部隊の訓練

ウ　NBCテロ対応専門部隊等

NBCテロ対応専門部隊は、北海道、宮城、警視庁、千葉、神奈川、愛知、大阪、広島及び福岡の9都道府県警察の機動隊等に設置されており、全国で約200人の体制で、NBCテロ対策車、化学防護服、生物・化学剤検知器、放射線測定器等の高度な装備資機材が配備されている。また、その他の府県警察の機動隊等には、全国で約400人の体制で、NBCテロ対策部隊が設置されている。これらの部隊は、NBCテロ事案が発生した場合に迅速に出動して、関係機関と連携を図りながら、原因物質の検知・除去、被害者の救出救助、避難誘導等に当たることを任務としている。

[bookmark: x5p00100]　[image: NBCテロ対策部隊の訓練]
NBCテロ対策部隊の訓練

エ　爆発物対応専門部隊等

爆発物対応専門部隊又は爆発物対策部隊は、各都道府県警察の機動隊等に設置されている。全国で約1,000人の体制で、X線透視装置、爆発物収納筒、防護服、防爆盾、遠隔操作式爆発物処理用具等が配備されており、爆発物使用事案が発生した場合に、迅速かつ的確に爆発物の現場処理に当たり、爆発による被害の発生を防止するとともに、証拠を保全することを任務としている。

[bookmark: x5p00110]　[image: 爆発物対応専門部隊の訓練]
爆発物対応専門部隊の訓練

②　スカイ・マーシャルの運用

航空機のハイジャックを未然に防止し、またハイジャックが発生した際に航空機内での犯人の制圧・検挙を可能とするため、警察では、国土交通省や航空会社等と緊密に連携して、警察官が航空機に警乗するスカイ・マーシャルを運用している。

③　職員の現地派遣

警察では、邦人や我が国の関連施設等の権益に関係する重大テロが国外で発生した場合には、情報収集や現地治安機関に対する捜査支援等のため、職員を現地に派遣することとしている。

④　自衛隊等との共同訓練の推進

警察では、平素から防衛省・自衛隊と緊密な情報交換を行うほか、武装工作員等による不法行為が発生したという想定の下、自衛隊との共同訓練を実施しており、令和2年中は、実動訓練を28回、図上訓練を5回実施した。また、内閣官房や都道府県が主催する国民保護法に基づく関係機関との共同訓練に参加し、テロ等に対する対処能力の向上や関係機関との連携強化を図った。

[bookmark: x5p00120]　[image: 自衛隊との共同実動訓練]
自衛隊との共同実動訓練

[bookmark: x5p00130]　[image: 国民保護共同実動訓練]
国民保護共同実動訓練

（3）原子力関連施設におけるテロ対策

①　テロ関連情報の収集・分析等

警察では、原子力関連施設に対するテロを未然に防止するため、各国治安情報機関等との緊密な情報交換、関係省庁等との連携による水際対策、不審な人物や組織に関する情報の収集・分析等を実施している。

②　原子力関連施設における警戒警備

原子力関連施設に対する銃器を使用したテロ事案、爆発物使用事案、NBCテロ事案等への対処を行うため、自動小銃、サブマシンガン、ライフル銃、耐爆・耐弾仕様の車両、爆発物処理用具、防護服等を装備した原発特別警備部隊が、24時間体制で原子力関連施設の警戒警備に当たっている。

[bookmark: x5p00140]　[image: 原子力関連施設の警戒]
原子力関連施設の警戒

③　関係機関等との連携

警察では、平成23年11月に国際組織犯罪等・国際テロ対策推進本部において決定された「原子力発電所等に対するテロの未然防止対策の強化について」を踏まえ、海上保安庁との合同訓練を定期的に実施しているほか、一般の警察力だけでは対応することができないと認められる事案が発生した場合を想定し、原子力発電所の敷地を利用した自衛隊との共同実動訓練を実施している。

④　警察庁職員による立入検査

原子力事業者との間では、警察庁職員が事業所等に定期的に立入検査を行うとともに、治安当局の立場から自主警戒に関する指導を行うことなどにより、事業者による防護措置が実効あるものとなるよう努めている。






第2節　外事情勢と諸対策

1　対日有害活動の動向と対策

北朝鮮、中国及びロシアは、様々な形で対日有害活動を行っており、警察では、平素からその動向を注視し、情報収集・分析等を行っている。

（1）北朝鮮の動向

①　北朝鮮の内部での動向と対外情勢

金正恩委員長は、令和元年（2019年）末に開催された朝鮮労働党中央委員会第7期第5回全員会議において、制裁下においても「自力更生」によって経済建設を推進する「正面突破戦」へのまい進を呼び掛けた。しかし、令和2年（2020年）に入り、新型コロナウイルス感染症の防疫措置を講じた結果、外国との貿易が大幅に減少したことや、同年8月から9月にかけて、北朝鮮各地で大雨等による風水害が発生したことなどを受け、金正恩委員長は、同年10月10日に行われた「朝鮮労働党創建75周年慶祝閲兵式」における演説で、「我が人民が生活上の困難から抜け出すことができずにいる」などと、経済事業で成果が現れていない現状に言及した。

米朝関係について、北朝鮮は、同年7月10日付けの金与正（キムヨジョン）朝鮮労働党中央委員会第一副部長（当時）の談話で、米国に対し、制裁解除のみならず「対朝鮮敵視政策」の撤回を求める一方、相応する北朝鮮側の行動については、「非核化措置」ではなく、米朝協議再開とすべきであると主張した。これに対し、米国は、北朝鮮の非核化を求める従前の姿勢を崩しておらず、米朝間の立場の隔たりは依然として大きい。

また、南北関係について、北朝鮮は、韓国の脱北者団体が同年5月末に行ったビラ散布を捉えて韓国に対する強硬姿勢を強め、同年6月16日には、南北協力の象徴的な施設である南北共同連絡事務所を爆破した。さらに、同年9月には、北朝鮮による韓国の漁業指導船の乗員への銃撃事案が発生し、これに対し、北朝鮮は、金正恩委員長が「非常に申し訳ない」と述べたとする内容を含む通知文を韓国に送付したとされるものの、韓国政府が要請する共同調査に応じる姿勢は見せていない。

このほか、軍事面では、北朝鮮は、令和元年（2019年）に引き続き、令和2年（2020年）3月中に短距離弾道ミサイルを4回にわたって発射した。また、北朝鮮は、「核戦争抑止力」を更に強化する方針を打ち出し、「朝鮮労働党創建75周年慶祝閲兵式」では、新型の大陸間弾道ミサイルや潜水艦発射弾道ミサイルとみられるものを初めて公開しており、動向を引き続き注視していく必要がある。

[bookmark: x5p00150]　[image: 「朝鮮労働党創建75周年慶祝閲兵式」　で演説する金正恩委員長　（KCNA/UPI/ニューズコム/共同通信イメージズ）]
「朝鮮労働党創建75周年慶祝閲兵式」
で演説する金正恩委員長
（KCNA/UPI/ニューズコム/共同通信イメージズ）

②　対北朝鮮措置に関係する違法行為の取締り

我が国は、北朝鮮による拉致、核、ミサイルといった諸懸案を包括的に解決するため、国連安全保障理事会決議に基づく対北朝鮮措置（武器等の輸出入の禁止、人的往来の禁止等）のほか、我が国としての措置（北朝鮮籍船舶の入港禁止措置、北朝鮮との間の全ての品目の輸出入禁止等）を実施している。警察では、対北朝鮮措置の実効性を確保するため、対北朝鮮措置に関係する違法行為に対し、徹底した取締りを行っており、令和2年12月までに41件の事件を検挙している。

③　我が国における諸工作

北朝鮮は、我が国においても、潜伏する工作員等を通じて活発に各種情報収集活動を行っているとみられる。

朝鮮総聯（れん）（注）は、令和2年9月、総聯中央委員会第24期第3回拡大会議を開催し、朴久好（パククホ）副議長を第一副議長に選出するなどの中央常任委員会人事を決定した。また、許宗萬（ホジョンマン）議長は、同会議の報告で、朝鮮総聯は、「内外反動勢力」による「継続的な共和国敵対視政策」と「反総聯策動」に加え、新型コロナウイルス感染症の感染拡大により、結成以来の試練に直面しているとし、現状を打開するため、組織基盤の強化を指示した。今後も朝鮮総聯は、各種宣伝活動や要請活動を行うなど、親朝世論の形成を目指した活動を展開するものとみられる。

警察では、北朝鮮による我が国における諸工作に関する情報収集・分析に努めるとともに、違法行為に対して厳正な取締りを行うこととしており、令和2年12月までに54件の北朝鮮関係の諜（ちょう）報事件を検挙している。


注：正式名称を在日本朝鮮人総聯合会という。



（2）　中国の動向

①　中国国内の情勢等

令和元年（2019年）12月に中国の武漢市で確認された原因不明の肺炎は、令和2年（2020年）1月、新型コロナウイルス感染症によるものと判明した。「春節」に伴う大規模な人の移動もあり、感染は中国各地に拡大した。習近平（しゅうきんぺい）国家主席は、感染拡大防止に関する指示を出すとともに、武漢市当局は移動制限等の措置をとったが、感染は世界各地に広まった。また、同年3月に予定されていた第13期全国人民代表大会第3回会議は、新型コロナウイルス感染症の感染拡大により、同年5月に延期して開催された。このような中で、中国政府は同年6月、新型コロナウイルス感染症に関する白書を公表し、中国が世界の公衆衛生のために重要な貢献をしたと強調した。

このほか、令和2年（2020年）6月30日、全国人民代表大会常務委員会で、香港の統制を強める、いわゆる香港国家安全法（注）が全会一致で可決され、香港政府により即日施行された。中国は、令和元年（2019年）6月以降、香港で広がった逃亡犯罪人条例等改正案をめぐる抗議活動を受けて、同法の整備を進めていたとみられる。

外交面では、令和2年（2020年）1月、中国政府は、貿易交渉をめぐる米国との対立を収束させるため、米国政府と貿易協議の「第一段階」の合意文書に署名した。しかし、米国は、新型コロナウイルス感染症を中国が拡散したと非難したほか、中国の通信機器メーカー等の製品を扱う企業と米国政府機関との取引を規制した。また、米国は、中国の少数民族に対する人権侵害や香港の自治の侵害に関与した中国当局者等への制裁を可能とする立法措置を講じるなどした。こうした米国の対応について、中国は強く反発しており、米中の対立は依然として継続している。


注：中華人民共和国香港特別行政区国家安全維持法



[bookmark: x5p00160]　[image: 全国人民代表大会に出席する習近平国家主席（AFP＝時事）]
全国人民代表大会に出席する習近平国家主席（AFP＝時事）

②　我が国との関係をめぐる動向

令和2年3月、日中両政府は、同年4月上旬に予定していた習近平国家主席の国賓来日について、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止を最優先する必要があるなどの観点から、延期を決定した。同年9月に就任した菅首相は、同月、習主席と初めての電話による首脳会談を行い、今後も二国間、地域及び国際社会の諸課題について、首脳間を含むハイレベルで緊密に連携していくことで一致した。

一方、平成24年（2012年）9月に日本政府が尖閣諸島の一部の島について所有権を取得して以降、尖閣諸島周辺海域で中国公船の出現が常態化するとともに、中国公船が我が国の領海に侵入する事案が度々発生している。また、令和2年5月以降、中国公船が尖閣諸島周辺海域で日本漁船に接近するなどの事案が連続して発生している。警察では、関係機関と連携しつつ、情勢に応じて部隊を編成するなどして、不測の事態に備えている。

[bookmark: x5p00170]　[image: 日中電話首脳会談後、記者会見する菅首相（時事）]
日中電話首脳会談後、記者会見する菅首相（時事）

③　我が国における諸工作等

中国は、諸外国において活発に情報収集活動を行っており、我が国においても、先端技術保有企業、防衛関連企業、研究機関等に研究者、技術者、留学生等を派遣するなどして、巧妙かつ多様な手段で各種情報収集活動を行っているほか、政財官学等の関係者に対して積極的に働き掛けを行っているものとみられる。警察では、我が国の国益が損なわれることがないよう、平素からその動向を注視し、情報収集・分析に努めるとともに、違法行為に対して厳正な取締りを行うこととしている（注）。


注：中国共産党員の男によるレンタルサーバ不正契約事件の検挙については20頁参照（特集2）



（3）ロシアの動向

令和2年中、日露間の対話は継続しており、同年中、安倍首相（当時）とプーチン大統領は、2回の電話による首脳会談を行った。また、菅首相とプーチン大統領は、同年9月に電話による首脳会談を行い、平和条約締結問題を含む対話を継続することを確認した。

他方、ロシアは、同年4月、同国にとっての「第2次世界大戦終結日」を、9月2日から、ソ連時代に対日戦勝記念日とされていた同月3日に変更するなど、我が国に対し、硬軟織り交ぜた姿勢を見せている。

近年も、世界各地でロシア情報機関の関与が疑われるスパイ事件が摘発されている中、我が国においても、ロシア情報機関員が、大使館員等の身分で入国し、情報収集活動を活発に行っている。警察では、ソ連崩壊以降、令和2年12月までに10件の違法行為を摘発しており、今後もロシアの違法な情報収集活動により我が国の国益が損なわれることのないよう、情報収集・分析に努めるとともに、厳正な取締りを行うこととしている。


CASE

大手通信関連会社の元従業員の男（48）は、同社に在職中の平成31年2月及び3月、ロシアの情報機関員とみられる在日ロシア通商代表部代表代理（当時）（52）から唆され、同社の営業秘密である機密情報計3点を不正に領得した。令和2年5月までに両人を不正競争防止法違反（営業秘密の領得）等で検挙した（警視庁）。








2　経済安全保障等に関する取組

（1）経済安全保障に関する取組

我が国は、世界中で利用されている先端技術に関する情報や最先端の高性能製品を数多く有しており、これらの技術情報等の中には、使用方法によっては軍事用途に転用可能なものも含まれる。

各国がポストコロナの国際秩序の在り方を模索する動向を活発化している中、我が国の有する重要技術流出やいわゆる頭脳流出の危険性、サプライチェーンのぜい弱性といった我が国をめぐる経済安全保障上の脅威が一層顕在化しつつある。

警察では、警察庁に経済安全保障対策官を設置するなどの体制の強化を行い、こうした技術情報等の流出に係る情報の収集・分析に努めるとともに、違法行為に対して厳正な取締りを行っている（注）。また、経済安全保障に関する様々な情報の収集・分析を進め、検挙事例の具体的手口に係る情報等を政府のインテリジェンス・コミュニティや政策部門と共有するなど、関係機関と連携した取組を積極的に推進しており、これらの取組を一層強力に推進していくこととしている。


注：中国共産党員の男によるレンタルサーバ不正契約事件の検挙については20頁参照（特集2）




CASE

大手化学メーカーの元社員の男（45）は、平成30年8月から平成31年1月にかけて、勤務先の営業秘密であるタッチパネル等に使用される素材に関する技術情報を不正に領得するなどした上、SNSを介して接触してきた中国所在の企業の社員に開示した。令和2年10月、同人を不正競争防止法違反（営業秘密侵害）で検挙した（大阪）。



（2）大量破壊兵器関連物資等の不正輸出対策

大量破壊兵器関連物資等の拡散は、我が国のみならず国際社会における安全保障上の重大な脅威となっていることから、警察では、我が国からの大量破壊兵器関連物資等の不正輸出に対する取締りを徹底しており、令和2年12月までに、37件の大量破壊兵器関連物資等の不正輸出事件を検挙している。その中には、軍用の化学兵器の製造や核・ミサイルの開発に用いられるおそれがある物資の不正輸出事件等も含まれている。これらの事件においては、第三国を経由した迂回輸出の実態や摘発逃れを目的とした輸出名義人の偽装等の悪質・巧妙な手口が確認されており、警察では、国内外の関係機関との緊密な連携等を通じて、情報の収集・分析及び違法行為に対する取締りを更に徹底することとしている。

また、PSI（注）に平成15年（2003）年の発足当初から参画するなど、国際的な取組にも積極的に参加している。


注：Proliferation Security Initiative（拡散に対する安全保障構想）の略。国際社会の平和と安定に対する脅威である大量破壊兵器関連物資等の拡散を阻止するために、国際法及び各国国内法の範囲内で、参加国が共同してとり得る移転及び輸送の阻止のための措置を検討・実践する取組のことで、107か国（平成31年2月現在）がPSIの基本原則や目的に対する支持を表明している。








第3節　公安情勢と諸対策

1　オウム真理教の動向と対策

（1）オウム真理教の動向

オウム真理教（以下「教団」という。）は、麻原彰晃こと松本智津夫への絶対的帰依を強調する「Aleph（アレフ）」をはじめとする主流派と、松本の影響力がないかのように装う「ひかりの輪」を名のる上祐派が活動している。教団は、松本が確立した教義に基づいて、松本サリン事件、地下鉄サリン事件等の数々の凶悪事件を引き起こし、多くの犠牲者を出したが、依然として同人及び同人の説く教義を基盤としている。

このため、平成12年（2000年）2月以降、教団に対し、無差別大量殺人行為に及ぶ危険性があるなどとして、団体規制法に基づき、公安調査庁長官の観察に付する処分が行われており、令和3年（2021年）1月には、教団の危険性が改めて認定され、7回目となる処分の期間更新決定（令和6年1月末まで）がなされた。

令和2年中、主流派は、新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響を受け、2月以降、大規模行事を中止するなどしたが、緊急事態宣言が解除された5月以降は、活動を徐々に活発化させ、勧誘活動も再開した。上祐派も、一部行事を中止するなどしたが、インターネットを活用するなどして活動を継続した。

（2）オウム真理教対策の推進

こうした教団に対し、警察では、無差別大量殺人行為を再び起こさせないため、引き続き、関係機関と連携して教団の実態解明に努めるとともに、組織的違法行為に対する厳正な取締りを推進している。令和2年2月には、公安調査庁の立入検査に際し、団体の活動状況を明らかにするために必要な検査対象物件の確認を受けず、パソコン1台を施設内で隠匿したとして、団体規制法違反（検査忌避）で上祐派出家信者1人を逮捕した（福岡）。

また、教団は、15都道府県に31か所の拠点施設を有しているが、拠点施設が所在する地域においては、教団の活動に対する不安感が強く、教団の進出に反対する地域住民が対策組織を結成している地域もある。警察では、地域住民の平穏な生活を守るため、教団施設周辺における警戒警備活動を行うとともに、教団の現状や警察の取組について、地域住民や地方公共団体に向けた広報活動を行うことにより、安心感の醸成を図っている。

さらに、教団は、一連の凶悪事件を知らない若い世代を主な対象として、教団名を隠した勧誘活動を行っていることから、警察では、巧妙な勧誘活動の手口について、各種機会を通じ、学校等に対して広報している。

[bookmark: x5z00060]　図表5-6　オウム真理教の拠点施設等（令和2年末現在）
[image: 図表5-6　オウム真理教の拠点施設等（令和2年末現在）]






2　極左暴力集団の動向と対策

（1）極左暴力集団の動向

暴力革命による共産主義社会の実現を目指す極左暴力集団は、依然として「テロ、ゲリラ」の実行部隊である非公然組織を擁するとともに、組織の維持・拡大をもくろみ、暴力性・党派性を隠して大衆運動や労働運動に取り組んでいる。

令和2年中、極左暴力集団は、新型コロナウイルス感染症の感染拡大に伴う政府の対策に対し、「コロナ危機を利用した憲法改悪反対」、「大学の学費を無償化しろ」などと主張し、抗議活動を行った。また、反戦・反基地運動や反原発運動に取り組み、これらを通じて同調者や支持者の獲得を図った。

革マル派（注1）は、令和2年9月から、同派創始者である故黒田寛一前議長の哲学と思想をまとめた著作集全40巻の刊行を開始し、同書を活用した学習を機関紙で呼び掛けるなど、故黒田前議長が提唱した理論の継承に引き続き取り組んだ。また、同派が相当浸透しているとみられる全日本鉄道労働組合総連合会（JR総連）及び東日本旅客鉄道労働組合（JR東労組）は、同年2月にJR東労組の一部組合員が脱退して新労組を結成する動きがあったものの、同年6月の定期大会において、引き続き、同派設立時の副議長であった故松嵜明元JR東労組会長が提唱した労働運動理論に基づき組合活動を進めていく方針を決定した。

中核派（注2）は、同年9月、2年ぶりに革共同政治集会を開催した。同集会では、清水丈夫議長が約半世紀ぶりに公の場に姿を現し、「旧政治局の誤りが深刻な党的危機と混乱をもたらした。その責任は私にある」などと、平成27年以降の指導が誤りであったことを認める発言をした。また、秋月丈志書記長は、引き続き、「非合法・非公然の党の建設を推進しよう」と訴えた。このほか、同派は、労働運動を通じて組織拡大を図る「階級的労働運動路線」を堅持し、引き続き労働運動や大衆運動に介入する中で勧誘活動に取り組んだ。

革労協主流派（注3）及び革労協反主流派（注4）は、令和2年の年頭の機関紙において、非公然組織「革命軍」のアピール文をそれぞれ発し、「武装闘争の飛躍」を主張した。


注1：正式名称を日本革命的共産主義者同盟革命的マルクス主義派という。

注2：正式名称を革命的共産主義者同盟全国委員会という。

注3：正式名称を革命的労働者協会（社会党社青同解放派）という。

注4：正式名称を革命的労働者協会（解放派）という。



[bookmark: x5p00180]　[image: 「11.1全国労働者総決起集会」（11月、東京）]
「11.1全国労働者総決起集会」（11月、東京）

（2）極左暴力集団対策の推進

警察では、極左暴力集団による「テロ、ゲリラ」を未然に防止するための諸対策を推進しており、その過程で明らかになった違法行為は、厳正に取り締まっている。令和2年2月には、内容虚偽の国民健康保険被保険者証を使用して金融機関に口座開設を申し込み、同金融機関から通帳及びキャッシュカードをだまし取った革マル派活動家1人を詐欺罪で逮捕した（奈良、神奈川）。また、同年10月には、虚偽の申請により交付を受けた運転免許証を特別定額給付金の申請に使用するなどした中核派非公然活動家1人を免状不実記載・不実記載免状行使罪で逮捕した（警視庁）。






3　右翼等の動向と対策

（1）右翼の動向と対策

右翼は、領土問題、歴史認識問題等に関し、関係国や日本政府等を批判している。

令和2年中、中国をめぐっては、4月に予定されていた習近平国家主席の国賓来日及び新型コロナウイルス感染症の感染拡大を捉えた抗議活動を行った。韓国をめぐっては、慰安婦問題や竹島問題を捉えた抗議活動を行った。ロシアをめぐっては、ロシアの憲法改正案に領土の譲渡に向けられた行為等の禁止が盛り込まれたことを捉え、北朝鮮をめぐっては、弾道ミサイルが繰り返し発射されたことを捉え、それぞれ抗議活動を行った。

右翼が上記の街頭宣伝活動等に動員した団体数、人数及び街頭宣伝車数は、図表5-7のとおりである。

[bookmark: x5p00190]　[image: 右翼の街頭宣伝活動（1月、静岡）]
右翼の街頭宣伝活動（1月、静岡）

[bookmark: x5z00070]　図表5-7　右翼による街頭宣伝活動等に伴う動員数（令和2年）
[image: 図表5-7　右翼による街頭宣伝活動等に伴う動員数（令和2年）]


CASE

右翼活動家の男（49）は、令和2年7月、国会議事堂周辺において、街頭宣伝車で政府の新型コロナウイルス感染症への対応等を批判する抗議活動中、警戒中の警察官に移動するよう警告されたことに憤慨し、街頭宣伝車の運転席ドアをいきなり開け、同警察官に同ドアをぶつける暴行を加えたことから、同男を公務執行妨害罪で現行犯逮捕した（警視庁）。



警察では、右翼による悪質な違法行為に対し、様々な法令を適用した取締りを行っており、令和2年中、右翼運動に伴う事件（注）の検挙件数は62件、検挙人員は85人であった。

右翼団体の中には、幹部の多くが暴力団員又は元暴力団員であるものや、暴力団が右翼団体を標榜しているものなどもあり、資金獲得を目的とした恐喝事件や詐欺事件等の違法行為を引き起こしているが、このような恐喝事件や詐欺事件等の検挙件数は40件、検挙人員は42人であった。

また、国民の平穏な生活に影響を及ぼす悪質な街頭宣伝活動に対しては、その内容や形態に応じた取締りを行っており、令和2年中は、威力業務妨害罪等で12件22人を検挙した。

さらに、警察では、右翼及びその周辺者からの銃器摘発に努めた結果、令和2年中、拳銃3丁（前年同期：3丁）を押収した。


注：右翼が街頭宣伝活動、抗議活動等を行う過程で引き起こした事件



[bookmark: x5p00200]　[image: 街頭宣伝活動に対する取締り状況（8月、東京）]
街頭宣伝活動に対する取締り状況（8月、東京）


CASE

右翼団体代表の男（45）は、資金獲得目的で、実父が当事者の交通事故による保険金収入を得ていたにもかかわらず、これを福祉事務所に届け出ず、生活保護法に基づく生活扶助等の名目で現金をだまし取ったことから、令和2年9月、同男を詐欺罪で逮捕した（警視庁）。




CASE

右翼団体構成員の男（47）ら8人は、令和2年1月、沖縄県内において、県議会議員の事務所に街頭宣伝車を乗り付け、同車両に装備された拡声機を用いて、繰り返し大音量で怒号し、同事務所の業務を妨害するとともに、対応した者に、「殺すぞ」などと怒号を発して、同人の生命、身体等に危害を加えるような威勢を示し、団体の威力を示して脅迫した。同年7月までに、威力業務妨害罪及び暴力行為等処罰ニ関スル法律違反で同男らを検挙した（沖縄）。



（2）右派系市民グループをめぐる情勢と警察の対応

令和2年中、極端な民族主義・排外主義的主張に基づき活動する右派系市民グループは、韓国や北朝鮮との問題等を捉えたデモや街頭宣伝活動等に各地で取り組み、全国において約10件のデモが行われた。

また、右派系市民グループの活動に対して抗議する勢力が、参加者による過激な言動について、「ヘイトスピーチ」であると批判するなどして、抗議行動に取り組んだ。

警察では、平成28年に施行された本邦外出身者に対する不当な差別的言動の解消に向けた取組の推進に関する法律を踏まえ、引き続き、右派系市民グループとその活動に対して抗議する勢力とのトラブルに起因する違法行為の未然防止の観点から、厳正公平な立場で必要な警備措置を講じ、違法行為を認知した場合には、法と証拠に基づき厳正に対処するとともに、警察職員に対する必要な教育を推進することとしている。

[bookmark: x5p00210]　[image: 右派系市民グループのデモ（6月、東京）]
右派系市民グループのデモ（6月、東京）






4　日本共産党の動向

（1）第28回党大会の開催

令和2年1月に開催された日本共産党第28回大会では、16年ぶりに日本共産党綱領の一部を改定し、中国について、「大国主義・覇権主義の誤りをいっそう深刻にする行動をとっている」と批判した上で、「社会主義をめざす新しい探究が開始」された国とするこれまでの評価を削除した。一方、最近の情勢を踏まえ、「ジェンダー平等」や「原発ゼロの日本」等を新たに記載した。中央委員会の人事では、志位和夫委員長、小池晃書記局長及び副委員長5人が再任されるとともに、新たに倉林明子中央委員が副委員長に加わった。また、党員数は27万人余、機関紙購読者数は約100万人であることを公表した。

[bookmark: x5z00080]　図表5-8　日本共産党の党員数及び機関紙購読者数の推移
[image: 図表5-8　日本共産党の党員数及び機関紙購読者数の推移]

（2）党創立100周年に向けた党勢拡大の取組

日本共産党は、第28回党大会において、党員数と機関紙購読者数を、党創立100周年である令和4年までに、第28回党大会時比で130％にするなどの目標を掲げ、新型コロナウイルス感染症の感染拡大が続く中でも党勢拡大の指示を出したが、党員数、機関紙購読者数ともに減少傾向が続いた。こうした状況を受け、令和2年6月には、同年9月末までを「党員拡大を中心とする党勢拡大特別月間」として党勢拡大に集中的に取り組み、その結果、2,790人が入党を申し込んだほか、機関紙購読者数が3,908人増加したと公表した。しかし、機関紙購読者数は同年10月以降、再び減少した。

（3）関係団体との連携

日本共産党は、将来の担い手である若者の獲得のため、原則として15歳から30歳までの者で構成される日本民主青年同盟（以下「民青」という。）の組織拡大を「共同の事業」と位置付け、民青に対する援助を強めている。民青は、令和2年11月、第44回全国大会を開催し、令和元年11月の前回大会以降、908人の同盟員を獲得したと公表した。この大会では、同党の田村智子副委員長が講演し、「日本共産党綱領と科学的社会主義を学ぶ民青のみなさんが強く大きくなることは、新しい政治をつくる上でも確かな力になる。一緒に頑張ろう」と呼び掛けた。

他方、日本共産党は、労働者への影響力の拡大に向け、同党の指導・援助により結成された全国労働組合総連合（以下「全労連」という。）との連携を図っている。令和2年7月、同党の志位委員長は、全労連がオンラインで開催した第30回定期大会における来賓挨拶の中で、「自民党政治を終わりにして、野党連合政権をつくるために、ともに力をあわせて頑張りぬこう」などと訴え、日本共産党が目指す野党連合政権樹立に向けた全労連との連携を強調した。また、全労連においても、同大会において、総選挙に向けて野党共闘の取組を強化する運動方針を決定した。






5　大衆運動への警察の対応

警察は、公共の安全と秩序の維持に当たるという警察の責務を遂行するため、大衆運動に伴う違法行為や事故を未然に防止するために必要な警備措置を講じるとともに、違法行為が発生した際には、捜査等の必要な措置を講じることとしている。

（1）近年の大衆運動

近年の大衆運動では、平成23年の福島第一原子力発電所事故を契機に、反原発運動が幅広い年齢層の多数の市民が参加する運動へと発展し、また、平成27年には、平和安全法制等に反対する運動に諸団体が連携して取り組む抗議行動が行われるようになった。

こうした中で、国会議事堂周辺等において、毎週金曜日には、反原発を訴える抗議行動が、毎月19日には、諸団体が連携してその時々の政治課題を捉えた抗議行動が、それぞれ継続して行われてきたが、令和2年中は、新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響により、これらの抗議行動をはじめ、様々な集会・デモが中止又は規模を縮小して開催された。

[bookmark: x5p00220]　[image: 動画投稿サイトに配信して開催される　憲法改正に対する抗議行動（毎日新聞社/アフロ）]
動画投稿サイトに配信して開催される
憲法改正に対する抗議行動（毎日新聞社/アフロ）

（2）沖縄県内の反基地運動

沖縄県では、普天間飛行場の危険の除去と返還に向けて名護市辺野古への移設工事が進められているが、これに反対する諸団体等が、移設先であるキャンプ・シュワブや埋立用の資材を搬出する港の周辺等において、工事関係車両への立ち塞がり、道路での座込みといった危険な妨害活動を繰り返している。

警察では、令和2年中、同県内のこうした反基地運動に伴い、警備に当たる警察官に暴行を加えた公務執行妨害罪等で6件、延べ13人を検挙した。

[bookmark: x5p00230]　[image: 移設工事に対する抗議行動（共同通信社）]
移設工事に対する抗議行動（共同通信社）

（3）反グローバリズム運動

近年、経済のグローバル化が貧富の差の拡大や環境破壊といった社会問題を発生させているなどとする考え方に基づき、国際会議や国際機関等に対して抗議行動を行う反グローバリズム運動が国際的に展開されている。

国内の反グローバリズムを掲げる勢力は、新型コロナウイルス感染症の感染拡大以降、海外の同勢力が経済のグローバル化に反対して取り組んだインターネット上の署名活動に賛同したり、討論会に参加したりするなどし、国際的な連携の維持・強化を図った。

また、令和3年に開催が延期された2020年東京大会について、中止を求めて集会やデモ等の抗議行動を行った。

[bookmark: x5p00240]　[image: 2020年東京大会に対する抗議行動（ロイター/アフロ）]
2020年東京大会に対する抗議行動（ロイター/アフロ）






第4節　災害等への対処と警備実施

1　自然災害等への対処

（1）自然災害の発生状況（注）

令和2年（2020年）中は、地震、大雨、台風等により、死者・行方不明者128人、負傷者1,033人等の被害が発生した。平成28年（2016年）から令和2年にかけての自然災害による主な被害状況は、図表5-9のとおりである。


注：数値は、いずれも令和3年4月末現在のもの



[bookmark: x5z00090]　図表5-9　自然災害による主な被害状況の推移（平成28～令和2年）
[image: 図表5-9　自然災害による主な被害状況の推移（平成28～令和2年）]

（2）令和2年7月豪雨（注）

令和2年7月3日から同月31日にかけて、前線の影響により、九州から東北地方にかけての各地で大雨となり、河川の氾濫、浸水害、土砂災害等が発生した。

特に、河川の氾濫により住家に取り残されるなどして、九州を中心に死者84人、行方不明者2人等の被害が発生した。

警察では、1管区24都府県警察から広域緊急援助隊等の警察災害派遣隊延べ約2,900人及び17都府県警察から警察用航空機延べ119機を熊本県警察等に派遣し、被災状況についての情報収集、被災者の避難誘導及び救出救助、行方不明者の捜索、交通対策、情報通信対策、被災地における各種犯罪への対策等の活動を実施した。


注：数値は、いずれも令和2年9月29日現在のもの



[bookmark: x5p00250]　[image: ボートによる救出救助活動（熊本）]
ボートによる救出救助活動（熊本）

（3）台風第10号（注）

令和2年9月4日から同月7日にかけて、台風第10号の影響により、南西諸島や九州を中心とした各地で暴風を伴った大雨となった。この大雨等により、土砂災害等が発生したほか、断水、停電等のライフラインへの被害が発生した。

特に、土砂崩れに巻き込まれるなどして死者3人、行方不明者3人等の被害が発生した。

警察では、10都府県警察から広域緊急援助隊等の警察災害派遣隊延べ約1,400人及び4県警察から警察用航空機延べ15機を鹿児島県警察等に派遣し、被災状況についての情報収集、行方不明者の捜索等の活動を実施した。また、新たに警察庁ウェブサイトに開設した「災害情報投稿サイト」を活用し、被害情報の収集に当たった。


注：数値は、いずれも令和2年10月22日現在のもの



[bookmark: x5p00260]　[image: 行方不明者の捜索活動（宮崎）]
行方不明者の捜索活動（宮崎）


MEMO　過去の災害対応における教訓を生かした効果的な災害警備活動

警察では、平成30年7月豪雨、平成30年北海道胆振（いぶり）東部地震等での災害対応における教訓を踏まえ、装備資機材の整備や訓練を通じた災害対処能力の向上及び効果的な情報収集を推進し、令和2年中においては、より一層効果的な災害警備活動を行った。

[bookmark: x5z00100]　図表5-10　過去の災害対応における教訓を生かした警察の取組
[image: 図表5-10　過去の災害対応における教訓を生かした警察の取組]








2　警備実施

（1）警衛・警護警備

①　警衛警備

警察では、皇室と国民との親和に配意した警衛警備を実施し、御身辺の安全確保と歓送迎者の雑踏等による事故防止を図っている。

令和2年中は、立皇嗣の礼関係行事等に伴う警衛警備を実施した。また、新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響で、全国植樹祭、国民体育大会、全国豊かな海づくり大会、国民文化祭等の様々な行事が延期又は中止となった。国内での主な行幸啓は図表5-11、主なお成りは図表5-12のとおりである。海外への皇族方の御訪問は1回であった。

[bookmark: x5p00270]　[image: 国立障害者リハビリテーションセンター等創立40周年記念式典等に伴う警衛警備（1月、埼玉）]
国立障害者リハビリテーションセンター等創立40周年
記念式典等に伴う警衛警備（1月、埼玉）

[bookmark: x5p00280]　[image: 立皇嗣の礼関係行事等に伴う警衛警備（11月、東京）]
立皇嗣の礼関係行事等に伴う警衛警備（11月、東京）

[bookmark: x5z00110]　図表5-11　主な行幸啓（令和2年）
[image: 図表5-11　主な行幸啓（令和2年）]

[bookmark: x5z00120]　図表5-12　主なお成り（令和2年）
[image: 図表5-12　主なお成り（令和2年）]

②　警護警備

警察では、テロ等違法事案の発生が懸念される厳しい警護情勢の下、的確な警護警備に向けた取組を推進し、要人の身辺の安全を確保している。

令和2年中の首相の海外訪問は図表5-13のとおりである。

[bookmark: x5p00290]　[image: 安倍首相（当時）派遣情報収集活動　水上部隊出国行事等出席に伴う警護警備　（2月、神奈川）（共同通信社）]
安倍首相（当時）派遣情報収集活動
水上部隊出国行事等出席に伴う警護警備
（2月、神奈川）（共同通信社）

[bookmark: x5p00300]　[image: 菅首相海外訪問に伴う警護警備　（10月、インドネシア）（首相官邸）]
菅首相海外訪問に伴う警護警備
（10月、インドネシア）（首相官邸）

[bookmark: x5z00130]　図表5-13　首相の海外訪問（令和2年）
[image: 図表5-13　首相の海外訪問（令和2年）]

（2）機動隊の活動

都道府県警察には、集団警備力によって有事即応体制を保持する常設部隊として機動隊が設置されているほか、管区機動隊、第二機動隊等が設置されている。

また、専門的な知見・能力が求められる様々な事案に対応できるよう専門部隊が設置されており、その能力を生かし、各種活動に従事している。

[bookmark: x5p00310]　[image: 機動隊の訓練]
機動隊の訓練

[bookmark: x5z00140]　図表5-14　機動隊の概要
[image: 図表5-14　機動隊の概要]

[bookmark: x5z00150]　図表5-15　機動隊の活動
[image: 図表5-15　機動隊の活動]

（3）雑踏警備

祭礼等の行事に際して多数の人が集まることにより事故が発生するおそれがある場合には、雑踏事故の未然防止を図るため、警察ではあらかじめ行事の主催者や施設の管理者に対して必要な安全対策をとるよう要請しているほか、警察部隊の投入が必要と判断される場合には、所要の体制を確立し雑踏警備を行っている。

[bookmark: x5z00160]　図表5-16　雑踏警備の流れ
[image: 図表5-16　雑踏警備の流れ]

[bookmark: x5p00320]　[image: 節分会の際の成田山新勝寺における雑踏警備の状況（2月、千葉）]
節分会の際の成田山新勝寺における雑踏警備の状況（2月、千葉）






警察活動の最前線


コロナ禍での「立皇嗣の礼警衛警備」




警視庁警備部第一機動隊

飯島　ゆめの（いいじま　ゆめの）

[bookmark: x5m00010]　[image: ピーポくん]




令和2年11月8日、全国民から注目を浴びた立皇嗣の礼関係行事等に伴う警備は、依然猛威を振るっていた新型コロナウイルス感染症により、ソーシャルディスタンス等の感染防止対策を徹底した警備が求められました。

ソーシャルディスタンスを念頭に置いた新たな形式では、沿道に集まった人々の距離・間隔が延びてしまうことから、従来以上に警戒範囲も広がり、大きな緊張感を強いられることになりました。この日のために訓練を重ね、入念な実地踏査を行っていようとも、いざ本番になると全く景色が違い、全国民から注目を集めるため、失敗は絶対に許されません。そんなプレッシャーの大波に飲み込まれそうな私が打ち勝つ方法は、あらゆる事態を想定したイメージトレーニングを行うことでした。イメージトレーニングを反すうすることで、自然と落ち着きを取り戻し、持てる最大限の力を発揮できた喜びはひとしおであり、とても感慨深いものとなりました。

コロナ禍ということで、困難を極めた警備でしたが、都民・国民の皆様の御協力で成し遂げられたことに深く感謝いたします。今後も都民・国民の負託に応えるべく邁進していきたいと思います。

[bookmark: x5p00330]　[image: 警視庁警備部第一機動隊　飯島　ゆめの]




小型無人機による行方不明者捜索活動を通して




九州管区警察局情報通信部機動通信課小型無人機運用係

栗野　純（くりの　じゅん）

[bookmark: x5m00020]　[image: 警察庁ワッペン]




私は、昨年の令和2年7月豪雨災害発生時、機動警察通信隊員として熊本県人吉市等に出動し、現場で小型無人機を活用して、行方不明者の捜索や被災状況及び警察の活動状況の映像を警察庁や熊本県警察本部へ伝送する任務に就きました。

日頃から小型無人機の飛行訓練を行っていましたが、本災害が小型無人機を運用する初めての事案であり、災害現場特有の張り詰めた空気の中での運用であったため、非常に緊張したことを今でも覚えています。また、日頃訓練を行っている広いグラウンドとは違い、土砂が流れ込んだ集落や崩壊した道路付近等、離発着地点の確保に苦労し、災害現場での活動の厳しさを改めて実感しました。しかし、日頃の訓練の成果もあり、2日間で計5回83分間の飛行を行い、小型無人機の機動性を活用して捜索部隊が容易に立ち入れない河川や広範囲にわたる現場を効率的に撮影することができ、無事に任務を完遂することができました。

自然災害はいつ発生するか分かりませんが、あらゆる状況下において小型無人機を運用できるよう災害を想定した飛行訓練を重ね、小型無人機のような新しい技術を取り入れながら、警察活動に貢献できるよう、常に努力していきたいと思います。

[bookmark: x5p00340]　[image: 九州管区警察局情報通信部機動通信課小型無人機運用係　栗野　純]








第6章　警察活動の支え

第1節　警察活動の基盤

1　警察の体制

（1）定員

警察庁や都道府県警察の職員は、警察官、皇宮護衛官及び一般職員で構成されている。

[bookmark: x6z00010]　図表6-1　警察職員の定員（令和3年（2021年）度）
[image: 図表6-1　警察職員の定員（令和3年（2021年）度）]

（2）警察力強化のための取組

地方警察官については、平成13年（2001年）度から令和2年度までの間に合計3万1,970人の増員を行ってきた。刑法犯認知件数が平成14年以降18年連続して減少するなど、地方警察官の増員は、他の施策と併せ、犯罪の増勢に歯止めを掛け、治安の回復に効果をもたらしていると考えられる。

しかし、我が国の治安は、刑法犯認知件数等の指標が改善する一方で、人身安全関連事案は後を絶たず、高齢者を中心に大きな被害が生じている特殊詐欺の認知件数については依然として高い水準にあるほか、国際テロやサイバー空間における脅威が続くなど課題が山積していることなどから、引き続き、時代に合わせて警察力の強化に努める必要がある。このため、警察では、次のような警察力強化のための取組を強力に推進し、依然として予断を許さない状況にある治安情勢に的確に対応することとしている。

①退職警察職員の積極的活用

交番相談員、捜査技能伝承官等の非常勤職員を拡充し、また、再任用制度を積極的に活用することで、即戦力たる退職警察職員により現場執行力を補完するとともに、経験豊富な警察職員の優れた技能を若手警察職員に伝承している。

②優秀な人材確保のための採用募集活動の強化

警察庁では、警察官という職業の魅力をアピールするため、合同企業説明会への参加、オンライン説明会の開催、採用募集活動強化のための研修、警察庁ウェブサイトやSNSを活用した情報発信等を行い、都道府県警察の採用募集活動を支援している。

（3）女性警察官の採用・登用の拡大

警察では、女性警察官の採用に積極的に取り組んでいる。毎年度1,000人を超える女性警察官を採用し、女性警察官数は年々増加している。令和2年度には1,653人（新規採用者総数に占める比率は20.3％）の女性警察官が採用された。

女性が被害者となる性犯罪や配偶者からの暴力事案等の捜査、被害者支援等、女性警察官の能力や特性をいかした分野のほか、強行犯捜査、知能犯捜査等の捜査全般、暴力団対策、警衛・警護等の分野でも活躍するなど女性警察官の職域は全ての分野に拡大しており、警察署長をはじめとする幹部への登用も進んでいる。

また、警察庁及び都道府県警察では、女性の職業生活における活躍の推進に関する法律に基づく特定事業主行動計画をそれぞれ策定し（注）、女性がその個性と能力を十分に発揮して活躍できるよう様々な取組を推進している。


注：警察庁においては、「警察庁におけるワークライフバランス等の推進のための取組計画」を策定している。
https://www.npa.go.jp/bureau/soumu/jinji/R3revise/r3plan.pdf
[image: QRコード　警察庁ウェブサイト]



[bookmark: x6z00020]　図表6-2　都道府県警察の女性警察官数及び地方警察官に占める女性警察官の割合の推移（平成24年度～令和3年度）
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[bookmark: x6z00030]　図表6-3　都道府県警察で採用された女性警察官のうち警部以上の人数の推移（平成24年度～令和3年度）
[image: 図表6-3　都道府県警察で採用された女性警察官のうち警部以上の人数の推移（平成24年度～令和3年度）]

（4）教育訓練

警察職員には、適正に職務を執行するため、良識と確かな判断能力や実務能力が必要とされる。警察学校や警察署等の職場では、誇りと使命感に裏打ちされた高い倫理観と職務執行能力を兼ね備えた警察職員を育成するため、教育訓練の充実強化を図っている。

①警察学校における教育訓練

都道府県警察の警察学校、警察庁の管区警察学校、警察大学校等では、採用時及び昇任時の教育訓練のほか、特定の業務の分野に関する高度な専門知識及び技能を修得させるための教育訓練を実施している。

②職場における教育訓練

警察署等の職場では、個々の警察職員の能力又は職務に応じた個人指導や研修会の開催等により、職務執行能力の向上を図っているほか、経験豊富な警察官や退職警察官の講義等を通じ、専門的な知識及び技能の伝承に努めている。また、職務執行の際に求められる高い倫理観を培うため、有識者による講習会等を行っている。

③術科訓練の充実強化

凶悪犯罪に的確に対処できる精強な執行力を確保するため、柔道、剣道、逮捕術、拳銃等の術科訓練を実施している。特に、様々に変化する状況に的確に対応する能力を培うため、映像射撃シミュレーター（注）等による拳銃訓練をはじめ、実際の現場で発生する可能性の高い事案を想定した実践的な訓練の充実強化を図っている。


注：スクリーンに投影した映像に向け、レーザー光線で射撃を行う訓練装置



[bookmark: x6p00010]　[image: 実践的な訓練]
実践的な訓練

（5）警察職員の殉職・受傷

警察官は、個人の生命、身体及び財産を保護し、公共の安全と秩序の維持に当たるため、自らの身の危険を顧みず職務を遂行し、その結果、不幸にして殉職・受傷する場合がある。

警察では、殉職・受傷した警察職員又はその家族に対して、公務災害補償制度による公的補償のほか、賞じゅつ金の支給等の措置をとっている。また、特記すべき職務執行に対しては、警察庁長官名による表彰を行っている。






2　警察の予算と装備

（1）警察の予算

警察の予算は、警察庁予算と都道府県警察予算から成る。このうち、警察庁予算には、国庫が支弁する都道府県警察に要する経費と補助金が含まれる。

令和2年度警察庁予算では、テロ対策と緊急事態への対処、サイバー空間の脅威への対処に要する経費等を、補正予算では、警察における感染症対策の強化に要する経費等を措置した。

令和2年度の国民一人当たりの警察予算は約2万9,000円であった。

[bookmark: x6p00020]　[image: ①　警察庁予算②　都道府県警察予算]

[bookmark: x6z00040]　図表6-4　警察庁予算（令和2年度最終補正後）
[image: 図表6-4　警察庁予算（令和2年度最終補正後）]

[bookmark: x6z00050]　図表6-5　都道府県警察予算（令和2年度最終補正後）
[image: 図表6-5　都道府県警察予算（令和2年度最終補正後）]

（2）警察の装備

①車両の整備

警察用車両として、パトカー、白バイ等が全国に約4万900台整備されている。

警察では、車両の計画的な整備等により、即応体制の確保に努めている。

②装備品の整備

令和2年度は、テロ対策、感染症対策、暴力団対策等の推進を重点として、各種装備品を整備した。

[bookmark: x6p00030]　[image: 白バイ]
白バイ






3　管区警察局の活動

（1）管区警察局の役割

警察庁には、その地方機関として6つの管区警察局、東京都警察情報通信部及び北海道警察情報通信部が設置されている。

事務を能率的に処理するため、管区警察局は、警察庁の事務の一部を分担して所掌している。東京都と北海道の区域は、管区警察局の管轄外とされ、必要に応じ、警察庁が直接に指揮監督等を行う。

[bookmark: x6z00060]　図表6-6　管区警察局の管轄区域
[image: 図表6-6　管区警察局の管轄区域]

（2）管区警察局の主な業務

管区警察局では、主として次のような業務を行っている。

①府県警察に対する監察

管区警察局の監察機能は、平成12年以降の警察改革の一環として、各管区警察局に総務監察部（注）を設置することにより強化されている。総務監察部門が管区内の府県警察に対する監察を実施することで、警察事務の能率的運営と規律の保持に努めている。


注：東北管区警察局、中部管区警察局及び中国四国管区警察局は総務監察・広域調整部を設置している。



②府県の枠を超えた広域調整、災害対応

広域的な対処を必要とする重要事件の合同捜査・共同捜査、高速道路における広域的な交通規制、交通取締り等の実施等に関し、府県警察に対する指導・調整を行っている。

また、一府県警察のみでは対処が困難な大規模災害の発生時には、被災状況等に関する情報の収集・分析に当たるとともに、警察災害派遣隊の派遣等に関する調整を行うことで、国としての危機管理機能を発揮している。

③情報通信における全国警察の連携の確保、府県警察への技術支援

管区警察局情報通信部では、府県情報通信部と連携して、警察庁や都道府県警察を結ぶネットワークの整備、管理等を行い、全国警察の有機的連携の確保に努めている。

また、府県警察の行う捜索差押え等の現場に臨場し、記録媒体内の電磁的記録の損壊防止、コンピュータの設定状況等の確認、証拠となる電磁的記録の抽出等の技術支援を行っている。

④府県警察職員を対象とした教育訓練

管区警察局に附置された管区警察学校では、主として警部補及び巡査部長の階級にある府県警察の職員を対象とした昇任時教育、専門的教育等を実施している。


CASE

近畿管区警察学校では、交番等勤務員に対する襲撃事件の発生等を踏まえ、昇任時教育において、拳銃奪取等の事案を想定した対処訓練を実施するなど、実戦的な訓練を推進し、現場執行力の強化に取り組んでいる。

[bookmark: x6p00040]　[image: 近畿管区警察学校における訓練の状況]
近畿管区警察学校における訓練の状況








4　警察の情報通信

（1）警察活動を支える警察情報通信

警察では、事件、事故又は災害がどこでどのように発生しても対応できるよう、各種の情報通信システムを開発し、それらを全国に整備するとともに、システムの高度化に努めている。

具体的には、独自に整備・維持管理している無線多重回線、電気通信事業者の専用回線、衛星通信回線等により構成される全国的なネットワークにより、警察庁、管区警察局、警察本部、警察署、交番等を結ぶほか、車載通信系（警察本部を中心に警察署、パトカー、警察用航空機等を結ぶ無線通信系）、署活系（警察署を中心に所属する警察官を結ぶ無線通信系）、携帯通信系（機動隊による部隊活動等、局所的な警察活動での無線通信系）といった各種の移動通信システムを構築することにより、警察業務を遂行する上で不可欠な情報の伝達を実現している。

また、指名手配被疑者、行方不明者、盗難車両等に関する情報を警察庁に登録することにより、第一線の警察官からの照会に即時に回答したり、運転免許に関する情報を全国一元管理することにより、適切な行政処分を実施したりするための警察情報管理システムを全国に構築することで、第一線の警察活動を支えるとともに、迅速な警察行政に貢献している。

これら警察情報通信の円滑な運営を図るため、国の機関である全国の情報通信部（注）に、情報通信に関する専門的な技術を有した職員を配置している。


注：27ページ参照（特集2）



[bookmark: x6z00070]　図表6-7　警察活動を支える警察情報通信
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MEMO　高度警察情報通信基盤システム（PIII）の現場での活用状況

平成31年4月から全国警察で運用を開始したPIII（ポリストリプルアイ）（注1）は、画像・映像伝送機能、多言語翻訳機能のほか、スマートフォンやタブレット端末とIPR形警察移動無線通信システム（注2）の無線機をペアリングすることで、通常では警察無線が届かない地域等での無線通話を可能とする機能等を搭載しており、各種警察活動で活用されている。


注1：10頁参照（特集1）

注2：Integrated Police Radioの略。警察が独自に整備・維持管理している耐災害性に優れた移動通信システムであり、通常では警察無線が届かない地域や災害現場においても、パトカー等に搭載された無線機が、その周囲の無線機の通信を臨時に中継することで、現場警察官相互の無線通話を可能にする機能等を有している。



[bookmark: x6z00080]　図表6-8　PIIIの現場での活用状況
[image: 図表6-8　PIIIの現場での活用状況]



（2）情報管理の徹底

警察では多くの機密情報を取り扱っていることから、警察庁は、警察情報セキュリティポリシー（注1）の策定・改正等により、情報セキュリティの向上のための総合的な対策を進め、厳格な情報管理に努めている。

具体的には、警察内部ネットワークの外部ネットワークからの分離、外部記録媒体の利用制限等の情報流出等を防ぐための技術的環境を整備するとともに、警察職員の情報の取扱いに係る規範意識の向上のための取組を推進している。

また、警察庁及び全都道府県警察にCSIRT（注2）を設置し、警察情報管理システム等において情報セキュリティインシデント（注3）が発生した場合に、迅速かつ的確な情報の集約・分析、被害拡大を防止するための措置等を実施することとしている。

さらに、これらの取組の実効性等を検証するため、都道府県警察等を対象とした情報管理業務監査及び情報セキュリティ監査を継続的に実施している。


注1：警察情報セキュリティに関する規範の体系

注2：Computer Security Incident Response Team の略

注3：不正プログラム感染事案等情報セキュリティの維持を困難とする事案








5　留置施設の管理運営

（1）留置施設の管理運営

令和2年4月1日現在、留置施設は全国で1,086施設（収容基準人員（注）2万1,393人）設置されている。警察では、刑事収容施設及び被収容者等の処遇に関する法律に基づき、捜査と留置の分離を徹底しつつ、被留置者の人権に配慮した処遇及び施設の改善を推進しており、月に2回の健康診断の実施、健康に配慮した食事の提供、冷暖房装置の整備等のほか、次のような取組を行っている。


注：留置施設の定員数



①女性被留置者に対する適切な処遇

警察では、女性被留置者に対してより適切な処遇を行うという観点から、女性被留置者のみを留置し、女性警察官が常時看守業務に従事する女性専用留置施設の設置を推進している。また、留置施設への女性警察職員の配置を進めるなど、物的及び人的基盤の整備を進めている。

[bookmark: x6z00090]　図表6-9　女性専用留置施設数の推移（平成28～令和2年）
[image: 図表6-9　女性専用留置施設数の推移（平成28～令和2年）]

[bookmark: x6z00100]　図表6-10　留置業務に従事している女性警察職員数の推移（平成28～令和2年）
[image: 図表6-10　留置業務に従事している女性警察職員数の推移（平成28～令和2年）]

②外国人被留置者に対する適切な処遇

警察では、外国人被留置者向けに、複数の言語の告知書（注）を用意しているほか、被留置者の信仰する宗教を踏まえた食事の提供を行うなど、言語や宗教等の違いに配慮した処遇に努めている。


注：留置の開始に際し、留置施設での処遇について説明するための書面



③留置施設に対する巡察

警察庁では、被留置者の処遇を全国的に斉一にするため、毎年度全ての都道府県警察の留置施設に対し計画的な巡察を実施している。

④留置施設視察委員会

留置施設の運用状況の透明性を高めるため、警察部外の第三者から構成される機関として、留置施設視察委員会（以下「委員会」という。）が、都道府県警察本部及び方面本部に設置されている。委員会は、弁護士等の法律関係者や医師、地域住民等の委員で構成されている。各委員は、留置施設を実際に視察し、被留置者と面接するなどして留置施設の実情を把握した上で、委員会として留置業務管理者（警察署長等）に意見を述べるものとされており、警視総監、道府県警察本部長及び方面本部長は、委員会からの意見及びこれを受けて警察が講じた措置の概要を公表することとされている。

[bookmark: x6z00110]　図表6-11　留置施設視察委員会委員の職業別割合（令和3年1月1日現在）
[image: 図表6-11　留置施設視察委員会委員の職業別割合（令和3年1月1日現在）]

（2）被留置者の収容状況

被留置者の年間延べ人員は、図表6-12のとおり減少傾向にあり、留置施設の収容率（注）も、図表6-14のとおり低下傾向で推移している。一方で、一時的に過剰な収容状態となる場合が依然としてあることから、警察では、警察署の新築時等に十分な規模の留置施設を整備したり、拘置所等刑事施設への早期の移送を要請したりするなどして、収容力の確保を図っている。


注：留置施設の定員数に対する被留置者の割合



[bookmark: x6z00120]　図表6-12　被留置者延べ人員の推移（平成23～令和2年）
[image: 図表6-12　被留置者延べ人員の推移（平成23～令和2年）]

留置施設の整備に当たっては、被留置者の居室を並列に配置し、居室前面の一部に遮蔽板を設けたり、留置施設内の風通しや採光に配慮したりするなど、被留置者のプライバシー保護や人権に配慮した設計を取り入れている。

[bookmark: x6z00130]　図表6-13　留置施設の収容基準人員の推移（平成23～令和2年）
[image: 図表6-13　留置施設の収容基準人員の推移（平成23～令和2年）]

[bookmark: x6z00140]　図表6-14　留置施設の収容率の推移（平成23～令和2年）
[image: 図表6-14　留置施設の収容率の推移（平成23～令和2年）]

[bookmark: x6p00050]　[image: 留置施設内（居室区画）の状況]
留置施設内（居室区画）の状況

[bookmark: x6p00060]　[image: 留置施設内（診察室）の状況]
留置施設内（診察室）の状況






6　皇宮警察本部の活動

警察庁に附置されている皇宮警察本部は、天皇皇后両陛下及び上皇上皇后両陛下並びに皇族殿下方の護衛、皇居、赤坂御用地等の警備等を行っている。

①天皇及び上皇並びに皇族の護衛

天皇皇后両陛下及び上皇上皇后両陛下並びに皇族殿下方の安全を確保するため、皇宮護衛官のうち、側衛官が、皇居、赤坂御所等はもとより、国内外において御身辺の直近で護衛に当たっている。

令和2年中は、秋篠宮皇嗣同妃両殿下が阪神・淡路大震災25年追悼式典に御臨席のため兵庫県を御訪問になった際等に、側衛官を派遣し、御身辺の安全を確保した。

[bookmark: x6z00150]　図表6-15　皇宮警察本部の活動地
[image: 図表6-15　皇宮警察本部の活動地]

②皇居、赤坂御所等の警備

皇居、赤坂御用地、各御用邸、京都御所、正倉院等の安全を確保するため、主に6都府県（注）において警戒警備活動を行っている。

令和2年中は、皇居の宮殿東庭において新年一般参賀が行われた際、所要の体制を確立し、不法事案及び雑踏事故の未然防止に万全を期した。


注：栃木、東京、神奈川、静岡、京都及び奈良



③国賓等の護衛

国賓として来日した外国要人の皇居参内や、信任状の捧呈に伴う特命全権大使の皇居参内に際して、騎馬、サイドカー（注）等で護衛に当たっている。


注：側車付大型自動二輪車



④新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止に配意した活動

令和2年中、皇居東御苑の一般公開再開に際し、入園者に対し、マスク及び手袋を着用した皇宮護衛官が手荷物の確認に当たるなど、感染症の感染拡大防止に配意した警戒警備活動を行った。

[bookmark: x6p00070]　[image: 皇居の警備に当たる皇宮護衛官]
皇居の警備に当たる皇宮護衛官


MEMO　騎馬による随衛勤務

皇宮警察本部における特色ある護衛活動として、騎馬による随衛勤務がある。この勤務は、特別な被服「儀礼服」を着用し、儀容を整え、威儀を正して御移動に随従して御身辺の護衛に当たる勤務である。

令和2年11月8日、立皇嗣宣明の儀の後、皇嗣殿下御利用の儀装馬車に随従し、騎馬による随衛を行った。

[bookmark: x6p00080]　[image: 騎馬による随衛勤務]
騎馬による随衛勤務








7　研究機関の活動

（1）警察政策研究センター

警察大学校に置かれている警察政策研究センターは、様々な治安上の課題に対する調査研究を進め、政策提言を行うとともに、警察と国内外の研究者等との交流の拠点として活動している。

①フォーラムの開催

関係機関・団体と連携し、国内外の研究者・実務家を交えて社会安全等に関するフォーラムを開催している。令和2年度は、フォーラム特設サイトにおけるオンデマンド方式で開催した。

[bookmark: x6z00160]　図表6-16　フォーラムの開催状況（令和2年度）
[image: 図表6-16　フォーラムの開催状況（令和2年度）]

[bookmark: x6p00090]　[image: フォーラムの配信（講演）]
フォーラムの配信（講演）

[bookmark: x6p00100]　[image: フォーラムの配信（パネルディスカッション）]
フォーラムの配信（パネルディスカッション）

②大学関係者との共同研究の推進

大学関係者と共同して研究活動を行っている。これまでに、例えば、慶應義塾大学大学院法学研究科との間で、テロ等の各種治安事象への対策を講じるに当たり、憲法学的見地から、国民の自由と安全をいかにバランスよく保障していくかについて共同研究を行っている。

③大学・大学院における講義の実施

警察政策に関する研究の発展及び普及のため、一橋大学国際・公共政策大学院、早稲田大学法科大学院、京都大学法科大学院・公共政策大学院、東京都立大学法学部、中央大学法学部・総合政策学部及び法政大学法学部に職員を講師として派遣し、職員が警察行政や社会安全政策論に関する講義を実施している。

[bookmark: x6p00110]　[image: 大学・大学院での講義]
大学・大学院での講義

④警察に関する国際的な学術交流

海外で開催される国際的な学術会議に参画し、日本警察に関する情報発信を行っている。また、韓国警察庁警察大学治安政策研究所、フランス高等治安・司法研究所及びドイツ・フライブルク大学安全・社会センターとの間で協定を締結し、警察に関する国際的な学術交流を実施している。

⑤海外調査研究員の派遣

海外調査研究員を海外の大学・大学院や行政機関等に1年間派遣し、警察に係る外国の法制度等について調査研究を行っている。令和元年から令和2年にかけて、5人を英国等に派遣し、司法面接の活用状況及び我が国の刑事手続との関係をはじめとする最新の海外の取組について調査研究を行った。

（2）警察情報通信研究センター

警察大学校に置かれている警察情報通信研究センターでは、警察に関する情報通信に関する研究を行っており、その成果は、犯罪捜査の効率化や警察における情報通信システムの整備に活用されている。

例えば、犯罪捜査等の効率化のため、防犯カメラ等に記録された低照度・低画質な画像の鮮明化技術、多数の画像から人物や車両等を識別し画像を効率的に抽出する技術、画像から人物等を特定する識別技術等の画像処理に関する研究を行っている。

[bookmark: x6p00120]　[image: 画像処理に関する研究]
画像処理に関する研究

（3）科学警察研究所

科学警察研究所は、警察活動を最新の科学技術に基づいて支えるため、警察庁に附置されている研究機関であり、その業務は、科学技術を犯罪捜査や犯罪予防に役立てるための研究、その研究成果を活用した鑑定・検査及び都道府県警察の鑑定技術職員に対する技術指導を行うための研修という3つの柱から構成されている。

①犯罪捜査等のための研究

科学警察研究所では、犯罪捜査をはじめとする警察活動への実用化の観点から科学技術の研究を行うとともに、鑑定等に利用する技術、資機材等についての検証等を行っている。科学警察研究所の研究によって確立・実証された知識や技術は、犯罪捜査における鑑定・検査に活用されており、DNA型鑑定、違法薬物の分析、画像解析、ポリグラフ検査、プロファイリング等を通じて、事件の解明、被疑者の検挙等に貢献している。


研究例　生物剤の現場検知を目的とした検出装置の検証に関する研究

NBCテロ（注1）事案では、NBCテロ対応専門の要員が、現場で使用された物質中に危険な病原性微生物が含まれているかなどを早急に判断する必要がある。使用できる機材や試薬類、手法が限定される一方、現場周辺の安全確保のために短時間で危険性を判断する必要がある状況下で迅速かつ容易に病原性微生物の検出や判定が可能となるよう、市販の検知装置の検証や低コストな検知技術の開発を目的として様々な病原性微生物のゲノム（注2）増幅法を検討するなど、検査法の実験を行っている。


注1：194頁参照（第5章）

注2：生物のDNAに含まれる全ての遺伝情報



[bookmark: x6p00130]　[image: 生物剤の現場検知]




研究例　飛翔弾丸の挙動解析に関する研究

発砲事件で発射された弾丸の発見・採取を容易にするため飛翔中の弾丸の表面にかかる力を計測し、弾丸の飛翔距離と落下位置を推定する手法の開発に取り組んでいる。例えば、高速で飛翔する弾丸の表面温度は空気抵抗等の力により上昇するため、弾丸表面の温度分布を可視化し、計測できれば、飛翔中の弾丸の表面に係る力の計測につながるところ、感温塗料を弾丸表面に塗布して飛翔させ、これを高速度撮影・画像処理等することで、弾丸表面の温度分布を可視化し、計測することが可能であることを実証した。

[bookmark: x6p00140]　[image: 実験計測による温度分布（上）　数値計算による温度分布（下）]
実験計測による温度分布（上）
数値計算による温度分布（下）




研究例　地理的プロファイリングの高度化に関する研究

地理的プロファイリング（注）の1手法として、ある犯罪が発生した場合の犯人の居住地や次回以降の犯行エリアを推定するための手法の開発を進めている。具体的には、過去に発生した犯罪に関するデータを活用し、犯人の居住地から犯行地点までの距離に影響する要因を分析するなどしている。また、高度な統計モデルを応用して、拠点エリアの推定手法等の開発を進めている。


注：プロファイリングについては、114頁参照（第2章）



[bookmark: x6p00150]　[image: 犯人の居住地から犯行地点までの移動距離の地域差のイメージ図]
犯人の居住地から犯行地点までの移動距離の地域差のイメージ図



②鑑定・検査

科学警察研究所では、ミトコンドリアDNA検査（注）、薬物の微量成分分析等の高度な専門的知識や技術が必要とされる鑑定及び火災の再現実験等の特殊な設備や技術が必要とされる鑑定を実施している。また、偽造通貨及び銃器の弾丸・薬きょう類については、全て科学警察研究所が資料の鑑定を行っている。


注：細胞核ではなく、細胞内のミトコンドリアに存在するDNAの塩基配列を分析する検査。同配列は、男女を問わず母親の配列と同一となるため、母子や兄弟姉妹間の比較に有効とされる。



[bookmark: x6p00160]　[image: 火災の再現実験の様子]
火災の再現実験の様子

③法科学研修所における研修

科学警察研究所に置かれている法科学研修所では、主に都道府県警察の科学捜査研究所及び鑑識部門で勤務する職員を対象として、鑑定・検査及び鑑識活動に必要となる専門的知識に関する研修を行っている。また、国内外の大学、研究機関等に研修生をおおむね3か月から6か月の期間にわたって派遣し、専門性を高めるための研究に従事させることによって、新たな鑑定手法の開発等に役立てている。令和2年度中は、新型コロナウイルス感染症の感染拡大により、一部の研修のみ実施した。






第2節　国民の期待と信頼に応えるための警察運営

1　国民の期待と信頼に応える警察

（1）積極的かつ合理的な組織運営

警察では、人口減少や高齢化の進展、科学技術の発展に伴って変化していく日本社会の情勢や治安上の課題に適応し、警察機能を最大限に発揮できる、高い規律と士気を有する組織を確立するため、各種取組を推進している。

例えば、先端技術等の活用による警察活動の質的向上に取り組んでいるほか、IT技術等の積極的活用、不適正な取扱いを契機とした業務の仕組みの見直し、情報管理システムの合理化・高度化等の業務の効率化に向けた取組を積極的に進めるとともに、第一線で活動する職員を支えるため、職務執行に関する相談・照会に応じる体制の整備、装備品の機能向上等を進めている。

また、超過勤務の縮減や休暇取得の促進、男性職員の育児休業の取得や育児休業からの円滑な職場復帰に向けた支援といった仕事と子育て・介護の両立支援等のワークライフバランス等の向上にも努めている。

（2）監察の実施と苦情を活用した業務改革の推進

①監察

警察庁及び都道府県警察では、その能率的な運営及び規律の保持に資するために、国家公安委員会が定める監察に関する規則に基づき、厳正な監察を実施している。

令和2年（2020年）度中、警察庁においては、都道府県警察等に対して監察を実施し、適正捜査及び組織的な捜査管理の推進状況について指導するなど業務改善を図った。

②苦情を活用した業務改革の推進

都道府県警察では、職員の職務執行に対する苦情に誠実に対応するとともに、個々の苦情やその傾向を踏まえて業務改善を図るなど、苦情を活用した組織的な業務改革を推進している。

[bookmark: x6z00170]　図表6-17　監察に関する規則（平成12年国家公安委員会規則第2号）
[image: 図表6-17　監察に関する規則（平成12年国家公安委員会規則第2号）]

（3）適正な予算執行の確保

警察では、適正な予算執行を確保するため、次のような取組を行っている。

①警察が行う会計監査

国家公安委員会が定める会計の監査に関する規則に基づき、警察庁長官、警視総監、道府県警察本部長及び方面本部長は、監査手法に改善・工夫を加えながら、一層適正な会計経理を推進するため、会計監査を実施している。

令和2年度中、警察庁においては、警察庁内部部局、附属機関、地方機関及び都道府県警察のうち、74部署を対象に会計書類の点検を行うとともに、捜査費の執行に直接携わった捜査員720人を含む1,493人に対して聞き取りを実施するなどした。

②会計業務の改善に係る取組

警察庁では、会計業務の改善に関する各種取組を全庁を挙げて推進するため、関係職員から構成される「警察庁会計業務改善委員会」及び外部有識者から構成される「警察庁会計業務検討会議」を開催して、行政事業レビュー、調達改善の取組等を通じ、会計業務の改善に努めている。






2　国民に開かれた警察活動

（1）警察署協議会

警察は、地域の犯罪や交通事故を防止するなどの様々な活動を行うに際して、地域住民の意見、要望等を十分に把握するとともに、地域住民の理解と協力を得ることが必要である。

このため、原則として全国の全ての警察署に警察署協議会が置かれており、警察署長が地域住民の意見を聴くとともに、理解と協力を求める場として活用されている。


MEMO　署訓に込めた安全・安心への思い
（徳島県徳島板野警察署協議会会長　矢野英成）

徳島板野警察署協議会は、管内の住民や事業者12人が委員に委嘱され、警察署の活動が地域住民のニーズに沿ったものとなるよう活動しています。

平成30年、徳島北警察署と板野警察署が統合されたことから、この度、新たな署訓について意見を求められました。署訓は、警察署の理念となる礎であるとともに、署員の活動規範ともなる極めて重要なものであることから、我々も慎重に意見を交わし、数点の候補の中から、署員一人一人が地域住民との絆を深め、自信と誇りを持って職務に当たってほしいとの想いを込めて「日進月歩、Do your best、誇りと絆」ではいかがかと提案したところ、採用されました。

協議会の活動として希有な事例と思い紹介した次第ですが、この署訓の下、徳島板野警察署が将来にわたって地域住民と共に歩み、管内の治安の維持向上に向けた活動がなされることを期待しております。

[bookmark: x6p00170]　[image: 警察署協議会の実施状況]
警察署協議会の実施状況



（2）情報公開制度

警察庁では、警察庁訓令・通達公表基準に基づいて、訓令及び施策を示す通達を原則として公表することとし、ウェブサイトに掲載している。また、窓口を設置し、行政機関の保有する情報の公開に関する法律に基づく開示請求を受け付けるとともに、警察白書や統計、報道発表資料等の文書を一般の閲覧に供している。

[bookmark: x6z00180]　図表6-18　令和2年度中の開示請求等の件数（情報公開）
[image: 図表6-18　令和2年度中の開示請求等の件数（情報公開）]

（3）個人情報保護

警察庁では、警察庁における個人情報等の管理に関する訓令を制定し、個人情報の管理体制を定めるなどして保有する個人情報の適正な取扱いに努めている。また、窓口を設置し、行政機関の保有する個人情報の保護に関する法律に基づく開示請求を受け付けている。

[bookmark: x6z00190]　図表6-19　令和2年度中の開示請求等の件数（個人情報保護）
[image: 図表6-19　令和2年度中の開示請求等の件数（個人情報保護）]

（4）政策評価

国家公安委員会及び警察庁は、「国家公安委員会及び警察庁における政策評価に関する基本計画」を策定し、同計画に基づき策定した政策評価実施計画に従って、毎年度、政策評価を実施し、評価書等を警察庁ウェブサイトにおいて公表している（注）。

令和2年度は、5の業績目標について目標管理型の政策評価を実施したほか、平成23年（2011年）4月に成立した犯罪収益移転防止法の一部を改正する法律等の施行に伴い新設された規制について、事後評価を実施した。

また、政策評価の実施に当たっては、警察庁政策評価研究会を開催し、政策評価や警察行政に知見を有する有識者の専門的な意見を取り入れることで、客観性の確保に努めている。


注：https://www.npa.go.jp/policies/evaluation/index.html
[image: QRコード　警察庁ウェブサイト]








第3節　国際的な警察活動

（1）国際的な犯罪に対する外国治安機関等との連携

①ASEAN加盟国、G7各国等との連携

警察では、国際テロ対策、サイバーセキュリティ対策等の分野において、ASEAN＋3国際犯罪閣僚会議（注）、G7内務大臣会合等の会議に出席するなどして、外国治安機関等との協力関係の強化に取り組んでいる。

また、平成30年（2018年）12月に警察庁とEUROPOLとの間において策定した協力関係構築に係る実務取決めに基づき、EUROPOLへの連絡担当官を派遣しており、EUROPOLに加え、EU加盟国や連絡担当官を派遣している他の国との二国間協力の強化を図っている。


注：ASEAN加盟国に日本、中国及び韓国を加えた治安機関の閣僚が参加する会議



②二国間等の連携

警察では、日越治安当局次官級協議、日中韓警察局長級会議等を開催しているほか、国家公安委員会委員長が各国の治安担当大臣等と会談を行うなど、国際的な犯罪対策において我が国と関わりの深い国の治安機関等との間で協力関係を深めている。

（2）治安に関係する国際約束の締結

刑事共助条約（協定）は、捜査共助の実施を条約上の義務とすることで捜査共助の一層確実な実施を期すとともに、捜査共助の実施のための連絡を外交当局間ではなく、条約が指定する中央当局間で直接行うことにより、手続の効率化・迅速化を図るものである。これまでに米国、韓国、中国、香港、EU及びロシアとの間で締結している。また、犯罪人引渡条約は、日本で犯罪を犯し国外に逃亡した犯罪人等を確実に追跡し、逮捕するため、一定の場合を除き、犯罪人の引渡しを相互に義務付けるものであり、これまでに米国及び韓国との間で締結している。このほか、米国との間では、日米査証免除措置の下で安全な国際的渡航を一層容易にしつつ、日米両国国民の安全を強化するために、重大な犯罪を防止し、及び捜査することを目的として、相互に必要な指紋情報等を交換するための枠組みを定めたPCSC協定（注）を締結している。


注：重大な犯罪を防止し、及びこれと戦う上での協力の強化に関する日本国政府とアメリカ合衆国政府との間の協定（Agreement between the Government of Japan and the Government of the United States of America on Enhancing Cooperation in Preventing and Combating Serious Crime）の略称



（3）国際協力の推進

①海外の警察に対する支援

警察庁では、我が国の警察の知見や特質を生かせる分野において、外務省やJICAと協力し、専門家の派遣や研修員の受入れを通じた海外の警察に対する支援を行っている。令和2年（2020年）中には、3人の専門家を新たに派遣した。

ア　インドネシア国家警察改革支援プログラム

平成13年以降、インドネシア国家警察改革支援プログラムを実施しており、国家警察長官アドバイザー兼プログラム・マネージャーを含む専門家を派遣している。平成24年以降、市民警察活動を全国展開させるため、交番制度、現場鑑識活動等に関するこれまでの協力の成果の一層の定着・展開を支援している。


MEMO　新型コロナウイルス感染症の感染拡大を踏まえた取組

新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響により、インドネシア国家警察改革支援プログラムのために派遣されていた専門家も一時帰国し、現地で活動ができない状況にあった。こうした中でも、インドネシアの警察大学院大学の学生に対するオンラインによる講義、新型コロナウイルス感染症対策資機材の供与に向けた調整、同国における鑑識活動の好事例に関する資料の作成及び配布等、創意工夫を凝らした取組を進めた。

[bookmark: x6p00180]　[image: ジャカルタ警視庁への資機材の供与の様子]
ジャカルタ警視庁への資機材の供与の様子



イ　研修員の受入れ

警察では、知識・技術の移転及び諸外国との情報交換の促進を図るため、都道府県警察における実地研修、警察大学校国際警察センターにおけるセミナー等を行っている。令和2年中には、4回の研修でインドネシア、東ティモール等各国の警察幹部を含む45人の研修員を受け入れた。

[bookmark: x6p00190]　[image: 宮崎県警察での東ティモール警察官への研修の様子]
宮崎県警察での東ティモール警察官への研修の様子

②国際緊急援助活動

我が国は、外国で大規模な災害が発生し、被災国政府又は国際機関の要請があった場合、被災地に国際緊急援助隊を派遣しており、警察も国際緊急援助隊の救助チームの一員として国際緊急援助活動を行っている。警察では、国際緊急援助隊の派遣に関する法律が施行された昭和62年以降、延べ290人の隊員を延べ16の国・地域に派遣し、被災者の捜索・救助等を行った。

（4）国際的な警察活動に関する基盤整備

警察では、警察大学校国際警察センターにおいて、言語別の語学研修や国際捜査、国際協力に関する研修を実施することなどにより、通訳人となる警察職員や国際捜査、国際協力に知見を有する警察職員を育成しているほか、各都道府県警察においても、民間の通訳人の確保や外国の文化、宗教等に関する理解を促進するための研修に積極的に取り組むなどして、国際的な警察活動に関する基盤整備を推進している。

[bookmark: x6p00200]　[image: 島根県警察での通訳人への研修の様子]
島根県警察での通訳人への研修の様子


MEMO　「伝える意志」（静岡県警察本部警務部教養課　宮澤和正警部補）

私は、静岡県警察で通訳人として英語の通訳業務に従事しています。

英語といっても、国籍・地域で発音や語彙が大きく異なっているほか、国によって風習や文化、司法制度の違いがあります。取調べ等の通訳に従事する度に、そのような違いを肌で感じており、ベストの通訳が一つでないことを意識して、毎回、新たな気持ちで臨むようにしています。

また、日本語を解さない外国人からの相談等に適切に対応できるよう、地域警察官等の職員に対し研修を行っています。外国語が苦手なために外国人への応対が消極的にならないように、イラストを差し示すことで意思疎通を図るコミュニケーションツールや多言語翻訳機能を有する装備資機材等を活用したロールプレイング訓練を行い、警察職員が自分の意思を外国語で相手にはっきりと伝えることができるようになるよう努めています。

[bookmark: x6p00210]　[image: 静岡県警察本部警務部教養課　宮澤和正警部補]








警察活動の最前線


被害者の存在とその思いを忘れない




香川県三豊警察署留置管理課

花田　和樹（はなだ　かずき）

[bookmark: x6m00010]　[image: ヨイチくん]




留置施設で勤務する留置担当官が持つべき『志』とは、「被留置者の後ろには被害者がいる。」ということです。

私は「今も苦しんでいるその被害者は、私達の仕事ぶりを、その一挙一動をじっと見ている。被害者の存在とその方の思いを決して忘れず、凛とした姿勢と何事にも動じない気概で、眼前の被留置者に対峙しなければならない。」と先輩から学びました。まさにそうであると感じ、課員にも同じように指導しています。

被留置者は、うな垂れている者、警察官を陥れようとする者、真摯に反省している者等、多種多様です。

担当官としての経験が浅かった頃の私も、対応の必要性が認められない要望を繰り返し言う被留置者に悩まされました。

事件が発生して被疑者を逮捕する、すべては現場から始まります。しかし、被留置者が犯した罪と真摯に向き合うべき場所であるこの留置施設もまた、紛れもない『現場』です。

私は、どのようなタイプの被留置者に対しても、この『志』を貫き、この現場でチーム一丸となって業務に勤しむ留置管理部門の礎となる後継者を、ひとりでも多く育てていきたいと思います。

被害者の存在とその思いを決して忘れることなく、これからも粛々と仕事に取り組んでいきます。

[bookmark: x6p00220]　[image: 香川県三豊警察署留置管理課　花田　和樹]




可能性を求めて




愛知県警察本部交通部運転免許試験場長

小﨑　文子（こざき　あやこ）

[bookmark: x6m00020]　[image: コノハけいぶ]




高校卒業後、警察官を志し、結婚、出産、子育ての経験を経ながら勤務してきました。平成11年春、警部補に昇任し、名古屋市内の警察署の交通総務係長に配属された私への、上司からの言葉は「期待しているからな」でした。当時、女性の交通総務係長の配置がなく、企業講話や地域、団体等との協力、調整を要する業務は男性警察官が適していると思われていたようです。対象に応じた交通安全教育の方法に取り組み、地域、団体の方々等との協力、連携も、知識と私的部分も含めた経験を活かし、新たな視点で取り組みました。現在、女性の交通総務係長の存在は当たり前となり、各部門でも多数の女性幹部警察官が活躍しています。

自身の経歴を振り返りますと、署の交通課長、本部の住民相談、採用等を経験しましたが、「女性の特性」というよりも、「自分を活かす」ことで女性拡大の一役を担えたのではないかと思います。「与えられた仕事にベストを尽くす。自分の可能性を追求しながらワンランク上を目指す」そして「楽しむ」という気持ちを強く持つことが大切です。

コロナ禍の今、運転免許試験場長として、皆さんが笑顔で過ごせる社会の一役を担う責任を自負しつつ、更なる可能性を求めて業務に取り組む毎日です。

[bookmark: x6p00230]　[image: 愛知県警察本部交通部運転免許試験場長　小﨑　文子]








資料編

1　令和2年中の組織改正と法令の制定

主な組織改正
[image: 主な組織改正]

主な法律の制定（警察関係）
[image: 主な法律の制定（警察関係）]

主な政令の制定（警察関係）
[image: 主な政令の制定（警察関係）]






2　令和2年中の主な出来事

[bookmark: xs200010]　[image: 2　令和2年中の主な出来事（1）]
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3　令和2年都道府県別統計資料

[bookmark: xs300010]　[image: 3　令和2年都道府県別統計資料（1）]
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